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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　「四月五日・北の国」







　施設の中を死が支配していた。

　長い廊下の両側に並んだ小部屋の中に収容されていた『再さい教育者』という名前の囚しゆう人じんたちの多くは、狭いコンクリートの小部屋の中で倒れたまま動かぬ骸むくろと化している。廊下や建物の外の作業場には、鍬くわなどの農のう耕こう用ようの用具を持った囚人たちが、作業途と中ちゆうで倒れたままの姿で骸を晒さらしていた。

　台所と洗面所にある水道の蛇じや口ぐちの前には水を求めて集まったのだろう、さらに多くの囚人たちの死し骸がいが折り重なっていた。

　死んでいたのは、囚人だけではなかった。

　収容施し設せつとは別べつ棟むねになっている管理棟とうの中や宿しゆく舎しやの中には、この施設の囚人たちを強制労ろう働どうに駆り立てていた緑色の制服に身を包んだ国家公こう安あん局きよくの下級官かん吏りたちの死骸が転がっていた。

　高い塀へいと鉄てつ条じよう網もうによって隔かく離りされたこの施設の支配者は、もはや彼らではなかった。

　腐ふ臭しゆうと、飛び回る無数の黒い小さなハエの羽は音おとだけが、この施設の中を支配していた。

　管理棟とうの中から一人の若い男が、よろめくように姿を現したのはそのときだった。

　下着姿すがたのその男は、額ひたいに粒つぶのような汗を滲にじませ、視点の定まらぬ目で辺りを見回す。そして、うわごとのように「水……水……」とつぶやきながら中庭に作られた小さな自給用の畑の前に進みでると、その場に崩れ落ちるように膝ひざをつき、両手で畑の土を両手で掘り始めた。

　彼を駆り立てていたのは妄もう想そうだった。

　目の前の土を掘ればそこから冷たい泉が湧わきだすに違いない。その泉の水を浴び、そして飲めば、俺はこの熱の苦しみから救われる……。

　熱に侵おかされた彼の脳は、もはや行動をコントロールできなくなっていた。

　それは、意識が混こん濁だくし妄想に囚とらわれるという、高熱が出たとき特有の『せん妄もう状態』と呼ばれる症状だった。

　妄想に取り付かれた彼の行動は、身体からだに残っていた最後の生命エネルギーを消費してしまったのだろう。三十センチほど畑の土を掘ったとき、彼はそのままうつ伏せに地面に崩れ落ちた。

　指先が小さく震え、半開きになった乾いた唇くちびるが何度か動いたが、もはやそれは言葉にはならなかった。

　彼は目を見開いていた。だが、もはや何も見てはいなかった。

　その目に最期に映った光景は、収容所の塀へいの向こうに広がる、枯かれ枝のように瘦やせた木がまばらに生はえている、ほとんど丸まる裸はだかに近い荒れた山と、その麓ふもとに広がる荒あれ地ちの中に立つ砂すな埃ぼこりだった。

　人々の生活圏けんから完全に隔かく離りされたこの施設で起きた出来事を知る者はいなかった。

　いや、たとえ知る者がいても、この国ではその秘密が漏れることは無いだろう。

　真実を見ない、真実を聞かない、そして真実を知ろうと思わない。

　それが、この国の国民が生き延びるための鉄てつ則そくだからだ。




　この施設に収容されていた数百人の囚しゆう人じんと、そして管理する兵へい士しのすべてが死に絶えて、さらに二日が過ぎた日の昼過ぎ。

　この施設に向かって延びる未み舗ほ装そうの埃っぽい一本道を、十台ほどの幌ほろつきの軍用トラックと一台のマイクロバスが一列に連なって走ってきた。

　トラックの列は、収容所の正門の百メートルほど前のところで停止した。

　号ごう令れいの代わりなのだろう、カン高い笛の音があたりに鳴り響ひびき、砂埃に包まれたトラックの幌の中から何人もの人間が降りてくる気け配はいがした。

　やがて、立ち込める砂埃の中から姿を現したのは、頭の先からつま先まで全身を緑色のゴム製の旧式の汚お染せん防止服で身を包んだ人々だった。

　汚染防止服の頭部は潜せん水すい服ふくや宇宙服のようなヘルメットにはなっていない。

　防毒マスクのような丸いメガネと黒い大きな活性炭たんフィルターを口の先にぶら下げた姿は、巨大な昆虫のように見えた。

　汚お染せん防止服に身を包んだ兵へい士しらしき群れは、そのまま施設の門を開け、中に入って行った。

　その兵士の群れが施設の中に入って行ってしばらく過ぎたとき、同じような汚染防止服に身を包んだ別の一団がトラックの列の最後に停まっていたマイクロバスの中から現れて、正門の前に立った。

　彼らの目的は情報収しゆう集しゆうなのだろう。先行した兵士たちと違い、肩から検査用の器具を下げたり、カメラやノートという記録用の器具を持っている。

　先行した兵士たちの指し揮き官かんらしい男が、その一団の元にやってきて敬けい礼れいすると、マスク越しにくぐもった声で報告した。

「生存者はありません、完全に死し滅めつしております！　男性収容者二百十五名、女性収容者百十二名、うち、十五歳さい以下の子供三十六名、そして管理官とその家族百七名の全員死亡を確認しました！」

　報告を受けた人物は、満足そうにうなずいた。

「わかった、我々はサンプルを採取した後ここを立ち去る。君たちは命令通りこの施設を完全に焼しよう却きやくし、破壊したまえ」

「了りよう解かいしました！」

　隊長らしい男は再び敬礼すると、小走りに施設の中に去って行った。

　その後ろ姿を見送っていた人物に、小こ柄がらな人ひと影かげが近づいて若い女性の声で言った。

「実験は成功ですね、博士」

　博士、と呼ばれた人物はうなずいた。

「うむ……凍とう結けつ保存されているアンプルの中身に、充分な効果があることが証明できた。この知らせを聞けば、偉大なる指導者も、さぞかしお喜びになるだろう。我が国は核かく兵器に続く新しい武器を手に入れたのだからな」

「……偉大なる我が指導者は、これを本当にお使いになるおつもりなのでしょうか？」

　不安そうなその女性の言葉を、博士と呼ばれた男は力強く打ち消した。

「いいかね？　これは兵器だ。兵器というのは使ってこそ意味があるのだ。我が偉大なる祖そ国こくの敵を滅ぼすためには、一切のためらいがあってはならんのだ。そのような弱気な発言を人前でするとは……君は学習が足りないようだな」

　助手らしい小柄な女性は、小さく頭を下げた。

「申し訳ありません、博士……」

「優しさは女性の美び徳とくだ。だが、この偉大なる共和国防ぼう衛えいの戦いの前には男も女も無いのだ。それを肝きもに銘めいじておきなさい」

　博士と呼ばれた男はそう言い終わると、斜め後ろに立って自分たちを監かん視ししている人物を、そっと盗ぬすみ見た。

　しかし、汚お染せん防止服の上からは、その人物の表情はわからなかった。

　……まるで石せき像ぞうのようだな。

　血も感情も無く、国家のためにのみ動く石像。

　そして、博士は思った。

　……いっそのこと、石像になってしまったほうが楽なのかもしれんな。




　国こく外がい脱出を図って逮たい捕ほされた囚しゆう人じんたちの収容所の一つが、当局の手によって闇やみの中に消え去った日から三週間が過ぎたその日。

　この国のとある軍ぐん事じ施設の一室で、二人の男が机に向かい合って、厳げん重じゆうに施せ錠じようされた革かわ製せいのバッグを前にして座っていた。

　その部屋に漂う空気は重かった。

　最低限の電力消しよう費ひ量りように抑えられた照明は暗く、その暗さが一層部屋の空気を沈ちん痛つうなものにしている。

　その部屋はおそらく地下にあるのだろう、コンクリートで固められた床や壁にじっとりとした湿気が張り付いているのがわかる。

　部屋の奥にある机に座っていた四十代の中年の男は、伝令使クーリエが持ってきた重要書しよ類るいの入った革製のカバンの施錠を外して封筒を取りだした。ペーパーナイフで封ふう印いんを切りながら、部屋の中にいたもう一人の少し若い、三十代半なかばの男に向かって自じ嘲ちようじみた微笑ほほえみを浮かべて話しかけた。

「いまどき、命令に関する書類をすべて人間の手で届けているのは、我が国くらいのものだろうな」

　三十代の男は、苦にが笑わらいを浮かべてうなずいた。

「ええ……軍ぐん令れい部は、これこそが傍ぼう受じゆ、盗とう聴ちようを受けぬ、最も確実で画かつ期き的な方法であり、我が軍の優秀さを表すのだ！　……と、胸を張っておりますがね。本ほん音ねを言えば、満足な電話通信網もうすら維い持じできないという事に他なりません」

　封筒の封印を切り終わった中年の男は、ペーパーナイフを自分の喉のどに当てて引く真ま似ねをして言った。

「言葉には気をつけたまえ。君もこうなるぞ……この国では、真実を言う事が最も危険なのだからな」

「わかっております……しかし、人間はタテマエで固めた宣伝だけで生きていけるわけがありません。本当は、誰もがわかっているのですよ……我が国は失敗した国家なのだと……でも、誰もそれを言いだせないだけなのです」

　中年の男は小さくため息をついた。

「失敗した国家か……まさしくそうだな。国家が豊かになるという事は、国民が豊かになるという事だ。多くの国民が飢き餓がと貧ひん困こんにあえぐ国家は、決して豊かな国家ではない。

　国家の指導者が贅ぜいを凝こらした宮きゆう殿でんに住み、首しゆ都とに豪ごう華かな高層ビルや絢けん爛らんなホールが建てられていようと、強大な軍隊を保持していようと、その国家は決して豊かではない。

　指導者が、いかに自分の功こう績せきを自じ画が自じ賛さんして胸を張っても、その国は失敗した国家に他ならないと言う事だな……」

「ええ……そして、いかに失政を続けようと、国民に指導者を選ぶ権利が与えられていない国家では、指導者はそのままの地位に居い続つづける……自分が失敗し、国家を破は滅めつに導いた事を認める指導者はいない。失敗した責任は自分自身ではなく他にある……あんたは間違っている、と言いだす人間にこそ責任がある。そういう論ろん法ぽうで自分を守る……」

　カバンの中から取りだした封筒の中から書類を取り出した中年の男は、黙ったままその書類に目を落としていたが、読み進めていくうちに顔色がどんどん青ざめ、手が震え始めた。

「どうかしましたか？」

　中年の男は、怪け訝げんな顔をする若い男に答えようとせず、手に持った書類をぱらりと机の上に落とし、うめくようにつぶやいた。

「……馬鹿な！　……あの男は何を考えている！　核かく兵器を見せるだけで世界は怯おびえて金を出した……ならば、実際に使えば、もっと怯え、もっと金を出すというのか！

　世界は怯えてなんかいない！　哀あわれんでいるのだ！　あの男を！　この国を！　なぜそれが見えぬ！」

　若い男は目を見開いた。

「核兵器を使えというのですか！」

「いや……違う。さすがにそこまで愚おろかではない……だが……似たようなものだ。こんな物を使えば世界は黙っておるまい。我が国は間違いなく世界地図から消えるだろう……」

　若い男は、机の上に落ちた書類に手を伸ばしそうになって、慌あわてて手を引っ込めてから聞いた。

「……よろしいですか？」

「ああ、構わんよ。一番上の書類は、人事異い動どうの通つう達たつだ。陸軍特とく務む部隊を管かん轄かつする第一親しん衛えい軍ぐんの軍ぐん総そう長ちようが解かい任にんされている。軍の重じゆう鎮ちんが軒のき並なみ解任だ……昨さく晩ばんの会議で何があったのか想像がつく……」

　書類を読んでいた若い男の手が、わなわなと震え始めた。

「こ……これは……本気なのですか？　本当にあの国に戦争を仕掛けるつもりなのですか！」

「本気なのだろう……それは、ちゃんと署しよ名めいされた命令書だ」

「し、しかしあの国はアメリカと軍事同どう盟めいを結んでおります！　これが我が国の仕し業わざだとわかれば、アメリカが黙ってはいません！」

　中年の男は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で答えた。

「わからなければ、何をしてもいい。証しよう拠こをつきつけられても、捏ねつ造ぞうだと言い張ればいい……我が国はずっとそうやって来た。それで通ってきた。それは単に無視されてきたのだという事に気づいた人間は、みんな粛しゆく清せいされた。今、我が国にいるのは、我が国は世界中から恐れられている強大な軍ぐん事じ国家だという幻もう想そうを真実だと思い込まされた人間だけだ……いや、本当はみんな気づいているのだ。そんなことは噓うそっぱちだとな……だが、その噓以外に信じるものが無いのだ……たとえ、どんなに間違った指導者であっても、他に信じるものが無い国民にとって、その指導者は唯ゆい一いつの存在であり、その指導者の命令に従う事だけが唯一の希望なのだ」

　中年の男はハンカチを取りだして涙を拭ぬぐうと、言葉を続けた。

「我が国はおそらく滅ほろびるだろう……これほどの愚ぐ行こうを世界が許すはずが無い……」

　若い男は、書類を叩たたいて言った。

「なぜ、こんな馬鹿げた命令を下すのですか！　誰が見たって……子供でもわかる理り屈くつだ！　これが戦争の引き金を引いたら……絶対に我が国に勝ち目は無い！　世界中が我が国の敵に回る！　我が国は人じん類るい共通の敵になってしまう！」

　中年男は、ゆっくりとうなずいた。

「我が国の指導者は、自分の失しつ政せいの理由を他国の責任に転てん嫁かし続けてきた。悪いのはすべて外国である！　とな……大たい衆しゆうに向かって、わかりやすい敵をひとつだけ与えるというのは常じよう套とう手段だ。だが、いくら責任を他国に転嫁したところで、自国の経済や食しよく糧りよう生産量が上がるはずは無い。失敗は失敗を呼び、我が国はどんどん悪い方向に向かって行った。

　そして、すべての選択肢しが潰ついえたとき、指導者に残された最後の選択肢、それは失政の原因としてきた他国への攻撃だ。

　悪い事の原因はすべて外国にある、外国が諸しよ悪あくの根源である……というロジックは、諸悪の根源である外国を攻め滅ぼせば、すべて上う手まく行くという事なのだ。

　誰がどう見ても間違った選択肢。子供でもわかる愚ぐ策さくとしか思えない手段。そんな道を選択するはずがないと誰もが考える。しかし、国家の指導者が常に理性的で合理的な判断を下すとは限らないのだ……そして……誰も、それが間違っている、とは言いだせない……間違っている事は誰もがわかっているのに、知っているのに……そうやって愚行は繰り返されるのだ……」

「……なんとかならないのでしょうか？」

　中年の男は、重いため息と共に首を振った。

「私は無む神しん論ろん者だが……祈りたい……この愚行を止めてくれる人間が、この地上のどこかにいてくれないか……とな」

　電力事じ情じようが悪いのだろう、地下室の照明が小さく瞬またたいて、二人の男の顔に深い陰いん影えいを作りだした。

　命令書に従って動く事を拒否するかのように、二人の男は黙り込んだままじっと彫ちよう像ぞうのように動かなかった。







　　　第一章　「五月十七日・成なり田た」







　龍たつ也やが乗ったワンボックスのミニバンは、東ひがし関かん東とう自動車道の本線から外れ、大きくカーブを描いて自動車道の下をくぐり、真まっ直すぐに成田空港に向かって走り始めた。

　左手の丘の上に立つ白い高層ホテルの建物の周りに広がる広こう葉よう樹じゆの新緑が目に鮮やかだ。

　右手に広がる滑かつ走そう路ろに向かって高度を下げていく白いジェット機の向こうに青い五月の空が広がっている。

　腕時計を見た龍也は、ハンドルを握っている二十代後半の長ちよう髪はつの男に向かって話しかけた。

「このペースだと、予定より早く成田空港に着きますよね」

　長髪の男は、前を見たまま答えた。

「ああ、宮みや野の木ぎジャンクションが思ったよりすいていたからね……ゴールデンウィークには、通過するのに一時間近くかかるんだが……」

　助手席に座っていた、ひげを生はやしてメガネをかけた小こ太ぶとりの四十代の男が笑いながら言った。

「今日は平日だからな、夕方のラッシュアワーに捕まらなければ、帰りも楽だろう……セリカスタンから来られるお嬢じよう様さま方に、渋じゆう滞たいする高速道路という東京名めい物ぶつを体験していただくのもいいかもしれないけど、渋滞なんて面白くも無いからなあ。まあ、今日はスケジュールを組んでいないから、最悪の場合でもチェックインまでにホテルに着けばいいわけだしな。無事に着くかどうかは運転している嬉うれし野のくん次第だけどな」

　ハンドルを握っていた、嬉野と呼ばれた長ちよう髪はつの男が笑った。

「いくらなんでもそれまでには都内に戻れますよ……それにしても楽しみだな。あのセリカスタン三人娘むすめのモデルになったお嬢様方と会えるんだからなあ……」

「カメラマンとしては、やっぱりビジュアルが気になる？」

「ええ、それは当然ですよ」

　長髪の男が笑いながらうなずいたのを見たひげ面づらの小こ太ぶとりの男は、後部座ざ席せきにいる龍たつ也やのほうを振り返った。

「あのフラッシュアニメに出てくる三人娘は、天あま山やまくんの考えたイメージだそうだが……どうなの？　やっぱりモデルになっているだけあって、あんな感じなの？」

　龍也は、ちょっと考え込んだ後でうなずいた。

「ええ、そうですね。サラサさんは本当に女戦せん士しの姉あね御ごだし、リューカ姫は見ての通りのお姫様ですし、シーデは運動能力抜ばつ群ぐんの少女忍にん者じやって感じですね」

　小太りの中年男は嬉うれしそうに笑った。

「そうか、日本に呼んだ甲か斐いがあったなあ……私も楽しみだよ」

「藤ふじ村むらさんのプロデューサーアンテナに売れそうだって予感が、びんびん来ているみたいっすね……あ、料金所だ」

　長髪の男はそう言うとブレーキを踏んだ。

　右と左に成なり田た空港の第一と第二の二つのターミナルビルが大きく見えて来ていた。

　成田空港は横よこ風かぜ用の滑かつ走そう路ろを持たず、メインの滑走路が一本しかないという、国際的な基準から見れば、あきらかに大きな欠けつ陥かんを抱えた空港である。

　用地買ばい収しゆうの際の地ち権けん者との交こう渉しようは政治的な問題を抱え込んで、こじれにこじれ、いまだに解決の道は見えていない。

　とはいえ、成田空港が日本の玄げん関かん口ぐちである事に間違いはない。

　関かん西さい空港や中ちゆう部ぶ国際空港の開かい港こうによって、日本における国際空港としての役割は軽くなったが、首しゆ都と東京に最も近い国際空港としての役割はまだまだ大きい。

　龍也を乗せたミニバンは、高速道路を降りるとそのまま第一ターミナルビルの前にある駐車場に入った。

「あれ？　ターミナルの四階がそのまま入り口だと思ったけど……」

　標ひよう識しきを振り返った龍也は、思わず疑問を口に出した。

「ああ、出発ロビーに行く人を乗せたタクシーとかリムジンバスはあそこに入るけど、送そう迎げいの車は、こっちの駐車場に入れるのさ。到着と同じだ」

「あ、そうか……送迎ですもんね……」

　思わず頭を搔かく龍たつ也やを見て、プロデューサーの藤ふじ村むらが感心するように言った。

「天あま山やまくんはすごいねえ、その歳としで、もう何回も外国に行っているなんてねえ……俺が学生の頃には一人で海外旅行に行くなんてのは一いち大だい決心が必要だったけど、時代が変わったよなあ」

　龍也は頭を搔いた。

「いやあ、なんというか、こう、最初にセリカスタンに行ったとき、俺は何も考えてなかったんですよ。何も知らなかったと言ったほうがいいかな？　外国に行くというのがどういうことなのか、日本の外にはどんな国があるのか、どんな生活をしてどんな考えの人がいるのか、そんな事まったく知らなかったんです。だから怖いもの知らずで、ひょこひょこ出かける事ができたんじゃないかなあ？」

　藤村プロデューサーは小さくうなずいた。

「まあね、日本の中だって、行くには七時間も八時間もかかる交通が不便な場所はいくらでもあるのに、飛行機ならそれより短い時間で外国に行けるわけだ。そう考えてみれば、外国というのは案あん外がい近い存在なのかもしれないね……さあついた、到着ロビーでお嬢じよう様さま方をお出迎えするぞ」

「はい！」

　龍也はそう答えると、ミニバンのスライドドアを勢いよく開けて、駐車場に降り立った。

　到着ロビーはターミナルビルの一階にある。

　玄げん関かんを入ったところの真ま正面には大きな電光掲けい示じ板ばんがあり、成なり田た空港に発着する航空便びんの時間と行き先が表ひよう示じされていた。

　大きなスーツケースを押したり、キャスターつきのラゲッジバッグを引っ張った旅行者やビジネスマンたちが足早に行き交うロビーの中で、龍也は掲示板を見上げて、リューカ姫たちが乗ってくる飛行機の表示を探した。

　横に立った藤村プロデューサーが、同じように電光掲示板を見上げて聞いた。

「ウズベキスタン航空だっけ？　彼女たちが乗っているのは」

「ええ、タシュケントから成田空港までの直行便びんです」

「中央アジアのタシュケントから日本まで直行便ができたのか……」

　カメラマンの嬉うれし野のがため息いき混じりにつぶやいた。

「俺がシルクロードの写真を撮とりに行ったのは五年ほど前だけど、あの頃は飛行機乗り継いで、列車に乗って、三日がかりだったよなあ。便利な世の中になったもんだ」

「時代はボーダーレスってわけだな……」

　藤村プロデューサーはそう答えた後で怪け訝げんな顔になった。

「あれ？　ウズベキスタン航空の表ひよう示じが掲けい示じ板ばんに無いぞ？」

「遅れているのかもしれませんね……ちょっと聞いてきます」

　カメラマンの嬉うれし野のは、そう言うが早いか、インフォメーションカウンターに向かって早足で歩きだした。

「……嬉野さんって、フットワークいいですねえ」

　行動の速さに驚いたように目を見開いた龍たつ也やを見て、藤ふじ村むらプロデューサーは笑った。

「あいつは、元もと報道カメラマンだからな。フットワークの良さは文句なしさ……ちと早飲み込みのところはあるけど、一緒に仕事していると何かとありがたいよ」

　その笑顔を見て、龍也は思った。

　……この人は悪い人じゃ無さそうだ。でも、アニメ製作会社の人のはずなのに、なぜ、カメラマンの人と一緒にいるんだろう？　宣伝のためだとか、いろんなことを言っていたけど本当のところはどうなんだろう？

「あの……お聞きしたい事があるんですけど」

「ん？　なんだい？　個こ人じん情報でなければ何でも答えるよ」

　藤村は、気さくに答えた。

「藤村さんは、アニメ製作会社の方ですよね。なのになぜ、普通のカメラマンの人と一緒に動いているんですか？」

　藤村は、ああそういう事か、という顔になった。

「えーとね、俺は一応アニメ製作会社の社員だけど、実際にアニメを作っている製作部門の人間じゃないんだよ。アニメを作って放映するにはお金がかかるだろう？　俺の仕事は広告代だい理り店の人なんかと一緒になって、このアニメは売れますよと言って、スポンサーを募つのって出しゆつ資ししてもらったり、宣伝したりする事なのさ。今回うちの会社で企画しているアニメは、君と備び前ぜん君が作ったフラッシュアニメを下敷きにさせてもらうわけだが、ちゃんとモデルがいるなら、そのモデルの人たちとコラボで売り込みをかけようという話になったのさ。嬉野くんはそのためのカメラマンというわけだ」

「リューカ姫をアイドルとして売り込むつもりですか？」

　眉まゆをひそめた龍也を見て、藤村はあわてて首を振った。

「いやいや、とんでもない。そんな事はしないよ。ちょっと話題作りに、秋あき葉ばあたりでコスプレをしてもらうかもしれないけど、本来の目的はアニメのスタッフと話をしてもらって、キャラクターのイメージを固めるためさ。デフォルメとかのやり方を間違えたら国際問題になりかねないからね」

「そうですか……ちょっと安心しました」

　龍也がそう言って微笑ほほえんだところに嬉野が戻って来た。

「ウズベキスタン航空の直行便びんの到着は一時間くらい遅れるそうですよ……どうします？」

「あちゃー参ったな、四十分も早くついた上に到着が一時間も遅れるのか」

　藤ふじ村むらは腕時計を見てぼやいた。

「渋じゆう滞たいを見越して都内を早めに出てきたのが裏うら目めに出たな……どうする？」

　嬉うれし野のカメラマンは腕を組んで考え込んだあとで、何かを思いついたように顔を上げた。

「そうですね……一時間四十分ここでずーっと突っ立っているわけにも行きませんし……有料待まち合あい室しつでも借りて、昼ひる寝ねでもしませんか？　どうせ費用は会社持ちでしょう？」

「そりゃあまあそうだけど……」

　藤村はそこまで言ってから龍たつ也やのほうを向いた。

「天あま山やまくんは、どうする？」

　龍也は頭を搔かきながら答えた。

「実を言うと俺、成なり田た空港の中を歩き回った事がないんですよ。これも何かの機会ですから色々見て回ろうかなって……」

　藤村は嬉うれしそうにうなずいた。

「聞いたかい？　嬉野くんよ、色々見て回りたい……これが正しい若者の姿だよ。会社の金で昼寝しよう、なんて提案をするどっかのカメラマンとは大きな違いだねえ」

「じゃあ、藤村さんは昼寝しないんですか？」

　藤村プロデューサーはしれっと答えた。

「え？　俺？　するよ、するに決まってんじゃん。プロデューサーの仕事ってのは、この世で一番ストレスが溜たまるんだから、休める機会があればいつだって休む。いや、休まなくちゃいけない。昼寝は、君ィ、私にとっては義務だよ」

　嬉野カメラマンは半分あきれたように龍也に言った。

「いいかい、天山くん、君はこんな大人おとなだけにはなっちゃいけないよ。このヒゲメガネは、人生の反はん面めん教師だからね」

「うるさいなあ、そんな事言いってると、有料待合室に入れてやんないぞ……」

　藤村プロデューサーは、そこで言葉を切ると龍也のほうに向き直って言葉を続けた。

「俺と嬉野は、このターミナルビルの中にある有料待合室で一時間ぐらい昼寝をしているよ。天山君も、空港の中を見て回るのに飽きたり、歩き回るのに疲れたらいつでも来てくれ」

「はい、わかりました！」

　龍也は笑ってうなずくと、そのまま二人と別れて、ターミナルビルの上階に登るエスカレーターに乗った。

　ターミナルビルの四階には、さまざまなテナントが入っており、見慣れた店のロゴが掲げられた通路の中を足早に多くの人が行き来する光景は、どこかの駅ビルの中にある名めい店てん街がいのように見えた。

　その中にあるマクドナルドの周りに外国人の団体が集まって声こわ高だかに英語で話しながらハンバーガーとフライドポテトを食べている脇を通り抜けながら龍たつ也やは思った。

　……俺がセリカスタンから帰ってきて、一番最初に回転寿ず司しの店に飛び込んだのと同じで、きっと、この人たちにしてみれば、マクドナルドって一番安心できる食事なんだろうな。

　……さて、どこに行こうかな。

　ビルの中を見回した龍也は、壁に張られていた案内図ずを見上げた。

　……屋上のビューテラスで、飛行機が着陸するところとか離り陸りくするところを見るのもいいかな？

　まあいいや、時間はたっぷりあるんだ。いろんなところを見て回って、最後に屋上に行ってみよう。

　龍也は小さくうなずくと、ターミナルビルの中を歩き始めた。

　そして、しばらく歩いたとき、店の前に、ちょうちんやら下げ駄たやら、筆ふで文字の漢字で色々な文字が描かれたＴシャツなどを並べた一軒けんのテナントが龍也の前に現れた。

　……ははあ、これは要するに外国の人向けに、日本の土産みやげ物を売っている店だな。浅あさ草くさとか京きよう都ととかにも、こういった品物を売っている店がよくあるよな。

　そんな事を考えながら店先に並んでいる商品を見た龍也の目が丸くなった。

　そこに並んでいたのは、網あ走ばしり刑けい務む所しよと書かれた草ぞう履り、仙せん台だいのずんだ餅もち、『富ふ士じ山さんに行ってきました』という名前の富士山の形をしたクッキー、名な古ご屋やの金のシャチホコチョコレート、大きく『京都』と書かれた新しん撰せん組ぐみの羽は織おり、奈な良らの鹿の角つの細ざい工く、広ひろ島しまの紅葉もみじまんじゅうに、博多はかたの明めん太たい子こ、沖おき縄なわのシーサー……。

　……なんだこりゃ、全部違ちがう場所の土産物じゃないか。

　そう思ったとき、龍也は、この土産物の意味に気がついた。

　……あ、そうか、日本人の俺は、北ほつ海かい道どうとか九きゆう州しゆうとかその地方の特とく産さん品ひんが土産物で、一つ一つ全部違う場所だって知っているけど、外国の人から見れば、北海道も富士山も沖縄も、全部ひっくるめて同じ『日本』という場所なんだ。この店は『日本の土産物』を売っているんだものな。

　そして、龍也は、はっとしたように目を見開いた。

　……そうか、俺だって、アメリカやイギリスという外国を見るときも、こんな風ふうに全部ひっくるめて一つのアメリカとか、イギリスだとか思い込んでいるんだ。

　本当は、どんな国だって、日本と同じように地方ごとに特産品はあるし、気き質しつだって言葉だって全部違うはずなんだ。でも、国の名前というラベルを貼はり付けて、全部同じだと思い込もうとする。だってそのほうが楽だからだ。

　どこの国にも悪人と善人がいる……なのに、その国の人間が悪い事をするニュースを見るとアメリカ人は……とか、中ちゆう国ごく人は……とか、その国の国民が全ぜん部ぶ悪人のように決め付けてラベルを貼る人がいる。それって、北海道と沖縄は同じだって言うのと同じくらいめちゃくちゃ乱暴な話なんだよな。

　龍たつ也やは、改めて店先に並んでいる日本の土産みやげ物を見回した。

　金ぴかのプラスチックで作られた金きん閣かく寺じや、型かた抜ぬきで大量生産された金色の招き猫という見るからに安っぽい品物と、丁てい寧ねいに作られた京きよう扇せん子すや西にし陣じん織おりの財さい布ふという高級品が同居するその店先を見て、龍也は思った。

　……外国の人から見た日本って、きっとこんな国なんだろうな。ハイテク技術を利用した最さい先せん端たんの品物や、見るからに安っぽい品物があふれているくせに、どこかにしっかり何百年という伝統が息づいている、わけのわかんない国。

　リューカ姫やシーデやサラサさんたちは、この日本を見てどんな風ふうに思うんだろう？

　龍也はインフォメーションセンターでもらった、成なり田た空港の案内パンフレットの表紙に書いてあるローマ字を思い出した。

　……「Ｙｏｋｏｓｏようこそ　Ｊａｐａｎじやぱん」か……リューカ姫たちを出迎えたときに言ってみたいけど、サラサさんに何をカッコつけとるんじゃ！　とか言われそうだな。

　でも……待てよ。俺はセリカスタンでサラサさんに『お前の常識はセリカスタンじゃ通用せん！』って、こてんぱんに言われまくったけど、今度は立場が逆になるんだよな。

　ようし……今度は俺がサラサさんに『セリカスタンの常識は日本じゃ通用しないよ』って言ってやる番だ！

　龍也がにやにやと笑いながら、ターミナルビルのエスカレーターに乗った、その頃。

　成田空港の入国窓まど口ぐちのカウンターでは、シンガポールから到着したアシアナ航空から降りた乗客たちが入国手て続つづきのために並んでいた。

　パスポートとヴィザの確認を終えた人々は税ぜい関かんの手て荷物チェックの前に進み、そこで手荷物のチェックを受けることになる。

　国際化が進み、さまざまな国から日本を訪れる外国人の数が増えるに従って、税関職しよく員いんの仕事も増えている。

　特に諸しよ外国の法律と日本の国内法の差が大きい銃じゆう刀とう法ほうと薬やく事じ法に触れる品物を、禁止と知らずに持ち込もうとする外国人は多い。

　中ちゆう近きん東とうの国の人間が守り刀である半はん月げつ刀とうを持ち込もうとしたり、欧おう米べいの人間がその国では合法化されている向こう精神薬やくを持ち込もうとして、チェックを受ける光景は日常茶さ飯はん事じである。

　手荷物検けん査さを受けていた一人の東とう洋よう人じん風の風ふう貌ぼうを持つ三十代の男のスーツケースを調べていた税関の職員が、その中にあった厚あつ手でのハードケースに目を止めた。

「このケースは何ですか？　中に何が入っているのですか？」

　東洋人風の風貌の男は、流りゆう暢ちような英語で答えた。

「これは、外部からの温度変化から中の薬品を守るための定てい温おんケースです」

　税ぜい関かん職員の目が光った。

「薬品ですか……申しん告こく書しよによりますと、インシュリンという事になっておりますが、失礼ですが念のために中を確認させていただいてよろしいですか？」

「ええ、この気温でしたら、長時間でなければ開けても大丈夫でしょう」

　男はそう言うと、ダイヤルキーを回して、ハードケースを開けた。

　ケースの中には、灰色の厚い断だん熱ねつ材ざいにつつまれた紙の箱が並んでいた。

「では、確認させていただきます」

　税関の係員は、そう言うと紙の箱の表面に印刷された表ひよう示じを確認した。

『遺い伝でん子し組み換えインシュリン……カートリッジ中三○○単位……摂せつ氏し二度～八度遮しや光こう保存』

　飛行機に乗るときにも内容確認が行われたのだろう、紙箱の封ふう印いんシールは開けられていた。

　税関職員は箱の中に入っていたアンプルカートリッジを取りだした。

　強化ガラスでできた透とう明めいなアンプルの中に、白はく濁だくした液体が入っているのが見えた。

　カートリッジはアルミニウムで圧あつ着ちやくされたパッケージに入っており、圧着に剝はがれた後は無かった。

　税関職員は小さくうなずくと、カートリッジを紙箱に戻し、そのまま定てい温おん保存ケースの中に入れてケースの蓋ふたを閉めた。

「ご協力ありがとうございます。どうぞ、先に進んで下さい……」

　税関職員は手に持っていた申告書の名前を確認して、言葉を付け足した。

「……ミスタ、クー・フー」

　クー・フーと呼ばれた男は、儀ぎ礼れい的な微笑ほほえみを唇くちびるの端はしに浮かべて小さく頭を下げ、自分の荷物に付けられたタグに通つう関かん証明のスタンプが押されるのを見守った。

　入国手て続つづきを終えたクー・フーはスーツケースを押しながら、第一ターミナルビルの到着ロビーにやってきた。

　行き交う人々で混こん雑ざつしているロビーを、暗い目で見回したクー・フーは小さく鼻を鳴らした。

　……ふん、日本に入国するのは三度目だが、いつ来ても落ち着きの無い国だな。

　今回は単たん独どく任務だ。以前のように、行動を共にする同どう僚りようも、日本国内の組織の援助も無い。この任務はすべて私一人ひとりでやらねばならん。

　そして、視線を自分が押しているスーツケースに落としてクー・フーは思った。

　……中のウィルスの活性が保たれるのはアンプルの状態で百四十四時間以い内ないか……。

　この短い間で、どれだけの事ができるのか……。

　だが、できる限りのことをするまでだ。

　祖そ国こくの命運は、この俺にかかっているのだからな……。

　クー・フーが、スーツケースを押して都内行きのリムジンバスの発着場じように向かって歩き始めたとき、第一ターミナルビルの到着ロビーにウズベキスタン航空の直行便びんが成なり田たに到着する事を告げるアナウンスが流れ始めた。

　クー・フーが押していたスーツケースの前に、一人の若者が飛びだしたのはそのときだった。

「わっ！」

　クー・フーは思わず声を上げた。

　耐たい衝しよう撃げき性ケースに入っているとはいえ、自分の押しているスーツケースの中には、凍とう結けつから醒さめて活性化したウィルスを詰め込んだアンプルが入っているのである。

　若者は、あわてて飛び下がると頭を下げた。

「あ、ごめんなさい！」

「気をつけろ！」

　クー・フーはその若者をにらみつけると、リムジンバスの乗り場へと急いだ。




　到着ロビーにある、入国手て続つづきの出口の前には、もう藤ふじ村むらプロデューサーと嬉うれし野のカメラマンが来ていた。

「遅かったな、ずいぶん遠くまで行っていたのかい？」

「ええ、展望デッキまで……急いで来たら、そこでスーツケースを押していた人とぶつかりそうになっちゃいました」

「海外旅行の人は、みんな大きな荷物を抱えているから気をつけないとな」

　嬉野はそう言って笑った。

　龍也は、嬉野がカメラのレンズを向けている正面の壁に『南ウィング到着』という金色のレリーフが掲げられているのに気がついた。

「ああ、そういえば、あれはここだったんだ……」

　思わずつぶやいた龍也の言葉を聞きつけたのだろう、カメラマンの嬉野が「え？」という顔になった。

「……この出口がどうかしたかい？」

「あ、いえ、ほら、テレビの芸能ニュースとかで、外国のミュージシャンとかタレントとかが来日しましたって話題が出るときに、よく報道陣じんのカメラマンのストロボの光を浴びて手を振るシーンが流れるじゃないですか。あれはここだったんだな……って。自分では、何度も出入りしていたのに、こうやってあらためて見るまで気がつかなかった……」

　龍也の言葉を聞いた嬉野は、小さくうなずいてから微笑ほほえんだ。

「テレビの中とか、モニターの中で見る光景ってのは、現実から切り取られているからね。別の世界のもののように見えるのさ。まあ、逆に言うなら、俺たちカメラマンには、そうやって現実の一部を切り取って、別のものに見せる腕が求められているって事になる……つまり、これから会う、現実に存在するセリカスタン三人娘むすめたちを、別の世界の住人に見せるのは、俺の腕うで次第って事さ」

　……別の世界の住人か。

　嬉うれし野のの言葉を聞いた龍たつ也やは考えた。

　……そうか、俺はいままで、なんとなくこの日本だけが現実の世界で、セリカスタンは別の世界……そう、夢の中の世界のように考えていたのかもしれない。

　だから、リューカ姫たちが、日本にやって来るという事を、なんとなく、こう、夢と現実がごっちゃになったような感覚で見ていたんだ。

　でも……これは夢じゃない。

　日本にいる俺の前に、リューカ姫たちがやって来る。これは夢なんかじゃないんだ。

　龍也が顔を上げたとき、出口から入国手て続つづきを終えた人たちがぞろぞろと出てきた。

　二十人ほどの団体が出てきて、少し間が開いたその次に、紺こん色いろのジャンパースカートを着て大きなスーツケースを押したシーデを先頭に、リューカ姫とサラサが現れた。

　シーデとサラサは龍也を探すようにあたりを見回したが、リューカ姫だけは、あらかじめそこに龍也がいる事を知っているかのように、すっと龍也の視線に目を合わせて微笑ほほえんだ。

　……うわぁ、やっぱり一発で見つかった。リューカ姫のカンの良さというか、なんというか、あれはもう超ちよう能力の部ぶ類るいだよなあ。

　リューカ姫が前にいるシーデの肩を突つついて龍也の方を指差すと、すぐにシーデは龍也を見つけた。

『やっほー！　シマオオカミー！　日本に来たよー！』

　目を輝かせたシーデはセリカスタン語でそう叫ぶと、巨大なスーツケースをがらごろがらごろと押しながら思い切り突進してきた。

「うわ！　よせ！　危ない！」

『大丈夫ー！』

　あわてて逃げようとした龍也の前でシーデはそう叫ぶと、両足を開いて跳び箱のようにスーツケースをぴょんと飛び越すと、くるりと振り返ってスーツケースを止めようとした。

　しかし、思ったより勢いがあったのだろう、受け止めきれずにスーツケースを抱くような形で、龍也の方に背中から、どん！　と体当たりして来た。

「おわ！」

　龍也はシーデの身体からだを後ろから抱きかかえるようにして、ロビーの床に尻しり餅もちをついた。

　はっと見上げると、そこにリューカ姫とサラサが立っていた。

「タツヤ、お久しぶりね……」

　リューカ姫は流りゆう暢ちような日本語でそう言うとにっこり笑った。

「や、やあ、どうも……」
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　そう答えた後で、龍たつ也やはリューカ姫の目が自分の顔ではなく、手のほうに向けられているのに気がついた……ついでに顔は笑っているが目は笑っていない。

　……え？

　自分の手がなにやら、ふにゃっとしたものを摑つかんでいるのに気がついた龍也は、自分の手の下にシーデの胸があるのに気がついて、あわてて手を離した。

「うわ！　ご、ごめん！　わざとじゃないんだ！」

　サラサがにやっと笑って言った。

「わかっとるわい。わざとじゃったら、姫サンが黙っとらん。早はよう二人とも立たんかい。周りの人に笑われとるで」

　顔を赤くした龍也とシーデが立ち上がるのを見て、事の成り行きを呆ぼう然ぜんと見守っていた藤ふじ村むらと嬉うれし野のが、はっと我に返った。

　藤村プロデューサーはリューカ姫とサラサの前に進み出て一礼すると、懐ふところから名めい刺しを取りだして差しだしながら言った。

「初めまして。私、日本の東京にある『アルファ・エージェンシー』というアニメーション製作会社のプロデューサーで藤村と申します……このたびは、はるばる日本までお越しいただきまして、まことにありがとうございます」

「あ、はい、ありがとうございます……」

「こりゃあ、どうも……」

　リューカ姫とサラサが戸と惑まどいながら名めい刺しを受け取るのを見たシーデは、喜き色しよく満まん面めんの笑えみを浮かべて、片言の日本語交まじりのセリカスタン語で叫んだ。

『すっごーい！　これが日本のビジネスマンがやる、メイシコウカンってヤツなんだね！』

　サラサは顔をしかめると、シーデにセリカスタン語で言った。

『シーデ！　しばらく静かにしてなさい！』

『あ……ごめんなさい』

　しゅんとなったシーデを見て、リューカ姫がとりなす様ように答えた。

『サラサ、そう怒らないで下さい。憧あこがれの日本に来たから、つい嬉うれしくて、はしゃいでしまったのですよ……』

　そしてリューカ姫は、にっこりと笑って言葉を続けた。

『私だって、嬉しくて仕方ないんですから……』

　三人のやり取りを聞いていた藤村は、目を見開いて嬉うれし野のを見た。

「言葉はわかんなかったけど……なんとなくイメージで理解できたぞ、俺！」

「あ、藤ふじ村むらさんもですか？　俺も、なんとなくわかりました……いやあ、あのフラッシュアニメのイメージそのまんまですよ！」

　そして、藤村プロデューサーは、にこにこ笑いながらサラサたちに向かって言った。

「契約書しよにある通り、皆さんが日本に滞たい在ざい中の六日間の宿泊費ひ、交通費、食費、その一切を我が社で負ふ担たんさせていただきます。しかし、その代わりに皆さんの行動先さきには、我が社の専せん属ぞくカメラマンが同行します。その点はご了りよう承しようねがえておりますよね？」

　サラサは少し心配そうな顔でうなずいた。

「うむ、六日間のうち三日間は、あんたらの会社の宣せん伝でん活動に協力せえ、ゆう事じゃの？　契約書にもそげえに書いてあったが……わしらは何をすればええんじゃ？」

「我が社で製作するアニメの宣伝活動として、雑誌の取材とかを受けていただく事になります。具体的に言いますと、その際にアニメキャラクターのコスプレをして、写真のモデルになっていただく、とかそんな事を考えております」

「写真のモデルじゃあ？　わしらが？」

　サラサは目を見開いた。

「ほんなんでええんか？　わしらはそげえ美人でも、ぶち色いろ気けがあるわけでもないで？　まあ、リューカ姫さまはええが、わしは格好ふうたれが悪いし、シーデのほうは、ばり暴れン坊ぼうじゃ。色気も可愛かわいらしさも小ちいとも無いで……」

　その言葉を聞いた龍たつ也やは、思わずサラサの身体からだに視線を移した。

　紺こん色いろのビジネススーツの締まったウェストラインとタイトスカートのヒップラインが、ただでさえメリハリのあるサラサのボディラインをさらに強きよう烈れつに主張していた。

　……これで美人じゃないだの、色気が無いだの……それって嫌いや味みにしか聞こえないよ、サラサさん。

　龍たつ也やが口に出さずに胸の中で、そうサラサに突っ込んだとき、リューカ姫の声が横から聞こえた。

「お久しぶりですね、タツヤ……」

　自分の考えていた事が、リューカ姫に伝わったような気がした龍也は、あわてて振り返って首を振った。

「あ、いや、別に下した心ごころがあって見ていたわけじゃないから！」

　リューカ姫は一いつ瞬しゆん目めを丸くした後で吹きだした。

「わかっていますよ……だって、タツヤにとってサラサはお姉ねえさんですものね……」

　そして、リューカ姫は嬉うれしそうににっこり笑って言った。

「本当に日本に来られたなんて、夢のようですね」

　龍也は小さく首を振った。

「違うよ、リューカ姫。これは夢じゃない……本当の事なんだ」

　そして、龍也はリューカ姫に右手を差しだして言葉を続けた。

「さあ、約束通り君に日本を見せてあげる。僕が生まれ育ったこの国をね！」

　リューカ姫は龍也の差しだした右手を見て、ちょっと戸と惑まどったように小さく目を見開いたが、思い切ったように手を伸ばして、その手をぎゅっと握った。

　そして少しはにかむように微笑ほほえむと、嬉しそうに答えた。

「はい！　見せて下さい！　タツヤの国を！」




　リューカ姫たちを乗せて成なり田た空港からホテルのある東京都と内ないに向かっていたミニバンは、宮みや野の木ぎジャンクションを越えて湾わん岸がん道路に入った。

　幕まく張はりの手前あたりを走っていたとき、自動車の窓にかじりついて外を見ていたシーデが不満そうに言った。

『あん、もう、また壁だあ！　なんで道路の両側にこんな壁が作ってあるんだろう？　日本の景色を楽しみにしていたのに、これじゃあぜんぜん外が見えないや』

　シーデの言葉を聞いたサラサが、たしなめるように言った。

『きっと、この道路の両側には、日本政せい府ふが見せたくないものがあるのに違いないわ。おそらく軍事的に重要な要よう塞さい地区なのね。余よ計けいな詮せん索さくはやめておきなさい……』

　前の座席にリューカ姫と並んで座っていた龍也は、思わず笑いだした。

「はははは、なんだよそれ！　日本に要塞地区なんかあるわけないじゃないか！　セリカスタンの常識は日本じゃ通用しないんだよ」

　サラサはむっとしたように言い返した。

「何言ゆうとる！　わしの祖じ父いさまは広ひろ島しまの出身じゃが、その近くにある呉くれじゃあ軍ぐん港こうと要塞を見せんように列車の窓にブラインドを降ろし、目め隠かくししとったと聞いとるで。この壁もそれと同じ役目じゃろうが」

「そんな話聞きいた事も無いよ。サラサさんの聞き間違いか、お祖父さんが噓うそついたんじゃないの？」

　龍たつ也やがそう答えたとき、自動車のハンドルを握っていた嬉うれし野のカメラマンが口を挟んだ。

「いや、違うよ、天あま山やまくん。サラサさんの言っている事は本当さ……ただ、戦前……つまり六十年以上前まえの話だけどね」

「本当だったんですか？」

　目を丸くする龍也に向かって、ルームミラー越しに笑いかけながら嬉野は言った。

「うん、広島の呉だけじゃなくて、横よこ須す賀かとか舞まい鶴づるとか、日本海かい軍ぐんの軍港のあった場所を走る鉄道では、みんな海側のブラインドを降ろして見えないようにしたり、線路脇わきに目隠しを張り巡らしたりしていたんだ。軍の機き密みつを守るためにね。今みたいに、衛えい星せい写真とかそういうものが無い時代は、地上から偵てい察さつされることを警けい戒かいしていたのさ」

「ほれみてみぃ、噓じゃ無かったろうが！」

「だって、そんな事誰だれも教えてくれなかったんだから仕方ないじゃないか」

　不満げに唇くちびるを尖とがらせる龍也を見て、嬉野が笑った。

「知らなかったから仕方ないと言い訳できるのは、若者の特とつ権けんだな」

「だって、本当に知らなかったんですよ。それを知らないほうがおかしいみたいな言い方されれば、誰だって頭にきますよ」

　嬉野は、面白そうな表情になった。

「知らないほうがおかしい、なんて誰も言ってないぞ。それに、そもそも君が最初に、サラサさんのお祖父さんが噓をついたと考えたのが原因じゃないのかな？」

「え？」

　龍也は、さっきサラサと交わした会話を思い返してみた。

　……あ、そうだ。最初に俺がサラサさんの言葉を間違っている、お祖父さんが噓ついたんだって決め付けたんだ。

　そうしたら、それが逆だった……立場が逆ぎやく転てんしちゃったんだな。だから俺は、責められているような気分になったんだ。

　龍也は、ばつが悪そうな顔になって頭を下げた。

「すみません、考えてみたらそうでした。自分で勝かつ手てに人の事を間違っていると決め付けておいて間違っているのは自分だったもんで、責められたような気分になっちゃったみたいです……」

　龍也の言葉を聞いた嬉野は、ちょっとびっくりしたように目を見開いた。

「へえ、君みたいな若いヤツは珍しいな。大たい概がいの連れん中ちゆうはそういうときに逆ぎやく切ぎれして、知ってるほうがおかしい、俺は正しいとか言いだすのになあ……」

「いや……俺も以前はそうだったんですけど……セリカスタンでいろいろあって……ちょっと考え方が変わったのかもしれません」

　照れくさそうに頭を搔かきながら答えた龍たつ也やを見て、嬉うれし野のは興味深ぶかそうに聞いた。

「へえ、どんな風ふうに変わったんだ？」

　龍也は考え込むように答えた。

「なんと言ったらいいのかな？　上う手まく言葉が見つからないんですけど……そうやって逆切れして自分のほうが正しいって主張しても、人から認めてもらえなけりゃ何の意味もないような気がするんです。自己主張ができるっていい事のように思うけど、誰にも受け入れてもらえない自己主張は、ただのわがままな駄だ々だっ子こですよね？」

　そのとき、今まで黙って会話を聞いていた藤ふじ村むらプロデューサーが、感心したように言った。

「いやはや、嬉野くんの言う通り、若いのにずいぶんしっかりしているなあ。うちの業ぎよう界かいの中には、君の倍ばい以上の年ねん齢れいを重ねていても、君よりガキみたいなのがゴロゴロしているよ。やっぱりなんだな、経験が人を育てるってのは真理だね」

　そのとき、ミニバンの一番後ろの座席に座って、時おり高速道路の防音壁へきの隙すき間まから見えるマンションや家の連なりをじっと見ていたシーデがつぶやくように言った。

『……ねえ、もう東京に入ったの？』

『いや、まだ千ち葉ばだよ、東京の手前だ。もうすぐディズニーランドが見えてくるから左側を見ていてごらん』

　龍也の言葉を聞いたシーデは不ふ思し議ぎそうな顔になった。

『さっきからずーっと街が続いていて途と切ぎれて無いんだけど……東京と千葉って違う町なの？』

　龍也は、最初、シーデの言葉の意味がわからなかった。しかし、セリカスタンの街を思い浮かべたとき、シーデの疑問の意味が分かった。

『日本はセリカスタンみたいな平へい原げんの国じゃないからね、街と街とが離れていないんだよ。千葉の街も東京の街もみんな繫つながっているんだ』

　シーデは目を丸くした。

『この街が……家や建物が……ずーっと繫がっているの？　どこまでも？』

　龍也はうなずいた。

『そうだよ、東京だけで一千万人の人が住んでいる。その周りに広がる千葉や埼さい玉たま、神か奈な川がわという街に住んでいる人の数を足したら、二千万人を超える……セリカスタンの人口より多いんだ』

　シーデは怯おびえたような目で、高速道路の両側に広がる街並みを見てつぶやいた。

『こんな狭いところに、そんなにたくさんの人間を詰め込んだら……病気になっちゃうよ……』

『そうだね……』

　目の前に広がる一いつ戸こ建だてとマンションの連なりと、記き憶おくの中にあるセリカスタンの大だい平原の光景を比べた龍たつ也やは思わずうなずいてしまった。

　シーデに対する龍也の返事を聞いたリューカ姫が、びくっとしたように顔を上げて龍也を見た。

「龍也は……どこか悪いのですか？」

「え？　俺？　別にどこもなんともないけど……どうして？」

　思いがけないリューカ姫の反応に驚く龍也を見て、サラサが笑った。

「何を驚いておるんじゃ。シーデが日本におったら病気になっちゃうよ、言ゆうたんにあいづちなんか打つけえ、リューカ姫が心配したんじゃろうが」

「あ、ああ、そうか、ごめん。セリカスタンの大平原で暮らすのと、この東京のごちゃごちゃした狭い街で暮らす事を比べたら、東京のほうがストレスが溜たまって病気になりやすいんじゃないかって思ったんだ」

　そう言って頭を下げた龍也をルームミラー越しに見て、嬉うれし野のが笑った。

「確かになあ、あの中央アジアの平原に立つと肩の力が抜けるよな……人間って生き物は、時々大自然のど真まん中なかに放りだされて、自分がちっぽけな存在だって確認したほうが精神衛えい生せい的てきにいいのかもしれないな。目先の損そん得とくしか見えてないと、確かに病気になっちまうような気がするよ」

　嬉野と龍也の会話を聞いていた藤ふじ村むらプロデューサーが、また感心するように言った。

「いやあ、嬉野くんも、天あま山やまくんも、たいしたもんだな。なんというか、こう物の見方が国際的だよ。大たい陸りく的とでも言うのかな？　日本にこだわってないよねえ」

　藤村の言葉を聞いたリューカ姫が、自慢するように言った。

「あたりまえです……だって、タツヤは、セリカスタンの救きゆう世せい主しゆなんですから」

　藤村はきょとんとしたような顔で、リューカ姫を振り返った。

「へ？　セリカスタンの救世主って……なんの事？」

　龍也はあわてて、セリカスタン語でリューカ姫たちに言った。

『あ、言い忘れていたんだけどさ。日本では俺のことは一いつ切さい報道されていないんだ。だからその話はしないでくれないか？』

　リューカ姫たちは驚いたように声を上げた。

『ええっ？　なぜですか？』

『シマオオカミは救きゆう国こくの英えい雄ゆうだって、中学校で教えているんだよ！』

『その通りだわ。なぜ知らせないのよ？　龍也は日本人の誇りじゃないの！』

　龍也は困ったように頭を搔かきながら答えた。

『えーと、なんと言ったらいいのかな……外がい務む省しようの偉い人からクギを刺されたんだ。日本政せい府ふの意向とは関係ない事にしないと、大変な国際問題になりかねないって……』

『国際問題ですって？』

　怪け訝げんな顔をするサラサに、龍たつ也やは細かくいきさつを話し始めた。

『俺がセリカスタンでやった事は全部、俺が個人的な理由でやった事だよね。最初の内ない乱らんのとき俺は高校生で、こないだの騒ぎのときは予よ備び校こう生だった。どっちも日本政府とはまったく関係ない、ただの観光客きやくって立場だったんだ。でも、もしこれが報道されて、俺が英雄みたいに祭り上げられたり注目を浴びちゃったりしたら、日本の政府の意思とは無む関係だって立場が怪あやしくなっちゃう。日本の政府としては国際的な問題にしたくないんだ。だから、藤ふじ村むらさんも嬉うれし野のさんも……いや、日本中の誰も、セリカスタンで俺がどんな事をやってきたのか知らないんだよ』

『そんなのって……おかしいです！』

『ヘンだよ！　そんなのってないよ！』

　リューカ姫とシーデが口くち々ぐちに叫んだ。

『だって……タツヤは命がけで、私たちセリカスタンのために努力してくれたのに……』

『そうだよ！　シマオオカミは、すごいヤツだって……サゴン兄あに者じやが……あの、サゴン兄者が尊そん敬けいしているって言ってたんだよ！　そのすごいシマオオカミの事を知らせちゃいけないなんて、そんなのヘンだよ！　間違っているよ！』

　サラサだけが黙ったまま、じっと考え込んでいた。

　そして、大きくため息をつくと、リューカ姫とシーデに向かって言った。

『個人と国家では事情が違うという事ね。まあ、納なつ得とくできないでしょうが、セリカスタンの国家英えい雄ゆうという肩書きが通用するのはセリカスタンの中だけ。郷ごうに入れば郷に従えという言葉もあるわ。ここは日本でセリカスタンではない。私たちが騒げば龍也が迷めい惑わくする事になる。不満はあっても、ここは龍也の言葉に従いましょう』

『……わかりました、それがタツヤの願いならそうします』

　リューカ姫は不満げにうなずいたが、シーデは納得しなかった。

『ボクはイヤだ！　だってセリカスタンの人たちはみんなシマオオカミに感謝しているんだよ？　ワルイコトをしたのを黙っていろっていうのならわかるけど、イイコトをしたのになんで黙っていなくちゃいけなんだよ！』

　サラサは、肩をすくめた。

『お前は間違ったことは言ってない……大人おとなの理り屈くつってヤツは納得できないだろうが、騒ぐとシマオオカミが困った事になる、という理屈はわかるわね？』

『……うん』

　シーデは不満そうに唇くちびるを尖とがらせながら、小さくうなずいた。

『つまりはそういう事よ。シマオオカミを困らせたくないのなら、言う事を聞きなさい』

『わかった……』

　シーデはそう答えると、不ふ機き嫌げんそうな表情のまま、車のシートの隅すみでうずくまるように背中を丸めた。

　助手席から一連のやり取りを怪け訝げんそうな目で見ていた藤ふじ村むらプロデューサーに、龍たつ也やは話しかけた。

「驚かせて申し訳ありません、実を言うと俺はセリカスタンでは、ちょっとした有名人なんですよ……その関係で、まあ色々ありまして……」

　藤村は納得したようにうなずいた。

「ああ、まあそうだろうね、例のネットアニメでセリカスタンという国を広こう報ほうするってアイディアとかを見ればよくわかるよ。セリカスタンって国はあれで有名になって、国際紛ふん争そうも収まったって話だし、日本でもそれなりに君の名前は知られているくらいだから、セリカスタンじゃあさぞかし有名人なんだろうな」

「……ネットアニメだけで有名になったんじゃないのに……」

　リューカ姫が不満そうに、ぼそっとつぶやいた。

「え？」

　顔を上げた藤村に、龍也はあわてて首を振ってみせた。

「あ、いや、なんでもありません。まあ、とにかく、彼女たちから見れば、日本での俺の立場が単なる予よ備び校こう生ってのが、今ひとつ納なつ得とくできないみたいでして……」

　そのとき、会話を聞いていた嬉うれし野のが笑いながら言った。

「日本じゃしがない予備校生、だけどセリカスタンじゃ救きゆう国こくの英えい雄ゆうってわけかい？　それなら日本とセリカスタンで、君の扱いが天と地ほど違っているのに驚くのも無理はないよな……」

　龍也は自じ嘲ちようぎみの笑いを浮かべて答えた。

「ええ、まあ、うちの両親なんか、外国で行方ゆくえ不明になるわ、ネットアニメの件で騒ぎになってマスコミに出るわで、俺の事を不良息むす子こみたいな目で見てますからね……二ふた言こと目めには、大学に行くか、それがダメならまともな会社に就職しろ、の一点張ばりですよ」

　嬉野は声を上げて笑った。

「ははは、そりゃあまあ、親おや御ごさんから見れば、そう見えるのも無理はないよな。お父とうさんはサラリーマンかい？」

「ええ、大おお手て企業に勤めるサラリーマンをやってます……」

　龍也の答えを聞いた嬉野は、さもありなんという顔になった。

「わかるわかる。その気持ち。俺の両親は公こう務む員いんでね、兄あに貴きも公務員やっているんだよ。だから、フリーのカメラマンという今の俺の職業は、うさんくさく見えて仕方ないらしい。顔をあわせるたびに、今からでも遅くないからどこかの会社に就職して会社員になれとうるさくて仕方ないんだ。腕うで一本で食っていく仕事ってのは、リスクの固まりにしか見えないらしい……親を納なつ得とくさせるのは難しいよな」

　そのとき、龍たつ也やの横で話を聞いていたリューカ姫がセリカスタン語で、そっと聞いた。

『タツヤのお父とう様とお母かあ様が、タツヤがセリカスタンで、どんな事を成し遂とげたのか御ご存ぞんじ無いというのは本当ですか？　タツヤが国家大だい英えい雄ゆうの勲くん章しようをもらった事も？』

　龍也はうなずいた。

『うん、一いち応おう説明したんだけど、信じてくれないんだ。騒ぎになるとまずいって、外がい務む省しようの人に言われてるから、まあ仕方ないんだけどね……』

　龍也の答えを聞いたリューカ姫の表情が変わった。

『タツヤ……それは間違っています。確かに、大げさに騒ぐ事は好ましくないかもしれません。でも、ご両親にお話ししないのは、間違っています。自分の子供が何を成し遂げたのか、どれほど多くの人々から感謝を受けているのか、それを知らせないのは罪です！』

『罪だなんて、そんな……』

　……大げさな、と言おうとした龍也の言葉が止まった。

　リューカ姫は真剣だった。

『親にとって、子供は嬉よろこびです。生きているだけで嬉びなんです。ましてや、その子供が多くの人々から感謝され、褒ほめ称たたえられているとしたら、親としてこれに過ぎる嬉びはありません。タツヤ、あなたはご両親からその嬉びを取り上げ、隠かくし続けています。これが罪でなくてなんですか？』

　そして、リューカ姫は、サラサに振り返って聞いた。

『サラサ！　あのキシトン大だい統とう領りようからお預かりした、日本の首相に宛あてた手紙を持っていますよね？』

『はい、持っております……でも、あれは本日ホテルに来るセリカスタン領りよう事じを通じて非ひ公式に日本の首相に渡すための手紙ですよ？　どうするおつもりですか？』

『親しん書しよは、日本の総そう理り大臣に渡すものと、大たい使しの手元に残す控えの二通あるはずです。その控えをタツヤのご両親にお見せします！　あの手紙には、タツヤがどのような活躍をしたのか、セリカスタンの人々がいかにタツヤを信じ、それによって日本との友ゆう好こうを深めようと決意するに至ったかが事こと細こまかに記されています。あの手紙は、まずタツヤのご両親にこそお見せすべきだと思うのです！』

『ちょっと待ってよ！　何の話？　大統領の親書って……それを俺の両親に見せるってどういうこと？』

　驚きの声を上げる龍也を無視して、サラサはうなずいた。

『確かに、国家元げん首しゆからの親書ではありますが、控えならば開かい封ふうしても、それほど問題にはならないと思われますね』

　リューカ姫は、断だん固ことした表情でうなずいた。

『いいのです！　たとえ国際問題になったとしても、私が……キンリの姫ひめ巫み女ことして責任を負います！』

『わかりました……』

『ちょっと待ってよ、サラサさん！』

　サラサは、抗こう議ぎする龍たつ也やを無視したままリューカ姫に向かってにっこり笑ってうなずくと、助手席の藤ふじ村むらプロデューサーに日本語で聞いた。

「ミスター藤村。さっき渡してもろうたスケジュール表によると、今日はホテルにチェックインして、明日は都内見けん物ぶつの予定じゃったな？　そっちの仕事は入っとらんかったが、それでええの？」

「え？　あ、はい、その予定ですが……ちょっと待って下さい、念のために確認します」

　藤村はそう言うと、スーツのポケットからシステム手帳を取りだしてぺらぺらとめくって、スケジュール表を確認してからうなずいた。

「あ、はい、今日はこのままホテルに直行して、チェックインしていただいて、明日は観光ハイヤーで都内観光をしていただこうかと思っております。時じ差さに慣れていただくためにも今日明日はゆっくりしていただこうかと……」

　サラサは首を振り、きっぱりと言った。

「いや、予定変へん更こうじゃ。明日は龍也の家に行く！　リューカ姫が、龍也のご両親にぜひともご挨あい拶さつしたいそうじゃ」

「あ、いや、それは……」

　止めようとした龍也の腕を、リューカ姫がぎゅっとつねった。

「痛いて！　何をするんだよ！」

　振り向いた龍也を見るリューカ姫の目は、さっきにも増して真剣だった。

『たとえ、タツヤが反対しても、私はタツヤのご両親にお会いするつもりです。私の決心は変わりません。タツヤが戦乱の絶えなかったセリカスタンに平和をもたらした恩おん人じんであるという事をお話しするつもりです……それは、セリカスタンの民たみとして、そして民の祖そ霊れいを祭る姫巫女としての義務です』

　……リューカ姫は真剣だ。きっと何を言っても無む駄だだろう。

　観かん念ねんした龍也は、小さくため息をついた。

「わかったよ、俺の家に案内するよ……本当は恥ずかしいから家に案内したくなかったんだよな。セリカスタンの政府の人が住んでいる高級住宅とかに比べたら小さな家だから……」

　龍也の言葉を聞いた嬉うれし野のが言った。

「天あま山やまくんの家は三み鷹たかだっけ？」

「ええ、下しも連れん雀じやく二丁目の住宅街です……小さい家と言っても四ＬＤＫだから、東京じゃあ普通なんですけどね」

「三み鷹たか市下しも連れん雀じやくか……確かにあの辺は、狭い通りの両側に家が立ち並んでいる住宅街だな」

　カーナビに表ひよう示じされた交通情報をチェックしながら、嬉うれし野のは言葉を続けた。

「まあ、欧おう米べいの住宅に比べると、確かに日本の家って小さいよなあ。ウサギ小屋に住んでいるって揶や揄ゆされるのも無理は無いよな」

　そう言って笑った嬉野に、藤ふじ村むらプロデューサーは首を振ってみせた。

「いやいや、とはいえ世のお父とうさんたちを馬鹿にしてはいかんぞ。お父さんたちはその小さなウサギ小屋をだ、二十五年三十五年という長いローンを組んで買い求め、妻と子供を住まわせるために必死に働いておるのだからして……」

　運転席の前にあるカーナビに映しだされた交通情報に目を落とした嬉野が、忌いま々いましげにつぶやいた。

「その必死に働いているお父さんたちの帰宅時じ刻こくに近づいてきたせいですかね。この先の首しゆ都と高速が渋じゆう滞たいしてますよ。通過に四十分だそうです」

　龍たつ也やは携帯電話を取りだしながら嬉野に聞いた。

「ホテルにつくのは何時頃ごろになりそうですか？　家に電話しておこうかと思って……」

　カーナビを操作した嬉野は、難しい顔になった。

「うーん、六時過ぎるかもしれないなあ、夕方のラッシュアワーだからね」

「わかりました、とりあえず母に連絡しておきます……明日、お客さんが来るって」

　そう言って携帯電話を耳に当てた龍也は、呼びだし音を聞きながら思った。

　……きっとびっくりするだろうなあ。







　　　第二章　「五月十八日・午前・東京都三み鷹たか市し」







　龍たつ也やの両親は、朝から大おお慌あわてだった。

　それは当然である。

　今まで、これといって浮いたウワサも無い、それこそバレンタインデーの義ぎ理りチョコのひとカケラすらもらってきた事のない息むす子こが、いきなり女の子を三人も……それも外国人の……連れて来るというのだから、これはびっくりするなと言うほうが無理というものである。

　六畳じよう間まのリビングに通されたリューカ姫とサラサ、そしてシーデの三人は、応接セットの小さなソファに座って、もの珍しそうにリビングの中を見回していた。

『シマオオカミの家っていろんな物があるんだね……』

　感心したようにつぶやいたシーデに、龍也は少し恥ずかしそうに答えた。

『狭い家なのに物があふれちゃってるだろ？　俺の母親は物を捨てないんだよ。まだ使えるのに捨てられないって言って……』

「いいえ、素晴らしいお母かあ様だと思います。物を大事にする方は人間も大事にする方です」

　龍也の言葉を聞いたリューカ姫が小さく首を振って日本語でそう言ったとき、龍也の電話を聞いて今日は会社を休んで家にいた父親とお盆ぼんに紅茶のティーカップを載せた母親がリビングに入ってきた。

　リューカ姫たち三人は、慌てて立ち上がった。そして最初にサラサが頭を下げた。

「初めまして、私はセリカスタンで、ご子し息そくと共に戦たたこうたキンリ族の戦士長ちようで……今はセリカスタン陸軍士し官かん学校で教官をやっとります、サラサ・クルティムと申します。日本語は祖そ父ふから習いましたが、なんでも広ひろ島しま弁べんゆう方ほう言げんだそうで、ちいとお耳みみ障ざわりかもしれませんがお許し下さい」

　次に頭を下げたのはリューカ姫だった。

「初めまして。私はセリカスタン部ぶ族ぞく会議のキンリ族の代表でキンリの里の姫ひめ巫み女こ、リューカ・ミスティアと申します。突然の訪問でさぞかし驚かれたと思いますが、タツヤがセリカスタンで、どのような活躍をしたのか、御ご存ぞんじ無いというお話を聞きまして。セリカスタン国民を代表して、タツヤのご両親に感謝の言葉をお伝えしたく参りました」

　最後にシーデがぴょこんとお辞じ儀ぎをして、片言の日本語で挨あい拶さつした。

「初めまして。シーデ・タクモールです……にほんごは、あまりはなせません。いま、べんきょうちゅうです。たつやは、ボクのお兄にいさんみたいなひとです。よろしくお願いします、です」

　龍也の父親は目を白しろ黒くろさせながら、慌てて頭を下げた。

「あ、どうも、ご丁てい寧ねいなご挨あい拶さつを戴いただきまして……天あま山やま龍たつ也やの父親です……」

　横に並んでいた母親が慌あわてて頭を下げた。

「母でございます……」

　そして、両親は揃そろって龍也のほうを見た。

　その目はこう言っていた。

　……どういう事か説明しろ。

　龍也は小さくため息をつくと、話し始めた。

「えーと、この人たちには、俺が一年前にセリカスタンで行方ゆくえ不明になったときに世話になったんだ。サラサさんとこっちのリューカ姫はキンリ族って部族の人で、こっちのシーデって子はオードン族の子で……」

　そこまで言ったとき、サラサが龍也の言葉の後を継いで、さらっと言った。

「龍也の命を狙ねろうてやってきた刺し客かく……つまり暗あん殺さつ者じゃった」

「あ、暗殺者！」

　目を見開いた両親を見て、龍也は慌あわてて説明した。

「あ、いや、でも、今は改かい心しんして、俺の妹みたいなものなんだ。心配しないでいいよ」

「まあ、こうして見る限り、お前の言う通り、元気な普通の女の子にしか見えないが……」

　信じられないという風ふうに首をひねる父親を見て、リューカ姫がにっこり笑って言った。

「タツヤと知り合うまで、シーデは餓うえたオオカミのような子でした。満足な教育も受けられず、戦せん士しとして生きていくしか道が無かったのです。この子に未来を与えたのは……いえ、セリカスタンという国に生きるすべての国民に未来を与えて下さったのは、タツヤなのです」

　父親はリューカ姫の言葉に笑いで答えた。

「あ、いや、はははは、それは何かの間違いでしょう。うちの龍也は、高校も途中から行かなくなってしまうわ、大学受験には失敗するわという落ちこぼれでして……とてもそんな大それた事ができるような人間ではありません。信じろというほうが無理というものでして……」

「タツヤはそんな人間ではありません！」

　怒りの声を上げたリューカ姫を制してサラサが言った。

「それはそうじゃ。わしも最初に龍也を会おうたとき、どがいにも頼りない軟なん弱じやく者ものにしか見えんかった……じゃが、お父ちち上うえ。日本には男子三日会わざれば括かつ目もくして待つべし、ゆうコトワザがあるじゃろう？　龍也は確かに頼りなく見えとったが、迫り来る危機に尻尾しつぽ巻いて逃げんかった。それどころか、弱い者守るべき者のために踏みとどまって戦たたこうた。

　男として……いや、人間としての価か値ちは逃げちゃいけんときに逃げん、そこにあるとわしは思うんですよ。確かに平和な日本では、戦せん乱らんも内ない戦せんもありゃあせん。じゃが、生きて行く上での困難は同じでしょう。違いますか？」

「え？　あ、は、はい、そうですな」

　サラサから真ま正面に見つめられておたおたする父親を見て、龍たつ也やは思った。

　……親おや父じのように毎日会社と家の往復しか知らないような頭の固い人間から見れば、サラサさんのような外国人の美女が広ひろ島しま弁べんを話す……なんて光景は、宇宙人が関かん西さい弁話はなすのと同じようにしか見えないんじゃないかな？　きっと、自分を納なつ得とくさせようと必死なんだろうな。

　サラサは言葉を続けた。

「確かにええ大学を出るんは大事かもしれません。セリカスタンでもそれは同じ事です。国の力ゆうんは国民の力じゃけえ教育は大切です。セリカスタンでも多くのようけえ若者が学校で学問を学び、知識を身につけようと努力しとります。

　なぜ学問するんか、なぜ知識を身につけるんか。そこにあるんは自分のためだけじゃのうて、学問や知識を、社会をより良くするのに使うためじゃ思うんですよ」

　そしてサラサはにっこり微笑ほほえむと、抱えていたアタッシェケースの中から水色の封筒を取りだして言葉を続けた。

「……あなたのご子し息そくは、セリカスタンでそれをやってのけました。つまり、社会を、世の中を良うして、人々に希望と未来を与えるゆうんをやってのけたんですよ。

　これはセリカスタン全部の国民を代表してキシトン大だい統とう領りようが書かれた親しん書しよです。ロシア語で書かれとりますが、英語と日本語の訳やく文ぶんが同どう封ふうされとります。どうぞごらん下さい」

「だ、大統領の親書だと？　……」

　父親は絶ぜつ句くしたあとで、かろうじて言葉を繫つないだ。

「……あ、いや、しかし親書というものは、国家元げん首しゆ宛あてに送るものだ。私のような一いつ介かいの民間人が開かい封ふうしていいものではないはずだが……」

　リューカ姫が小さくうなずいた。

「はい。確かにこれは本来は日本の総そう理り大臣宛てに書かれたものです。しかし、この親書の中には、タツヤの功こう績せきが詳しよう細さいに書かれているのです。お父とう様はタツヤがセリカスタンでなにを成し遂とげたのか、それを御ご存ぞんじ無いと聞きました……」

　リューカ姫は、ちらりと龍也の顔を見てから静かに微笑ほほえんで言葉を続けた。

「タツヤは、たとえ自分がセリカスタンで国家的英えい雄ゆうであっても、それは日本では何の意味もないという事を知っています。自分の功績を吹ふい聴ちようしたり、自分は特別な人間だからと傲ごう慢まんに振る舞う事の愚おろかさを知っているのです。でも、たとえ吹聴しなくとも、タツヤがセリカスタンで多くの人々を救い、内ない乱らんと戦せん乱らんに明け暮れたあの国に平和をもたらしたという事実は変わりません……」

　そして、リューカ姫は、龍也の両親を真剣な目で見つめて言った。

「お父様、お母かあ様。あなたがたは自分たちのご子息が、どれほどの事を成し遂げ、どれほどの人々がご子息に感謝しているのか……そして、それが、どれほど誇らしい事なのか、それを知るべきです……」

　黙り込んだ両親の前で、リューカ姫がサラサの手から水色の封筒を手に取ると、シーデがすっと懐ふところに持っていた四センチほどの象ぞう牙げで作られたミニナイフを差しだした。

　驚いたようにシーデを見たリューカ姫に、シーデは自慢げに言った。

『へへへ、護ご身しん用に隠かくし持っていたんだ。これなら金属じゃないから飛行機に乗るときにも見つからないと思って……』

　サラサがあきれたように言った。

『油ゆ断だんもすきもないわね……まあ、国家要人待たい遇ぐうの女の子なので、空港のボディチェックも甘かったからだろうが、一いつ歩ぽ間違えれば身み柄がら拘こう束そくでは済まないのよ』

『でも、助かりますわ……』

　リューカ姫はそう言ってにこっと笑うと、シーデの差しだした象牙のナイフを取り上げ、それで水色の封筒に施ほどこされた赤い蜜みつ蠟ろうの封ふう印いんを切った。

　白い細い指先が優ゆう雅がに動き、水色の封筒の中から英字とキリル文字と漢字で『親しん書しよ』と書かれた三つの白い薄い封筒を取りだすのを、龍也は黙って見つめていた。

　……たとえ親おや父じがあれを読んでも、きっと態度は変わらないだろう。

『ここは日本だ、セリカスタンじゃない。日本で生きていくためには日本のルールに従わなくちゃならないんだ。そんな外国の出来事は夢だと思ってさっさと忘れろ……』というのが、親父の口くち癖ぐせだった。

　俺は文句を言おうと思ったけど……言えなかった。

　なぜなら、親父の言っている事は正しい。俺がいくらセリカスタンで国家英えい雄ゆうだったとしても、そんな肩書きは日本じゃ何の意味もない。確かに一いち芸げい入試みたいな制度がある大学なら入れるだろう。でも、卒そつ論ろんやゼミのレポートは一芸ではパスできない。

　就職だってそうだ。国家英雄という肩書きは資格でもなんでもない。いくら『俺は国家英雄なんだ！』と言ったところで、日本ではそれこそ『自じ称しよう・国家英雄』ぐらいの価か値ちしかない。

　つまり、俺は日本では一人の浪ろう人にん生せいでしかない。浪人生といえば聞こえはいいが、大学を受験する意思が無ければ、ただの無職という事だ。

　リューカ姫は白い封筒から日本語に訳された便びん箋せんを取りだすと、それを広げて龍たつ也やの両親に向かって差しだした。

「どうぞ、お読み下さい……」

　父親はどうしようか？　という顔つきで母親の顔を見た。

　母親は小さくうなずいて、その手紙を読むように小さく指で指さし図ずした。

　両親は黙ってキシトン大だい統とう領りようの手紙を読み始めた。

　便箋の最初の二枚は、儀ぎ礼れい的な挨あい拶さつとセリカスタンの大統領として国際社会の中で日本に対しどのような姿勢を取るのか、そのスタンスについての説明だった。

　そして、三枚目からセリカスタンの内ない戦せんの説明と、一人の日本人の若者が、その内戦の中でどのような位置を占めるに至ったのかについての記述が始まった。

　龍たつ也やが弱じやく小しよう民族キンリ族に保護された経緯いきさつと、インターネットによって奇き策さくを編みだし政府軍の戦せん車しや部隊を撃げき退たいし、空くう爆ばくを中止させ、反はん目もくする部族間かんの同どう盟めいを結ばせることに成功し、ついに内戦を終しゆう結けつに導いた事。そして一年後に中ちゆう国ごくの介かい入にゆうによって再さい燃ねんした内ない乱らんをインターネットによる情報公こう開かいとアニメーションを多用した広こう報ほうページによって国際的な注目を集める事によって、終結させた経緯を簡かん潔けつに説明してあった。その後に、キシトン大統領の言葉は、龍也の行動によってもたらされたセリカスタンの国民の意識の変化について述べ始めた。

『……今、世界を支配している考え方は人間は罪つみ深ぶかい、悪あしき存在であるというものです。

　人間は誰でも自分の事しか考えない。人間は誰もが誰かを出し抜き踏みつけ、利益を独占しようと考えている。人間は事あれば人を傷つけ物を盗ぬすもうとしている。それが人間の本ほん音ねであり、それが当然だという考え方です。

　しかし、我が国にやってきた日本人の若者の考えは、この考え方とは正反対のものでした。

　彼にとって人間とは、他人を慈いつくしみ、他人を気き遣づかい、他人と共に幸せになろうと思う善なる心を持つ存在だったのです。

　それがゆえに、この日本人の若者は行動を起こしました。苦しむ人を、死にゆく人々を、彼は見み過すごす事ができなかったのです。

　彼の行動の根源となったものは、思想的背はい景けいでも宗教的価か値ち観かんでも、経済的利り害がいでもありませんでした。このとき、彼は人間として何ができるかを考えて行動したのです。

　そして、彼のこの心は、我々を動かしました。「人間として」何ができるのか、という彼の問いかけは、我々に失われていた何かを思いださせてくれたのです。

　彼と話をしたときに、彼の心の中に日本人としてという意識すらなかった事に私は驚きました。

「人間として」、この言葉は簡単です。しかし、その価値観に基づいて行動できる人間が、この世界にどれほどいるでしょうか？　彼のような若者をこの世に送りだせる日本と言う国の底そこ知しれぬ力に感動すら覚えました。そして「人間として」行動できる日本という国に深い尊そん敬けいの念を抱くに至ったのです。

　国際社会は道どう義ぎなき世界であり、そこにあるのは力と力のバランスだけである。これは事実です。

　国家の指し導どう者として、その現実から目を逸そらす事はできません。しかし、現実を見み据すえつつ、より良い世界を作る道を指し示すのも、また指導者の役目であると私は信じます。

　理想と現実、その両方の道を見つめ、その両方の道から外れる事のないように国家を運営する事。それこそが私に与えられた責せき務むでありましょう。

「人間として」国家を運営する事の大切さを教えてくれた、日本の若者「天あま山やま龍たつ也や」に感謝するとともに、彼のような若者を世に送りだすに至った日本国に心から感謝するものであります。

　セリカスタン共和国大だい統とう領りよう　キシトン・セルム・ザクス』

　読み終えた父親は、ゆっくりと顔を上げると、呆ぼう然ぜんとした顔でつぶやくように言った。

「知らなかった……セリカスタンという国で内ない乱らんに巻き込まれたという話は聞いていたし、その内乱の中で、部ぶ族ぞくを率ひきいて戦ったという話も聞いていたが、すべて話半はん分ぶんに聞いていた。

　うちの龍たつ也やが、そんな事をやってのけるような人間だとは到とう底てい思えなかったからだ……龍也、お前が言っていた事は……戦せん車しや部隊を撃げき退たいしたり、空くう爆ばくを中止に追い込んだり……というあの話は、全部本ほん当とうだったのか！」

　龍也は頭を搔かきながら答えた。

「うん、本当だったんだよ……でもさ、なんて言えばいいのかな……全部なりゆきなんだよ。最初から大それた事をやってやろう！　なんて考えがあったわけじゃないんだ。キンリの里さとが戦車部隊に攻撃を受けるって聞いて、何とかしなくちゃと思って、色々考えて動いたら結果的にそうなっちゃったんだ。空爆を止めさせたのも同どう盟めいを結ばせたのも、中ちゆう国ごく軍の介かい入にゆうを撃退したのも、全部そうなんだよ。巻き込まれて……何とかしようと思って……結果的に上う手まく行っただけの事なんだ」

　信じられないという顔をする父親を見て、リューカ姫は、自分の事のように胸を張った。

「お父ちち上うえ、これでタツヤがセリカスタンで国家英えい雄ゆうとして扱われている事がおわかりになりましたか？」

　そのリューカ姫の言葉を聞いた母親が龍也を突つついて聞いた。

「ねえ、龍也、こっちのお姫様の言う事は本当なの？　セリカスタンでは、お前が英雄扱あつかいされているって事……」

「うん、まあそういう事になるかな……」

　母親は目を輝かせた。

「じゃあ、私がセリカスタンに行ったら、私は英雄の母親って事になるわけ？　もしかしてＶＩＰ扱いしてもらえるの？」

「おいおい、何を言いだすかと思えば……」

　たしなめようとした父親に母親は言い返した。

「なによ、いいじゃない。息むす子こが有名人になったんだから、少しぐらいいい思いをしたって。課長代だい理りというあなたの肩書きなんかより、よっぽど使えそうよ！」

　母親の言葉を聞いたサラサは、にっこり笑った。

「お母かあ様でしたら、当然国こく賓ひん待たい遇ぐうでお迎えします。日本に比べたら貧乏な国ですし、そがいに有名な場所もありませんが、精せい一いつ杯ぱいにもてなしさせていただきますけぇ」

　母親は笑った。

「あら嬉うれしい！　中央アジアなんて行った事ないから、一度行ってみたかったのよね！　ねえ龍たつ也や、今度セリカスタンに行くときは、私も連れて行ってよ！」

　父親はあきれ果てたという顔になった。

「何をのんきな事を言っているんだ。龍也はあの国で、ただ逃げ回っているだけで英えい雄ゆうになったわけじゃないんだぞ。死ぬか生きるかという思いをして、あの国の人々のために働いて、立りつ派ぱな事を……人々が感謝してくれるだけの事を成し遂とげたから国家英雄という称しよう号ごうをもらえたんだ。お前は何もしておらんじゃないか」

「あら、私が産んだからこそ龍也はここにいるのよ。私が産まなかったら龍也はこの世にいないし、セリカスタンはまだ戦争中だったかもしれないのよ。龍也がセリカスタンの人々を救ったって事は、私が救ったのと同じ事じゃない」

　さらっと言ってのけた母親を見て、リューカ姫は微笑ほほえんだ。

「お母かあ様って、素す敵てきな方ですね……タツヤがいつも明るくて前向きな理由がわかったような気がします」

　母親は微笑んだ。

「あなたも素敵なお嬢じようさんね。ホント、お姫様って感じだわ。うちのボンクラ息むす子こが気に入ったなら、あげるわよ、持って帰る？」

「母さん！」

　思わず声を上げた龍也と目を見開いた後で真まっ赤かになったリューカ姫を、母親は面白そうに見比べた。

　龍也は小さく咳せき払ばらいをしてからリューカ姫を見て言った。

「ええと、これで俺の両親に大だい統とう領りようの手紙を見せるという君の目的は終わったわけだ。今日、この後はどうする？　藤ふじ村むらプロデューサーが観光ハイヤーを用意してくれたから、東京中どこでも好きな場所にいけるよ。どこか見たい場所はある？」

「ええ……あります」

「どこ？　浅あさ草くさ？　お台だい場ば？　それとも……秋あき葉は原ばらとか？」

　リューカ姫は、赤い顔のまま小さく首を振った。

「いいえ、違います……」

「じゃあ……どこ？」

　怪け訝げんな顔をする龍也の顔を見て、リューカ姫はにっこり笑って言った。

「タツヤの部屋……」

「え？」

　脳のう内ないに自分の部屋を思い浮かべた龍也は、全身の血がさーっと音を立てて足元に落ちていくような気がした。

　……ヤバイ！　ヤバイなんてもんじゃない！　俺の部屋なんか案内できるもんか！　あんな、美少女フィギュアとアニメ雑誌に埋もれた部屋に女の子なんか入れられるわけがない！

「どうしたんですかタツヤ、顔色が悪いですよ？」

「あ、いや、俺の部屋はとっ散らかっていて、足の踏み場も無いくらいで……」

　あわてて言い訳しようとした龍たつ也やを見て、リューカ姫はうなずいた。

「ええ、知っています。以前、パソコンで見せてもらいましたから……あのとき、日本に来たら見せてくれるって言いました……私、楽しみにしていたんですよ……」

「あ……」

　……そうだ、そういえばそんな事を言った覚えがある。

　大だい統とう領りよう府ふの日本コーナーの六畳じよう間まで、俺はリューカ姫に言ったんだ……日本に来たら俺の部屋を見せてあげるとかなんとか……。

　うわー、墓ぼ穴けつ掘った！　どうすりゃいいいんだ？

　そのとき、龍也とリューカ姫のやり取りを聞いていた母親がこともなげに言った。

「案内してあげりゃいいじゃないの。あんたの部屋に女の子が入る事なんか、人生始まっていらいの事なんだから、今日は記念日にでもすれば？」

「母かあさん！」

　困ったような顔をする龍也を無視して、母親は笑いながらリューカ姫に言った。

「この子の言う通り、足の踏み場も無いくらいとっ散らかってますし、なんて言うんですか？　ほら、こう、マンガの女の子のお人形みたいなのが一いつ杯ぱい飾ってあるんですよ、この子の部屋は。子供と言うかなんというか、見たらきっと笑っちゃいますよ」

「いいじゃないか、ほっといてくれよ！　あれはみんなレア物のフィギュアなんだから」

　龍也の言葉を聞いたシーデが怪け訝げんな顔で聞いた。

『れあもの？　ふいぎゅあ？　なんの事？』

　リューカ姫は嬉うれしそうにセリカスタン語で答えた。

『フィギュアというのは、日本のオタクと呼ばれる人たちがコレクションしている女め神がみ像ぞうです。レアものというのはその中でも数少ない貴き重ちような像の呼び方です。ちなみにオタクというのは、普通の人ではない、特殊な能力や嗜し好こうを持つ特別な人たちを尊そん敬けいして呼ぶときの言葉だそうです』

『へえ、すごいや！　シマオオカミはオタクなんだね！』

　リューカ姫の言葉を信じたシーデの尊敬のまなざしを、龍也は一種の罪ざい悪あく感かんと共に受け取った。

　……どこで聞いてきたのか知らないけど、リューカ姫の知識はずいぶん偏かたよってるよなあ……でも否定したら、きっとリューカ姫は傷つくだろうなあ。

　シーデは目を輝かせて身を乗りだしてきた。

『ねえ！　ボクにも見せてよ！　その、ふぃぎゅあ、ってヤツ！　シマオオカミのお部屋にあるんでしょう？』

「え？　いや、でも……」

　にこにこ笑うリューカ姫と目を輝かせるシーデの前に立った龍たつ也やは、救いを求めるようにリビングを見回した。

　しかし、リビングの中にあったのは、なりゆきを呆ぼう然ぜんとして見送っている父親と、興味しんしんという表情の母親と、にやにや笑うサラサの顔だけだった。

　……だめだ。

　神は死んだ。

　俺に味方する神は、もはやこの世にはいない。

　龍也は半分自じ棄きになったような口く調ちようで言った。

「仕方ない。いいよ、部屋を見せてやる……その代わり、汚きたないとか言わないでくれよな……」

　龍也の部屋は二階の南側の六畳じよう間まだった。

　ドアを開けて部屋に入った龍也は、床に散らかった雑誌やガンプラの箱を避けながら、窓まど際ぎわに行ってカーテンを引いて、窓を開けた。

　初夏のさわやかな風とまぶしい日光が部屋の中に差し込むと、蛍けい光こう灯とうの下で見み慣なれていたはずのいつもの部屋の光景が一気に変わった。

　……パソコンのモニターの輝き度ど調ちよう節せつをやって彩さい度どを上げた時みたいな感じだな。

　龍也がそんな事を考えたとき、開いているドアからリューカ姫とシーデが顔を覗のぞかせた。

　床に散らばっている雑誌や積み上げられた本の山、そして部屋の一角を占せん領りようしているコンピュータ関係の機器とソフトの山を見回して、リューカ姫が聞いた。

「入っていいですか？」

　龍也は肩をすくめた。

「入ってもいけど……座るところも無いよ。見ての通り狭いし散らかっているし……」

　リューカ姫の隣となりで部屋の中を見回していたシーデが、笑いながらベッドを指差して言った。

『あそこに座ればいいんだよ』

　布ふ団とんを敷きっぱなしのベッドを見て、龍也はあせった。

「あ、いや、毛布とかシーツとか替えてないから……」

「いえ、大丈夫です、気になりませんから」

　リューカ姫は平気な顔でそう言うと、そのまま部屋の中に入ってきてシーデと並んでベッドの縁へりに腰を下ろした。

　……こんな事になるとわかっていたなら毛布とかシーツとか交換して、消しよう臭しゆう剤ざいを撒まいておけばよかったな。

　龍也が心の中でつぶやいた後こう悔かいが聞こえたかのように、リューカ姫がにっこり笑った。

『キンリの里さとの客人まろうどの部屋を思いだしますね……タツヤの匂においがします』

[image: ]

　リューカ姫の言葉を聞いたシーデは、鼻をくんくん言わせたあとで同じように笑った。

『本当だ！　シマオオカミの匂においがする！』

　そして、あらためて龍たつ也やの部屋の中を見回したシーデは、壁かべ際ぎわの棚に並んだガンプラと美少女フィギュアを見て歓かん声せいを上げた。

『わあ、すごい！　ロボットと女の子の人形が一いつ杯ぱいだ！　ねえ姫ひめ巫み女こさま、これがふぃぎゅあ、っていうものなの？』

『ええ、そうです。オタクという人々は、リアルなものや写実的なものを見ると「この造ぞう形けいは神」と言って褒ほめ称たたえるのです。出来が悪いものは相手にしませんが、あまりにも悪いものは逆に「邪じや神しん」としてあがめられる事もあるそうです』

　リューカ姫の言葉を聞いた龍也は、何と言っていいのかわからないような微笑ほほえみを浮かべた。

　……どこから仕入れた知識なのか知らないけど、七割は正しいんだけど残りの三割が間違っているよなあ。

　シーデはベッドから立ち上がると棚に近づいて、しげしげとフィギュアを眺ながめ始めた。

『へえ、すごいなあ、ボクはアニメの女の子って、絵の中にしかいないと思っていたんだ。なのに、こんな風ふうに人形になっているのを見ると不ふ思し議ぎな気分になるね……』

　シーデは美少女ゲームのキャラクターフィギュアをじっと見てから、くるっと振り向いて屈くつ託たくの無い表情で龍也に聞いた。

『でもさ、どうしてみんな、顔は子供なのにおっぱいが大きかったり、ぱんつ見せてたりするの？』

「あ、いや、それはだな、なんというかこの、現実と架か空くうの隙すき間まを埋めるというかなんと言うか……」

　龍たつ也やは半分しどろもどろになりながらリューカ姫をちらっと横よこ目めで見た。

　リューカの表情は、普段のままだった。それどころか逆に冷静な口く調ちようで、しどろもどろになった龍也の代わりに、シーデの疑問に答えた。

『それは日本の女の子の姿をモデルにしているからです。ほら、ここに来るまでにも、たくさんの日本の高校生の女の子とすれ違いましたけど、みんな下着が見えそうなくらい短いスカートをはいて、足を見せていたではありませんか。夕べホテルで見たテレビ番組でも、胸の谷間を見せつけるようなファッションの若い女性タレントがたくさん出演していました。それは日本ではあたりまえの事なのですよ、きっと』

『そっか、これが日本では当たり前なんだ……』

　納なつ得とくするようにうなずいたシーデを見て龍也が思わず心の中でほっとため息をついたとき、隣となりの棚のフィギュアの列を見ていたシーデが不ふ思し議ぎそうな表情で振り返って聞いた。

『ねえ、シマオオカミ。どうしてこの女の子のお人形さんは、メイドさんの格かつ好こうしているのに、機き関かん銃じゆうとかを持ってるの？』

『え？　あ、ああ、日本では、そういう物語が受けるんだよ。メイドさんって、なんて言うのかな、こう、ご主人様の世話をしてくれるってイメージがあるだろう？　だからご主人を守って戦ってもいいんじゃないかって……』

　シーデは声を上げて笑った。

『ははは、なにそれ？　メイドさんの仕事って、お掃除とか洗せん濯たくとかそういったものだよ。機関銃持もって戦うのはメイドさんの仕事じゃないよ？　それに、メイドさんって大たい概がいはおばちゃんで、こんな若い女の子は、ほとんどいないよ？』

　龍也は苦にが笑わらいした。

『わかってるよ、本当のメイドさんは、そんな事しないって事ぐらい……でも、日本では本当のメイドさんを知っている人のほうが少ないんだ。だからこれは、イメージとしてのメイドさんなのさ。ほら、物語の中に出てくるニンジャとかサムライとか宇宙人とかそういったものは、本物とは違うだろう？　それと同じ事なんだよ』

『ふーん……』

　半分納なつ得とくいかないという表情でうなずいたシーデを見た龍也は、ぽんと両膝ひざを叩たたいて立ち上がって言った。

「さて、満足したかい？　これ以上俺おれの部屋にいても何もないぜ……東京観光に行かないか？　せっかく藤ふじ村むらプロデューサーが観光ハイヤーを予約してくれたんだし……観光ハイヤーって貸切だから乗っても乗らなくても料金は同じだしね。それに……明日はサラサさんと一緒に広ひろ島しまに行く予定だろう？　ゆっくり回れるのは今日だけだよ？」

「……え？」

　リューカ姫は顔を上げて、何かを言いたそうな顔になったが、すぐにうなずいた。

「あ、はい、そうですね。サラサを待たせておくわけにも行きませんし……せっかくの機会ですものね」

『どうしたの？　どこか行くの？』

　龍たつ也やの日本語が聞き取れなかったシーデに、リューカ姫が説明した。

『東京観光に行くのよ……シーデは行きたいところがありますか？』

『うん！　ちゃんとインターネットで日本の事を勉強してきたんだよ！　あそこに行ってみたい！　アサクサって言ったっけ？　ほら、大きな提灯ちようちんがある場所！』

『ああ、そりゃあ雷かみなり門もんの事だな。浅あさ草くさなら今からでも充分見て回れると思うよ』

　龍也はそう言うと部屋の入り口に立って、シーデとリューカ姫を手て招まねきした。

『わーい！　アサクサ見物だー！』

　シーデは嬉うれしそうにそう叫ぶと、龍也を追い越して階段を駆け下りて行った。

　……せっかく日本に来たのに、俺の部屋だけ見て帰ったんじゃ意味ないもんな。

　そんな事を考えながらシーデに続いて階段を数段下りたとき、龍也はリューカ姫が部屋から出て来ないことに気がついた。

「あれ？　リューカ姫……どうしたの？」

　龍也が声をかけると、リューカ姫が慌あわてて部屋から出て来て名残なごり惜しそうに龍也の部屋を見回してから、龍也の後に続いた。

「忘れ物でもあったの？」

　龍也が聞くと、リューカ姫は小さく首を振ってから恥ずかしそうに下を向いて、つぶやくような小声で言った。

『馬鹿ね……私……ただのアニメの人形なのに……嫉しつ妬とするなんて……』

「え？」

　目を見開いた龍也を見て、リューカ姫は慌てて両手で口を押さえて首を振った。

「あ、いえ、なんでもありません！　独り言です！　忘れて下さい！」

　急に声を上げたリューカ姫を見て、階段の下にいたシーデが怪け訝げんな顔になってリューカ姫を見上げた。

『どうかしたの？』

『いえ、なんでもありません……極めて個人的な事です』

　リューカ姫はそう言って取り澄すましたような表情を作って、階段を下りて行った。

　龍也の前を通りすぎたとき、その耳の先が真まっ赤かになっているのに龍也は気がついたが、何も言わなかった。

　龍たつ也やが携帯電話をかけると、サラサたちを龍也の家まで乗せてきた観光ハイヤーがすぐにやってきた。

　龍也の家の前には駐車するスペースが無いため、少し離れたファミレスの駐車場で待たい機きしていたらしい。

『お待たせしました、お乗り下さい』

　黒くろ塗りの国こく産さん高級車から降り立った初しよ老ろうの運転手さんは柔らかな物もの腰ごしで一礼すると、見事な発音のロシア語で挨あい拶さつして、後部座ざ席せきのドアを開けた。

　……すごいな、きっとこういう貸かし切きりのハイヤーの運転手さんってのは、外国語ペラペラなんだろうな。

　龍也が感心したように見ていると、運転手さんはトランクを開けて、サラサたちの手て荷物を受け取って積み込み始めた。

　……そうか、俺も含めて四人乗るとなると、大おお型がた乗用車でも車内は結けつ構こう狭くなるから手荷物はトランクに積んだほうがいいもんな。

　龍也がそう考えたとき、大きなバッグを抱え込んだままシーデが首を振った。

『これは持っていく！　肌はだ身み離さず持っていろ、と兄あに者じやから念を押されたんだ！』

　サラサがあきれたように言った。

『だから、それはサゴンの誤ご解かいだと、ホテルでも説明したでしょう。そんなものが必要な場所は日本には無いんだって！』

　シーデは首を振った。

『でも、東京は海の近くにある街だよ！　アサクサだってオダイバだって、海のすぐ近くじゃないか！　レインボーブリッジも海の上を通るんだよ！　もしものときに、絶対にこれが必要になるはずだよ！』

『そりゃあ、確かにもしもの事があれば、必要になるかもしれないけど……』

『でしょう？　じゃあ、持って行くのは当然じゃないか！　車のトランクなんかに載せたら、いざというときに使えないんだよ？』

『……だからといって、そんな大きな荷物を抱え込んでいたんじゃ窮きゆう屈くつだし、外も見えないわよ？』

　シーデは大きなバッグをひしっと抱え込んで首を振った。

『ボクはサラサより小さいから大丈夫！　ボクは兄者の言いつけを守るって約束したんだ！』

　龍也は横にいたリューカ姫に聞いた。

「シーデは何を騒いでるの？」

　リューカ姫は苦く笑しようしながら答えた。

「あの大きなバッグが邪じや魔まだからトランクに入れろってサラサが言ったんですけど、シーデが言う事聞かないんです」

　龍たつ也やはシーデが抱えているバッグに視線を移した。それは、ちょっとしたボストンバッグほどの大きさのネイビーブルーの厚あつ手での布で作られたバッグだった。

　……そういえば、今日の朝、俺の家に来たときも大事そうに肩から提さげてたよな。結けつ構こう重そうだし中に何が入っているのか知らないけど、サラサさんの言う通りあんなものを抱えてハイヤーに乗ったら邪じや魔まだろうな。

　龍也は笑いながらシーデに話しかけた。

『シーデ、その荷物は大きすぎるよ、サラサさんの言う通り、トランクに積んだほうがいいと思うよ』

　シーデは不満そうに唇くちびるを尖とがらせて言った。

『シマオオカミまでそんな事を言うの？　これはサゴン兄あに者じやがもしもの時のために持たせてくれた大事な品物なんだよ！』

『大事な品物？　一いつ体たい何が入っているんだ、そのバッグは』

　シーデは胸を張って答えた。

『ボートだ！』

　龍也は目を見開いた。

『ボート？　ボートって、もしかして、あの、水の上に浮かべるあれか？』

　シーデはうんうんとうなずいた。

『そうだ、折りたたみ式のゴムボートが入っているんだよ！』

『なんでそんなものを……』

『セリカスタンには海が無い、だけど日本は海がある。だからだよ！　サゴン兄者は日本に行く前の日にボクを呼んで、これをくれたんだ。日本には海がある。海というのはセリカスタンにある川や湖とは比べ物にならぬほど大きくそして深いそうだ。もし、落ちたら海を知らぬお前は絶対に助からん、実に危険だ。だからこれを渡す、何があってもいいように肌はだ身み離さず持っていろって言ってね！』

　……おーい、サゴン。あんた、なんか大きな勘かん違ちがいしてないか？

　龍也が胸の中で思わずセリカスタンにいるサゴンにツッコミを入れたとき、サラサが困ったように笑いながら言った。

「夕べ、ホテルでスーツケースの中からこれが出てきたんには、わしも大笑いしてしもうた……あ、いや、サゴンは大おお真ま面じ目めなんじゃけえ笑わろうてはいかんのじゃが……なんぼゆうても、誤ご解かいにも程ほどがあるわい」

　日本語のわからないシーデは、サラサが龍也に話しかけた内容を邪じや推すいして、龍也をにらみつけた。

『ダメだよ！　シマオオカミが何と言ったって、ボクはこれを持ち歩くからね！　日本にいる間あいだ中じゆうずっと！』

　龍たつ也やは思わず笑いだした。

「ははは、サゴンは妹思おもいだな……その思いを無むにしちゃいけないな。わかった。ちょっと邪じや魔まだけど持っていていいよ」

　サラサが顔色を変えた。

「ほじゃが、龍也、あれを車内に持ち込むんは不ま味ずいで」

「なんで？　ちょっとかさばるけど、それほど邪魔にはならないんじゃないの？」

「畳たたんである状態なら邪魔にはならんが……実ほんま言うと、夕べホテルで確認したんじゃが、あれは自動展てん帳ちよう式しきのゴムボートじゃ。ヒモを引くと、ミニボンベから炭たん酸さんガスが注入されて大でこうなる。あんなんが車内で膨ふくらんだ日にはどどうがにいももならんで」

　ハイヤーの車内でゴムボートが膨らんだ光景を想像した龍也は身み震ぶるいした。

「そうか……それは困った事になるよね」

　しかし、シーデは自分の餌えさを確保した子犬のようにバッグを抱え込んで、こっちをにらんでいた。

　……下へ手たに手を出したら嚙かまれそうだな。

　小さくため息をついた後で龍也は言った。

「仕方ないよサラサさん、そうならない事を願うしかないよ。それに……本当に、もしものときに役に立つかもしれないしね」

　サラサも同じようにため息をついて肩をすくめた。

「もしものときなどありゃせんじゃろうが……シーデから取り上げるほうが時間を食いそうじゃしな……まあエエじゃろう」

　リューカ姫は、笑いながらシーデに言った。

『大丈夫ですよシーデ、持っていていいそうです。でも……間違ってもヒモは引かないで下さいね』




　リューカ姫たち三人と一緒に浅あさ草くさやお台だい場ばを回った龍也が、ホテルの前で別れて家に帰って来たのは、夜の十時を回っていた。

　父親は黙ったままテレビのバラエティ番組を眺ながめていた。

　母親はなぜか上じよう機き嫌げんで、鼻歌を歌いながら台所で洗い物をしていた。

　その鼻歌を聞きながら、龍也は今日の午前中、リューカ姫たちが家に来たときに、セリカスタンに行きたいと言った母親をたしなめた父親の言葉を思いだしていた。

　……あのとき父とうさんは、俺がセリカスタンで死ぬか生きるかという思いをして、人のために働いて、それで英えい雄ゆうという称しよう号ごうをもらったんだ……と言ってくれた。

　いつもは、セリカスタンでの出来事は夢だから忘れろ、としか言わないのに。

　キシトン大だい統とう領りようの親しん書しよにどんな事が書いてあったのか、俺はわからないけど、あの手紙で俺の事を少しは認めようという気持ちになってくれたのなら、俺はリューカ姫に感謝すべきかもしれないな。

　そのとき、父親がぼそりと言った。

「どうだったね？　失礼の無いようにおもてなしできたか？」

「え？　ああ、うん。観光名めい所しよをぐるっと回っただけだからね……トラブルも無く終わったよ。まあトラブルと言えば、浅あさ草くさでシーデがハトを捕まえちゃった事かな」

「ハトを？」

　目を丸くする父親に、龍たつ也やは笑いながら説明した。

「セリカスタンじゃあ、ハトはれっきとした食用なんだ。シーデは飼い主がいるならちゃんと管理しておかなくちゃダメだって怒ってたけどね」

　父親は笑いながらうなずいた。

「確かに……日本という国は、ハトですら無む防備に歩いている国なんだな……英えい雄ゆうを必要としていない国だけの事はある」

「え？」

　いつもの父親とは違う言葉に、龍也は思わず顔を上げた。

　その顔を見る父親の目は優しかった。

「日本で求められている才能は、予定調ちよう和わを維い持じする才能だけだ……お前にその才能を求めるほうが間違いだったかもしれないな……」

「それって、どういう意味？」

　父親はため息を一つつくと、ゆっくりと話し始めた。

「今日の朝に読ませてもらった手紙にあったんだ。お前がセリカスタンでやってのけた一連の功こう績せきを褒ほめ称たたえた後で、キシトン大統領はこう書いていた。お前は思想でも宗教でも利害でもない理由で動いた。それは「人間として見み過すごす事ができなかったから」という理由だった、とな。その言葉を読んだとき、父とうさんは嬉うれしかったんだ。

　お前は確かに高校も途中で行かなくなったし、外国で行方ゆくえ不明になるし、帰ってきても受験に失敗するし……日本の常識で言えばダメ人間だ。今の流行の言葉で言えば負け組というヤツかもしれん。だがな、人間を信じて行動できる人間のどこがダメなものかと思うんだ。

　いい大学を出て大だい企業に就職して、いい給料をもらうことは幸せな事だ。なぜならそれは社会的に認められて、必要とされている事の証明だからな。

　逆を言えば、たとえいい大学を出ても働かないで、ただ無む為いに過ごしていたのでは、給料はもらえないし社会的にも認められないし、当然誰だれからも必要とされていないという事だ。この辺の理り屈くつはわかるな？」

　龍也はうなずいた。

「うん、わかるよ。働いてお金をもらうって事は誰かが俺の事を必要としているからで、そして俺がその人の役に立ったからだって事だよね。誰も必要としてないのなら、当とう然ぜん仕事だって無いしお金だってもらえない……この辺の事は、バイトして初めてわかったんだけどね」

「そうだな。そして日本では、人間の価か値ちは稼かせぐ金の金額で決められる。プロ野球の選手や歌手だけじゃない、大だい企業の会社員も公こう務む員いんもみんなそうだ。年ねん収しゆうが高いほうが人間の価値が高いと思われている。それはつまり、世の中の人々がその人間をどれだけ必要としているかという事でもある。私は今までこの基準に疑問を感じたことは無かった。だが、今日、あの手紙を見て気がついた。その基準は平和な予定調ちよう和わな日本だから通用するんだという事にな……」

　父親は壁に飾ってある色いろ鮮あざやかなタペストリーに視線を移した。

　それは、一年前セリカスタンから龍たつ也やが日本に戻って来た時に、セリカスタン政府から贈られた記念品だった。

「……日本は平和だ。誰もが昨日きのうと同じ今日が来て、今日と同じ明日が来ると信じている。死ぬか生きるかという瀬せ戸と際ぎわに立つ事などありえないと誰もが思っている……」

　そして、父親は龍也に視線を戻し、ため息をついた。

「今のこの日本で評価されるのは、自分のために判断して行動する人間だけだからな……お前のような人間は評価されないんだ。残念な事にな……」

　龍也は不満げに唇くちびるを尖とがらせて答えた。

「別に、評価されなくたっていいと思う……人間として間違った事さえしなけりゃそれでいいと思うんだけどな」

「人間として……か。いつまでも子供だと思っていたが……お前は私が考えているよりもずっと早く大人おとなになったようだな」

　父親がそう言って納なつ得とくしたようにうなずいたとき、台所から戻って来た母親が笑いながら言った。

「そうそう、人から認められる事が人生の目的だっていうなら、別に日本で就職して日本で暮らすだけが人生じゃないわよ。日本でダメならセリカスタンに行けばいいじゃない……」

　母親はそこで言葉を切ると、龍也の顔を覗のぞき込んで言葉を続けた。

「あのお姫様をゲットすれば、逆ぎやく玉たまの輿こしになるんじゃないの？　あの子もまんざらでもなさそうだったわよ？」

「やめてくれよ。あの子は姫ひめ巫み女こと言って、いわば日本で言えば伊い勢せ神じん宮ぐうとかそういった神しん聖せいな場所を司つかさどるお姫様なんだよ？　外国人と結婚できるわけないじゃないか！」

　母親は目を丸くした。

「あら、そうなの？　なんだ、あんたをダシにして、老後はセリカスタンで悠ゆう々ゆう自じ適てきな暮らしを送ろうかと考えていたんだけど、無理かしら？」

「無む理り無理！　もう……変な事は考えないでくれ！」

　龍たつ也やはあきれたように首を振った後で付け足した。

「明日はサラサさんと一緒に広ひろ島しままで行かなきゃならないから、ちゃんと起こしてくれよ」

「それくらい自分で目覚ましかけておけばいいじゃない」

「目覚ましはかけるけどさ……もしものためだよ。新しん幹かん線せんに乗り遅れたら大変だから頼んでるんだ」

　母親はうなずいた。

「わかったわよ。その代わり、お土産みやげ忘れずに買っておいで。紅葉もみじまんじゅうでいいから」

「遊びに行くんじゃないんだけどなあ……」

　龍也はぼやくようにつぶやくと、階段を登って二階の自分の部屋に入った。

　明かりをつけて、自分の部屋を見回した龍也は違い和わ感かんを覚えた。

　……あれ？　何かいつもと違う雰ふん囲い気きだな。何だろう？

　ゆっくりと部屋の中を見回した龍也は、驚いた。

　棚の上にあった美少女フィギュアが、全部背せ中なかを向けているのだ。

　……なんで、こんな風ふうになっているんだ？　俺はこっちに向けておいたはずだぞ？　じゃあ誰がこんな事を……。

　龍也は後ろ向きのフィギュアたちを元に戻そうとして手を伸ばしたがすぐに引っ込めた。

　……待てよ、最後に部屋を出たのは、確かリューカ姫だ。じゃあ、これはリューカ姫がやったのか？　でも、なんでこんな事を……。

　そして、龍也は、リューカ姫が階段ですれ違うときにつぶやいた言葉を思いだした。

　……そうか、あの言葉の意味がやっとわかった。

　でも、それって、つまり、リューカ姫は俺に……って事だよな？

　龍也はベッドに倒れ込んでじたばた暴れた。

「うわーどうすりゃいいんだ？　これって両思い？　でもあっちは姫ひめ巫み女こさまで、こっちはただの浪ろう人にん生せいだぞ！　釣つりあうわけねえ！」

　そのとき、一階から母親の声がした。

「うるさいわね！　何を騒いでるのよ！　明日は早いって言ってたのは自分でしょ！　早く寝なさい！」

「わかったよ！」

　階下に向かってそう答えると、龍也は部屋の電気を消した。

　……フィギュアは当分あのままにしておこう。







　　　第三章　「五月十日・東京・霞かすみヶが関せき」







　リューカ姫一いつ行こうが日本に到着するその一週間前まえ。東京都霞ヶ関の一角で、ある会合が行われていた。

　霞ヶ関……そこは東京の中心部にある官かん庁ちよう街がいである。

　皇こう居きよに面したこの一角には日本の代表的な中央官庁の建物が、ひしめくように建ち並んでいる。

　朝あさ晩ばんの通つう勤きん時間帯たいにここを歩いているのは、ほとんどがこの官庁に勤める公こう務む員いんであり、街角に立ってあたりを見回せば、霞ヶ関という地名がそのまま官かん僚りようの代だい名めい詞しとなる理由が納なつ得とくできるだろう。

　そして、皇居にある桜さくら田だ門もんの交差点の角に立つ三角形の建物が、テレビの刑事ドラマの画面によく登場する、日本の首しゆ都と、東京を管かん轄かつする警けい視し庁ちようの建物である。

　その警視庁の建物の奥にある、特に代わり映えのしない建物が総そう務む庁と警けい察さつ庁の合同庁ちよう舎しやである。

　日本全国の都と道どう府ふ県けんの警察本部の総そう元もと締じめであり、監かん督とく官庁である警察庁の方が警視庁より小さい建物の中に入っている理由は簡単である。

　警察庁の仕事は要するにデスクワークであり、犯罪捜そう査さや検けん挙きよという実務を行う機き関かんではない。

　警察庁職しよく員いんが犯罪事件の聞き込みをしたり、被ひ疑ぎ者を逮たい捕ほしたりする事は無いのだ。

　彼らの主たる仕事は、日本の各かく都道府県の警察組織を統とう括かつして、警察の仕事を有ゆう機き的に効こう率りつ化する事と、高度な政治的な事じ案あん判断を必要とする事件や重大事件などが発生したときに、都道府県警察だけで対たい処しよできない場合や関係各かく省しよう庁ちようと連れん携けいして動かねばならないときに、その相互間かんとの調整を行う事である。




　その警察庁のビルの奥まったところにある小さな会議室に、ダークスーツに身を固めた三人の男が座っていた。

　年ねん齢れいは三十代後こう半はんから四十代前ぜん半はんだろうか、顔つきは柔にゆう和わであるが、ときおり鋭い目を見せるこの三人は体型も髪かみ形がたも違っていた。

　しかし、明らかに別人でありながら、全身から感じる雰ふん囲い気きは実に良く似ていた。

　一言で言ってしまえば没ぼつ個性である。

　だが、それは、この国の官僚にとって必ひつ須すのスキルである。

　国家が彼らに求めているのは組織としての働きであって、個人の名前や個人の働きではないのだ。

　行き過ぎたスタンドプレイは好まれない。かと言って完全に組織の中に埋まい没ぼつしても出しゆつ世せの道は閉ざされる。

　この国の組織の中で頭とう角かくを現すには、この没ぼつ個性を維い持じしつつ優ゆう秀しゆうさを上じよう職しよくにアピールするという実に難しいスキルが求められるのだ。

　この部屋に集まってる三人の男は、その熾し烈れつな出世争いを勝ち抜いてきた者たちだけが身につけた、一種の迫はく力りよくにも似た威い厳げんを背負っていた。

　三人の男は黙ったまま手に持った報告書を読んでいたが、読み進めるに連れて表情が一いち様ように険しくなっていった。

　すべて読み終えたとき、その小さな会議室の中に沈ちん黙もくが満ちた。

　やがて、メガネをかけた小こ太ぶとりの一人の男が、ゆっくりと問いかけた。

「この……粟ぞく粒りゆう熱ねつという病気は、いったいどんな病気なのかね？　聞いた事が無い病名だが……」

　この会議の中心人物らしい瘦やせた癖くせ毛げの男が、自分の座っていた椅い子すの脇に置いてあったカバンの中から書類の束たばを取りだして、それを二人に手渡しながら言った。

「聞いたことが無いのは当然だろう。この病気は幻まぼろしの疫えき病びようと呼ばれているのだ」

「幻の疫病だと？」

　書類を受け取った三人目の頭とう髪はつの禿はげ上がった男が、嘲ちよう笑しようするように唇くちびるをゆがめた。

「……まるで、マンガか映画のようだな」

　癖毛の男は表情も変えずに、配った書類の束を指差して言った。

「その中には、この病気に関してＣＤＣ……米国アメリカ疾しつ病ぺい対たい策さくセンター【Centers for Disease Control and Prevention】がまとめた報告書を抄しよう訳やくしたものもある……ＣＤＣはマンガや映画では動かんよ」

　禿げ上がった男の顔から嘲笑の色が消えた。

「ＣＤＣの報告書だと？　では、実在するのか、その粟粒熱とかいう病気は……」

　新しく手渡された書類の束を読んでいた、メガネをかけた小太りの男が小声で言った。

「これを全部読み通すには時間がかかる。後でじっくり読むとして、ここは一つ大おお泉いずみ参さん事じ官かんに概がい要ようを説明してもらおうではないか」

　大泉参事官と呼ばれた、瘦せた癖毛の持ち主は軽くうなずくと、小さな、だが、しっかりとした声で話し始めた。

「この病気が、なぜ幻の疫病と言われているのか、それは、この粟粒熱という病気の歴史から説明しなくてはならないだろう。

　この病気が猛もう威いを振るったのは十五世紀の終わりから十六世紀にかけてと、十八世紀の終わり頃だ。特にヨーロッパで流行し多くの死者を出しており、あの作曲家のモーツァルトの死し因いんもこの粟ぞく粒りゆう熱ねつだと言われている。

　当時のフランスやイギリスでは一つの村が全ぜん滅めつしたり、一家の担にない手が死亡したために家族が離り散さんしたり、孤こ児じが増えて社会問題化したという記録も残っている……いわば、当時としてはそれほど珍しい病気ではなかったのだ。

　では、なぜ、この粟粒熱が幻まぼろしの疫えき病びようと呼ばれているのか……答えは簡単だ。それほど大だい流行した病気なのに、今いま現在、地球上のどこにもその患かん者じやがいないからだ」

　禿はげ上がった男は怪け訝げんな顔になった。

「どこにもいない？　どういうことだ？　消えてしまったとでもいうのか？」

　大おお泉いずみ参さん事じ官かんはうなずいた。

「その通りだ。天てん然ねん痘とうと同じように、粟粒熱の患者はこの地上から消えたのだよ。天然痘は種しゆ痘とうという手段によって人間の手で消えた。しかし粟粒熱はそうではない……粟粒熱はその致ち死し率りつと発病率の高さによって消えてしまったのだ……」

　大泉参事官はそこで言葉を切ると、禿げ上がった男に聞いた。

「一つの国家に留まらず世界規き模ぼに感かん染せんが広がる、いわゆるパンデミックが起こる条件というのを知っているかね？　鈴すず井い参事官」

　いきなり質問された禿げ上がった男は、え？　という顔をした後で、慌あわてて答えた。

「そりゃあ、君、決まってるよ、感染力の強さだ。今いま問題になっているインフルエンザなどは、空気感染するから問題なんだ」

「ああ、そうだな、感染力の強さは重要な要素だ。だが、それともう一つ大きな要素がある……それは感染してから発病するまでの期間……つまり潜せん伏ぷく期間の長さだ」

　今まで黙って大泉と鈴井のやり取りを聞いていたメガネをかけた小こ太ぶとりの男が、納なつ得とくが行ったようにうなずいた。

「そうか、感染が広がるには、感染者が人々の中に出て行ける状態でなくてはならないという事か……倒れたり寝込んだりしてしまったのでは、そこで未み感染の人間との接せつ触しよくが断たれてしまうから、感染が広がらないという事だな」

　大泉参事官は、わが意を得たりという表情で微笑ほほえんでみせた。

「安やす田だ参事官の言う通りだ。インフルエンザにしろ他の感染症しようにしろ、パンデミックを起こす病びよう原げん体たいは、どれも最初は症しよう状じようが出ないかもしくはごく軽いために、感染者は動き回れる。感染した状態で未み感染の人々の中に出て行く……それが感染拡かく大だいに繫つながるわけだ。

　ところが、この粟粒熱は過去の記録を見ると実に発はつ症しようが早く、さらに症状が重く、致死率も高い。それがゆえに流行区く域いきは狭く、大だい規模な感染を引き起こさなかった……」

「大規模感染を引き起こさないのなら問題にはならんのではないかね？　致死率が高い病気なら他にもいくらでもあるではないか」

　そう言って首をひねった鈴すず井い参さん事じ官かんに、安やす田だ参事官は首を振ってみせた。

「これが十八世紀なら問題は無い。あの頃の人間の移い動どう手段は徒と歩ほか、せいぜい馬車だ。だが現代の人間の移動速そく度どと距離は比較にならん。満まん員いん電車の中や繁はん華か街がいの雑ざつ踏とうの中で、その粟ぞく粒りゆう熱ねつとやらの病びよう原げん菌きんをバラ撒まかれたらどうなると思うね？」

　鈴井参事官は両手を広げた。

「いや、しかしだ。たとえそのような事になっても、十八世紀と現代では医い療りようレベルが違う。病院だって医師の数だって薬品だって比べ物にならないほどに数が増え、技術も進歩しているではないか。それほど大げさに考える事はないのではないかね？」

　安田参事官は、もう一度首くびを振ってみせた。

「その病院が問題なのだ。発病した患かん者じやは病院に運ばれ、医師に接せつ触しよくする。それによって医師が感かん染せんし発はつ病びようする事になる。つまり、伝でん染せんの初期に、最も必要とされている医師や看かん護ご師しという医い療りよう技術者が真まっ先さきに壊かい滅めつ的てき被害を受ける可能性があるのだ。

　アフリカで発生したエボラ出しゆつ血けつ熱ねつの流行の際には、病院が大きな感染源げんになってしまったという事実がある。それに、いかに医い薬やく品が増え技術が進歩していても、それらの医薬品や技術は既き存ぞんの病気に対して有効でも、未み知ちなる病気には無む力りよくな事が多い。医療技術というのは、結局は膨ぼう大だいな数の試し行こう錯さく誤ごの結果、有効な手段を見つけだすという経験則そくの集しゆう大たい成せいでしかないのだ。未知なる病気を相手にするときは、我々はほとんど何の武器もなくそれに立ち向かうしかない。イニシアティヴは常に病原菌側がわにあるのだよ」

　鈴井参事官の怪け訝げんな顔は変わらなかった。

「十八世紀と現代では、状況が大きく違うという事はわかった。だが、なぜその粟粒熱とやらが消えてしまったのか、その理由がわからんのだが……」

「たとえ話でなんだが、疫えき病びようというのは、いわば枯かれ野のに広がる野の火びのようなものだ。その炎ほのおが弱ければ、炎はじわじわと広がり続けるだろう。しかしあまりにも強い炎は、一いつ瞬しゆんにして枯野の草を焼き尽くしてしまう。後に灰しか残らなければ、もはや炎は広がる事はできない……つまりはそういう事なのだ」

「あまりに毒どく性せいが強すぎたがために感染者が死に絶え、伝染病として定着しなかった、という事か……」

　鈴井参事官は納なつ得とくしたようにうなずいた後で、さらに聞いた。

「しかし、その消えたはずの粟粒熱の病原体たい……どうやらウィルスらしいが、それが、なぜあの国にあったのかね？」

　大おお泉いずみ参事官は手元の書類の中ほどにあるページを開いて、それを鈴井参事官に見せながら言った。

「粟粒熱が流行したのは十八世紀末だ。それ以降どこにも発生を見ていない。しかし一九七○年代の半なかばにソビエトがシベリアの凍とう土どの中で発見した猟りよう師しの死体から、この粟粒熱と思われるウィルスを採さい取しゆし培ばい養ように成功したという情報がアメリカにもたらされた。

　もし、この未み知ちのウィルスによる細さい菌きん兵器の攻撃を受ければ、抗こう体たいもワクチンも作りだすことができないアメリカは甚じん大だいな損害を受けるだろう。そこでアメリカは細菌戦せんに対応する組織の拡かく充じゆうを計った。軍ぐん関係者のみならず広く民間からも識しき者しやを動員し、細菌兵器による攻撃を受けた場合を想そう定ていしたレポートを作成して議会に報告した。

　一九七○年代の半なかばに、細菌兵器を使ったテロや事故を扱った「カサンドラクロス」という映画や「ＱＤ弾だん頭とうを回収せよ」という小説がいくつか世に出たが、実を言うとその原型になったのは、このレポートなのだ。

　ソビエトが、このウィルスの分離と培養に成功したのはほぼ間違いない。問題はその後だ。一九九一年にソビエト連れん邦ぽうは崩ほう壊かいし、旧きゆうソビエトの経済状態は最悪になった。このとき、多くの科学者や技術者が周辺の社会主義国に職を求めて流りゆう出しゆつしたが、このウィルスもそのとき流出したと思われる……」

　書類の束たばをめくって拾い読みしていた安やす田だ参さん事じ官かんが、納なつ得とくしたようにつぶやいた。

「そうか、ここにコストについての記述があるが、生せい物ぶつ兵器は開発には金と技術が必要だが、できあがったものを維い持じ管理するのには金はかからないのだな。できあがった細菌を手に入れる事ができれば、これほどコストパフォーマンスの良い兵器は無い……貧ひん者じやの核かく兵器と呼ばれる所以ゆえんだな」

「その通りだ。そして、この粟ぞく粒りゆう熱ねつの効果は、まさしく核兵器と呼んでもいい。細菌兵器には常に自国の国民や兵へい士しが感かん染せんする危険が伴う。そのためにワクチンや抗こう毒どく素そというものを用意しなくてはならない。だが、この粟粒熱にはそういったものが必要無ないのだ。爆発的に流行し、夥おびただしい死者を出し、あっという間に終しゆう息そくする……核兵器と違って残ざん存ぞん放ほう射しや能のうも無い、実に扱いやすい兵器なのだ……使われたほうはたまったものではないがな」

　事の次第が飲み込めたのだろう。今まで懐かい疑ぎ的だった鈴すず井い参事官の顔つきが変わった。

「大おお泉いずみ参事官……これは、事実として扱うには、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいすぎる情報だ……だが、この報告書がこの作業部ぶ会かいに提出されたという事は、警察庁ちようはこれを事実として認にん定ていしたという事かね？」

「我々も最初にこの情報が入ってきたとき真まっ先さきに疑った。あまりにも馬鹿げている。荒唐無稽なご都つ合ごう主義の子供向けの小説やマンガの中でならありえるとしても、まさか現実にはありえないだろうというのが正直なところだった。

　しかし……現実は常識の逆を行く……まさか、という言葉が、ありえないのがこの現実なのだ。常識に囚とらわれる事の愚おろかさを常に自分に戒いましめていなくては、我われ々われ警察官かん僚りようは務まらんのだよ」

　鈴井参事官は腕組みをしてうなずいた。

「確かに……まさか、という言葉が通用しないのが現実だな……しかし、この情報はあの国の上じよう層そう部ぶでもごく限られた人間……いわゆる指導者の側そつ近きんレベルでなければ知り得ない極ごく秘ひ情報のはずだ。どうしてこのような詳しよう細さいな情報がこちらに入ったのだ？」

　その質問に答えたのは安やす田だ参さん事じ官かんだった。

「要するに、あの国の指導者は側近にすら見限られているという事だ。しかし、クーデターを起こされるほど弱体化しているわけではない、という事なのだろう。

　この情報のリークは、つまるところ他国の力を借りてでも、この馬鹿げた作戦を止めさせて欲しいという、側近からのメッセージなのだろうな」

　大おお泉いずみ参事官が沈ちん痛つうな面おも持もちでうなずいた。

「……この情報をリークした側近こそ真の愛国者かもしれんな……この作戦行動は正気の沙さ汰たとは思えない。これがあの国の仕し業わざだという事が露ろ見けんすれば、あの国は抹まつ殺さつされるだろう。人類の敵として未来永えい劫ごう指し弾だんされ続ける事になる……だが、あの男にしてみれば、そんな事はどうでもいいのだろう。あの男にとって国家とは自分の玩具おもちやに過ぎない。この作戦行動は、誰からも相手にされなくなってやけになった子供が、壊れた玩具を投げ捨てるようなものなのかもしれんな」

「しかし……どうして標ひよう的てきは日本なのだ？　あの国にとっての仮か想そう敵てきは間違いなくアメリカではないか？」

　腕組みをしたまま聞いた鈴すず井い参事官に、大泉参事官は真剣な目で答えた。

「いや、細さい菌きん兵器は広大な国土を持っているアメリカに使用するよりも、狭い国土に国民が多く住み、人間と人間の接せつ触しよくが多い日本のほうがはるかに効果的であり、アメリカ軍の基き地ちが置かれている日本を事前に叩たたいておくのはセオリーだし、アメリカを直接攻撃するよりはるかに安全だ。我が国には外国を攻撃できる能力は無いのだから、反はん撃げきを受ける心配が無い。軍事的に見れば間違いではない」

　報告書をざっと読み終わった安田参事官が、なんとも言いようの無い表情を浮かべて言った。

「皮ひ肉にくなものだな……六十数年前まえ、我が国がアメリカに戦いを挑いどんだとき、同じような理由でハワイの真しん珠じゆ湾わんを奇き襲しゆうした。本土は攻撃できなくとも、その前ぜん進しん基地を叩く事はできる。緒しよ戦せんで敵の戦力を壊かい滅めつさせられれば、相手は交こう渉しように応じるだろう……という理由でな。あのとき、我が国の軍ぐん部ぶは勝かち目めがあると本気で信じていた。戦争によって我が国に有利な条件を引きだせるに違いないとな……願がん望ぼうと予測の区別すらできないほどに我が国は追い詰められていたのだ。

　……今のあの国のやり方を見ていると、私は無む分ふん別べつで独りよがりな若い頃の自分を見るような気き恥はずかしさを感じるよ……」

　大泉参事官は大きくため息をついた。

「それに……この攻撃を行っても、表面上に現れるのはただの病気の流行に過ぎない。尻尾しつぽを摑つかまれなければ、これが細菌兵器によるテロ攻撃だとはわかるまいと踏んでいるのだろう。

　どんな明確な証しよう拠こが揃そろっていようとも、すべては偶然の一いつ致ち。そういう言い訳が通ると思っているのだ。今までずっとそうやってきて、それで上う手まく行った。今度も上手く行くに違いない。そう考えているのだろう」

　鈴すず井い参さん事じ官かんは不安そうにつぶやいた。

「この細さい菌きんテロが行われたら……我が国の死者数すうはどれくらいになる？」

「最低でも数百万人、多ければ一千万人を超えるでしょう……」

「最悪の場合、東京都の全ぜん人口に等しい人間が死ぬというのか！」

　目を見開く鈴井参事官を見て、大おお泉いずみ参事官は言葉を続けた。

「鳥インフルエンザの流行によって処しよ分ぶんされる養よう鶏けい場のニワトリの映像を見た事がありますか？　一羽ずつビニール袋に入れられて窒ちつ息そく死しさせられるニワトリと、それを焼しよう却きやくする映像です……もし、我が国に、この細菌攻撃が行われれば、我々はニワトリではなく人間をあのように処分しなくてはならなくなるだろう」

　鈴井参事官は額ひたいに滲にじんだ脂あぶら汗あせをハンカチで拭ぬぐった。

「……どうすればいいのだ？　こんな話はありえない！　ブラフだ！　そう決め付けるのは簡単だ。だが、それがブラフでなかったとき、それによって生じた損害に対して、誰が責任を取るのだ？　だがしかし、この情報は公開するわけにはいかん！　絶対にだ！　そんな事をすれば、我が国は収しゆう拾しゆうのつかない事態に陥おちいるだろう……」

　大泉参事官は苦く渋じゆうに満ちた顔つきで答えた。

「……警察庁ちようは現場にこの情報を落とす事なく、作業部ぶ会かいと別室のメンバーだけで極ごく秘ひ裏りに対たい処しよする事に決めた。内ない閣かく府ふとしてはこの情報にどう対処するつもりかね？」

　鈴井参事官は黙り込んだ。

　そして、一分ほどの長い沈ちん黙もくの後でゆっくりと答えた。

「公表はできん。絶対にだ！　もう少し情報の確かく度どが上がった時点で首相の側そつ近きんと、ごく限られた人間だけに伝えよう……閣かく僚りようには伝えない……政治家というのはある意味我われ々われ官かん僚りようよりも保ほ身しんに走る事が多いからな……」

　鈴井参事官の言葉を聞いた大泉参事官は顔を上げて、きっぱりと言った。

「わかった。この件は我々だけで、できるかぎり極秘理に処理する事にしよう。国民に知られてはならない。しかし、それと同時に正確な情報を収しゆう集しゆうする事に努めよう。米軍の関係者に連絡を取って抗こう体たいなどの手配がつくかどうか確認しよう。

　万まんが一いちにでも使用された場合、その犠ぎ牲せいを最小限で抑え込むのだ。この件は警察庁特別管理室、防ぼう衛えい省しよう情報管理部分ぶん室しつ、外がい務む省管理室、それぞれの責任者を招しよう集しゆうし、その部ぶ署しよだけで動く事にする……これは、無きを見て、音おと無なきを聞く、日本の治ち安あん機関の真しん髄ずいが求められている事じ案あんなのだ」

　報告書を閉じた安やす田だ参事官が静かに言った。

「もし、我々がこの攻撃を事前に防ぐ事ができなければ、日本は人類の歴史始はじまって以来の細さい菌きん兵器によるテロ攻撃を受けた国家となるのだな……核かく兵器、都市部ぶへの化か学がく兵器、そして細菌兵器……」

　鈴すず井い参さん事じ官かんが怪け訝げんな顔になった。

「都市部への化学兵器攻こう撃げき？　そんな事があったかね？」

「忘れたかね？　例のカルト教団が引き起こした事件だよ……」

「ああ、そうか、国内犯はん罪ざいを考こう慮りよに入れていなかった……」

　鈴井参事官はそう言った後で、顔かお色いろを変えた。

「もしかすると……この細菌兵器を用いたテロの対象は、我が国の中ちゆう枢すう部ぶかもしれんぞ！」

　今まで半はん信しん半はん疑ぎのような態度を示していた鈴井参事官の態度が急きゆう変へんしたのを見て、大おお泉いずみ参事官は驚いたようだった。

「なぜ、そう言い切れるのかね？」

「なぜって……あの国がそうだからだ！　独どく裁さい制せいの組織や国家というのは、一ひと握にぎりの個人に権限が集中する。その個人が死んでしまえば指し揮き命令系けい統とうは大だい混乱になる。そしてそういう組織に所しよ属ぞくしている人間には、敵も同じように見えるからだよ。

　我々にとって見れば、組織の長ちようというのは単なる部品に過ぎない。たとえ急きゆう死ししても組織はそのまま動き続ける、それがあたりまえだ。

　たとえば警察庁ちよう長官が殺されたからといって、各県の警察本ほん部ぶ長が何をしていいのかわからなくなるとか、交番の警察官が茫ぼう然ぜん自じ失しつする事などありはしないぐらい考えればわかる。

　だが、独裁制の組織……たとえば一人の教きよう祖そがすべての意い思し決定権を握っていて、それを侵おかす事ができないようなカルト教団のような組織だとしたら、話は別だ。

　教祖を殺されれば意思決定権を持つものがいなくなり、組織の末まつ端たんまで麻ま痺ひするだろう。だから、カルト事件のとき警察庁長官が狙そ撃げきされたのだ。

　あれは、長官を殺せば警察組織が動かなくなるものだと信じている者の犯はん行こうだ。つまり、自分たちがそういう組織であるという事の証明に他ならない。それと同じ事が今回の件にも言えるのだ！」

　大泉参事官は真剣な目でうなずいた。

「わかった……政府要よう人じんの身しん辺ぺん警けい護ごを厳げんにするように。それと……皇こう居きよの警けい戒かいをさらに強めるよう指示しよう。あの国から見れば、皇居は我が国の最高機関である国会の召しよう集しゆうも解散も、内ない閣かくの任にん命めいもすべて陛へい下かの名前で行われる我が国の中ちゆう枢すうに他ならない！」

「事態は一いつ刻こくを争う。大だい至し急きゆう関係各かく局きよくに連絡を取り、対策室を立ち上げるのだ！」

「わかった！」

　三人の官僚は互いの顔を真剣な目で見合ってから深くうなずいた。







　　　第四章　「五月十九日・広ひろ島しま・寺てら町まち」







　広島市の市街地の中心のその一角には、ぽかんと空が広がっていた。

　路ろ面めん電車の通る広い通りの片側には背の高いオフィスビルが建ち並び、視し界かいの半分ほどをビルが占めているのに対し、反対側は低い塀へいと黒い大きな瓦かわら屋根が並んでいるだけだ。

　都市の真まん中なかに四角く切り取られたように広がる初夏の青空を見上げて、龍たつ也やはつぶやいた。

「へえ……広島の寺町って、名前の通り本当にお寺しかないんだね」

「……こんだけ寺が並ぶと、間違いそうで怖いの……龍也、ほんとうにここでええんじゃな？」

　不安そうに聞いたサラサの声は、心なしか震えているようだった。

「うん、最初は広島駅えき近ちかくのホテルかどこかで待ち合わせをするって話だったんだけど、時間が無いから路ろ面めん電車の寺町停てい車しや場じようで待ち合わせする事になったんだよ」

　ポケットから取りだした広島の地図を確認した後で、龍也はサラサに笑いかけた。

「……敵と自動小しよう銃じゆうで撃うち合っても余よ裕ゆうで笑っているあのサラサさんが、こんなにガチガチになるなんてね……やっぱり、今まで会った事も無いお祖じ父いさんの肉親に会うとなると緊きん張ちようするの？」

　サラサは不安そうな目で龍也をにらんだ。

「当たり前じゃ！　祖父さんの実家である小お川がわ家けの人が、わしをどげな目で見るか思うたら、不安で仕方ないわい……わしは異国人がいじんじゃ……日本人ではないけぇの……」

　龍也は元気付けるように首を振った。

「大丈夫だって！　安心しなよ。だって、サラサさんが電話でお祖父さんの実家に連絡を取ったら、向こうは大喜びしていたんでしょ？」

「ああ……ほいでも、電話と実際に会うんは別じゃ。電話じゃあ、わしの顔は見えん。この言葉だけなら日本人のように聞こえるじゃろうが、見ての通りわしは日本人とはえらい違ちごうた顔立ちしとる……会おうた時に驚かれたり、嫌けん悪おされたりせんかと、それが心配なんじゃ……」

　龍也は慌あわてて首を振った。

「大丈夫だよ、サラサさん！　日本人ってさ……なんというか、そういう事をあんまり気にしないんだ。基本的に外国の事をあまり知らないって理由もあるんだろうけど、たとえば宗教上の理由……イスラム教きよう徒とだからとか、キリスト教徒だからとか、そういった理由で人を区別しないし、敵意も持たないんだ……」

　龍也の隣となりで、やり取りを聞いていたリューカ姫がうなずいた。

「日本の人は、すべてにおいて寛かん容ようですよね。なんというか、東京の街に出たときも、駅で新しん幹かん線せんに乗ったときも思ったんですけど、法律や戒かい律りつで人間をがんじがらめに縛しばり上げよう、という意識が少ないんです。人間の良いところを信じているって気がします」

　龍たつ也やは考え込んだ。

「確かに日本って国は、戒律とか規則とか、そういったガチガチしたものを引っ張りだす前に、モラルとか常識とかそういった目に見えないものでやんわりと平へい穏おんな生活を守るみたいなところがあるよな。なんというか、こう、周りの空気を読めよ、みたいな……そっちのほうが窮きゆう屈くつに感じる人もいるみたいだけど、なんでもかんでも規則と戒律で縛られるより俺は好きだな」

　龍也はそう言った後で、例のボートを入れた大きなバッグを肩からかけたシーデが神しん妙みような顔つきでじっとしたまま黙っているのに気がついた。

『どうした？　シーデ。気分でも悪いのか？』

　シーデは半分ぼうっとしたような表情で首を振った。

『ううん、違う。魂たましいが追いついてくるのを待ってるんだ……』

『魂が追いつく？』

　怪け訝げんな顔をする龍也を見て、シーデはこくこくとうなずいて言った。

『さっき乗った列車が速すぎて、魂が追いつかないんだ。ここにいるシーデは全部のシーデじゃなくて、半分のシーデなんだ。もう半分のシーデは東京に置いてきちゃったみたいなんだ……』

『それは、窓の外の景色を見すぎて目を回しただけじゃないの？……まあ、あんな速い列車に乗った事はないから、無理もないけど……』

　サラサがそう言って肩をすくめたとき、路ろ面めん電車の停てい車しや所じようから少し離れたところにある路ろ地じから、黒い礼れい服ふくを着た白はく髪はつの背の高い老人を含む五人ほどの男女が現れた。

「あ、あの人たちが、サラサのお祖じ父いさんの実家の人たちかな？」

　龍也の言葉を聞いたサラサは、あわてて姿勢を正した。

　その人たちも龍也とサラサたちを見つけたのだろう。先頭を歩いていた中年の男の人がにこにこ笑いながら近づいて来て、サラサの前に立った。

「失礼ですが……セリカスタンから来られたサラサ・クルティムさんでいらっしゃいますか？」

「あ、は、はい！　サラサ・クルティムであります！」

　直ちよく立りつ不ふ動どうで答えるサラサを見て龍也は笑いながら、その中年の男に頭を下げた。

「初めまして。サラサさんとセリカスタンの人たちの案内をやっています、天あま山やま龍也と申します……ガイド兼けん通訳みたいなものです」

　中年の男の人は合が点てんがいったという風ふうにうなずいた。

「ああ、君が天山君か。電話では何度も話をしたが、お会いするのは初めてですな。サラサさんの祖そ父ふ、小お川がわ総そう一いち郎ろうの弟、総そう司じ朗ろうの息むす子こ、小川正まさ隆たかです……こちらが父の……」

　中年の男がそう言って、後ろに控えていた背の高い白はく髪はくの老人を紹介するより早く、その老人はつかつかとサラサに歩み寄って、正面からサラサの顔を見つめた。

　二ふた呼吸ほどの沈ちん黙もくの後で、その老人は相そう好ごうを崩してうなずいた。

「似とる……似とるぞ……目の周りの感じは総一郎兄にいさんそのまんまじゃ！　ほうじゃ、間違いない、お前さんは総一郎兄さんの孫まごじゃ、うん、納なつ得とくいったぞ！」

「ありがとうございます」

　息を止めていたのだろう。肩の力を抜いたサラサは大きく深しん呼吸した後で、にっこり笑って頭を下げた。




　寺てら町まちの中にある、小川家けの菩ぼ提だい寺じに向かって歩きながら、サラサは小声で龍たつ也やに言った。

「やはり兄弟じゃのう……あの総司朗さんは死んだ祖じ父いさんにそっくりじゃ……」

　その言葉を聞きつけたのだろう、総司朗がぴたりと足を止めてくるりと振り返ると声を上げて笑った。

「はっはっはっ……耳は遠いが補ほ聴ちよう器きっちゅう便利なものがあるけえ、ちゃんと聞こえとるで」

「あ、ごめんなさい！」

　恐きよう縮しゆくしたように頭を下げるサラサを見て、総司朗はにこにこ笑いながら首を振った。

「いやいや、謝ることじゃない。その逆じゃ。兄あに貴きにそっくりと言われて気分がええくらいじゃよ……」

　そして、総司朗はステッキを突いて歩きながら話し始めた。

「……なんせ、総一郎兄貴は成績優ゆう秀しゆうでの、学校でも名だたる優ゆう等とう生せいじゃった。陸りく軍ぐん士し官かん学校に入学したときは、この広ひろ島しまから陸軍大だい臣じんが出るかもしれんとウワサされたくらいじゃ……わしのような不ふ肖しようの弟からすれば、もう雲の上のような存在じゃった……」

　サラサは神しん妙みような顔つきのまま総司朗の思い出話に聞き入っていた。




　小川家の菩提寺は、寺町の中ほどにあった。

　本ほん堂どうの裏うら手てにある墓地に回った一いつ行こうは、その墓地の中にある『小川家代だい々だい之の墓はか』と刻まれた墓はか石いしの前に立った。

　総司朗は墓石の脇に立つ墓ぼ碑ひを指差して言った。

「日本が戦争に負けたとき、大たい陸りくにおった兄貴はそのままソ連軍の捕ほ虜りよになって、シベリアに抑よく留りゆうされてしもうた……しかも、その後の消しよう息そくを告げられる事も無かった……日本の厚こう生せい省から、シベリア抑留中に死亡、ゆう通つう知ちが一通来きただけじゃ。わしの母親は、死ぬまで総一郎は生きとる、大陸のどこかで生きとると言い続けとった。親おや父じもわしも母のその言葉を信じとらんかった。じゃが、いまになってわかる。母は間違うとらんかった。総一郎兄貴は生きとったんじゃな……」

「祖そ父ふが死んだんはソビエト崩ほう壊かいの前年でした……もうちょい長生きしとってくれたら、こうやってこの日本の土を踏めたかもしれません……」

　サラサはそう言うと、抱えていたハンドバッグの中から、透とう明めいのビニール袋に包まれた古びた便びん箋せんのようなものを取りだした。

「これは……祖父の手紙です。いつか、日本にいける時が来るかもしれん。そうしたら、広ひろ島しまの家族に渡してくれえ、言ゆうとった手紙です……私はこの手紙を届けるためにここに来たのです」

「おお！」

　総そう司じ朗ろうは目を見開くと、震える手でその古い手紙を両手で押し抱くようにして受け取った。

　そして、手紙を墓前に捧ささげて両手を合わせ墓はか石いしに向かって、泣きながら語りかけた。

「お袋ふくろ……親おや父じ……総そう一いち郎ろう兄にいさんの手紙じゃ……生きとったんじゃ……ちゃんと生きて、こうやって立りつ派ぱな孫まご娘むすめを残しとったんじゃ……」

　総司朗の言葉を聞きながら、親しん類るい縁えん者じやと龍たつ也や、そしてリューカ姫とシーデは神しん妙みように頭を下げた。

　親類縁者から連絡が行っていたのだろう。そのとき、本ほん堂どうのほうから袈け裟さを掛けたこの寺の住じゆう職しよくがやってきた。

「何か、儀ぎ式しきを行うのですか？」

　怪け訝げんな顔をするサラサに総司朗が説明した。

「総一郎兄さんに、この墓に入ってもらうんじゃ……セリカスタンに墓はあるじゃろうし、ちゃんと弔とむらってくれたじゃろう。それでも、わしは兄あに貴きの魂たましいをこうやって故こ郷きようにも迎えてあげとうての……勝かつ手てな願いじゃが許してくれんか？」

　サラサはあわてて首を振った。

「いえ、それは構いません。祖父はずっと日本に帰りたがっとりました……セリカスタンで死んだら魂は日本に帰るんじゃゆうて、ずっと言ゆうとりました……祖父も本ほん望もうじゃ思います」

「ほうか、ありがとう……」

　総司朗はそう言って頭を下げた。

　やがて住職の読ど経きようが始まった。

　ぽくぽくという音を立てる木もく魚ぎよにシーデは最初目めを丸くしていたが、やがて飽きたのだろう、落ち着き無く辺りを見回したり、うろうろ歩き始めた。

『じっとしてなさい！』

　サラサに叱しかられたシーデを見て総司朗が笑った。

「いや、ええんじゃ。法ほう事じなど異い国こくの人には馴な染じみも無のうて退たい屈くつじゃろう。そう目くじら立てんでもええ」

　サラサは、仕方ないな……という表情でシーデに言った。

『適当にその辺を散歩して来なさい。でも、この寺から外には出るな』

『うん、わかった！』

　シーデはそう言ってうなずくと、墓の前から小走りで立ち去った。




　シーデが戻ってきたのは、住じゆう職しよくの読ど経きようや一族の焼しよう香こうなどの一連の儀ぎ式しきが終わった頃だった。

『ねえ、シマオオカミ、あっちにお墓のミニチュアがいっぱい並んでいたよ』

『お墓のミニチュア？』

　怪け訝げんな顔をする龍たつ也やに、シーデは両手で五十センチくらいの高さを示して言った。

『うん、これくらいのお墓がいっぱい、びっしり並んでた。どれも古いお墓だったみたいだけどね』

　古いという言葉で龍也はぴんときた。

『ああ、無む縁えん仏ぼとけか』

『ムエンボトケ？』

　その、シーデの日本語を聞きつけたのだろう、総そう司じ朗ろうがうなずいた。

「うむ、この寺には、縁えん者じやがおらんなった墓が一いつ杯ぱいあるんじゃ……一家が全ぜん滅めつしてしもうた家とか、代だいが尽きてしもうた家とか、そういうんは供く養ようする者のおらん墓になっとるんじゃ……」

　墓地の中を見回した龍也は、川に面した側の塀かべ際ぎわに積み上げられた、緑の苔こけに覆おおわれた無数の小さな墓はか石いしに気がついた。

「……あのお墓が、そういう人たちのお墓なんですか？」

「そうじゃ……縁者が絶えた墓はああやってまとめて祀まつられとる。あの中には原げん爆ばくで親しん類るい縁者が皆みな死んでしもうた家や、戦争で代を継ぐものがいなくなってしもうた家の墓などがあるのじゃ……戦争はしたらいかん。人の命は無だ駄めにしたらいかん。人の命を安う見るけえ、戦争は無くならんのじゃ」

　総司朗の言葉を聞いたリューカ姫が小さくセリカスタン語をつぶやいた。

「サラムゥイ・エルムゥイ・ルルギィング・ズゥイーダ……」

　そして、怪訝な顔をしている総司朗とその縁者に向かって静かに言った。

「これは、セリカスタンの祖そ霊れいを慰なぐさめるときの祈りの言葉です。たとえ国が違おうとも、言葉が違おうとも、親が子供を想い、子供が親を想う気持ちに変わりはありません。それは人間として当然の想いです……」

　リューカ姫はそこで言葉を切ると、住職に向かって頭を下げた。

「実を申しますと私は祖霊を祀る巫み女こなのです……異い教きよう徒との祈りをここで行うのは許されない事だったかもしれません。でも、私は今、慰霊の言葉を口にせざるを得ませんでした……失礼な事だとしたら、謝しや罪ざいします」

　目を丸くしてリューカ姫の言葉を聞いていた住じゆう職しよくは首を振った。

「いやいや、謝しや罪ざいには及びません……ご先せん祖ぞを弔とむらう、祖そ霊れいを祀まつる、そのことに洋の東西、しきたりの上下はありません。仏ぶつ法ぽうは慈じ悲ひと寛かん容ようの道でございます。聞けば、遠くセリカスタンという異い国こくでお亡なくなりになったとの事、その地にはその地のしきたりと慣わしがあって当然でございますゆえ」

　そう言って柔にゆう和わに微笑ほほえむ住職を見て、リューカ姫はほっとしたように笑って頭を下げた。

「ご寛容なお言葉ありがとうございます……」

　総そう司じ朗ろうは、小さくため息をつくと、サラサに語りかけた。

「兄は、セリカスタンの土に還かえったんか……きっと帰りたかったじゃろう。じゃが、わしは兄は無む念ねんじゃったとは思わんよ。サラサさん、あんたに日本語を教えたとき、兄はあんたがいつか日本に行くだろうと信じとったに違いない……」

　総司朗は墓はか石いしに向きなおって、しみじみと語りかけた。

「兄にいさん、あんたの孫まごは今、ここにおる。日本の土の上に立って、日本の空気を吸っとる……兄さんの血は、こうやって受け継がれ、こうやって日本に帰ってきた……お帰り……兄さん」




　法ほう事じを終えて小お川がわ家けの菩ぼ提だい寺じを出た龍たつ也やに、総司朗が言った。

「今日中に東京に帰らにゃいけんゆう話じゃが……最終の新しん幹かん線せんで帰りゃあええんじゃろ？」

「ええ、それはそうですけど……」

　龍也の答えを聞いた総司朗は、にっこり笑った。

「ほんなら宮みや島じまを案内したろう」

「宮島ですか？」

　目を丸くする龍也を見て、総司朗はうなずいた。

「セリカスタンには海が無いらしいの。サラサ殿にぜひ海を見せてやりたいんじゃ。それも総そう一いち郎ろう兄あに貴きが大好きだった宮島の海をの……」




　宮島口ぐちから乗ったフェリーは、穏おだやかな瀬せ戸と内ない海かいの水面を滑るように進んでいた。

　ときおり、沖おきを航行した船が立てた波の名残なごりがうねりとなってフェリーをゆっくりと前後に揺するが、ほとんど揺れらしい揺れは無い。

　それでも、やはり不安なのだろう。リューカ姫とシーデはフェリーの中にある座席に座ったまま黙り込んでいた。

　特にシーデは例のゴムボートが入ったバッグをしっかり抱え込んだまま、フェリーの船べりの向こうに広がる海をにらみつけていた。

　後ろの甲かん板ぱんから船室に入ってきた龍也は、笑いながらシーデに話しかけた。

『そんな怖い顔で海をにらんでばかりいないで、もっとリラックスして辺りの風景とかを楽しんだらどうだ？』

　シーデは真剣な目で龍たつ也やを見て聞いた。

『ねえ、シマオオカミ……海って、深いよね？　足が着かないよね』

『……まあ、海だからなあ、足は着かないと思うぞ』

　笑いながら答えた龍也を見て、シーデは怒ったように言った。

『なんで、そんなに平気でいられるの？　だって、落ちたら足が着かないんだよ？　立てないんだよ、溺おぼれちゃうんだよ？』

　龍也は腕組みをして首をひねった。

『うーん、なんで平気になったんだろうな？　そう言えば俺も子供の頃は、シーデみたいに足の着かない深いプールや水が怖くて仕方なかったのを覚えてる……だけど、泳げるようになったら怖くなくなったような気がするな』

　シーデは目を見開いた。

『シマオオカミは泳げるの？』

『うん、日本では小学校にプールがあるところが多いしね。学校で泳ぎ方とかを教わるんだ』

　龍也の言葉を聞いたシーデは感心したようにうなずいた。

『日本って……やっぱりすごいね。セリカスタンでは泳げる人って、軍ぐん人じんとかそういった特別の人だけで、泳げないのが普通だもの……』

『湖とかがあるのに？』

　そのとき、シーデと龍也のやり取りを聞いていたリューカ姫が、会話に加わって来た。

『セリカスタンにもいくつか湖はありますし川もあります。でも、泳ぐ人はいません。山脈に降った雪が溶けて流れ込んでいますから、とても泳げるような水温ではないんですよ……』

　そしてリューカ姫は、窓の外に広がる瀬せ戸と内ない海かいの島を見てつぶやくように言った。

『あんな小さな島にもみんな木が生はえているんですね……日本って本当に緑の多い国だと思います……東京だけを見て日本を見たつもりになっちゃいけないんですよね』

　……今の日本は自然破は壊かいが進んで緑がどんどん無くなっているって言われているけど、セリカスタンのような大だい平へい原げんの国から見れば、日本は木々に覆おおわれているように見えるんだろうな。

　……サラサさんのお祖じ父いさんがいた頃の日本は、きっともっと緑が豊かだったんだろうな。

　龍也がそんな事を考えたとき、フェリーの向こうに厳いつく島しま神社の赤あか鳥とり居いが近づいてくるのが見えた。

　宮みや島じまに着いた龍也たちを出迎えてくれたのは、宮島の鹿しかの群れだった。

　観光客の与える餌えさを目当てに集まってきたのだろう。目の前にやってきて、餌をくれと言うように頭を下げる鹿を見て、シーデが歓声を上げた。

『うわあすごい！　お辞じ儀ぎしてる！　誰が芸を仕込んだの？』

『誰かが仕込んだわけじゃないよ。この鹿しかは野や生せいで、頭を下げるのも勝かつ手てに学習した事なんだよ』

『野生なの？　誰かが飼かっているわけじゃないの？』

　シーデは目を丸くした後で、感心したように言った。

『東京のハトもそうだったけど……日本って、なんかすごいね。動物が人間を怖がって無いなんて、まるでファンタジー映画のワンシーンみたいだ！』

　そしてシーデは龍たつ也やに聞いた。

『ねえ、シマオオカミ！　あの鹿を日本のお土産みやげに欲しい！　どっかで売ってないかな？』

　龍也は苦にが笑わらいしながら首を振った。

『鹿は無理だよ……鹿の餌えさは売ってるけどね』

『鹿の餌？』

　龍也は厳いつく島しま神社の参さん道どうの途中にある鹿の餌を売っている売店を指差した。

『あそこで売っているんだ、鹿たちがお辞じ儀ぎするのは、あの餌がもらえるって事を知っているからなんだよ』

　シーデは目を丸くして売店を見ると、リューカ姫に聞いた。

『ねえ、姫ひめ巫み女こさま！　あそこで鹿の餌を売ってるんだって！』

『ええ、そのようですね』

　リューカ姫がうなずくと、シーデは目を輝かせた。

『ボクも鹿に餌あげたい！　頭下げてくれたんだもの、ちゃんとお礼しなくっちゃ！』

　リューカ姫はサラサの顔を見た。そしてサラサが笑いながらうなずいたのを見て、ほっとしたように微笑ほほえんでシーデに言った。

『私も一緒に餌を買います』

『うん、ボクと一緒にやろうよ！　こんな経験めったにできないよ！』

　嬉うれしそうに走っていくシーデとリューカ姫を見送った龍也は、サラサがじっと海に浮かぶように立つ鳥とり居いを見つめているのに気がついた。

「サラサさん……何を見ているの？」

「え？　あ、ああこの風景じゃ……」

　龍也に声をかけられたサラサは、そう言って微笑んだ。

「……ここが、祖じ父いさんが言ゆうとった宮みや島じまなんじゃのお思うたら……」

「お祖父さんは宮島が好きだったって、総そう司じ朗ろうさんは言っていたよね……」

　サラサは、ゆっくりと宮島の山と海と鳥居と浜辺を見回すと静かに言った。

「日本は美しい国じゃのお……東京だけ見とったら本当の日本はわからんかったじゃろう。今日ここに立って、初めて祖父さんがわしに教えてくれた言葉の意味がわかる……」

　そしてサラサは、和わ歌かを詠よむような口く調ちようで言葉を継いだ。
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「……山は緑、海は青。鳥とり居いは赤く、浜は白……。

　祖じ父いさんは海を見た事が無いわしに何度も何度もこの言葉を教えてくれた……わしは祖父さんから海の話を聞くたんびに想像に胸を膨ふくらませたものじゃ」

　そのとき、サラサの後ろに総そう司じ朗ろうさんが立った。

「兄あに貴きは帰りたかったんじゃろうなあ……遠い異い国こくで、どんなに故こ郷きようの海に恋こい焦こがれとったかしれん……」

　そして、総司朗はゆっくりと話し始めた。

「太たい平へい洋よう戦争で、日本は南なん方ぽうや北ほつ方ぽう、そして大陸で戦たたこうとった。そしてそのまま帰れずに、外国で死んでいった兵隊は何万人もおる……みんな帰りとうて帰りとうて仕方なかったのにの。

　わしは海軍におった。下か士し官かんでの、戦争中は駆く逐ちく艦かんに乗っとった。

　戦争が始まった頃は景けい気きがえかったんじゃが、すぐに負け戦いくさに変わった……ほんで昭和十八年、日本軍はアリューシャン列島にあるキスカ島という島から撤てつ退たいした。

　わしの乗っとった駆逐艦には、島におった兵隊たちが続々と乗り込んできた。真まっ黒くろな顔をして、瘦やせて、今にも倒れそうな兵隊ばかりじゃった。

　そして、駆逐艦が島を離れたとき、わしの船の後を一頭のイルカが追って来たんじゃ。

　米軍の攻撃を受けぬように、駆逐艦は全速力で日本に向かっとったが、その後を必死にイルカがついてくるんじゃ……。

　わしは、それを見たとき、そのイルカは島で死んで日本に帰れんかった兵隊の魂たましいが乗っているんだと思うた。

　俺も日本につれていってくれ……頼む、俺を置いていかないでくれ……そう言ゆうとるように思えての。

　……理由などありゃあせん。ただ、そう思うたんじゃ……。

　次の日も次の日も、イルカはついてきた……ずっとわしらの船の後をついてきた……じゃが四日目に、とうとうイルカの姿はおらんなった。

　わしは泣いた。見張りをしながらわしは泣き続けたよ。

　帰りとうて帰りとうて、それでも帰れんかった兵隊の気持ちを思うてわしは泣いた……」

　そして総そう司じ朗ろうはサラサの手を取って頭を下げた。

「今、こうやって兄の孫まごであるあんたと会えて、本当に嬉うれしいんじゃ……兄が遠い異い国こくの地で生きていてくれた事を、心から嬉しゅう思う。わしはもう、これで思い残すことは無い……サラサさん……ありがとう。本当ほんまにありがとう」

　サラサは黙って頭を下げた。

　龍たつ也やはもう一度宮みや島じまを見回した。

　……山は緑、海は青。鳥居は赤く、浜は白。

　この言葉をサラサさんに教えたとき、サラサさんのお祖じ父いさんの脳のう裏りには、きっとこの光景が浮かんでいたに違いない。

「日本か……」

　龍也が思わずつぶやいた独り言に、サラサがうなずいた。

「うむ、日本じゃ……ここは日本じゃ……ここが日本じゃ」




　帰りの新しん幹かん線せんの中で、サラサは物もの思おもいにふけるような目で窓の外を流れていく景け色しきをじっと見つめていた。

　名な古ご屋やあたりから降りだした雨は、静しず岡おかを過ぎた頃には本ほん降ぶりとなり、新幹線の窓の外には窓に当たった雨が幾いく筋すじもの流れとなって、さざなみを打つように細かく揺れながら真ま横よこに近い角度で後方に向かって流れていく。

　窓の向こうには、夜の街の中に路ろ地じを照らしだす街灯の明かり、家々の窓に灯ともる明かり、そして遠くのネオンサインなどが、滲にじんだように浮かび上がっては消えて行くのが見える。

　サラサの目はそれらの明かりを追う事もなく、ただガラス窓に映った自分の顔を見ているように見えた。

　サラサは龍也の視線に気が付いたのだろう。はっとした表情になると、少し顔を赤くして龍也をにらんだ。

「何を見とる……わしの顔に何かついとったか？」

　龍たつ也やは慌あわてて首を振った。

「いや、なんでもない！　ただ、なんとなく雰ふん囲い気きが違うからさ……広ひろ島しまに行く前とは」

　サラサはちょっと驚いたように目を見開いた後でうなずいた。

「ほうか、違ちごうてみえるか……じゃろうな。わしも考えが変わった……」

「へえ……どんな風ふうに変わったの？」

　サラサは考え込むようにして言葉を選びながら答えた。

「ほうじゃな……わしの中にあった日本ゆう国の意味が、広島に行って大きく変わったのかもしれん……これまでは、わしにとって日本は祖じ父いさんの国じゃった。数ある外国の一つとしか思うとらんかった。わしは祖父さんの想いを本当ほんまには理解しとらんかった気がするんじゃ……」

　そしてサラサは視線を上げて龍也を見た。

「龍也、お前は日本人じゃが……日本に生まれた事を感謝しとるか？」

　龍也は少し考えた後で、サラサに聞いた。

「サラサさんは？　セリカスタンに生まれた事を感謝してる？」

　サラサは、にやっと笑った。

「質問に質問で返すなや……ゆうても、お前の言葉ももっともじゃ。改めて感謝する気には、わしもなれん……なぜならそれは当たり前の事じゃけえ。自分の家がどんな家か、中で暮らしとる人間には見えん。家の外に出て、初めて自分の家がどんな風んかわかるんじゃろうな……」







　　　第五章　「五月十九日・東京・飯いい田だ橋ばし」







　龍たつ也やたちが広ひろ島しまでサラサの親しん戚せきと会っていたその頃。

　東京都の飯田橋にある警察病院の敷しき地ち内にある、保ほ養よう所じよのような和わ風ふうの建物の中に、一週間ほど前、霞かすみヶが関せきの警察庁ちようの建物の一室に集まっていた三人の官かん僚りようと、彼らが集めた関係する部ぶ署しよからの出しゆつ向こう者で構成された別室のメンバーが集まっていた。

　保養施し設せつの廊下を歩きながら物もの珍めずらしげに建物の中を見回していた内ない閣かく府ふの鈴すず井い参さん事じ官かんは、隣となりにいる警察庁の大おお泉いずみ参事官に言った。

「警察病院の敷地の中にこんな施設があるとはな……確かにここならば人ひと目めにつかないし、情報も漏れる心配は無いな」

「政治家は非ひ公式の会合に料りよう亭ていを使えるが、官僚はそうはいかない。なぜなら公こう務む員いんの仕事に非公式というのはありえない事になっているからな……とはいえ、現実はそんな建たて前まえだけではやっていられない事ばかりだ……そのために、自前でこういった非公式の会合を開ける場所を用意しておく、というわけさ。ここも、表おもて向むきは警察病院の関係者の保養施設という事になっているがね……」

　大泉参事官は、小さく肩をすくめてそう答えると、保養所の奥に視線を投げた。

「この作業部ぶ会かいに集まっている連れん中ちゆうは、緊きん急きゆう時じの対応要よう員いんとして各かく部ぶ署しよから選せん抜ばつした連中だ……だが、参さん謀ぼうばかり集めても実際に動く兵隊がいなくては話にならない……警けい視し庁ちようの警けい備び部ぶのほうから作業班はんを少し回してもらう手はずになっているが、人を増やせばそれだけ情報がリークする可能性も増える……ジレンマだよ」

　会議室に向かって歩きながら鈴井参事官は聞いた。

「例の外がい電でんは聞いたかね？　中ちゆう国ごく北東部で原因不ふ明めいの熱病が発生したというニュースだ」

「ああ、聞いた。村が一つ全ぜん滅めつしているのが発見されたという話だな……感かん染せん者が他の村に行かなかったのが不幸中ちゆうの幸いだ。おそらく……例のウィルスが何らかの理由で、この村人に感かん染せんしたのだろう。中国当とう局きよくは、完全にあの地方を封ふう鎖さし、人の交通を遮しや断だんしているそうだ。詳しい情報はアメリカ軍から入って来ている」

　鈴井参事官は初はつ耳みみだという風ふうに目を見開いた。

「アメリカから？　なぜだ？　発生したのは中国だぞ」

「中国政府から非ひ公式にアメリカの生物化か学がく研究チームの派は遣けん要よう請せいがあったそうだ。この件について中国は実に協力的だそうだ」

　鈴井参事官は納なつ得とくしたようにうなずいた。

「そうか、さすがの中ちゆう国ごくもこの件に関してはなりふり構っていられないと気がついているのだろう。あの国の人口と医い療りよう施設の数を考えればわかる。もしあんなウィルスがばら撒まかれたら、その被害は我が国の比ではない……事態は一いつ刻こくを争う。今日の会議で実じつ働どう部隊の編成にまでこぎつければいいのだがな……」

　鈴すず井い参さん事じ官かんはそう言うと、会議室のドアを開けて室内に入った。




　会議室における作業部会は、まず防ぼう衛えい省の幹部の報告から始まった。

　その男は自分の事について、陸りく幕ばくから来た二に佐さであると軽く触れただけで、単たん刀とう直ちよく入にゆうに現在米べい軍ぐんから入にゆう手しゆしている情報について話し始めた。

「現在までに確認されている情報では、この粟ぞく粒りゆう熱ねつに関するワクチンは西側では開発されておりません。旧きゆうソビエト連れん邦ぽうではそれなりに研究が進んでいたようです。ソビエト連邦が崩ほう壊かいした後で近きん隣りんの衛えい星せい国こくもしくは軍ぐん事じ技術供きよう与よを受けていた同どう盟めい国に技術者が流れ、その際に菌きん種しゆが持ちだされた可能性は否定できないとの事です。

　今回の件について、各国、特にアメリカは危機感を募つのらせており、明日にでも横よこ須す賀かの海かい兵へい隊たい基地にバイオハザード処理専せん門もん官かんと実働部隊、そして装そう備び一式を緊きん急きゆう配置するという情報が入っております。実働部隊を投入するという事は、つまりアメリカはバイオテロ攻撃の危険性が非常に高いと見ており、この情報に信用を置いているという事と判断されます」

　次に報告したのは厚こう生せい労働省から来た男だった。

　彼は参加者に資料を配ると、そこに書いてある事実について説明を始めた。

「現在、我が国で、エボラ出しゆつ血けつ熱ねつやラッサ熱のような死亡率りつの高い伝でん染せん病……いわゆる特殊感かん染せん症しようの患かん者じやを隔かく離り収容できる負ふ圧あつベッドなどの設備を整えている医い療りよう施設はごく限られております。この種の患者の収容可能数すうは東京都と内ないでも百人程度、地方によっては収容可能数が一ひと桁けたの県もあります。つまり、先に提示された粟粒熱の患者数が百人を超えた段階で、今の日本の医療施設では対たい処しよできなくなるという事であります」

　鈴井参事官が聞いた。

「対処できなくなるという事は、つまり病院では収容できないという事かね？」

　厚生労働省の事務官は首を振った。

「いいえ、収容はされるでしょう。しかし、対応ができません。もし、この粟粒熱が空気感染するほどの伝染力りよくの強いウィルスであった場合、病院の内部で二に次じ感染が広がっていく事になります。これが飛ひ沫まつ感染や接せつ触しよく経けい口こう感染であれば隔離可能であるかもしれませんが、ウィルスの検けん出しゆつ、検査という基本的な分ぶん析せき方法や対処法ほうが明らかでない以上、医療機関に収容されたとしても患者を完全隔離する事は難しいものと思われます。また、我が国では急きゆう病人の搬はん送そうを消防が行っておりますが、もし粟粒熱の感染力の強さが周しゆう知ちされぬまま感染者が大量に出た場合、搬送する隊員が感染し、それによって我が国の消防組そ織しき全体が壊かい滅めつ的てき打撃を受ける可能性があります。医い療りよう従じゆう事じ者しやと医療機関、そして消防機関という、社会を支える三つの要素が壊かい滅めつした場合の社会的損そん失しつは筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいものがあると思われます」

　大おお泉いずみ参さん事じ官かんはつぶやくように言った。

「正体のわからないウィルスに対して、打てる手はほとんどない。つまりばら撒まかれた時点で我が国は壊滅的打撃を受けるという事か……」

　鈴すず井い参事官は苛いら立だつような口く調ちようで言った。

「しかし……これはどういう事なのだ？　病びよう原げん体たいの名前も、症しよう状じようもわかっている。その恐ろしさも、それが実在する事も、そしてそれを持ったテロリストが我が国に向かって旅立った事も、日本に潜せん入にゆうしている事もわかっている……。

　なのに、なぜ、肝かん心じんの病原体のアンプルを持っている工こう作さく員いんの個人情報だけが入ってこないのだ？　それさえわかれば、いくらでも対処する方法はあるというのに！」

　そのとき一人の男が答えた。それは外がい務む省からやってきた官かん僚りようだった。

「この情報を最初に日本にリークしてきたのは中ちゆう国ごくです……我が国は、あの国にとって経済的に重要な国家です……我が国が壊滅的打撃を受ける事で、自国の国こく益えきが損そこなわれる訳にはいかない、という極めて実じつ利り的な理由だと思し料りようされます。

　おそらく中国はもっと正確な情報を摑つかんでいるはずです……だが、それを教えようとはしません。国家の安全保ほ障しように関する情報というのは、それだけで大きな価か値ちを持つからです」

「何らかの譲じよう歩ほと引き換えに……というわけか」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で答えた鈴井参事官に大泉参事官がうなずいた。

「責めるわけにはいかない、それが国際社会の常識でありセオリーだ。立場が変われば我々も同じ方法を取るだろう。どんな場合でもまず国益を第一に考える……それは我々も彼らも同じなのだ」

　そして大泉参事官は作業部ぶ会かいの出席メンバーを見回して言葉を続けた。

「諸君らの情報を総合的に見てもわかる通り、今いま我が国は未み曾ぞ有うの危機に瀕ひんしている。しかし、表面的には我が国は何もしていない……いや、できないのだ。

　九十九％的てき中ちゆうする可能性があっても、残り一％の外れを考える。それが我われ々われ日本人だ。たとえば東とう海かい沖おき大地震の予よ知ちをモデルに考えてみればわかる。予知の準備は進められている。しかし、もし予知連れん絡らく会かいが招集されて、発生する可能性が九十％を超えても、おそらく地震発生警けい報ほうは出せないだろう。

　地震警報が出れば、新しん幹かん線せんは止まり高速道路も一般道も閉へい鎖さされる。日本の大だい動どう脈みやくのほとんどが麻ま痺ひする事になる。

　その後に本当に地震が来れば、言う事は無い。大だい惨さん事じを未み然ぜんに防げたのだから。だが、もし残りの十％、つまり警報を出したのに地震が来なかったら、世間は予知連絡会にどんな非ひ難なんを浴びせるか想像がつく。

　新幹線や高速道路の封ふう鎖さに伴って経済的不ふ利り益えきをこうむった企業や個人からの訴そ訟しようが相次ぐかもしれない。

　そのリスクを背負う事ができる人間は、この日本にはいない。

　たとえ外れても、それを良しとする国民的な合意ができていなければ、地震予よ知ちや警けい報ほうを出す事はできない。

　日本人は自じ力りきで考える事を放ほう棄きした国民だ。だから他人に対して「絶対」や「無む謬びゆう」を要求するのが当然だと思っている。そして、その要求が適かなえられないとなれば、こんどは責任問題を追及する事になる。マスコミが悪いのではない、我々はそういう国民性なのだ。

　その結果、我が国では責任ある立場の人間は不確実な事を言ってはならないという風ふうになってしまった。今ある事実を示し、その結果の予測を国民に語り、選択肢しを示す事すらできないのだ……」

　鈴すず井い参さん事じ官かんは自じ嘲ちようするようにつぶやいた。

「……今、この瞬しゆん間かんにも東京のど真まん中なかで工こう作さく員いんがウィルスを撒まくかもしれない。しかし、その事実を知らせて、国民に協力を求め、外出禁きん止し令れいを出して、人々の移動を禁止する事はできない……なぜならそれは不確実な事だからだ。不確実な事を理由に国民の権利を束そく縛ばくする事は許されない。日本の国民がそういう道を選択した以上、我々はここで座して災さい厄やくが起きるそのときを待ち続けるしかないのだな……」

　大おお泉いずみ参事官は真剣な目でうなずいた。

「我々に与えられた権けん限げんは、あくまでも事じ後ご処理のためでしかない。警察のＮＢＣテロ対策部ぶ隊たいも、自じ衛えい隊たいの中央即そく応おう集団も、有ゆう事じが起きた後、いかに対たい処しよするかという組織なのだ。法律というのは罪を犯したものを罰ばつするものであり、結果に対してのみ作用するのと同じだ。

　つまり、我々の前に数千万人を殺せるウィルスの入ったビンを持った男がいたとしても、法律はその男を射しや殺さつする事を認めていない。なぜならそれは武器でも凶きよう器きでもないからだ。

　その男がビンの栓せんを抜き、中身をバラ撒いても、それは犯罪ではない！　なぜならそれに感かん染せんし死者が出て初めてそれは犯罪となり、ウィルスが凶器に等しい物であるという証明ができるからだ。

　法律的に見るならば、たとえその男の行為で一千万人の人間が死ぬ可能性があるとしても、行為をする可能性があるというだけではその男を射殺する事は許され無い。それは違い法ほう行為となる！

　つまり、我々が法を遵じゆん守しゆし法の指し示す理想から外れてはならないとするならば、たとえウィルスによって一千万人の生命が失われようと、それを甘かん受じゆするしか無いという事になる」

　そして大泉参事官は顔を上げて作業部ぶ会かいの出席者を見回して言葉を続けた。

「……だが、そんな事はできん！　それは本ほん末まつ転てん倒とうである！　我々は実務者であり、法律学者ではない！　我々の責務は市民の生命身しん体たい財産を守る事なのだ！

　阪はん神しん大震しん災さいのとき、自じ衛えい隊たいは命令が出る前に部下に出動を命じる事は規則違い反はんだった。惨さん状じようを目まの当たりにした現地の指し揮き官かんは、命令が来るのをただひたすらに待ち続けた……命令を……出動の命令を、それだけを待ち続けていたのだ！　そのとき、我が国の政府は、災害の二次被ひ害がいから被ひ災さい者の命を救う事より、自衛隊が規則を守る事のほうを重視した！

　私はその愚ぐを繰り返すつもりはない！　私が本日これよりやる事はすべて法律違反である！　私は自分の権けん限げんを逸いつ脱だつして、個人的裁さい量りようで動く事を諸君らに告げる。私がこれからやる事は職しよつ権けん乱らん用ようであり、罷ひ免めんの対象である。だが、私は思うのだ。私一人ひとりが腹を切って、私の首を切って、そしてこの国の国民が無事で済むなら、それで充分お釣つりが来ると……」

　大おお泉いずみ参さん事じ官かんの言葉を聞いていた鈴すず井い参事官が、大きくため息をついて言った。

「ちょっと待ちたまえ、君は自分が何を言っているのか理解しているのかね？　君が言っている事は、いわば、軍ぐん部ぶの独走と軍ぐん国こく主義そしてファシズムへの道をひた走った戦前の官かん僚りようと同じ事なのだぞ？　そんな事を認めるわけにはいかない。この件が表おもてざたになれば、君一人の首や腹を切ったくらいでは済まんし、表ざたにならなくても君一人でどうなるものでも無いのだぞ！」

「しかし……」

　鈴井参事官は、何かを言い返そうとした大泉参事官を抑えるように片手を上げて、にやりと笑った。

「話は最後まで聞きたまえ……私が言っているのは、この件は、君きみ一人の首や腹を切ったくらいでは収まりがつかん、という事だ。もう一人……つまり、この私が横に並んで一緒に腹を切ればなんとかなるかもしれんという事だ……」

　そして鈴井参事官は、列席者に向かって言い放った。

「今日この部会について、この後、もしかすると諸君らに責任をかぶせようとするヤツが出てくるかもしれん。そのときのために、今日のメモにこう書いておけ！　警察庁大泉参事官、及び内ない閣かく府ふ鈴井参事官、ご乱らん心しん！　とな……乱心者に逆らう事はできなかったと言い訳しろ！」

　そのとき、一人の官かん僚りようが手を上げた。

「……あの……総そう理り以下の閣かく僚りようの方々にはどのようにご説明するつもりですか？」

　そのとき、今まで黙って話を聞いていた安やす田だ参事官がゆっくりと立ち上がって言った。

「我々は説明はしない。事後承しよう諾だくを求めるのみだ。既き成せい事実を積み上げれば、それを追つい認にんするしかなかろう？」

　驚く出席者を見回して、安田参事官は言葉を続けた。

「日本人は何かアクシデントが起きた後で、それを押さえ込んだ人間を英えい雄ゆうと呼ぶが、それが起きる前に未み然ぜんに防いだ人間は評価しない……それは当たり前だ。感謝する理由は無いというわけだ。だが、その、あたりまえの事をやり続けている人間を大切にしない社会はいつか破は綻たんする。人間のモチベーションは、誰かから認められているという意識が支えているのだからな……そういった意味で、今の日本というのは何かが起きる前に動く事の大切さを知っている人間が、何かが起きたときのために、論ろん議ぎする事すら許されない、そして何か起きたときに動いた人間に腹を切らせるようなグダグダな構造の国家なのだ……だが、忘れんで欲しい。国民の大だい多数が、もしものときの事を考えないでも、日々の暮らしを続けていける国というのは、これはこれで素晴らしい国なのだ。我々は、そのグダグダな、それでいて素晴らしいこの国のために腹を切るのだ……いわば我々はそのためにここにいるのだ……その腹切り仲間に私も入る！」

　それを聞いた鈴すず井い参さん事じ官かんはにやっと笑って出席者を見回して言葉を継いだ。

「……三人の参事官が腹を切り、首を飛ばされるのだ。それ相そう応おうの事をやってもらうぞ！　無む駄だにしたら化けて出てやるからな！

　いいか！　今日中に、なんとか対応策さくを練り上げるぞ！　会議のメンバーを大きく二つに分ける！　すなわちＸディ以前と、以後である！　テロが行われるのを事前に防ぐ事ができなかった場合の対応策を、厚こう生せい労働省と総そう務む省しようでまとめて欲しい！　情報が漏れる可能性がある場合は、内ない閣かく府ふ主しゆ導どうの緊きん急きゆう訓練という名めい目もくを使え！　三日前に通つう達たつを出してあるはずだ」

　大おお泉いずみ参事官は、鈴井参事官に向かって無言でうなずくと、防ぼう衛えい省と外がい務む省、そして警けい視し庁からの出しゆつ向こう者に向かって言った。

「我々の仕事は、Ｘディ以前になんとしてでも、その工こう作さく員いんの身み柄がら……いや、そのウィルスを確保する事だ！　必要とあれば工作員の謀ぼう殺さつも止やむ無しという立場で臨のぞむ！　それぞれの部ぶ局きよくで手持ちの情報を全部出してもらいたい！　もはや各省しよう庁ちようのメンツなどにこだわっている場合ではない」

　会議室に詰めていた参加者は二ふた手てに分かれると、それぞれに動き始めた。




　警視庁から上がってきた報告書を読んでいた大泉参事官は怪け訝げんな顔になった。

　その報告書は、工作員を派は遣けんした国の関係者が日本国内に作り上げているネットワークの視し察さつ状況を記したものだったが、工作員が接せつ触しよくした痕こん跡せきが全く無いのだ。

　大泉参事官は考え込んだ。

　……工作員は、おそらく完全に極ごく秘ひのままで破は壊かい工作を行うつもりなのだろう。

　これは、継けい続ぞく的な調査活動ではない。一回限りの攻撃なのだ。失敗は許されない。そのためには完全に秘密を守る必要がある。知る者が少なければ少ないほど、秘密は漏れないからだ。

　確実に任にん務むを遂すい行こうするには、既き存ぞんの組織との接触を完全に断つ事が必要であり、つまり、この工作員は単独でも任務を遂行できる能力の持ち主だという事の証明に他ならない。それだけ優秀なのだ。

　……確かに、この任務は井いの中の蛙かわずでは務まらん。外国を知り外国の常識を身につけた人間でなければ、日本でごく普通に人々の中に溶け込む事はできない。

　大おお泉いずみ参さん事じ官かんは顔を上げると、今にも降り出しそうな東京の曇り空の空の下に建ち並ぶビルの群れを見つめた。

　……今年一月から三月までの間に、我が国に入国した外国人の数は二百十三万八千人に及ぶ。一日あたり二万三千人以上が入国している計算になる。その多くは観光などを目的とした短期滞たい在ざい者しやだが、長期に渡る調査活動ではなく細さい菌きんテロ攻撃を行うだけなら、観光目的の短期入国だけで充分だ。

　その外国人の中から顔も名前もわからない工こう作さく員いんを探しだす事は、ほとんど不可能に等しい……だが、不可能だから、無理だから、という言い訳は通用しないのだ。

　彼は、今、このときにも、この日本のどこかを歩いている、数千万人を殺す事のできるウィルスを持って……。




　大泉参事官が、どんよりとした灰色の低い雲の下に広がるビルの群れを見つめていたその頃。

　そこから皇こう居きよを挟んだ反対側にある、東京都霞かすみヶが関せき一丁目の交差点の角に一人の男が立って同じように桜さくら田だ門もんの方向を見つめていた。

　ダークグレイのスーツを着て、手にビジネスバッグを提さげたその男は、一見するとごく普通の日本人のビジネスマンのように見えた。もし、彼と話す機会があれば、彼は流りゆう暢ちような日本語を操あやつり会話もごく普通にこなすだろう。

　だが、彼の話す言葉を聞いた者は、人によっては違い和わ感かんを、そしてまた人によってはノスタルジーを覚えたかもしれない。

　なぜなら、言葉は生き物であり、時代とともに微び妙みようにアクセントやイントネーションが変わってゆくからである。

　彼の言葉のアクセントとイントネーションは、昭和の響ひびきを持っていた。

　それは、彼に日本語を教えた教師が、長い間日本から離れている人間である事の証明だった。

　彼の名前は一つではない。必要に応じてというよりはパスポートに応じて名前が変わるのだ。彼は今、クー・フーと名乗っていた。

　霞ヶ関一丁目の交差点の角に立ったクー・フーは、目の前に建ち並ぶ官庁のビルを見回した。

　……私に与えられた任務は、この国の支配者を倒す事だ。

　ここが日本の中ちゆう枢すうと言われている場所であり、ここを破壊すれば、この国の支配者階かい級きゆうを倒した事になる。では、ここを破壊するにはどうすればいいのだろう？　地下鉄の車内にサリンを撒まいた事件も、ここを狙ったのだろうと言われている。俺も同じようにこの一角を中心とした地下鉄や駅にウィルスを撒いたほうがいいのだろうか？

　クー・フーは、その自分の考えを否定するように小さく首を振った。

　……いや、ここは、権力の中枢ではない。ここは官かん吏りの集まる場所でしかない。倒すなら国の指導者レベル……そう、大臣と呼ばれる連れん中ちゆうを皆みな殺ごろしにしなくてはなるまい。

　だが……この国は、その大臣ですら指導者ではない。その証しよう拠こに、いくら大臣が変わっても役所の顔ぶれが全く変わらないのだ。それはつまり大臣は飾りでしかなく、真の権力者は他にいるという事の証明だ。

　この国を陰で操あやつる者が存在する。大臣などの表に出る者ではなく、裏に潜ひそみ、この国を牛ぎゆう耳じる者がいるはずだ、いなくてはおかしい。私の任務は、その日本の真の支配者を倒す事なのだ。

　クー・フーは、桜さくら田だ門もんの交差点の向こう、お堀の先に広がる緑の森を眺ながめた。

　……私は、あそこに、日本の真の支配者がいると教えられて来た。

　日本という国家の根こん幹かんを成す国会を召しよう集しゆうし解散し、大臣を任にん命めいする権けん限げんをもつのが支配者ならばまさしく、あの中にいる人物こそが支配者なのだろう。

　だが……この国の事を知れば知るほど、その確信は揺らぐ。あの掘ほり割わりの向こうにいる存在は、国に君くん臨りんしすべての権利を握り国民を我が物のように扱う事ができる、我が国の指導者のような絶対的存在ではない。確かに権けん威いはある。不ふ可か侵しんにも近い権威を持っているが、権威は権力ではない。

　国家の指導者とは国民の父であり絶対者であり、その銅どう像ぞうと肖しよう像ぞう画がを常に国民の前に掲げ、その存在を明らかにしなくてはならないはずだ。

　……その常識をこの国に当てはめれば、この国の支配者は宣伝される商品という事になってしまうだろう。

　では、この国の支配者はどこにいるというのだろう？　存在を明らかにせぬまま国民を支配できるすべを知っているのだろうか？

　クー・フーは考え込むように小さく首を振ると、そのまま目の前にある地下鉄の霞かすみヶが関せきの駅の階段を降りた。

　やがて、クー・フーが乗った地下鉄は大きなターミナル駅に着いた。車内の乗客が入れ替わるようにして電車を降りていくその人並みに乗って、クー・フーもその駅で降りた。

　……新しん宿じゆくか。

　人の波に押されるようにして地上に上がったクー・フーは、東口のアルタのビルの壁面に掲げられた大きなスクリーンを見上げた後で、ゆっくりと新宿の街の中に足を進めた。

　新宿には人の欲望を刺し激げきし、そしてそれをかなえようとするありとあらゆるものが渦うず巻まいていた。

　色とりどりの飲食店の看板。路上に広げられた露ろ店てん、異い様ような風ふう体ていの若者のカップル。自動ドアが開くたびに客と、派は手でな音を吐き出すパチスロの店。貼はられ、剝はがされ、そしてまたその上から貼られた風ふう俗ぞく営業のポスター。

　……この国は騒がしい国だ。

　誰もが無む秩ちつ序じよに動き回り、音楽を垂れ流し続け、品物を売り続け、そして消費し続けている……このエネルギーはどこからくるのだ？

　この無む秩ちつ序じよを軽けい蔑べつするのは容易たやすい。だが、このエネルギーを生みだしているのは、まさしくこの無秩序なのかもしれない。

　クー・フーは新しん宿じゆくの街を一回りした後で、新宿駅から山やまの手て線に乗った。

　短い間かん隔かくで駅に止まるたびに人が降りて、そして人が乗ってきた。

　窓の外には、折り重なるように建てられたビルやアパートがどこまでも続いていた。

　そして、時間が夜のラッシュアワーに差しかかろうとしていた頃、東京の街に雨が降り始めた。

　山手線の車内は、次々に乗り込んでくる人のために、身動きするのも難しいほどに混み始めた。

　自分の前に立って、吊り革に摑つかまってじっとしているビジネスマンや、周囲に無む関心を振り撒まいて携帯電話のキーを押し続ける女子高校生を見上げてクー・フーは思った。

　……なぜ、この人々はこれほどまでにおとなしく従じゆう順じゆんなのだ？

　駅のホームでは列を作っておとなしく降りる客を待ち、人を押しのける事もせず、座る席を巡って罵ののしりあう事もない。

　この国と同じように人があふれ、人が無秩序に動く街は、アジアのどこにでもある。だが、その街の無秩序は本当の無秩序だ。

　この国の無秩序は、無秩序などではない。見えない秩序に従って人々は動いている。

　そして、クー・フーははっとしたように、小さく目を見開いた。

　……そうか……その秩序がこの街を……そしてこの国を動かしているのだ。

　その秩序は目に見えない。しかし厳げん然ぜんとしてこの国に存在するのだ。

　この国を支えているのは、この国を動かしているのはその秩序だ。

　一ひと握にぎりの官かん僚りようでも、たった一人の支配者でもないのだ。

　この国を覆おおう目に見えぬ戒かい律りつのようなもの。それこそが、この国の支配者なのだ。

　私に与えられた任務は、この国の真の支配者を倒し、この国を恐怖と絶望に陥おとしいれる事だ。この国の支配者は……特定の個人では無いのだ。この国で生き、暮らす国民すべてが暗あん黙もくのうちに守り続ける慣習と戒律、目に見えぬそれこそが国民を支配しているのだ。

　目の前の空間を凝ぎよう視しするクー・フーの目が光を帯びた。

　……支配者とは国民だ。この国のすべての国民だ。この国を滅めつ亡ぼうさせるには、特定の個人を殺すのではなく一人でも多くの国民を殺す事だ。

　それこそが、私に与えられた任務なのだ。

　クー・フーは顔を上げて、自分の周りにいるビジネスマンやＯＬや高校生を見回した。

　目の前にいる、小こ賢ざかしい顔つきで携帯プレイヤーを聞いているビジネスマンが、突然苦く悶もんの表情を浮かべて吊り革を手放し、そのまま床に転がった。

　そして、その横に立っていた、赤い頽たい廃はい的な口くち紅べにを塗って胸の谷間を強調するような服を着たＯＬが……携帯電話のキーを押し続けていた女子高生が、次々に苦く悶もんのうめき声を上げて電車の床に折り重なるように倒れた。

　山やまの手て線の車内は、見る見るうちに、床に倒れて苦悶のうめき声を上げる人々で埋め尽くされ、やがてその人々はすべてもの言わぬ死し骸がいと化した。

　クー・フーは床を埋め尽くす人々の死骸を見渡して哄こう笑しようした。

『お前らは死ぬ！　一人残らず死ぬのだ！　俺の手によって！』

　……それはクー・フーの脳のう内ないに浮かんだ妄もう想そうだった。クー・フーの目の前には、いつもと変わらぬ夜の山手線の車内の光景が広がっていた。

　クー・フーはどす黒い笑いを浮かべて車内の人々を見回した。

　……俺は死しに神がみだ。お前らの生命はすべて俺の手に握られているのだ。生き残りたいか？　生き延びたいか？　なら俺を伏し拝おがむがいい……ここで、俺の前にひざまずき、床に額ひたいをすりつけて、命いのち乞ごいをするがいい！

　それが、馬鹿げた子供じみた妄想である事はわかっていた。だが、クー・フーは自分の胸の中に湧わき上がる暗い喜びを抑える事はできなかった。




　妄想を脳内に浮かべたクー・フーを乗せた山手線が、大おお崎さきを過ぎて品しな川がわに差し掛かろうとしていたその頃。

　広ひろ島しまでサラサの祖そ父ふの墓はか参まいりを終えたリューカ姫たち一いつ行こうは、新しん幹かん線せんを降りて雨の振るホームを歩いていた。

　土曜日とはいえ、午後八時を過ぎてしまえば旅行に出かける人よりも、東京駅に到着する人の数のほうがはるかに多いのだろう。新幹線のホームから降りたところにある乗り換え口はがらんとして、新幹線から降りた客以い外がいに人ひと影かげはほとんど無かった。

　……こんな時間に雨になっちゃったし、ホテルまではタクシーだな……でも、俺は東京駅はあんまり詳しくないんだよな。赤坂のホテルに行くなら、八や重え洲す口ぐちじゃなくて丸まるの内うち口に出たほうがいいのかもしれないな。

　新幹線の改札を出た龍たつ也やはリューカ姫たちの先頭に立って、丸の内口に向かって中央コンコースを歩きながら駅の表ひよう示じ板ばんを見上げた。

　そして、山手線の走っている三番線と四番線のホーム真ま下したをとおりぬけようとした……そのとき。

　龍也の横を歩いていたリューカ姫が、突然ふらっと身体からだのバランスを崩すようにその場にしゃがみ込んだ。

「リューカ姫！」

　龍也は慌あわてて、その場に片かた膝ひざを付くとリューカ姫の顔を覗のぞき込んだ。

　その顔は真まっ青さおだった。

　龍たつ也やの反対側から覗き込んだシーデが心配そうに聞いた。

『大丈夫？　どうしたの？　具ぐ合あいでも悪いの？　手が震えてるよ？』

　リューカ姫は呼吸を整えるように大きく深しん呼吸した後で、顔を上げてサラサを見た。

「恐ろしい人がいます……近くに……あの、ウー・ツェンのような人です」

「ウー・ツェンじゃと！」

　サラサの顔つきが変わった。

　リューカ姫は真剣な顔でうなずいた。

「はい……明確な悪意と、惨さん劇げきのイメージが飛び込んできたんです……あのとき、キンリの里さとで爆ばく弾だんを爆発させた男に感じたのと同じような感かん触しよくでした！」

　龍也が怪け訝げんそうな顔で聞いた。

「ねえ、サラサさん、ウー・ツェンって、あのテロリストだよね。キンリの里のプラントを爆ばく破はする目的で潜せん入にゆうした……」

「そうじゃ。専せん門もん教育を受け、テロ活動をする事のみを目的に作り上げられた人間じゃ。その辺におる潜せん在ざい的テロリストとか、自称テロリストなんかとはわけが違うで」

　サラサはそう答えると、厳きびしい目つきで東京駅の中央コンコースを見回した。

　会社帰りのサラリーマンやＯＬたちが足早に歩く夜の東京駅の風景の中には、これといって目立つ人物の姿は無かった。

　サラサの視線を追った龍也が聞いた。

「リューカ姫が感じた意識って……思い込みのすごく強い人の妄もう想そうだったんじゃないのかな？　そんなすごいテロリストが日本にいるわけないと思うけど……」

　サラサは首を振った。

「妄想と現実はの、まるで違うんじゃ。妄想では現実をトレースできん。爆ばく弾だんが爆発する妄想は抱けても、信しん管かんを選んでどう設置するかまで妄想できる人間はおらん……それができるんはプロだけじゃ。そしてプロは妄想なんかせん。プロがやるんはイメージトレーニングじゃ」

　リューカ姫はゆっくりと立ち上がった。そして両手を胸の前で白くなるほどに握り締めて言った。

「私が感じたのは、自分の周りにいるすべての人間が苦く悶もんの表情を浮かべて死んで横たわる強烈なイメージでした……意識の持ち主は、その間を誇らしげに歩いていました。自分が英えい雄ゆうになる事を夢見ていたのです」

「英雄？　人殺しが？　何百という人を殺す事が英雄なのかい？」

　怪け訝げんな顔をする龍也に向かって、リューカ姫は真剣な目でうなずいた。

「ええ、あの人にとって横たわる人々は男も女も子供もすべて敵でした。あの人にとって一人でも多くの敵を殺す事が、国家の英雄の証あかしなのです」

「同じ国家の英えい雄ゆうという言葉でも、龍たつ也やとは正反対じゃな……」

　顔をしかめたサラサは吐き捨てるようにそう答えると、龍也に言った。

「姫ひめ巫み女こさまの感じた、その意識ゆうんがどうも気になる……急いでホテルに戻るで。セリカスタンに連絡を取って、確かめんといけん。お前も一緒に来い！」

　龍也は目を見開いた。

「え？　だって、もう九時だよ？　家に帰る電車がなくなっちゃうよ」

「かばちたれんな文句を言うな。ひょっとしたら、今、このときに、東京のどっかにテロリストがおるかもしれんのじゃぞ？　自分の国が大おお事ごとなるかもしれんのに、何が終電車じゃ！」

「あ、いや、だって帰らないと……」

　サラサはあっさりと言った。

「そんなら、泊とまって行きゃええ。スイートルームじゃけぇ部屋は広いで……毛布ぐらいなら貸してやる」

「スペースがあるからって、勝かつ手てにホテルに泊まるわけにはいかないんだよ！　契約違い反はんになるんだよ、そういうのは！」

　そのとき、サラサと龍也のやり取りを聞いていたシーデが、怪け訝げんそうにリューカ姫に聞いた。

『ねえ、姫巫女さま……シマオオカミとサラサは、なんでケンカしてるの？』

　リューカ姫は苦く笑しようにも似た微笑ほほえみを浮かべて答えた。

『ケンカではありませんよ。タツヤがホテルに泊まるわけにはいかないって言っているんです』

　シーデは目を丸くした後で、リューカ姫の顔色を窺うかがうような目で見て、小声で言った。

『ボク……サラサの部屋に行こうか？　そうすれば姫巫女さまとタツヤで同じ部屋に泊まれるよ？』

　リューカ姫は顔を赤くしてシーデをにらんだ。

『そんな話ではありません！　セリカスタンに問い合わせをしたり、対応を考える会議のような事をやらなくちゃいけないんです！　だからタツヤをホテルに泊めようという話をしていたんです！』

　シーデは照れたように笑った。

『へへへ、なあんだ、そうだったんだ。気を利かせたつもりだったんだけどな……ところでさ、なんでそんな会議みたいな事をやらなくちゃいけないの？』

　リューカ姫は、あ、そうか、という顔になった。

『そういえば、シーデにはお話ししていませんでしたね……さっき、気分が悪くなったのは、実はウー・ツェンに出会ったときと同じ感かん触しよくを感じたのです』

　一いつ瞬しゆんにしてシーデの顔から笑えみが消えた。

『ウー・ツェン？　あの……キンリの里さとを爆ばく破はしようとしたヤツ？　あんなヤツが他にもいるの？』

『わかりません……でも、私が感じた意識は、あのウー・ツェンという男にとてもよく似ていました……もしかしたら本物のテロリストというのは、同じような意識を持っているのかもしれません』

　リューカ姫が眉まゆをひそめたまま小さく首を振ったとき、龍たつ也やとサラサの論ろん争そうに決着がついた。

「……わかったよ、とりあえずホテルには一緒に行くよ」

「うむ、クロークに問い合わせて、宿泊に準ずる扱いでええかどうか聞いてみる。これでええの？　ほうと決まったらホテルに急ぐで。セリカスタン国こく軍ぐんの情報部に国際電話で問い合わせて情報収しゆう集しゆうじゃ！」

「……日本に来てまで、セリカスタン軍の情報部のお世せ話わになるとは思わなかったなあ……」

　頭の後ろで両手を組んでぼやく龍也をサラサが引っ張った。

「何をぶつくさ言ゆうとるんじゃ、早はようタクシー乗り場まで案内せい！」

　サラサに追い立てられるように歩きだした龍也を見て、リューカ姫がくすっと笑った。

「……なんか、いつものサラサが戻ってきましたね」







　　　第六章　「五月十九日・東京・赤あか坂さか」







　赤坂にある大きなシティホテルのスイートルームがリューカ姫たちの宿しゆく泊はく先だった。

　何度もホテルまで送り迎えをしていたが、室内まで入った事はなかった龍也は、クロークでサラサがマネージャーと交こう渉しようしている間、居い心ごこ地ち悪そうにロビーの中を見回していた。

　……女ばかり三人で宿泊しているところに、いきなり男一人が割り込むなんて……なんか、変な目で見られそうだな。

　変などころか下へ手たすりゃ、朝までサラサさんの情報収しゆう集しゆうに付き合わされるかもしれないな……明日は藤ふじ村むらプロデューサーと嬉うれし野のさんと都内のアニメスタジオに行って、午後からは秋あき葉は原ばらでコスプレして撮さつ影えいをする予定だったよな。寝ね不足で倒れなきゃいいけど……。

　龍也がそんな事を考えていたとき、シーデが話しかけてきた。

『ねえ、シマオオカミも泊とまるの？』

『わかんない……ホテルの人がなんて言うかわかんないし、それに泊まるベッドもないかもしれないしね』

　シーデはにっこり笑った。

『ベッドならあるよ！　だってホテルの部屋は中で二つに分かれてて、それぞれに二つベッドがあるんだよ！　すっごく広いんだから！』

『へえ、ベッドが四つもあるんだ……フォーベッド・スイートってヤツかな』

　龍たつ也やがそう答えたとき、クロークで話をしていたサラサが勝ち誇ったような微笑を浮かべて戻ってきた。

「大丈夫じゃ！　追つい加か料金じゃあなんじゃと、ごちゃごちゃ言いよるけえ、アメックスのブラックカードを見せたら、ぴたりと黙だまりよった」

「アメックス……アメリカンエキスプレスのブラックカードって……あれでしょ？　ゴールドの上。別荘とかジェット機も買えるってウワサの……そんなの本当にあるの？　っていうかなんでサラサさんがそんなもの持ってるのさ！」

　サラサはこともなげに答えた。

「カイトグループのゼネラルマネージャーから貰もろうとる。……言ゆうとくがわしでのうて、キシトン大だい統とう領りようがじゃぞ？　今のわしはキシトン大統領の全ぜん権けんを委い譲じようされとるけえ、問題は無いんじゃ……ほれでええの？　龍也……」

　その顔を見て、龍也はため息をついた。

「……わかったよ……お供ともすりゃいいんでしょ」

「わかればええんじゃ、さあ部屋に行くぞ！」

　サラサはそう言うと、一いつ行こうの先頭に立ってエレベーターホールに向かって歩き始めた。




　部屋に入るなり、サラサは室内の電話機を取り上げてセリカスタンに国際電話をかけた。そして、受話器を耳に当てたまま、龍也に向かって言った。

「龍也は早はようパソコンを出して、インターネットに繫つなぐんじゃ！　映像データなんかはメール使つこうてダウンロードしてもらうけえの！」

「はいはい、まったくもう、人使いが荒いんだから……」

　そう言いながら、ショルダーバッグの中からノートパソコンを取りだした龍也は、ホテルのデスクについている端たん子しに手て際ぎわよくケーブルを繫ぎ始めた。

　セッティングを手際よく行う龍也の姿を頼もしそうに微笑ほほえんで見ていたサラサの顔から微笑みが消えて、仕事の顔に変わった。

　国際電話が繫がったのだろう。真ま面じ目めな口く調ちようのセリカスタン語で話し始めた。

『はい、こちらは親しん善ぜん大使として日本に来ております、リューカ姫の護ご衛えい要員のサラサ・クルティム大たい尉いです。日本から電話を繫いでおります……』

　しかし、その厳きびしい顔つきが急に緩ゆるんだ。

『え？　あ、なんだシャリフか……え？　うん、私だけど……え？　なに言ってるのよ、今日はそんな事言っている場合じゃないのよ！　だからぁ冷たいとかなんとか言っている場合じゃないんだってば！　え？　マジかって？　そうよ、ちょっと今、妙みような状況にあるのよ……え？　日本で内ない乱らんでも起きそうなのかって？　んなわけないでしょう、極めて平へい穏おん無事な国よ、日本って国は……いいから黙って私の言う事を聞きなさい！』

　そしてサラサは、電話口ぐちの向こうにいるシャリフに向かって、リューカ姫が受け取ったテロリストの意識について説明した後で、真剣な声で言った。

『……姫ひめ巫み女こさまの能力については、あんたも知ってると思うけど、これは冗じよう談だんでも思い過ごしでもないと思うんだ。あんたのほうで、日本に対するテロ攻撃に関して何か情報を摑つかんでいない？　え？　そんな情報は入ってない？　ええ、そりゃそうよ、こんな情報、他の国で拾えるわけないって事はわかってるわ。だから確かく度どのレベルは低くていいのよ、言えばランクＥ以下でも構わないわ。そう、風ふう評ひよう程度の情報確度でもいいから、その種の情報を全部まとめてこっちに送って。龍たつ也やがここにいるから、例のセリカスタンドメインのメールアドレスで……え？　情報部にも応援を頼むかって？　ええ、そうね、トルテたちの応援をもらえれば、もっと楽よね。例の事件の後、中ちゆう国ごくには貸しができたし、今回はその貸しをしっかり使わせてもらおうじゃない。うん、そういうわけ……え？　何バカな事言っているのよ、ちゃんとセリカスタンに帰るわよ……』

　そしてサラサはいたずらっぽく微笑ほほえんで言葉を続けた。

『……もしかして……心配してるの？』

　電話口の向こうにいるシャリフが、どんな答えを返したのかはわからなかったが、サラサは龍也の見ている前で真まっ赤かになった。そして怒ったような口く調ちようで言った。

『そういう言葉を、ためらいもせずにさらっと言うから信用できないんだ、あんたは！　そっちの話はもういいから、早く情報を送って！』

　サラサは電話を切ると、ふう、と小さくため息をついた。そして、興味しんしんという顔で自分を見ているリューカ姫やシーデ、そして龍也をにらんだ。

『私の顔に何かついている？　何でそんな目で私を見るのよ！』

　リューカ姫とシーデと龍也は互いの顔を見合わせた後で笑った。

『だって、電話の相手がシャリフさんだとわかったとたん、言葉遣づかいが変わるんですもの』

『うん、まるで女の子みたいだった！』

『可愛かわいいところあるよな』

　サラサは赤い顔のまま日本語で怒ど鳴なった。

「うるさい！　龍也！　バカばあ言ゆうとらんで、メールの受信設せつ定ていをもう一度確かく認にんせんか！」

「なんで俺にだけ怒鳴るんだよ！」

「一番怒鳴りつけやすいからに決まっとろうが！　つべこべ言わんと早はようせえ！」

「へいへい、わかりやした……」

　龍たつ也やが唇くちびるを尖とがらせてノートパソコンに向き直ったとき、テーブルの上に置いてあったサラサの衛えい星せい携帯電話が鳴った。

「ん？　なんじゃ？　これを使うのはセリカスタンで緊きん急きゆう事態があったときだけのはずじゃが……」

　サラサはそう言うと、緊きん張ちようした面おも持もちで衛星携帯電話を耳に当てた。

『はい、サラサ・クルティム大たい尉いです……』

　次の瞬しゆん間かん、サラサの顔つきが変わった。

『なんだ、あんたか、なんでこの電話でかけてくるのよ！　これは緊急用だってあんたが言ったんじゃない！　衛星携帯電話は通話料がバカにならないのよ……え？　緊急事態？　日本がテロ攻撃の対象になっているらしい？　それも細さい菌きん兵器のバイオテロ？　どういう事よ！　え？　うん、うん、なんでそんな……え？　後こう継けい者しや問題？　そういえばあの国の指導者は世せ襲しゆう制だものね……国内の発言力を増すために、外国にテロを仕掛けるなんて末まつ期き症状もいいところだわ……うん、そうね……それは確かなの？　そう……アメリカも動いているのならほぼ間違いないわね……え？　いや、まったくそんな情報は流れていないわ。そうよ、パニックになるのは必ひつ至しだものね、情報管かん制せいを敷くのは当然だわ。日本政府のやり方は間違ってはいないわね……うん、わかった、メール見るわ。もっと詳しい事がわかったらすぐに連絡ちょうだい……うん……バカね、そんな事こと心配しなくていいの！　わかった、うん、じゃあね』

　衛星携帯電話を切ったサラサは、真剣な目でリューカ姫と龍也を見て言った。

『姫ひめ巫み女こさまが受け取った意識は、本物かもしれないわよ……もうすぐメールで送ってくるけど、どうやら日本に細さい菌きん兵器でバイオテロを仕掛けようとするテロリストが入国したらしいわ。下へ手たをするとバイオハザードが起こる可能性があるわね』

「バイオハザードって？　まさか……俺たちゾンビになっちゃうの？」

　怪け訝げんな顔をする龍也を見たサラサが、怒ったように言った。

「ゲームではない！　本物のほう……つまり微び生物、細菌、ウィルスによって発生する災害の総称じゃ！」

「あ、ああ、そうだよね、ああびっくりした。街まち中じゆうにゾンビがうようよ歩き回るようになったらどうしようかと思った」

　ほっとしたように微笑ほほえんだ龍也を見て、サラサは陰いん鬱うつそうに言った。

「笑わろうとる場合じゃないで。もし、本当ほんまにバイオテロを仕掛けられたんなら、歩く死体ではのうて、本物の死体が街にあふれる事になるんじゃ。使われとる病原体たいの種類にもよるが、感かん染せん力と致ち死し率りつの高い、エボラ出しゆつ血けつ熱ねつのような病気を引き起こす、マールブルグウィルスみたいなんが、東京のような人口密みつ度どの高い都市にバラ撒まかれてみい！　東京は死の街と化すで。東京がマヒしたら、日本の政治経済すべての機能がマヒする。その損害は計り知れん……想像できんのは無理も無いが、ちいたあ頭を働かせい……そろそろメールが届いているかもしれん、確認してくれ」

　サラサの言葉を聞いた龍たつ也やは、慌あわててノートパソコンを覗のぞき込んだ。

「サーバーのタイミングで、何時間もラグが出る事があるんだよね……届いていればいいけど……ああ、届いた、今開くからね」

　ノートパソコンを操作して、メールに添てん付ぷされていた文章を開くと、画面に細かいキリル文字が並んだ。

「シャリフ少しよう佐さからの報告書だと思うけど、ロシア語はうろ覚えだからなあ……難しいや」

「ほんなら、ちいと待て、わしが読んで聞かせちゃろう」

　サラサはそう言うと、立ち上がってノートパソコンが置いてあるサイドテーブルをぐるりと回り込んで、龍也の背中越しに覗き込んだ。

「……私も、いいいですか？」

　リューカ姫はそう言うと、龍也の右側から顔を寄せて来た。

『なになに？　何が映ってるの？　ボクにも見せてよ！』

　シーデが左側から顔を突っ込んできた。

『シーデが読んでもわからないと思うわよ、難しい言葉が並んでるだけだし……』

　そう言ってノートパソコンの画面に視線を落としたサラサは、目を見開いて身を乗りだした。

『粟ぞく粒りゆう熱ねつですって？　それもツェータⅢの可能性があるなんて？　……あんなものをバラ撒まかれたら、日本はとんでもない事になるぞ！　まさに地じ獄ごく絵え図ずだ！』

　サラサはそう言うとさらに身体からだを乗りだした。

　龍也の背中に、なにやら柔らかいものが二つ、ぐにゅっと押し付けられる感かん触しよくが伝わってきた。

　両側をリューカ姫とシーデに挟まれ、さらに後ろからサラサの豊かな胸を押し付けられた龍也は思わずうわずった声を出した。

「……うわ。いや、ちょっと待ってサラサさん」

　真まっ赤かになって困ったように背中を丸める龍也を、サラサは怪け訝げんな顔で覗のぞき込んだ。

「ん？　地獄絵図がどうかしたんか？」

「あ、いや、地獄と言うか天国と言うか……」

　龍也が思わずそう口走ったとき、リューカ姫が龍也の右腕をぎゅっとつねってにらんだ。

「タツヤ！　不ふ謹きん慎しんです！」

「あ、いや、不謹慎と言われても、こんなにくっつかれると、どうしていいのか……そりゃあ、人じん畜ちく無害に見えるかもしれないけど、俺だって一応は男なんだぜ？」

　サラサは『え？』という顔をした後で、自分の体勢に気がついたのだろう、ちょっと赤い顔になって慌てて龍也の背中から離れた。

　リューカ姫は、きょとんとした顔で龍たつ也やにくっついたままのシーデをにらんだ。

『シーデも離れなさい、そんなにくっついたらタツヤの邪じや魔まになります！』

『えー？　なんで？　べつにいいじゃない。シマオオカミはお兄にいさんみたいなものなんだから』

『お兄さんと、お兄さんみたいなものとは違います！』

『……わかったよ』

　リューカ姫に、にらまれたシーデは、不満そうに唇くちびるを尖とがらせたまま龍也の脇を離れた。

　自由の身になった龍也は、ほっとしたように身体からだの力を抜くと、サラサに聞いた。

『さっき、サラサさんは粟ぞく粒りゆう熱ねつって言ったけど、それって病気の名前なの？』

　サラサは真剣な顔でうなずいた。

『そうね。古い伝でん染せん病びようよ……今から二百年位くらい前まえにヨーロッパで流行して、百万人単たん位いの死者を出したウィルス性の病気ね。今回テロリストが日本に持ち込んだのは『ツェータⅢ』といって、ソビエト連れん邦ぽうが存在していた頃に、今のカザフスタンにあった極ごく秘ひ研究所で培ばい養ようされて、細さい菌きん兵器として感かん染せん力と毒どく性せいを強化したものよ。これに感染した場合の致ち死し率りつは八十パーセント以上と言われているわ』

『八十パーセント以上？　十人感染したら二人しか生き残らないっていうのかよ！』

『そうよ、この粟粒熱の特とく徴ちようは感染は急激に広がって、急速に終しゆう結けつする事よ。一度感染が広がったら、ワクチンの開発も薬品の投とう与よも間に合わないわ。感染したら三日で死ぬ。死ぬときは急激に熱が出て心しん肺ぱい機能が突然停てい止しするの。だから、街を歩いていたり、普通に生活していたり、仕事中とかに倒れてその場で死ぬ人が続出する事になる……道みち端ばたに倒れて死んだ人の死し骸がいがごろごろ横たわる……そんな地じ獄ごく絵え図ずがこの日本に出現するかもしれないのよ』

　そのとき、横にいたリューカ姫が息を吞んだ。

『それは……さっき東京駅で私が感じた意識の持ち主が思い浮かべていた光景と同じものではありませんか？』

　サラサは真剣な表情のままうなずいた。

『はい……さっき、リューカ姫が見た光景っていうのは、そのテロリストが東京にバイオハザードを引き起こした後を想像した光景に間違いないわ。あのとき、あの駅のどこかに、バイオテロを仕掛けようとするテロリストがいたのかも……いや、間違いなくいたんだわ……』

　龍也はノートパソコンのモニターに映しだされた報告書を指差して聞いた。

『でも……この情報は本当の事なの？　だって日本じゃニュースも新聞もネットも、誰もそんな事言ってないよ？』

　サラサは、パソコンのポインタを操作して、シャリフが送ってきた報告書をスクロールさせてその内容を素早く読むと小さくうなずいた。

『シャリフがすぐにキャッチできたところを見ると、この情報はどうやらアジア各国に意い図と的に流されてるみたいね。でも、この情報がリークされる前に、粟粒熱らしい伝染病が中ちゆう国ごくの北東部でも発生したというニュースが中国当局から発表されたのよ。国こく連れんやアメリカが伝染病の特定のために動き始めたというので、世界中のマスコミの目は全部そっちに向いちゃっている……日本がテロ攻撃を受けるかもしれないという不ふ確定な未来の情報より、今、起きている事実のほうがニュースバリューがはるかに高いから当然だわ……』

　そして、サラサは考え込むようにつぶやいた。

『……おそらく、この中国北東部の粟粒熱の発生は、日本に潜せん入にゆうさせた工こう作さく員いんの情報を秘ひ匿とくするために意い図と的に起こした陽よう動どうね。世界の目をそっちに向けておいて、日本が狙ねらわれているという情報を目立たなくさせるつもりなのだと思うわ……』

『日本政府は、この事を知らないって言うの？』

　驚く龍たつ也やを見て、サラサは首を振った。

『いや、日本政府も、そこまで愚おろかではないでしょう。さまざまなルートを通じて、私達が受け取ったのと同じ……もしくはもうちょっと詳しい情報を受け取っているはずよ』

『じゃあどうして何もしていないんだよ！　国民の命が危険に晒さらされているんだぜ！』

　サラサはゆっくりと言った。

『確かにこれは国民の生命の危機……いや、日本という国家の危機よ。だけど、対応策さくも犯人もわからないという今の状況で、このような情報を流せばどうなると思う？　危機情じよう報ほうは人々をパニックに駆り立てるわ。日本政府はそれを恐れているんだと思う』

　龍也は、苛いら立だちを隠かくせないように叫んだ。

『それはそうだけど……だって、おかしいよ！　危き機き情報は人をパニックに陥おとしいれるから公開しないほうがいいって言うなら、なんで台たい風ふう情報とかはあんな風ふうに公開するのさ。あれだって危機情報に変わりはないじゃない？』

　サラサは不満そうな顔をする龍也に向かって諭さとすような口く調ちようで言った。

『確かに、どんな危機情報も国民に広く知らせたほうがいいのかもしれないわ。民主主義の基本は国民の知る権利を守る事だからね。でも、解決策さくが付ふ随ずいしていない危機情報は別よ。台風なら備える事ができる。洪こう水ずいさえ起きなければ死ぬ事はほとんどない。しかし、今回の危機はそういった対応を取りようが無いのよ。死に直面するほどの危機情報と、さらにそれに対応するすべが無い事を知った国民が、すべて理り性せい的に行動すると思う？』

『それはそうだけど、こんな大事な事を国民に教えないなんて納なつ得とくできないよ！　国が教えないなら、誰かが代わりに……情報を知った俺が代わりに国民に教えるべきだよ！　インターネットを使えば誰でも情報発はつ信しんできるんだから！』

　サラサは険しい目で龍也を見て言った。

『私は、そうは思わないね。確かに個人が情報発信できるのがインターネットの利点かもしれない。たとえばセリカスタンであなたがやったみたいに、ネットを使ってテロリストに関する個人情報を流すなんてのは、テロリストの活動を押さえ込むために有効よ。でも、何の手がかりも無い今の状態で、日本国内に情報を流せば、収しゆう拾しゆうがつかないほどの大だい混乱を引き起こすわ。そして、その混乱の真まっ最さい中ちゆうに、ウィルスをバラ撒まかれたらどうなると思う？　日本は再さい起き不能になるくらいの打撃を受けるわよ。今の日本の国家首しゆ脳のうと同じ立場に立てば、あの、馬鹿がつくほどの正直者のキシトン大だい統とう領りようでさえも、国民に真実を話す事をためらうと思うわ。不安のみを煽あおり立てる情報を伝える事は百害あって一いち利り無しよ』

『でも、知らないのなら文字通り知らん顔できるけど、俺は知っちゃったんだよ？　それでも知らん顔しろって言うの？』

　サラサは険しい表情を崩さずにうなずいた。

『ええ、そうよ。だから言ったでしょう？　何の対たい処しよ方法……つまり、テロリストに関する手がかりも何も無いまま、ただ危機情報を流すのは、単なる無む責任だって！　センセーショナルな記事を流して、煽るだけ煽って、その責任は全部政せい府ふとか警察とか役所とか、他人のせいにして逃げる、イエロージャーナリズムのマスコミの姿勢と変わんないわよ』

　サラサの言葉を聞いた龍たつ也やは考えた。

　……そうか、サラサさんの言葉には一いち理りある。俺は、自分しか知らない情報を、誰よりも早く発信できる事にワクワクしていただけなのかもしれない……。

　確かに、国民の知る権利を理由に、すべての情報を国民に与えるというのは理想だ。でも、それを聞いた国民が理性的に動くと考えるのも理想でしかないんだ。

　死の恐怖に直面した人間が、みんな理性的に秩ちつ序じよを守って行動する、なんて事があるわけがない。助かりたい一いつ心しんで動くに決まっている。秩序も法律も、あっという間に崩ほう壊かいしてしまうだろう。バイオテロで死ぬ人と同じくらい、そのパニックで死ぬ人が出るかもしれない。

　でも、そんな事は関係ない。情報は伝えるだけでいいんだ。そういった結果が出てもそれは国の責任で、俺たちには責任は無い。俺たちは煽るだけ煽り立てて、注目を集めればいい、視し聴ちよう率りつを、アクセス数を、稼かせげればいい。責任を追及されれば、知る権利を盾たてにして、それを望んだのは大たい衆しゆうだ。という論法で逃げる……。

　それって、俺が大嫌いな無む責任なワイドショーなんかと同じ価か値ち観かんだよな。

　俺は……その、大嫌いなワイドショーと同じ事をやろうとしていたのかもしれない。

　ネットに流したって、すぐにパニックになるわけがないけど……だからと言って無責任に情報を流すわけにはいかない……サラサさんの言った通り何の手がかりも無い今の状態で情報を流して、それに尾ひれがついて広がれば、収拾がつかないほどの大だい混乱を引き起こすのは間違いない……。

　そこまで考えたとき、龍也は思い当たった。

　……そうか、待てよ？　本当に手がかりはないのか？

　そもそも、この事件に気がついた理由は……リューカ姫がテロリストの意識を受け取って、気分を悪くしたからだよな。

　龍たつ也やは思わず日本語で叫んだ。

「手がかりはあるじゃないか！　リューカ姫だよ！」

　横でサラサと龍也のやり取りを固かた唾ずを吞んで見守っていたリューカ姫が目を見開いた。

「え？　私ですか？」

　龍也はうなずいた。

「うん、だってリューカ姫が気がついたって事は、そいつが都内にいる事の証明じゃないか！　リューカ姫がいれば、テロリストがわかるって事だろう？　この情報は貴き重ちようだよ！　早く警察に知らせなくちゃ！」

　龍也の言葉を聞いたサラサは難しい顔になった。

「リューカ姫の能力を、どう説明すればええんじゃ。姫ひめ巫み女こさまが真実を話しとるんは、わしやお前やシーデは納なつ得とくしとるし、セリカスタンの人間も信じてくれるじゃろう。じゃが、それを日本の警察が信じるとは思えんで」

　龍也は、あ、そうか、という顔になった後でがっくりと頭を下げた。

「……そうだよな、リューカ姫の能力は誰にもわからないし、それを証明する手段は無いんだよね……俺が警察官だとしたら、外国人の女の子が、警察にやってきていきなり『私は他人の考えている事がわかります。東京でテロを計画しているテロリストがいます』と言ったって、きっと信じないよな……」

　サラサが小さくうなずいた。

「そうじゃな。それに、一線の警察署しよの警察官のレベルまで、この情報は行き渡っとらんじゃろ。おかしいヤツじゃと思われて、病院送りにされるんがオチじゃ」

「……じゃあ、どうすればいいんだよ？」

　サラサは考え込んだ。

　そして、二ふた呼吸ほどの時間の後で、ゆっくりと答えた。

「どうするもこうするも……わしらは直接的には何もできんな……」

「何もできないって……そんな事！」

　思わず声を上げた龍也を諭さとすようにサラサは言った。

「ここがセリカスタンなら、わしらはどうにでも動ける。じゃがここは日本で、わしらは単なる旅行者に過ぎん。お前だってそうじゃろう？　お前はこの日本では何の権けん限げんも無い一いち市民じゃ……単に情報をもっとるだけの……」

　龍也は唇くちびるを嚙かんだ。

「そうか……そうなんだよな……俺は日本じゃシマオオカミでも何でもない、ただの浪ろう人にん生でしかないんだよな……でも……でもさ、何もできないって事は、何もしなくていいって事じゃないと思うんだ……きっと、俺にも何かできる事があるんじゃないのかな？」

　サラサは微笑ほほえんだ。

「お前のその気持ちはようわかる。何かせんといけん、じゃが何もできん。お前はそれがわかっとったけえ、せめて情報だけでも流したかったんじゃろう？　じゃが、辛しん抱ぼうせい。わしら個人でやれる事には限りがある。まずはセリカスタン領りよう事じを通じて、セリカスタンという国家から、日本という国家に情報を流すんじゃ、そして日本の治ち安あん機関から連絡が来るのを待つしかあるまい」

　龍たつ也やは小さくうなずいた後でサラサに聞いた。

「わかった……で？　サラサさんたちはどうするの？」

「どうするとは……どういう意味じゃ？」

　怪け訝げんな顔をするサラサを見て、龍也は思わず声を上げた。

「だって、今の日本は危険だって事がわかったんだよ？　リューカ姫を連れて一刻も早く日本から脱出したほうがいいに決まってるじゃないか！　取材とか全部断ことわってセリカスタンに帰ったほうがいいよ……」

「いいえ、私は日本から立ち去るつもりはありません」

　龍也の言葉を聞いたリューカ姫は、静かに首を振ると力強く言い切った。

「私は日本にいます。必要とあれば、滞たい在ざい期間を延ばしてもいいとさえ思っています」

「なんでだよ！　サラサさんの話を聞いただろう？　今の日本は危険なんだよ？　いつ地じ獄ごく絵え図ずが始まってもおかしくないんだ！」

「ええ、聞きました。でも、その日本の危機に、私の能力が役に立つかもしれないのでしょう？　私ならば、あのテロリストがいるのか、いないのかわかります。あの意識は忘れようにも忘れようがありません」

「いや、でも、君がそんな事をする理由なんかないんだ！　だって、君は日本人じゃないんだよ？」

「ええ。そうですね、私はセリカスタンの国民です……それが何か？」

「それが何か……って……」

　微笑を浮かべたまま、さらっと答えたリューカ姫に答える言葉を捜して、龍也が絶ぜつ句くしたとき、日本語でやり取りを始めた二人の言葉を聞いていたシーデが、怪け訝げんな顔でサラサに聞いた。

『ねえ、サラサ、シマオオカミと姫ひめ巫み女こさまは、何の話をしてるの？　何があったの？』

　サラサがシーデに説明している言葉を聞きながら、龍也は、やっとの事でリューカ姫に答えた。

「つまり……ここは日本だって事だよ。ここがセリカスタンなら理解できるけど、ここは違う国なんだ。君が危険な目に会う理由はないんだ、違うかい？」

　リューカ姫は微笑を浮かべたまま首を振った。

「いいえ、理由はあります。ここはタツヤの国です……」

「そんなの理由にならないよ！」

「なります。だって、タツヤだってそうだったじゃないですか」

　龍たつ也やは一いつ瞬しゆん虚きよを突かれたように息を吞んだ後で、慌あわてて首を振った。

「え？　あ、いや、だって俺は……」

　リューカ姫はにこにこ笑ったまま決めつけた。

「いいえ、同じです！」

　そのとき、サラサから、リューカ姫と龍也のやり取りの内容を聞いたシーデが話に割り込んできた。

『ボクも手伝うよ、シマオオカミ！　サラサさんから話は聞いたよ！　そいつ、あのウー・ツェンみたいなヤツなんだって？　だったら姫ひめ巫み女こさまを護まもる人間が必要でしょ？』

　龍也は慌てて顔の前で手を振った。

『ちょっと待てシーデ！　君は、ちゃんと話を聞いたのか？』

　シーデは目を輝かせてうなずいた。

『うん、ボク、今度は失敗しないよ、ちゃんと護ってみせる！　それにね、知ってる？　ボクにも特技があるんだよ。ボクはアサシンの訓練を受けていたから、人の顔を覚えたら絶対に忘れないんだ。どんなにたくさんの人の中にいても、その人をすぐに見つけだす事ができるんだよ！　期待していて！』

『いや、だから、期待しているんじゃないんだ、その逆なんだよ！　危ないからやめてくれって言っているんだ』

　シーデは首をかしげて、心しん底そこわからないという表情になった。

『だって、テロリストの顔かお写真さえあれば、ボクの能力と姫巫女さまの能力ちからで、テロリストを見つけだす事ができるんだよ？　このまま放っておいたら、セリカスタンでテロリストに怖い思いや痛い思いや苦しい思いをさせられた、ボクみたいな人が一いつ杯ぱい増えるじゃないか！　ボクはそれを食い止めたいんだ！』

　龍也は怒ったような口く調ちようでシーデに言った。

『そうだろう？　君だってウー・ツェンの爆ばく弾だんで死に掛けたんだからわかるだろう？　また、あんな目にあうかもしれない……いや、今度は死んじゃうかもしれないんだぞ！　君は日本とは関係ない、外国の人間なんだ。だから、そんな事をする理由はないんだ。それがわからないのか？』

　シーデは驚いたように目を見開いた後で、半分泣なきそうな目で龍也をにらんで答えた。

『……ねえ、シマオオカミ？　なんでボクを責めるの？　できる人間ができる事をしないなら、ボクは怒られてもいい。でも、できる人間ができる事をするのに、なんでそれを怒られなくちゃいけないの？』

『あ、いや、だからそれは……』

　龍也が言葉を捜すより早く、リューカ姫が笑いながら言った。

『あなたが言っても、ぜんぜん説得力りよくがありませんよ……タツヤ』

『え？』

　目を見開いた龍たつ也やを見て、サラサが声を上げて笑った。

『はははは！　一本取とられたわね、龍也。リューカ姫の言う通りだよ。今のあんたの言葉を、そのままセリカスタンにいた頃のアマヤマタツヤって日本人に言ってやったら何て答えるだろうね』

　龍也は、一いつ瞬しゆん何か言い返そうとして口を開けたが、すぐにあきらめた。

　そして、照れくさそうに笑った。

『……サラサさんの言う通りだな……言い返せないや』

『だろう？　これは、あんたがセリカスタンでやったのと同じ事なのさ。あんたが尻尾しつぽ巻いて逃げなかったように、私たちも逃げだしたりはしない。この国を守るために、できるかぎり、やれるかぎりの事はやる……人間としてね』

　サラサがそう言って満足そうに笑ったとき、サイドテーブルの上に置いてあった衛えい星せい携帯電話が、再び鳴った。

『あれ？　何だろう？　メール受信できたかどうかの確認かな？』

　サラサは携帯電話を取り上げて耳に当てた。

『はい、サラサですが……なんだ、シャリフか。メールならちゃんと届いたよ……え？　継けい続ぞくして情報を送る？　日本に送り込まれたテロリストについて、もっと詳しい情報が入りそうだって？　なんでそんな極ごく秘ひ情報が入るのよ！　普通どんな国だって、秘密工こう作さく員いんの個人情報なんてのは極秘中の極秘のはずよ。同じ国の中だって知っている人のほうが少ないのが当たり前なのに、なんでそんなのが、ポロポロ国外に漏れるのよ！　え？　あの国のトップレベルの側そつ近きんと、工作員の直接の上じよう司しあたりの両方がリークしているらしい？　……いよいよもって末まつ期き症状ね、あの国も……へえ、トルテたちががんばってくれているんだ。え？　キシトン大だい統とう領りようも乗り気？　セリカスタンの国家を挙げて日本に協力するって？　まあねえ、あの人なら言いだしかねないわよね……わかったわ、できる限りの詳しい情報を送って。こっちはこっちで、日本の治ち安あん当局からの連絡があれば協力するつもりよ。うん、わかった、待ってる』

　サラサは携帯電話を切ると、龍也に向き直って面白そうに言った。

『セリカスタンの国家情報部ぶは、総力を上げてバイオテロ攻撃に関する情報を収しゆう集しゆうし、日本政府に協力する事になったみたいよ。判明した情報は全部送おくってくれるって。もしかしたらテロリストの個人情報とかもあるかもしれないわね』

　サラサの言葉を聞いたシーデは目を輝かせた。

『顔写真とかもあるの？　なら、ボクの出番だよ！』

『なんか……この状況を面白がってるみたいだな』

　ぼやくようにつぶやいた龍也の言葉を聞いたサラサは、笑ってうなずいた。

『うん、ここが自分の国ではないというのは、実に気が楽よね。あんたが、セリカスタンで生き生きしていた理由がよくわかるわ』

　そのとき、龍たつ也やの前にあったノートパソコンから、メール着信を告げる、ぽーん、という電子音が鳴り響ひびいた。

『おや？　さっそく新しい情報が届いたようね』

　サラサはそう言うと、ノートパソコンの画面を覗のぞき込んだ。

　メールに添てん付ぷされた文書を龍也が開くと、画面に細かいキリル文字がびっしりと並んだ。

　龍也の肩越しにその文字を読んでいたサラサが、はっと息を吞んだのがわかった。

『どうかしたの？』

　サラサは、真剣な顔で小さくうなずいた。

『このメールには、日本に潜せん入にゆうした工作員の個人情報が書かれているんだけど、どうやら私が訓練を受けたスペツナズの訓練カリキュラムと同じ訓練を受けていたみたいね……ソビエト崩ほう壊かい後も世界の社会主義国とロシア連れん邦ぽう保安庁ちようのネットワークは生きていたからね』

　龍也は驚いたように振り返った。

『スペツナズって、軍の特とく殊しゆ部隊の事だよね？　サラサさんはスペツナズにいたの？』

　サラサは苦にが笑わらいした。

『スペツナズと呼ばれる組織は、ロシアにはたくさんあるのよ。ロシア連邦軍参さん謀ぼう本部情報総そう局きよくの部隊だけがスペツナズじゃないわ。私が訓練を受けたのはロシア連邦保安庁のテロリズム対策部のほうよ。ソビエト崩壊後ごも、旧きゆうソビエト連邦の共きよう和わ国こくでは相互に連絡を取り合って、共同訓練とかに参加していたからね』

『へえ、すごいなあ。訓練って、どんな事をするの？』

『破は壊かい工こう作さくのやり方ね……はっきり言ってしまえばテロリストの養成よ』

『テロリスト？』

　ぎょっとした龍也を見て、サラサは再び苦にが笑わらいを浮かべて答えた。

『嫌な顔をしないでよ。ソビエト崩壊後の東とう欧おう各国は、今まで治ち安あん側にいた人間が、マフィア化した組織に雇やとわれ、治安を破壊するほうに回ったりして、社会が乱れまくっていたのよ。そういったテロリスト化したスペシャリストの被害を防ぎ、治安を回復するには、そのやり方を学ぶ必要があったのよ……』

　そして、サラサは真剣な目になって言葉を続けた。

『そこで、私は原げん理り主義の恐ろしさを知らされたわ……セリカスタンで相手をしたウー・ツェンのような、任務という言葉ですべてを割り切る、機械のような冷れい血けつ動物的な恐ろしさとは正反対の……燃えるような情熱を持って一つの価か値ち観かんに凝こり固まった恐ろしさをね……自分が所属する民みん族ぞくや国家、そういったものにしか価値を認めない、自分の絶対的正せい義ぎを疑わない人間は、自分と同じ民族、自分と同じ国家、自分と同じ宗教を持たぬ者は、すべて悪であり生きている資格は無いと考えるの。そういった人間から見れば、自分と異なる存在はすべて虫けら以下なのよ……』

『だから、平気なんだな……女の人や子供が死のうと苦しもうと、なんとも思わないのか……』

『そうよ。それに、そういった価か値ち観かんの人間から見れば、自分と同じ価値観を持たない相手も全部敵てきなのよ。そして敵は殺すべきものなの。子供は大人おとなになれば敵になり銃を持つ。だからその前に殺せ。女は敵の子供を生む、生んだ子供は敵になる、だから殺せ……それが原理主義者の価値観なのよ……』

　ノートパソコンの画面を読みながら、龍たつ也やと話していたサラサの顔が曇った。

『この男は本国から粟ぞく粒りゆう熱ねつのウィルスの入ったアンプルを小さなガラスの薬やく剤ざいのアンプルに偽ぎ装そうして持ちだしているらしいわ。粟粒熱のウィルスはマイクロカプセル化されてそのアンプルの液体の中に入っている……本来ならば粟粒熱のウィルスは飛ひ沫まつ感かん染せんで空気感染しないタイプなんだけど、それをマイクロカプセル化することで空中にエアロゾル化して散布できるように改良したみたいね……広こう範はん囲いに感染を広げる事ができるようになっているって事か……』

『エアロゾルって、あれかい？　殺虫剤のスプレー缶みたいなヤツ……』

　龍也の言葉を聞いたサラサは小さく首を振った。

『わざわざ缶につめなくてもいいの。化け粧しよう品のオーデコロンを吹き付けるような道具があれば充分よ。それを持ってどこか風かざ上かみの高いところで風かざ下しもに向かって霧きり状じようにして噴ふん霧むするだけでいいわ。それだけで数万人単たん位いの感かん染せん者が出る……数万の感染者が人の中に入って行けば感染者はあっというまに数十万数百万という数に膨ふくれ上がるわ……そうすればもはや打つ手はない……運がいい事に、ここ二、三日東京は天気が悪い。雨の日ではいくらウィルスをエアロゾル化しても、広範囲には広がらない。ヤツが実行するとしたら、きっとよく晴れた日に違いない』

　龍也は小さく身震いした後で、つぶやくように言った。

『天気予報によると、明日は東京はいい天気らしい……つまり……もしかしたら明日、そいつがそのウィルスを撒まくかもしれないって事なんだね。そして撒かれる前にそいつを取り押さえるか、ウィルスを抑えるかしないと、日本はおしまいって事なんだね』

　サラサは小さくうなずいて、スイートルームの窓の外に広がる東京の夜景に視線を移した。

　煙ったような夜の雨のなかで、無数のネオンサインがぼんやりと視し界かいの中に広がっていた。

『……そうね。日本の治ち安あん当局は必死になっているはずよ……目には見えぬこの東京のどこかで、今、この国を守るための戦いが行われているに違いない……』

　そしてサラサは視線をサイドテーブルの上のパソコンの画面に移した。

『……この男……銃じゆう器きの専門家だけではなくて、格かく闘とうの専門家でもあるみたい。アングーと呼ばれる鉄製の棒を使っての接近戦せんを得意とするって書いてある……アングーって、どんな武器なのか知ってる？　龍也』

　龍也は首をひねった。

『アングーって名前の武器は聞いた事が無いな……どんな字を書くんだろう？』

『どんな字って……』

　そこまで言ったとき、サラサの目が輝いた。

『そうか！　これは発音された音声をロシア語にあてはめて書いてあるんだわ。この男の出身国は元々は漢かん字じの文化圏けんだから、漢字を当てるのかもしれないわね……漢字なら日本語で育った龍たつ也やのほうが詳しいんじゃないの？　アングーって読める漢字をあてはめてみてくれない？』

『ええっ？　俺、あんまり漢字は得とく意いじゃないんだよなあ……』

　龍也はそう答えた後で、考え込んだ。

　……アングーか。どんな武器なんだろう？　近接戦せん闘とう用よう武器ってのは要するにナイフや刀の事だよな。でも、それならナイフってちゃんと書くよな。

　ナイフ以外の武器で、漢字の文化圏の武器っていうと、あれかな？　ヌンチャクとかトンファーとか、そういった武器かもしれない。

　武器、武ぶ具ぐ……そうかアングーのグーは『具』の文字が当てはまるかもしれないな。道具とか用具とか、そういった漢字だ。じゃあ『アン』はなんだろう？

　安……じゃないよな。それじゃ安心の安だ、武器っぽくない。

　……待てよ、テロリストは、おおっぴらに武器を持ち歩くわけないよな。こう……懐ふところに隠かくし持って、背後から暗あん殺さつしたりするときに使う道具の事かもしれない。

　そうか『アン』は暗殺の『暗』かも……暗殺の道具で暗あん具ぐ……アングー……暗あん器きって武器があるけど。きっと暗具というのは暗器のような、携帯しても怪あやしまれない武器の事なんだ。

　龍也は顔を上げて、サラサに言った。

『日本の武術の中に、暗器と言われる武器を使って戦う方法があるんだ。もしかしたら、このアングーってのは、その暗器と似たようなものかもしれないな』

『暗器というと、あれ？　寸すん鉄てつ……今いま風ふうに呼ぶとクボタンとか言うそうだけど、こう、手の中に入れる金属の棒のようなものかしら？』

『いや、悪いけどよくわかんないや、俺は、そういうのにあんまり詳しくないんだ……ちょっと待って、今そういうのが詳しく載っているページを見つけるから』

　龍也は興味深ぶかそうに聞いてきたサラサにそう答えると、検けん索さくエンジンを立ち上げた。

　しかし、画面に並んだもののほとんどが、ゲーム関連のページばかりだった。

　……考えてみればそうだよな。ゲームの中とかアニメの中ならいざしらず、日本で本当に『暗器』を使っている人がいるわけがないよな……こうなれば中ちゆう国ごく語ごとかハングルとか英語とか全部検索して、イメージで探しだしたほうがいいかもしれないな。

　龍也はネットの中でしばらく悪あく戦せん苦く闘とうした後で、アメリカのサイトの一つに突き当たった。

　それは暗器と呼ばれる様々な小型の武器の写真とそれの使い方が映像で収しゆう録ろくされている、武器マニアの人が作ったページだった。

　そこは、鉄製の長さ二十五センチほどの黒い棒ぼう状じようの小型のトンファーのようなものが映っているページだった。

　解説文は英語で書かれていたが、その中に『Angur』というスペルが読めた。

　龍たつ也やはサラサにその写真を見せて言った。

『アングルって読むのか、アングーって読むのかわかんないけど、もしかしたらこれかもしれないな……普段は服の袖そでの中に隠かくし持って、必要なときに振りだして敵の攻撃を防いだり目や急きゆう所しよを突いたりして使うものらしいね……Ｊｉｔｔｅって単語があるけど、これって十じつ手てって意味かもしれない……そういえば時代劇とかに出てくる十手に似てるな』

『こいつは結けつ構こう厄やつ介かいな武器かもしれないわね……』

　その写真を見て眉まゆをひそめたサラサの言葉を聞いて、龍也は怪け訝げんな顔になった。

『なんで？　こんなのただの棒だよ？　ピストルとかライフルにかなうわけないじゃない』

『確かにセリカスタンに潜せん入にゆうするのなら、こんなものは役に立たないでしょうね。セリカスタンでは警察官以い外がいの一般人もみんなＡＫを背負って歩いているから。でも、日本に潜入するなら話は別よ。日本では誰も銃を持ってない。だから警察官も銃や刃は物ものを持っている人間にしか銃を向けない……それはつまり、このアングーとやらを持っていても撃うたれる心配は無いという事よ……極ごく秘ひ裏りに日本にバイオテロ攻撃をかけるつもりなら、目立つ事や足がつくことは絶対にやらないでしょう……この男は日本国内では銃を持ち歩いたりはしない。しかし、もしものために護ご身しん用に、このアングーという武器を持ち歩いている事は充分予よ想そうできるわね……』

　サラサがそう言って腕を組んだそのとき、パソコンが再びメール受信を告げる電子音おんを発した。

『あれ？　追加のメールが来たみたいだな……今度の添てん付ぷデータは結けつ構こう重いところを見ると、写真データがついているのかもしれないぞ』

　龍也の言葉を聞いたシーデが身を乗りだした。

『え？　どんなヤツなの？　見せて見せて！』

　やがて、ノートパソコンに、三十代半なかばの男の顔が映った。

　どこにでもいる、ごく普通の東とう洋よう人じんの顔をしたその男の脇に書かれているキャプションをサラサはゆっくりと読み上げた。

『工こう作さく員いんの本ほん名みようは不明。作戦ごとに国こく籍せきとパスポートを変え、そのパスポートに記き載さいされている名前を名乗るものと思われる……今回の作戦においては、中ちゆう国ごく系けいシンガポール国籍のクー・フーと名乗っているものと思われる……』

『へえ……クー・フーっていうのか、こいつ……よーし、しっかり覚えておこうっと！』

　意い気き込ごむシーデを見て、サラサは笑った。

『この顔かお写真を含む個人情報は、セリカスタン外がい務む省しようを通じて日本の外務省にすべて伝えられているはずよ。今いま頃ごろ、日本中の警けい察さつ関係者が必死になってこいつを追いかけ始めている……日本の警察は優ゆう秀しゆうだから、明日の朝には捕まっているかもしれない……シーデ、いくら意い気き込ごんでもお前の出番はないかもしれないぞ』

『えーっ、そんなのないよー』

　ふくれっつらをするシーデを見て、龍たつ也やは思った。

　……本当に出番が無けりゃいいんだけど。




　次の日の朝を、龍也は赤あか坂さかのホテルのスイートルームで迎えた。

　とはいえ、ベッドに寝たわけではない。

　このスイートルームは、ベッドが二つ並んだ寝室が二つついている、いわゆるフォーベッド・スイートと呼ばれるもので、片方の寝室はリューカ姫とシーデ、そしてもう一つをサラサが使っていた。

　サラサの部屋のベッドが一つ空あいており、サラサは気にしないで寝ろと言ったのだが。龍也はそういうわけには行かないと言って、真まん中なかのリビングルームのソファで、毛布をかぶって寝たのである。

　モーニングコールの目覚まし時計のオルゴールが朝のホテルの部屋の中に響ひびき渡る中でむっくりと起き上がった龍也は、寝ぼけまなこで枕まくらもとの携帯電話を取り上げて表ひよう示じを見た。

　……七時か……それでも四時間は寝る事ができたのかな？

　龍也は大きく伸びをしながらあくびをした後で窓の外を見た。

　……いい天気みたいだな。

　夕べ、サラサさんが言っていたっけ。こういった晴れた日こそが、あのウィルスを撒まくにはもってこいの天気なんだろうな。

　そして、龍也は嫌な想像を吹き飛ばすように首を振った。

　……いや、大丈夫さ。きっと、夕べ俺たちが見たのと同じ顔かお写真などの個人情報が、セリカスタンから日本の警察に行っているはずだ。もしかしたら、国民に秘密にしたまま、どこかで捕まっているかもしれないじゃないか。

　どっちにしろ、俺には何もできないんだから、そんな事を考えるだけ無む駄だなんだ。それよりもっと楽しい事を考えよう。

　龍也は今日のスケジュールを思い浮かべた。

　……えーと、今日は藤ふじ村むらプロデューサーの仕事をやらなくちゃいけない日だよな。契約の一つだっけ。

　確か……リューカ姫たち三人をセリカスタン三人娘むすめというキャラに仕立て上げて、コスプレさせて、一日都内の秋あき葉は原ばらとかで撮さつ影えいするんだって言っていたよな……。

　シーデとリューカ姫は面白がってくれそうだけど、サラサさんがどういう反応を示すのかちょっと心配だな。

　その……龍たつ也やの心配は的てき中ちゆうした。




「なんで、こんな格かつ好こうせんといけんのじゃ！」

「えーと、その、なぜかと言われても困っちゃうな……今日はこの服を着て戴いただくという事で、サラサさんのサイズに合わせて私が、夕べ縫ぬい直したんですけど……」

　リビングルームにいた龍也のところに、寝室でコスチュームに着替えているサラサの声と、スタイリストの小こ島じまさんという若い女の人の声が聞こえて来た。

　隣となりにいた藤ふじ村むらプロデューサーが不安そうに龍也に聞いた。

「サラサさんは、納なつ得とくしてくれるかな？」

「えーと、問題はサラサさんじゃなくてリューカ姫だと思うんですよ。リューカ姫が納得して着替えてくれれば、サラサさんも言う事を聞くと思います」

「そうか……困ったな」

　藤村プロデューサーがそう言って首をひねったとき、寝室の中からシーデの声がした。

『わーすごーい！　カワイイ！　これってメイドさんが着ている服に似てるけど、なんて服なの？』

　リューカ姫が笑いながら答えた。

『これもメイドさんの服ですよ。でも、フリルとかリボンとかが一いつ杯ぱいついていますね』

『うん、本物のメイドさんの服って、もっとシンプルだよね』

『そうよ、あれは本来は作業服なのよ……』

　そして、サラサは日本語で言った。

「わしは別にどんな格かつ好こうで街を歩こうと構わん。問題は姫ひめ巫み女こさまじゃ。これは使用人の服じゃろう？　そりゃあ細かな装そう飾しよくは施ほどこされとるし、きれいにも仕上げられとるが、基本のデザインは作業服に変わりあるまいが。プライベートでの写真ならともかく、こげな服を姫巫女さまに着せて、公こう衆しゆうの面めん前ぜんで写真を撮とり、それを公開するなどもってのほかじゃ！」

「えーと……そうは言われましても……どうしようかな……」

　やがて、スタイリストの小島さんが半分泣きそうな顔で寝室から出て来た。

「藤村さん、どうしましょう？　サラサさん、メイド服が気に入らないみたいなんですよ」

　藤村プロデューサーは困ったような顔で聞いた。

「あの……今、部屋に入っても大丈夫？　話できる？」

「え？　あ、ああ大丈夫です。衣い装しよう合わせ中ですけど、まだ着替えていませんから」

「じゃあ、失礼するよ……あ、天あま山やま君も一緒に来てくれるかな」

「ええ、わかりました」

　龍也はそう答えると、藤村プロデューサーと一緒に寝室に入った。

　寝室にある二つのベッドの上には、スタイリストが持ち込んだ黒いメイド服や、女子高生の制服のようなデザインのスーツ、それに白いペチコートなどが広げられていた。クローゼットの扉とびらのところについている大きな姿すがた見み用の鏡かがみの前では、シーデが自分の前にメイド服を当てて面白そうに鏡を覗のぞき込んでいた。

　藤ふじ村むらプロデューサーは、なだめるような口く調ちようでサラサに言った。

「あ、いや、お気持ちはよくわかりますが、これは公式のものではなく、あくまでもジョークのようなものなのですよ。確かにそれなりの地位と権けん威いをお持ちの方がこのような衣装を着るということは抵抗があると思いますが、これはコスチュームプレイ、つまりお祭りのときの仮か装そうのようなものだとお考えになっていただければ……」

「確かに、そちらとの契約ではそうなっとった。仮装ゆうんもわかった。じゃが、使用人の格好というのは、仮装ではなかろうが？」

「ええ、まあそうなんですけど。えーとですね、そもそも日本では、メイドを使用人という目で見る文化は無くて……というか、元々はあったんでしょうけど、最近の風ふう潮ちようとしてメイドは単なる萌もえ記号になってまして……」

「また、よう知らん日本語が出て来たな……そのモエキゴウとは、なんの事じゃ？　説明してくれんか？」

「え？」

　藤村プロデューサーは、目を見開いた。

「えーと、その、萌え記号っていうのは……というか、そもそも萌えってのはですね……えーと、いや困った共通言げん語ごが見当たらないぞ、こりゃ」

　冷ひや汗あせをかきながら藤村プロデューサーが考え込んだとき、龍たつ也やの横に立ったリューカ姫が、小さな声で話しかけてきた。

「あの……タツヤの部屋にメイドさんのフィギュアが、たくさんありましたよね」

「あ……うん」

　リューカ姫はそっと龍也の顔を覗き込むようにして聞いた。

「タツヤは……メイドさんが好きなんですか？」

　龍也の脇の下に冷や汗が流れた。

　……うわ、何て答えればいいんだ？

　でも、下へ手たに否定したり言い訳したりしても、リューカ姫には見抜かれちゃうよなあ……深みに嵌はまりそうな予感がする。こういうときは素す直なおに認めちゃったほうがいいのかもしれない。

　龍也は大きく深しん呼吸すると、笑って答えた。

「うん、メイドさんが好きだよ。だって、可愛かわいいあの服でにこにこ笑って、お帰りなさいませ、とか言ってもらえたら、やっぱり嬉うれしいもの」

　リューカ姫はしばらくじっと龍也の顔を見つめていたが、やがてふわっと笑ってうなずいた。

「そうですよね。あの服、可愛かわいいですよね」

　そして、リューカ姫はくるりと振り返ると、藤ふじ村むらプロデューサーを問い質ただしているサラサの所に行って、笑いながら話しかけた。

「その衣い装しようを身につけることについて、私は別にこだわりを持っておりませんよ、サラサ」

　サラサは驚いたように振り返って聞いた。

「ええんですか？」

「ええ、悪い事とは思いません。なぜなら日本ではメイドさんは使用人や下した働ばたらきをする人という印いん象しようではなく、愛らしいマスコットのような存在として受け止められているのです……ですからアニメとかフィギュアになっているのですよ……」

　そして、リューカ姫は小声で付け足した。

「人形に負けるわけにはいきませんしね……」

「え？」

「あ、いえ、何でもありません……」

　慌あわてて首を振ったリューカ姫を見た後で、サラサは小さくため息をつくとつぶやくように言った。

「郷ごうに入れば郷に従えという事かの……仕方ない。わしがメイド服とやらを着ることになるとはのぉ……」

　そしてサラサは所しよ在ざいなさげに寝室の中に突っ立っている龍たつ也やと藤村プロデューサーをにらんだ。

「わしらはこれから着替える！　さっさと出て行ってもらおう！」

　龍也と藤村プロデューサーは慌てて寝室から逃げだした。

　リビングに戻った龍也は携帯電話のスケジュール入力画が面めんを開いて藤村に聞いた。

「今日の取材と撮さつ影えいの細かいスケジュールはわかりますか？」

　藤村は着ていたジャケットのポケットからシステム手て帳ちようを取りだして、ページをめくりながら答えた。

「ちょっと待ってくれ……俺はアナログ人間なのでね、自分で書く手帳のほうが慣れてるんだ。えーと、今日の予定っと、あったあった。午前中は、御お茶ちやの水みずにあるメディアウォーカーズという出版社に行ってそこで取材だね。そして午後から秋あき葉は原ばらで撮影だ」

「メディアウォーカーズって、あれですよね、雷らい撃げき大だい王おうとか雷撃文ぶん庫ことかの、もっぱら萌もえ系けいの本出している出しゆつ版ぱん社……」

　藤村は笑ってうなずいた。

「そうだよ。この会社は今度うちのアニメ製作会社で企き画かくしているセリカスタン三人娘むすめシリーズに一枚嚙かんでいるんだ。アニメにしろ映画にしろ、映えい像ぞう関係の商品というのは製作費が高い。だけど売れるかどうかはわからない、いわばハイリスクハイリターンな商売なわけだ。だからそのリスクを分散させるために、色々な会社から少しずつ資本を集めて『製作委員会』というのを作って、リスクを分散させるのさ」

「へえ、そんな苦労があるんですね……俺、アニメを見るときはエンドタイトルの声せい優ゆうさんの名前しか見ていなかったなあ……」

「いや、普通に見る人は、そんなところまで見なくていいよ。楽がく屋や内の事だからね」

　頭を搔かいた龍たつ也やを見て藤ふじ村むらプロデューサーが笑ったとき、寝室のドアが開いてメイド服に身を包んだシーデが飛びだしてきた。

『やっほー！　シマオオカミ！　どう？　可愛かわいい？』

　幾いく重えにも刺し繡しゆうされたペチコートが、ふんわりとスカートの裾すそを持ち上げた黒いメイド服は可か憐れんだった……が、シーデはその上から例の救命ボートの入った大きな布のバッグを肩からかけていた。

　龍也は苦にが笑わらいした。

『そのバッグが白かったら、どっかの……メイド養よう成せい専門学校中ちゆう等とう部ぶの女子学生って感じだな……そんなでっかいバッグはメイドルックには似に合あわないと思うぞ』

『そんな事ないもん！』

　シーデがそう言ってほっぺたを膨ふくらませたとき、部屋の中からメイド服に着替えたリューカ姫とサラサが姿を現した。

　横に立っていた藤村プロデューサーが、小さく「ほう……」とため息を漏もらした。

　龍也にはそのため息の意味がわかった。

　恥ずかしそうに頰ほおを染そめたリューカ姫の可憐なメイド姿は、実に初うい々ういしく清せい楚そだった。そしてその後ろに立つサラサの着ているメイド服はスタイリストの小こ島じまさんが一晩徹てつ夜やしてサイズに合わせて仕立て直しただけあって、引き締まったウェストから胸へと描くボディラインを浮かび上がらせている。

　藤村プロデューサーはつぶやいた。

「こいつはすごい……まさしく清楚さと妖よう艶えんさの極きよく致ちのような取り合わせだな」

　龍也と藤村の前に立ったサラサは、腰に手を当てると胸を張って身体からだをひねってから、意い外がいそうに言った。

「ふむ……思ったより自由に動けるのじゃな。少なくともスーツのタイトスカートよりは楽に戦えそうじゃ……」

「戦うって……何と？」

　目を丸くする龍也を見て、サラサは怪け訝げんそうな顔になった。

「敵に決まっておろうが。日本のメイドは雇やとい主を守るために自動小しよう銃じゆうやバズーカを持って果か敢かんに戦うのだと、シーデが言っておったぞ。実際にガーターベルトにサブマシンガンの弾だん倉そうをくくりつけているメイドを見たと……」
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「あ、いや、それは、マンガやアニメの中での話で……シーデが見たのはそのアニメキャラとかの人形の話だよ！　日本のメイドさんは武器を持って戦ったりしないよ！」

　龍たつ也やはそう答えた後で、慌あわててシーデに聞いた。

『シーデが見たのは、メイドさんのフィギュアの事だろう？』

『うん、それとリューカ姫のパソコンで見た日本のアニメだよ！　アニメの中に出てくるメイドさんはカッコよかったよ！』

　そして、シーデは自慢げに日本語を交えて答えた。

『日本のメイドさんは、マスターの事を「ごしゅじんさまー」って言うんだよね！　ボクもシマオオカミの事を「ごしゅじんさまー」って呼んでいい？』

「え？　あ、いや、その、別に構わないけど……」

　龍也の答えを聞いたシーデは、目を輝かせてサラサとリューカ姫に言った。

『ねえ！　みんなでシマオオカミの事を「ごしゅじんさまー」って呼ぼうよ！　きっと楽しいよ！』

　その言葉を聞いたサラサは嫌な顔をした。

『なんで、龍也の事を、ご主人さまなんて呼ばなくちゃならないのよ！』

『だって、日本ではそれが「おやくそく」なんだよ、「おやくそく」というのは、守らなくちゃならないルールのようなものなんだって』

　サラサは複雑な顔になった。

『ふむ……それが日本におけるルールだと言うのならば、従わざるを得ないわね。郷ごうに入れば郷に従えと、さっき自分で言ったばかりだからな……』

　シーデは悪戯いたずらっぽい目でリューカ姫を見て言葉を続けた。

『姫ひめ巫み女こさまも「ごしゅじんさまー」って呼んであげなよ！　シマオオカミも、きっと喜ぶよ！』

「え？」

　リューカ姫は目を見開いて龍たつ也やを見た。

　そして、龍也と目が合ったとたん、見る見るうちに頰ほおが染そまった。

「あ、はい、呼ばなくちゃいけないんですよね……タツヤの事を……」

　そのリューカ姫がつぶやいた日本語の「タツヤ」という言葉を聞き取ったのだろう、シーデは不満そうに言った。

『ダメだよ姫巫女さま、「タツヤ」じゃなくて「ごしゅじんさまー」だよ。ほら、シマオオカミも期待してるじゃないか』

「え？　あ、そうですね、でも……心の準備が……」

　シーデの言葉と、目の前で耳の先まで真まっ赤かになって下を向いているリューカ姫を見たとき、龍也は我に返った。

　……いけね、俺、きっと、めちゃくちゃ期待している目でリューカ姫を見ていたに違いないぞ！　それってプレッシャー以外のなにものでもないよな。

　龍也は慌あわてて顔の前で手を振りながらリューカ姫に言った。

「あ、いや、そんなに無理する事無いよ！　そりゃあ確かにそのメイドルックで『ご主人さまー』とか呼ばれたら、俺はめちゃくちゃ嬉うれしいし、そのままどっかに飛んで行きそうな気分だよ……だけど、それを無理強じいする気はないからさ……普通に呼んでくれればいいよ！」

「はい……」

　リューカ姫がすまなさそうにうなずいたとき、サラサの声がした。

「ああ、わかった。ほいじゃ、わしが代わりに呼んでやろう。おい、ご主人さま、喉のどが渇かわいた、冷れい蔵ぞう庫こから冷えたウーロン茶を持って来い……これでええんじゃろう？」

「……何かが激しく間違っていると思うけど……」

「細こまい事にうるさいご主人様じゃのう、ええから早はよう持って来んか！」

「わかったよ……」

　龍也はそう言うとリビングの隅すみにある冷蔵庫の前に立って扉とびらを開けると、ガラスのボトルに入ったウーロン茶を取りだした。

「それにしても、ウーロン茶ってペットボトルだけかと思っていたら、こんなガラスのボトルに入ってるヤツもあるんだね、知らなかった」

　そう言いながら、サイドテーブルの上にウーロン茶のボトルを置いた龍也を見て、サラサは笑った。

「ご主人様じゃゆうて言われて喜んどっても、そうやって自分で動くところが、実にお前らしゅうてええのお」







　　　第七章　「五月二十日・東京・秋あき葉は原ばら」







　リューカ姫たち一いつ行こうと龍たつ也やを乗せたミニバンは、秋葉原の中央通りの歩行者天てん国ごくが始まる少し前に、秋葉原駅の裏うら手てにあるタイムズタワービルの脇についた。

　助じよ手しゆ席にいた藤ふじ村むらプロデューサーは、後こう部ぶ座席に乗っていたリューカ姫とサラサ、そしてシーデに声をかけた。

「はい、着きました。今日はこの先の予定はありません。皆さんは、このまま自由に秋葉原を歩いていただいて、いろんなものを見て、聞いて、面白がって下さい。その素すの姿を撮さつ影えいするのが今日の目的です……」

　そして藤村プロデューサーは、懐ふところから透とう明めいのプラスチックケースに入った、Ａ四サイズの白い書類のようなものを取りだして嬉うれし野のに見せた。

「こうやってちゃんと所しよ轄かつの警察から道路使用許きよ可かは取ってあるから、嬉野くんも安心して撮とりまくっていいからね」

　カメラマンの嬉野はほっとしたような微笑ほほえみを浮かべて答えた。

「ちゃんと許可証しようを持って一緒についてきて下さいよ。警察官に職しよく務む質問された肝かん心じんのときにどっかに行ってた、なんてのはゴメンですからね」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、何かあったらすぐに見せられるように、こうやってヒモつけて首から提さげておくから大おお船ぶねに乗った気持ちで、どんと行って構わないから」

「その、大船って泥どろ舟ぶねの間違いじゃないんですか？」

「うるさいな、たとえ泥舟でも大きけりゃ溶けて沈む前に向こう岸につけるだろうが！　お前はそんな事こと心配しなくていいの」

　藤ふじ村むらプロデューサーは、そう言った後で龍たつ也やを向いた。

「天あま山やまくんは、秋あき葉は原ばらに詳しいよね、彼女たちのガイドをお願いするよ」

「はい、わかりました」

　龍也はそう言うとミニバンから降りて、リューカ姫たちの手を取って、車から降りるのを手助けした。

　シーデはにこにこ笑いながら、リューカ姫ははにかみながら、そしてサラサは悠ゆう然ぜんと車から降り立った。

　タイムズタワービルの前に立って周りを見回したシーデは、拍子抜ぬけするような口く調ちようで言った。

『あれえ？　ここが秋あき葉は原ばらなの？　ネットで見たのとずいぶん違うよ？』

「ここは一本裏うら通どおりになるからね。中央通りに出ると、きっと見覚えのある風景に出会えると思うよ。そろそろ歩行者天てん国ごくも始まっているしね、まず秋葉原駅えき前まえでメイドカフェのチラシを配ってるメイドさんたちを見に行くとしようか……さあ、こっちだ」

　龍也はそう言うと、三人のメイドたちの先頭に立って歩き始めた。

　秋葉原駅の電気街口ぐちの前は、いつもの休日の秋葉原の光景が広がっていた。

　さまざまなメイドルック……黒いドレスに白いフリルのついたエプロンというオーソドックスなメイドルックの若い女性に混じって、青いチャイナ風ふうのドレスを来た女の子や、中には高校生の制服の上からエプロンを身につけた高校生メイド、そしてセーラー服によく似た制服を着たセーラーメイドなどが、道行く人にティッシュやチラシを配っている。

　中にはメイドさん二人の間に入って嬉うれしそうににこにこ笑って記き念ねん撮さつ影えいをしている外人のオジサンとかもいて、実ににぎやかだ。

　その中に、トップモデル並みのプロポーションを持つサラサと可か憐れんなリューカ姫、そして大きな通学カバンのような布のバッグを肩から掛けた中学生にしか見えないシーデの三人がメイド服を着て現れたのだから、人ひと目めを引かないわけが無い。今まで他のメイドさんたちにデジカメのレンズを向けていた通行人や観光客たちが、一いつ斉せいにサラサたちのほうに注目した。

　自分たちが注目の的まとになっている事よりも、目の前にいるメイドの群れのほうが気になったのだろう、サラサが目を丸くして龍也に聞いた。

「もしかして、あの女の子たちが、お前の言うところのメイドなんか？」

「そうだよ、秋あき葉は原ばら名物のチラシ配りのメイドさんさ。メイドカフェがいつまで続くかはわかんないけど、メイドルックに人気がある間は当分続くんじゃないかな」

　サラサは小さく首をかしげた。

「ふむ……こうやって見とると確かにお前の言うところの日本のメイドとわしらが知っとるメイドの間には、大きな隔へだたりがあるのぉ」

　サラサの隣となりで同じように目を丸くして見ていたリューカ姫が龍たつ也やに聞いた。

「あの……タツヤ。あのチャイナ服を着ている方も、セーラー服を着ている方も……メイドさんなんですか？」

「うん、なんというか、もう最近は衣い装しようはどうでもいいみたいだね。あの白いレースがついたカチューシャみたいなものを頭につけていれば、どんな格かつ好こうでもメイドさんらしいよ」

　そのとき、龍也の横でメイド姿のリューカ姫をカメラに収めようとしていた、チェックのシャツを着た二十代前半の小こ太ぶとりのメガネをかけた男が、バカにしたような口く調ちようで言った。

「はん！　カチューシャだって？　何を言うかと思えば……あれはホワイトプリムという名前があるんだ。まるっきりの素人しろうとだな君は。メイドについて説明するなら僕のようなメイドのプロに任せたまえ」

　その若い男の言葉を聞いたリューカ姫は目を丸くした。

「まあ、あなたは、メイドのプロなんですか？」

　自分の言葉がリューカ姫の関心を引いたのが嬉うれしかったのだろう。その男は大きくうなずいて胸を張った。

「ええ、そうですよ……僕はですね……」

　だが、その男が言葉を続ける前に、リューカ姫は小さく首をかしげて言った。

「でも……メイドのプロというのは、普通メイドさんだと思うのですけど……失礼ですが、どちらでメイドをなされているのですか？」

「え？」

　今度は男が目を見開く番だった。

「え、あ、いや……プロってのはそういう意味じゃなくて……あの……その……」

　困ったように視線を左右に動かす男にリューカ姫はさらに聞いた。

「プロというのは、プロフェッショナルと言う意味で、それを職業にしていらっしゃる方の総称だとお聞きしました。メイドとしてお働きにならないでメイドを職業にするという意味が良くわからないのです。まことに申し訳ありませんが、差しつかえなければ、あなたの職業の内容をお教え願えませんでしょうか？」

「あ、ははは、いや、日本語のニュアンスがわからない外人は、これだから困るな……悪いけど君に付き合ってはいられないんだ。じゃあね失礼するよ」

　若い男は一方的に言い残して、逃げるように人の群れの中に消えて行った。

　リューカ姫は、きょとんとした顔で、その男を見送ってつぶやいた。

「どうしたのでしょう？　私、何か気に障さわる事でも申したのでしょうか？」

「いや……気に障るというかなんというか……プロって言葉の意味が彼とは違っただけだよ。彼にとってプロって言葉は、他人よりちょっと詳しく知っているって意味だったんだろう。まあ、リューカ姫が気にする事じゃないよ……」

　龍たつ也やはそう言って苦にが笑わらいした後で付け足した。

「それに……その髪かみ飾かざりの本当の名前もわかったしね」

　リューカ姫は、はっとしたように自分の頭の上についているホワイトプリムに手をやってから、にっこり微笑ほほえんだ。

「はい、あの方には感謝しております」

　その頃には、リューカ姫たち三人の周りには、人の輪ができつつあった。

　何よりも目立っているのはサラサだった。

　見事に引き締まったウェストとそれと対たい照しよう的に突きだした豊かな胸。きりりと引き締まった表情の顔に時おり浮かぶ妖よう艶えんな微笑み。

　そんな女性がメイド服を着て秋あき葉は原ばらの街を歩いているのだ。人ひと目めを引かないわけがなかった。

　サラサは怪け訝げんな顔で龍也に言った。

「何かあったんか？　わしらにカメラのレンズを向ける連れん中ちゆうが急に増えたで？」

「サラサさん、自分がどんな目で見られているのかわかってる？」

　サラサは自慢げに胸を張った。

「おお、わかっとるわい。ちゃんと、視線の中に敵意を向ける者がいるかどうかチェックしとるぞ。わしの仕事は姫ひめ巫み女こさまのガードじゃけえの……じゃが、敵意がのうても、妙みように真剣な視線を送ってくる者がおるな……どしたんかのぉ」

　龍也は小さくため息をついた後言った。

「……これが天然だから困るんだよな」

「それはどういう意味じゃ！」

　怒ったようにまゆを逆さか立だてたサラサを見て、龍也は肩をすくめた。

「いいよ、説明すると長くなりそうだから……それより、あんまり駅前にいると通行の邪じや魔まになりそうだから、そろそろ中央通りの歩行者天てん国ごくに移動してみようか。いろんな店が出ているから面白いと思うよ」

「うむ、そうじゃな」

　うなずいたサラサをきょとんとした顔で見上げているシーデに、リューカ姫がセリカスタン語で言った。

『秋葉原の中央通りに行くそうです。ネットやガイドブックにあった秋葉原を見る事ができますよ』

『え？　ホント？　やった！　わーい！　アキハバラ！　アキハバラ！』

『シーデ！　一人で先に行くと迷まい子ごになりますよ』

　大きなカバンを振り回して駆けだしたシーデの後を追おうとして数歩足あしを進めたリューカ姫が、突然立ちすくむように足を止めた。

「どうしたの？」

　振りむいたリューカ姫の顔色は蒼そう白はくだった。

『あの人が……います……この近くに！』

「なんだって！」

「なんじゃと！」

　龍たつ也やとサラサは同時に叫んだ。

「間違いないのか！」

　そう聞いた龍也を、リューカ姫は真剣な目で見返して、こくんとうなずいた。

「ええ……間違えるわけがありません……あんな意識を持つ人が他にいるはずがありません！」

「どっちじゃ？　どっちの方角に感じたんかわかるか？」

　サラサの質問に、リューカ姫は弱々しく首を振った。

「申し訳ありません……方角まではわかりません。私にわかるのはその意識を持った人物が近くに……そう、百メートル以内にいるという事だけなのです……」

「ああ、そうじゃったな……申し訳ない……せんない事を聞いてしもうた……」

　サラサは自じ責せきの念に駆られたような表情で小さく首を振った後で、顔を上げて龍也をにらんだ。

「おい龍也！　日本の治ち安あん当局はなにをやっておるのじゃ！　ヤツを野放しにしとるんか！」

「だって、俺にそんな事言われたって、俺はただの浪ろう人にん生なんだよ！」

　目を白しろ黒くろさせる龍也を見て、サラサは小さく舌した打うちをすると、携帯電話を取りだした。

「もはや一刻の猶ゆう予よもならん！　こうなったらセリカスタン領りよう事じを通じて、日本の治安当局の番号を聞きだして直じき訴そするで！　それしかあるまい！」

　サラサはそう言うと、セリカスタン領事館に電話を掛けた。

『私です。はい、キシトン大だい統とう領りようから親しん善ぜん大使の命めいを受けて日本に来ているサラサ・クルティム大たい尉いです……例のテロリストの情報ですが、一体どうなっているんですか？　今、そのテロリストらしい者の意識をキンリの姫ひめ巫み女こさまが感じたのです！　日本の治安当局には情報が行っているんですか？　内容が内容ですから、外出禁止令などの強きよう権けん発動は無理かもしれませんが、もっと警けい戒かいを強めておくべきでしょう！　え？　日本の外がい務む省しようには詳しよう細さいな個人情報もすべてダイレクトに伝えてある？　外務省から治安当局に流れていないようだ？　なんでそんな事に？　日本の国内のシステムだからわからない？　ええ、はい、そうですね、そこから先は日本政府の領りよう分ぶんですから……とはいえ、事じ態たいは一いつ刻こくを争うのです！　ここから先は私の責任で動きます……ええ、ですから情報を知っている人間が動くしか無いのですよ……ええ、事後承しよう諾だくという形になると思います。え？　御安心下さい、日本の国内法は遵じゆん守しゆいたします……え？　親しん善ぜん大使なのになぜそこまで？　何をおっしゃいます、日本に仇あだなすテロリストを退たい治じする。これこそセリカスタンから日本に送る最大の親善メッセージです。違いますか？　ええ、わかりました、これが日本の治ち安あん当局の最高機き関かんの連絡先ですね。ありがとうございました……ええ、そうです、問い合わせがありましたら私の番号を当局に知らせて構いません。はい、では失礼します！』

　電話を切ったサラサは、領りよう事じから教わった電話番号を入力しながら龍たつ也やに向かって怒ど鳴なった。

『ぼさっとしてないで、あんたは武器を調達する場所をさがしなさい！』

「ぶ、武器ィ？」

　目を丸くする龍也を見てサラサはうなずいた。

『そうよ、武器！　夕べあんたもセリカスタンからの情報を見たでしょう？　相手はアングーとかいう武器を使うのよ！　素す手でで立ち向かうには危険すぎる！　どんな武器でもいい！　どっかに手に入れる事ができる場所は無いの？』

『……そんな事言われたって、この日本で武器なんか手に入るわけ無いよ！　セリカスタンと違って、一般の人間は銃なんて持てない国なんだから！』

『銃でなくてもいいのよ！　剣でも槍やりでも弓ゆみ矢やでもなんでもいいの！　それなら手に入るんじゃないの？』

　龍也は考え込んだ。

　……そういえば……秋あき葉は原ばらには、武器屋って、そのものズバリの名前のついた店があるけど、いくらなんでも本物は売ってないよな。

　龍也がそう答えようとしたとき、サラサの携帯電話が繫つながった。

　サラサは龍也に向かって小さく左手を上げて、話は後で聞くというゼスチャーをした後で電話に向かって話し始めた。

「あ、もしもし、警けい察さつ庁ですか？　私はセリカスタンから来日している、サラサ・クルティムと申す者ですが、領事からそちらにすでに連絡が……え？　本日は休日のために休み？　当とう直ちよく事務員しかおらん？　そちらはこの国の危機に対応する治安組織である警察の最高機関じゃないんか？　わしは今、この国の将来を左右する情報について話しとる！　だから、治安関係の総司し令れい部にあたる組織に繫げ言ゆうとる！　なに？　そんなものはない？　即そく時じ緊きん急きゆう対応態勢にある組織はないんか？　なに？　警けい視し庁ちように言ってくれぇ？　……こちらは実務とは関係ない組織だから？　ああ、もう、たいがいにせえ！　つつっべたここべ言わずに話のわかるヤツに繫がんかい！　お前じゃどうもならん！」

　そして、サラサは途と方ほうにくれたような表情で龍たつ也やに聞いた。

「龍也……この国の治ち安あんシステムは、いったいどうなっとるんじゃ？」

「俺に聞かれても困るよ……それより武器の話だけど、すぐ近くに武器屋って店があるんだ。使える者があるかどうかわからないけど、行ってみる？」

「ほう……武器屋とは、いかにもダイレクトな名前じゃな……わかった。警けい視し庁ちように連絡を入れた後で行ってみようかの」

　そう言ってうなずいた後で、再び携帯電話のダイヤルを押し始めたサラサを見て、今まであっけに取られたように黙ってやり取りを聞いていた藤ふじ村むらプロデューサーが、心配そうに龍也に話しかけてきた。

「……何かあったの？　サラサさんの顔つきが急に変わって、なんか警察庁がどうのこうのって電話していたみたいだけど……」

　龍也の脳のう裏りに、一いつ瞬しゆんすべてを話そうかという想いがよぎったが、龍也は小さく首を振ってその想いを振り払った。

　……いや、話すわけにはいかない。下へ手たに話せば、どこからどう広まるかわからない。ましてや藤村さんはマスコミの関係者だ。情報が広まる事で混乱が始まったら、テロリストの思う壺つぼだ。サラサさんが連絡を取っている件がどう動くのか聞いてからだ。

　……でも、待てよ。ウィルスを撒まくという事だけを伏せておけば、サラサさんがテロリストを追いかけようとしている事は説明できるんじゃないのかな？

　サラサさんが、セリカスタンの軍ぐん人じんだって事は、藤村さんも知っているわけだし……変に隠かくそうとしても無理があるもんな。

　龍也は小さくうなずくと話し始めた。

「えーとですね、藤村さんは、サラサさんがセリカスタンの軍人だって事は御ご存ぞんじですよね？　実はセリカスタンで国際手て配はいしていたテロリストによく似た人物を見かけたみたいなんです……」

　藤村は目を丸くした。

「見かけたって……この日本でかい？」

「ええ、それもついさっき、この秋あき葉は原ばらでです！　サラサさんは今、休きゆう暇か中ですけど、本職は軍人、それも情報部の人間で、テロリストとかを追いかけるのが本職なんですよ。だから、放っておけないので、日本の警察に連絡を取っているんです」

　カメラマンの嬉うれし野のがつぶやくように言った。

「それは、あれだな……非番の刑けい事じが、旅行先で指し名めい手配の犯人を見つけたようなものだな……」

「ええ、それが一番近いんじゃないかと思います……サラサさんは日本では何の権限もない観光客ですけど、だからといって見み過すごすわけにはいかないと言っていました」

「いやあ、真ま面じ目めだねえサラサさんは、いや、感心した。責任感と使命感に燃えて仕事をする女性は美しい。うん、彼女の美しさを支えているのはその心の中身だねえ、素す晴ばらしいよ彼女は」

　感心したようにうなずいた藤ふじ村むらプロデューサーに、カメラマンの嬉うれし野のがぼやいた。

「藤村さんが、素晴らしいって感心するのはいいんですけど、どうします？　取材とか撮さつ影えいとか……彼女が抜けちゃったらこの企き画かく、魅み力りよく半はん減げんですよ。お姫様とシーデちゃんだけでも充分魅力的ですけど、あの二人だけじゃ写真にパンチ力が足りませんよ？」

　藤村プロデューサーは、何を言っているんだこいつはという顔であっさりと言った。

「別にサラサさんが抜けなくてもいいんじゃないの？」

「え？　だって、彼女はもしかしたら日本の警察と協力して、そのテロリストを追いかけるかもしれないんですよ？」

「ああ、そうだよ、だったら俺たちも一緒に、ついていけばいいじゃないか。こんな機会めったにないぞ。企画しようったって企画できるもんじゃない！　ドキュメンタリーの説得力にかなうものはないからな。こういうときは現状優ゆう先せん、臨りん機き応おう変へんだ」

「いいんですか？　どうなっても知りませんよ……」

　半分恨うらめしそうな目で見る嬉野カメラマンを無視して、藤村プロデューサーは龍たつ也やに聞いた。

「そういえば、さっき天あま山やまくんは、サラサさんに武器屋がどうのこうのって言っていたけど……武器屋がどうかしたの？」

　龍也は、慌あわてて顔の前で手を振った。

「あ、いや、だから、そのテロリストを取り押さえる事になったら、もしものために護ご身しん用の武器が欲しいってサラサさんに言われたんですよ。日本じゃ本物の銃じゆう器きや刀とう剣けんは持てないけど、似たようなものは手に入るんじゃないかな？　と思って武器屋の話をしたんです」

「武器屋！　いいねえ！　武装メイド！　これは文句なしの萌もえ記号だよ！　うん、いいよ実にいい！　彼女たちを武器屋に連れて行こうじゃないか！」

　龍也の言葉を聞いた藤村プロデューサーが目を輝かせてそう言ったとき、電話を終えたサラサがしかめ面つらで龍也のところにやってきた。

『どうにも要よう領りようを得ないわね。そりゃあいきなり外国人の女に、怪あやしい日本語でバイオテロを敢かん行こうしようとしているテロリストを発見した、なんてまくし立てられたら困こん惑わくするのも無理はないし、ましてやそれが極ごく秘ひ情報なら警けい戒かいするのは当然だろうけど。……それにしてもセリカスタンの名前を出しても対応が鈍いところを見ると、うちの情報部から流したはずの情報は、どうやら日本政府のどこかで止まったままなのかもしれない……向こうから折り返し連絡が来るって話だけど、それまで手をこまねいているわけにも行かない……この街のどこかにいるはずなんだ。あのクー・フーってヤツが……』

　サラサがそう言って、歩行者天てん国ごくでごったがえす秋あき葉は原ばらの中央通りを見回したとき、シーデが叫んだ。

『ボクがいく！　ボクが捜しだして見せる！　ボクならこの人の群れの中からあいつを捜しだせるよ！　セリカスタンのバザールに比べれば、ターバンもスカーフも巻いてないだけ、日本のほうが楽だもん！』

『でも、シーデ、あなたはこの街に詳しくありません、もしあの男を見つけたとして……それからどうするのですか？　あなた一人では取り押さえる事もできないではないですか。それに後をつけるとしても、道に迷ったらどうします？』

　心配そうに言ったリューカ姫に向かって、シーデはポケットから携帯電話を出して見せた。

『大丈夫だよ姫ひめ巫み女こさま！　シマオオカミからもらったこれがあるもん！　あいつを見つけたらすぐに電話をするし、もし迷まい子ごになっても、ＧＰＳでボクのいる場所がわかるってシマオオカミが言っていたじゃないか！　だから大丈夫！　心配しないで！』

　シーデの言葉を聞いたサラサは目を輝かせた。

『そうか！　シーデがいたんだっけ。そうよね、あんたのスキルがあれば、あいつを捜しだせるかもしれない……でも、いいかい？　見つけたら即そく座ざに電話して、でもそれだけだよ。絶対に手を出しちゃダメ。約束して』

　こくんとうなずいたシーデを見て、リューカ姫が真剣な表情で言った。

『そうですよ、シーデ。あなたが私と一緒にこの日本に来る事が決まったとき、サゴン氏は、私のところに来て何度も頭を下げて言いました。田舎いなか者ものでやんちゃなシーデのような女の子を、日本のような遠い国に連れて行って大丈夫か？……と。でも、その言葉は、あなたを心から心配する兄の本心から出たものです。私は、サゴン氏に約束しました。あなたの妹さんを無事に連れて帰ります……と。シーデ。くれぐれも無理はしないで下さい。無理だと思ったらあきらめて構いません。誰もあなたを責めたりしません。いいですね？』

　シーデは自分が肩から掛けている救命ボートの詰まったカバンを、ぽんぽんと叩たたいて胸を張った。

『大丈夫！　兄あに者じやのくれたこのお守りにかけて、無理はしないよ！　あいつを見つけたらすぐに電話するからね！　迷子になったら道を教えて！』

『わかった、携帯電話を落とすなよ』

『うん、首から提さげているから大丈夫だよ！　じゃあ行って来る！』

　シーデはそう言うと龍たつ也やに手を振って、秋あき葉は原ばらの中央通りの人の群れの中に向かって走りだした。

「あ、あれ？　シーデちゃんを一人で行かせちゃって大丈夫なのかい？」

　あわてる藤ふじ村むらプロデューサーを見て、サラサが笑って首を振った。

「安心せい、シーデは頼りになる。一人で斥せつ候こうを務める事など朝あさ飯めし前まえじゃ。それより龍也、お前がさっき言ゆうとった武器屋とやらに早はよう連れて行け。得え物ものを持たん事には心細い！」




　秋あき葉は原ばらの駅から、中央線沿ぞいに御お茶ちやノ水みず駅の方向に向かった、一本裏うら通どおりにある小さなビルの中にその「武器屋」という店はあった。

　アクションドールや、トレーディングカードのポスターが貼はられた狭い階段を登っていくと、いきなり目の前に、西洋の甲かつ冑ちゆうと日本の鎧よろいが現れた。狭い店内に立っているその甲冑はウェブページで見たのと同じ光景だった。

「あ、ここだ！」

　そう言って店内に入った龍たつ也やは目を見開いた。

　今までアニメやゲームの中でしか見たことが無かった、西洋のファンタジーに出てくるようなロングソードや盾たてが、金属の光こう沢たくそのままに壁かべ際ぎわに立てかけられている。

　突き当りには日本刀とうや槍やりなどが並び、火ひ縄なわ銃じゆうらしい長ちよう銃じゆうもいくつか飾られている。

「すごいや、本当に武器屋なんだ……」

　龍也が思わずつぶやくと、カウンターの後ろにいた店長らしいメガネをかけた長ちよう髪はつの瘦やせた男の人が笑いながら答えた。

「ええ、ここは武器屋ですから……いらっしゃいませ、何をお求めですか？」

　そのとき、龍也の後からメイド服姿すがたのサラサとリューカ姫、そして藤ふじ村むらプロデューサーと嬉うれし野のカメラマンの四人が店内に入って来た。

　龍也を含めた五人で、狭い店内は、ほぼ一いつ杯ぱいになった。

「おお！　ここが武器屋か！　その名に恥じぬ品しな揃ぞろえじゃな！」

　サラサはそう言うなり、目の前にあった日本刀に手をかけた。

　いきなりメイド服の女性、それもモデル並みのプロポーションの妖よう艶えんなお姉ねえさまタイプと、初うい々ういしい可か憐れんな美少女タイプの取り合わせが店内に入って来たのを見た店長は、ぽかんと口を開けたままサラサたちを見ていたが、すぐに我に返って言った。

「申し訳ありません。商品を見たいときは申し出て下さい。勝かつ手てにいじると危険ですし、鉄製のものは錆さび止どめの油が塗ってありますので……」

　店長の言葉を聞くより早くサラサは日本刀を鞘さやから抜いていた。

　目を輝かせたサラサの顔が怪け訝げんなものに変わるのに時間はかからなかった。

「なんじゃこれは、レプリカではないか。刀とう身しんは鉄でのうて、刃はもついておらん！　店長！　これはどういうわけじゃ？」

　店長はにこにこ笑いながら答えた。

「ええ、ここにあるのはすべてレプリカです。刀身は金属製せいですが、亜あ鉛えんやアルミなどのロックウェル硬こう度ど四十未み満まんの合ごう金きん製で、刃は物ものとしては使用できないものです。飾って楽しむ、見て楽しむ、というための武器です。外国の方ではご存じないのは無理もありませんが、日本という国には銃じゆう刀とう法ほうという法律があって、銃に限らず、刃物の所しよ持じ携帯にも厳きびしい規制があるのですよ」

「銃だけではなく、刃は物ものも持てんのか！　なんちゅう国じゃ！　日本というのは！」

　憤ふん慨がいしたように言うサラサに向かって、龍たつ也やは弁べん解かいするように答えた。

「だって、日本は警察がしっかりしているし、治ち安あんが良いから、誰も武器を持って歩く必要なんか無いんだよ。セリカスタンとは違うんだ！」

　龍也の言葉を聞いたサラサは大きくうなずいた。

「うむ、それはわかる。確かにこの国は、他の国に比べたらはるかに治安はええ。夜に子供が一人でバスに乗ったり地下鉄に乗れる国じゃ。自分の身を自分で守ろうと考えんでも生きていける素す晴ばらしい国じゃ……じゃが、今は、その武器が必要なときなんじゃ！　おい、店てん主しゆ！　本当に使える武器は無いのか？　刃はがついとらんでもええけえ、こう……鉄でできたもので、なんぼ打ち合おうても曲がったりせんものならええ！」

「鉄でできたものは、ほとんど置いてないんですよ……」

　店長はそう言うと、困ったような顔になって店内を見回した後で、目の前にあるショーケースに目を止めた。

「あ、そうだ、手しゆ裏り剣けんならありますよ。刃は渡わたり十五センチ未み満まんなら法律には触れないので、所しよ持じはできるんです……携帯はできませんけどね」

　店長の言葉の意味がわからなかった龍也は思わず聞き返した。

「あの……所持と携帯って、どう違うんですか？」

「所持というのは、自分の所有物として家に置いておく事で、携帯というのは持ち歩く事です。理由無なしで持ち歩けるのは刃渡り六センチ未満の刃物だけですね」

「じゃあ、ここで売っている手裏剣を買っても、家に持って帰れないんじゃないんですか？」

　そう言って首をひねった龍也を見て、店長は微笑ほほえんだ。

「言ったでしょう？　理由無く持ち歩けないって、理由があればいいんですよ。買って帰る途中なら問題は無いんです。それがダメだったら、ホームセンターや金物屋で包ほう丁ちようを買って帰れなくなっちゃうでしょう？　あと、正確に言うなら護ご身しん用ってのも理由にはなりませんよ。防ぼう御ぎよのためなら、鉄の棒でも木の棒でもいいはずです。刃物は攻撃しようと思えばできますから、防御用の道具とは認めてもらえないんです」

「へえ……法律って色々細かく決まってるんだね。ちっとも知らなかった」

　感心するようにうなずいた龍也の横で、ショーケースを覗のぞき込んだサラサが顎あごの下に手を当てて考え込むようにつぶやいた。

「このシュリケンと、飛びクナイ言ゆうんは、確かに鉄でできとる。じゃが、ちぃと小さすぎる……シーデなら喜んで使うんじゃが……」

　そのサラサの言葉を聞いたリューカ姫が納なつ得とくしたようにうなずいた。

「ええ、そうですね。シーデのスローイングナイフの腕うで前まえはセリカスタンでも随ずい一いちと言われてますから、このトビクナイという剣なんかを見たら、きっと喜ぶかもしれませんね」

　いつものにこやかな表情でさらっと恐ろしい事を言ってのけたリューカ姫を見て、龍たつ也やは思わず生なま唾つばをごくりと飲み込んだ。

「……知らなかった。シーデって、そんな特技も持ってるんだ……」

「うむ、あいつは、オードン族ぞくの闇やみ師しとして訓練を受けておったからな。暗殺者アサシンとしては免めん許きよ皆かい伝でんの腕前じゃ……店てん主しゆ、この飛びクナイという物を買い求めたいが……何本ある？」

　店長は自分の後ろにある棚を調べてから、済まなそうに首を振った。

「申し訳ありません。今、ここに並んでいる五本だけですね」

「在庫が無いんなら仕方ないの。今あるだけでええけえ、全部売ってくれ」

「かしこまりました」

　そう言って、ショーケースの中から飛びクナイを取りだして箱に入れ始めた店主に向かって、サラサが聞いた。

「そういえば、日本では今でも刀が作られとるという話を聞いたんじゃが……日本刀とうを買う事はできんのか？」

　横に立っていた龍也が言い聞かせるように言った。

「だから、言っただろう？　日本じゃ勝かつ手てに武器は持てないんだって。確かに日本にも銃を売っている銃じゆう砲ほう店てんもあるし、そこでは猟りよう銃じゆうとかライフルとかも売られているけど、免許を持っていない人は買えないし売ってくれないんだ。日本刀だって同じ事なんだよ」

　武器屋の店長は笑って首を振った。

「いいえ、違いますよ。日本刀は免許や資格が無くても買えるんです。日本刀は許可制ではなくて登とう録ろく制です。つまり、日本刀に登録証しようがついていれば、それは自由に売り買いできるんですよ」

　龍也は目を見開いた。

「ええっ？　試験とか講こう習しゆうとか受けて合格しないと持てないんじゃないの？」

　武器屋の店長は笑いながら首を振った。

「違います。誤ご解かいしている人が多いんですけど。日本刀は猟銃とか空くう気き銃じゆうとかは違うんです。誰でも……そう、私でもお金さえあれば、店に行ってその場で買う事ができます。でも、気をつけなくちゃいけないのは、日本刀はれっきとした刀とう剣けんです。所持、つまりさっき言った通り家に置いて眺ながめて楽しむ事はできますけど、携帯、つまり持ち歩くのは厳げん禁きんって事ですし、振り回すなんてもってのほかですけどね」

　サラサの目が輝いた。

「なら……本物の日本刀を買い求める事はできるんじゃの？」

「ええ、できます」

「どこで売っとるんじゃ？」

　店長は、少し考え込んだ後で答えた。

「この辺だと……そうですね、銀ぎん座ざにある刀とう剣けん店でしょうか。場所が場所だけに、目が飛びでるほどの値ね段だんですけど、買う事はできるはずです」

　店長の言葉を聞いたサラサは、大きくうなずいた後で龍たつ也やに向き直って言った。

「よし！　銀座に行くぞ！　案内せい！」

「ええっ？　その格かつ好こうで銀座に行くの？」

　驚く龍也を見て、サラサは怪け訝げんな顔をした。

「この格好がどしたんじゃ？　このメイド服は取り立てて目立つもんでもあるまいが。街を行けば、いくらでも歩いとったぞ」

「秋あき葉は原ばらはそうだけど……銀座じゃ違うんだよ」

「同じ東京の街でも場所によってそんなしきたりがあるんか……日本はほんま不ふ思し議ぎなところじゃのお」

　首をひねるサラサに龍也が説明した。

「なんて言うのかな。そのメイドルックってのは、いわばお祭りの衣い装しようみたいなものなんだよ。秋葉原ってのは、そのお祭りを毎日やっている特別な街なんだ」

「ふむ……そうか、このメイド服は祭りの衣装なんか……そういえば秋葉原以い外がいでは見かけんかったしのぉ……」

　納なつ得とくしたようにうなずくサラサを見て、龍也が我ながらいいたとえ話だったな……と考えたとき、横で話を聞いていたリューカ姫が目を輝かせて言った。

「ああ、そうだったんですね！　それで納得できました！　あのポスターの意味！」

「ポスターって？　どこにあったポスターの事？」

「ほら、みんなで浅あさ草くさに行った時です。電柱に貼はってあったじゃないですか、ピンクの文字で『秋葉原メイド祭り』って書いたポスターが……」

「あ、いや、あれはキャバクラのポスターで、ちょっと意味が違うんだけど……」

「きゃばくら……って、なんですか？」

「え？　あ、いや、それはその……」

　興味しんしんという目で自分の顔を覗のぞき込むリューカ姫に、どう答えようかと龍也が迷ったとき、サラサの声が飛んだ。

「何やっとる！　時間が無い、銀座に連れて行け！」

「え、あ、そうだね、今はそれどころじゃないよね！　どうもお世せ話わになりました！」

　龍也はどこかほっとしたような表情で、店てん主しゆに頭を下げて店を飛びだした。

　狭い階段を降りたところで、藤ふじ村むらプロデューサーが困ったような顔で聞いてきた。

「ずっと話を聞いていたんだけど……銀座に行くのかい？」

「ええ、どうやらサラサさんは、銀座で日本刀を買うつもりみたいですね」

　さらっと答えた龍たつ也やを見て藤ふじ村むらプロデューサーは目をまん丸にした後で心配そうに聞いた。

「本物を買うつもりなのかい？　日本刀とうの真剣は十万二十万の単位じゃないんだぜ。ましてや銀ぎん座ざともなれば百万の単位の品物がゴロゴロしているんだぞ……買えるのかい？」

「ええ、大丈夫だと思います……サラサさんはアメックスのブラックカード持ってるそうですから……なんでも、キシトン大だい統とう領りようから全権委い譲じようされてるとかで、国家予よ算さんで支払えるみたいですよ」

「アメックスのブラックカード？　アレは都と市し伝説じゃないの？」

　龍也は手て帳ちようサイズのミニノートパソコンにエッジを接続してインターネットで銀座の刀とう剣けん店を検けん索さくしながら藤村に答えた。

「実在しているらしいですね……あ、あったあった、ここが銀座の刀剣店だ！　えーと、地下鉄東ひがし銀座駅えきの近くだな……東銀座なら日ひ比び谷や線だ！　日比谷線の秋あき葉は原ばら駅に向かいましょう！」

　龍也はそう言ってミニノートパソコンを畳たたんでリュックに入れると、先頭に立って歩き始めた。

　龍也の後ろにサラサとリューカ姫、そして藤村プロデューサーが続いた。

　その一いつ行こうの一番後ろについていた嬉うれし野のカメラマンが、不安そうに前を歩く藤村プロデューサーに聞いた。

「なんか、話がどんどんとんでもない方向に転がって行くような気がするんですけど……気のせいですかね？」

「まあ……確かに最初考えていたのとはかなり違う方向に行ってるけど。まあこれもアリじゃない？　ようは面白ければいいのよ。成り行き任せで結果オーライってのが理想じゃないの？」

　藤村プロデューサーの返事を聞いた嬉野は、はあ、とため息をつくと、カメラバッグを背負いなおした。




　東銀座の駅を降りた龍也たちが階段を登って地上に出ると、そこは歌か舞ぶ伎き座ざの前だった。

　白い壁に神社のような屋根がついた建物の前に立ったメイド服姿のサラサとリューカ姫を見て、観光のために歌舞伎座に来ていた外国の団体客が歓かん声せいを上げた。

　英語文化圏けんから来た外国人なのだろう「ワーオ！」という驚きの言葉の端はし々ばしに「アキハバラ！」とか「メイドサン！」「オターク！」という単語が混じっている。

　いきなり注目の的まとになったサラサは、苦にが笑わらいをして龍也に言った。

「お前の言ゆうた通り、ここにはメイドはおらんようじゃの……このままじゃったらとんだ見み世せ物ものになってしまう。早はよう、日本刀の買える店に連れて行け！」

「ちょっと待って……実を言うと俺もあんまり銀座は詳しくない……っていうか、ほとんど知らないんだよね」

　龍たつ也やはそう言うと、ミニノートパソコンの画面を見て現在位い置ちを確認した後で、東京駅の方向を指差した。

「あっちみたいだね。ウェブページを見ると、ビルの中にあるみたいだ」

「急ぎましょう！　いつシーデから連絡が来るかわかりません！」

　真剣な目でうなずいたリューカ姫にうなずき返した後で、サラサは顔をしかめて小さく舌した打うちをした。

「ちっ！　それにしても、日本の治ち安あん当局はどうなっとるんじゃ！　折り返し連絡を寄こすと言ったきり全く音おと沙さ汰た無しじゃ……警察が当てにならんのなら、個人で動くしかないという事じゃな……」

　先頭に立って歩き始めていた龍也がその言葉を聞きつけたのだろう、振り返ってサラサにセリカスタン語で聞いた。

『個人で動くって……どうするつもりなの？』

　日本語ではなくセリカスタン語で聞いてきた龍也を見て、サラサは一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔になったが、すぐに小さくうなずいた。

『……そうか、この話は藤ふじ村むら殿には秘密という事ね？』

『うん、サラサさんが国際手て配はいのテロリストを追いかけているって事は話したけど、そいつがウィルスをバラ撒まこうとしているってのは話してないんだよ』

　サラサは、にやっと笑った。

『お前もそれなりに知ち恵えが回るようになってきたようね。日本でローニン、なんて仕事をやらせておくのはもったいないわ……どう？　セリカスタンに来ない？』

　龍也は憮ぶ然ぜんとした表情で答えた。

『浪ろう人にんってのは、仕事じゃないよ……それはともかく、日本の警察が動く前にヤツに出会ったらどうするつもりなの？』

　サラサは胸を張って答えた。

『決まっている！　ヤツを見たらその場で斬きり伏せる！　ウィルスを撒かれる前に問もん答どう無む用ようで斬るわ！』

『それじゃ辻つじ斬りだよ！』

『かまわない！　百万単位の人間の命がかかっているのよ！　それで罪に問われ、この日本で獄ごくに繫つながれたとしても、後こう悔かいなんかしない！』

　サラサの目は本気だった。

『わかった……そんな事になる前に警察から連絡が来る事を願うしかないね……』

　小さくため息をついて答えた後で、龍也は思った。

　……下へ手たすれば、スポーツ新聞に見出しが躍おどりそうだな……秋あき葉は原ばらに辻斬りメイド出現！　とかなんとか。




　目的の刀とう剣けん店は、ちょっと変わったデザインのビルの中にあった。

　扱っている品物と、さっき見た歌か舞ぶ伎き座ざの建物から、もっと和わ風ふうのデザインを予想していた龍たつ也やは、確証が持てないままビルの前で少しためらった。

　……あれ？　こんな前ぜん衛えい的なデザインのビルでいいのかな？　でも、住所はここだよな。

　龍也が確認しようとしたとき、そのビルの一階にあったショーケースを指差してサラサが叫んだ。

「おお！　見ろ！　日本刀じゃ！」

　サラサが指し示した先には、白い布の上に白はく銀ぎん色に光る細長い刀とう身しんがいくつも飾られている光景があった。

「ここで良かったんだ……」

　龍也が、ほっとしたようにつぶやいたのを聞いたサラサは、「うむ」と一言答えると、そのまま早足で店のドアを開けて店内に入って行った。

「あ、ちょっと待って！」

　サラサの後を追って龍也が店に飛び込むのと、店の中で仁に王おう立だちしたサラサが叫ぶのは同時だった。

「日本刀を所しよ望もうする！　人が斬きれる業わざ物ものを一振り！」

　店内にいた店員らしいスーツ姿の若い男は、一いつ瞬しゆん驚いたように目を見開いたが、すぐに微笑を浮かべて、一礼した。

「いらっしゃいませ」

　その、優ゆう雅がにも見える物もの腰ごしを見た龍也は、思わず感心した。

　……すごいや、さすがは銀座に店を構えているだけの事はあるな。一流の店になればなるほど姿格かつ好こうで人を判断しないって聞いた事があるけど……メイド服姿の外国人の女の人が飛び込んで来て、人が斬れる刀をくれ！　とか言ったら、普通は叩たたきだされちゃうよな。

　その若い店員はサラサに近づくと自己紹介をした後で、静かな口く調ちようでたしなめるように言った。

「日本刀は確かに戦いの道具でございます。人を殺あやめる事ができる武器として作られ、この世に生まれました。でも、もし、その目的のためにだけ使われる物だったとしたら、とうにこの世から消え、今の世に伝えられる事はなかったでしょう。

　当店には人を斬るためのお刀は一ひと振ふりもございませんし、そういう目的の方には日本刀をお売りするわけには参りません。しかし、美術品としての価か値ちをお認めになり、鑑かん賞しようするためにお買い求めになるのでしたら、いくらでもご相談に乗ります」

　サラサは反はん省せいしたように小さく頭を下げた。

「えらい申し訳ない……人を斬るゆうんは、もののたとえじゃ。業物と呼ばれる日本刀は切れ味が目に見えると聞いておる。わしが言いたかったのは、そういう切れ味が目に見えるような日本刀とうが欲しいという事なんじゃ」

　若い店員は微笑ほほえんだ。

「さようでしたか。それはそれは、差しでがましい口をききまして、申し訳ございませんでした。どうぞお気を悪くなさらずに願えれば幸いでございます……それにしてもお嬢じよう様は日本語が堪たん能のうでいらっしゃいますね……」

　サラサは照れたように微笑んだ。

「うむ……祖そ父ふが日本人での……日本語は祖父から教わった。じゃが広ひろ島しまの出じゃけえ、わしの話す言葉は広島弁べんゆう方ほう言げんに近いらしいの。聞き苦しいかもしれんが勘かん弁べんしてつかあさい」

「いえいえ、そのような事はございません……」

　若い店員はそう言って首を振った後で、店内に展示してある日本刀の刀とう身しんを指し示して言葉を続けた。

「どうぞ、店内をご自由にごらん下さい。陳ちん列れつしている品でお目を引くものがございましたら、どうぞお申し付け下さい」

　サラサはゆっくりと店内を見回した。

　展示してある日本刀の多くは柄つかも鞘さやも無い、刀身だけの状態だったが、これには理由がある。

　日本刀の価か値ちは、刃は紋もんの美しさと、そして誰が鍛きたえたのかという刀鍛か冶じの名前で決まる。その刀鍛冶の名前、いわゆる銘めいが刻まれているのは茎なかごと呼ばれる柄が取り付けられる部分である。そのため、日本刀を展示するときは、柄や鞘という拵こしらえをまとっていない刀身だけを展示する事が多いのだ。

　店の中に並ぶ日本刀の刀身を見回していたサラサは、店の奥のガラスケースの中に陳列してある、一ひと振ふりの日本刀に目を止めた。

　その日本刀は白鞘の柄がついており、抜き身の状態で展示してあった。

　吸い寄せられるようにその日本刀に近寄ったサラサは、ガラスケース越しに、じっと刀身を見つめた後で顔を上げて店員に言った。

「この刀が見たい……」

　店員は、ガラスケースの中にある白鞘の日本刀を見て、はっとしたように目を見開いた後で、困ったような微笑を浮かべた。

「お客様……まことに申し訳ありませんが、そのお刀は、参考品でございまして……」

「なんじゃ、売り物ではないんか？」

　そのとき、店の奥から声が飛んだ。

「構わんよ、見せておやりなさい……はるばる異い国こくから参られたのだ、それくらいの便べん宜ぎを図ってやってもよいじゃろう？」

　店の奥にある応接室らしい部屋の入り口の方を見ると、袴はかまをはき白はく髪はつの長ちよう髪はつをオールバックにした和わ服ふく姿すがたの老人が立っていた。

「御お屋や形かたさま……よろしいのですか？」

　御屋形さま、と呼ばれた白はく髪はつの老人は、上じよう品ひんに笑って答えた。

「はっはっは、あれはわしの刀じゃ。わしが良いと申しておるのじゃ問題は無かろう」

「申し訳ありません……では、失礼したします」

　若い店員は、そう言って老人に小さく一礼した後で、ガラスのショーケースを開けて、陳ちん列れつしてあった抜き身の日本刀とうを白しろ鞘さやに収めてから、サラサの前に持ってきた。

「お刀には鋭えい利りな刃やいばがついております。心して扱って下さい」

「うむ、一応、祖そ父ふから日本刀の扱い方は教わっとるが……もし粗そ相そうをしでかしそうなときは叱しかっていただきたい」

　サラサはそう言うと、エプロンのポケットに入れてあった白いレースのハンカチを取りだして口にくわえた。

　その仕し草ぐさを見た店員と御屋形さまと呼ばれた老人の両方が、感心したように小さく「ほう……」とため息を漏らして目を見開いた。

　日本刀は鉄であり、錆さびを誘う水分を何よりも嫌う。

　サラサのやったハンカチを口にくわえる、という行為は、日本刀の刀とう身しんに不用意に唾つばを飛ばしたり、息をかけたりする事がないようにするための作法だった。

　サラサは刃の方を上にして白鞘の柄つかを右手でしっかりと握り、刃を上にしたまま、左手で鞘を握って静かに抜き始めた。

　刀身を滑らせるようにして刀を抜いたサラサは、刀身を目の高さに上げ、そのまま刃は紋もんに沿って視線を動かして行く。

　切きっ先さきまで目を走らせた後で手首を返し、反対側の刃紋に目を流す。

　しばらくじっと刀身を眺ながめた後で、サラサはすっと手を伸ばして日本刀を目の高さで前に突きだした。

　その姿は美しかった。

　動きの無い、静かな、ぴんと空気が張り詰めたような冷たい美しさだった。

　龍たつ也やは一いつ瞬しゆん、サラサの着ていた黒いメイド服が和服のように見えた。

　それは、ほんの一ひと呼吸ほどの時間だったのだろうが、龍也には何十分もの長い時間に感じられた。

　サラサがふっと気を緩ゆるめ、日本刀を自分の手元に引き付けるのと同時に、凍こおり付いていたような空気が動きだすのがわかった。

　サラサは刃を上にして刀を寝かせると、切っ先を鞘の入り口に静かに載せて、刀身が左右に揺れぬようにゆっくりと鞘に入れ、最後に力を入れてしっかりと口を締めた。

　白鞘に収まった日本刀を店員に渡したサラサは、くわえていたハンカチをはずし、口元をぬぐうと、老人に向き直って一礼した。
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「ありがとうございました」

　サラサの一連の動作を見ていた老人は、満足そうに微笑ほほえんで言った。

「おぬし……なぜ、その刀を選んだのかな？」

　サラサは小さく首をかしげて、考え込むように答えた。

「なぜかはわかりません、ただ、この中で一番いつちやんわしの目を引く何かがあったとしか答えようがありません」

　老人は静かに微笑みを浮かべながらうなずいた。

「ふむ……その刀は天てん正しよう九年、芸げい州しゆう可か部べ三み入いりに住む刀とう工こう、二に王おう真まさ清きよの作で極きわまった業わざ物ものじゃよ」

「芸州とは……広ひろ島しまですか？」

　目を見開いたサラサに、老人はうなずいて見せた。

「そうじゃ、今から四百五十年ほど昔……室むろ町まち時代と呼ばれていた頃に広島の刀鍛か冶じが鍛きたえたものじゃ。お前さんの言葉には広島訛なまりがあるが……縁えん者じやが広島にでもおるのかね？」

「はい、祖そ父ふは広島にある帝てい国こく陸軍広島第五師し団だんにおったそうです。日本語はその祖父から教わりました」

　サラサの言葉を聞いた老人は目を見開いた。

「ほう、奇き遇ぐうよのう、その刀、元は広島第五師団の将しよう校こうの軍ぐん刀とうだったと聞く……」

「軍ぐん刀とう？　軍刀ゆうたら、軍の装そう備びとして作られたものでしょう？」

　怪け訝げんな顔をするサラサに、老人はゆっくりとした口く調ちようで説明を始めた。

「確かに軍刀と呼ばれるものの多くは、日本刀とうのように一本一本鍛きたえるのではなく、工場のような場所で軍の装備品として銃のように大量生産されたものじゃ。じゃが、中には、地方の名めい家かの出身者の将校が家か宝ほうの銘めい刀とうを守り刀として軍刀拵こしらえにしたものもあったのじゃよ。

　日本が戦争に負け武ぶ装そう解除されたとき、銃だけではなく数多くの軍刀が連れん合ごう国こくによって接せつ収しゆうされた。その中には、名のある銘刀も数多くあったのじゃ。そして、そうやって外国に流出した銘刀が、再びこうやって日本に里さと帰がえりしてくるのじゃ……里帰りする日本刀の多くはアメリカ帰りだが、こいつは毛色が変わっていてな……ロシア帰りなのじゃよ」

「ロシア帰りじゃと？」

「ああ、そうだ。横よこ浜はまに住んでおるイエロヒムというユダヤ系けいの骨こつ董とう商人が、わしのところに持ち込んだものじゃ、錆さびておったが研とぎに出したら、このような業わざ物ものじゃった……おそらく名のある家の者が持っておったのじゃろう」

　サラサの顔つきが変わった。

「ほんま言うと、わしの祖じ父いさんは、ソビエト連れん邦ぽうで抑よく留りゆうされ、中央アジアの収しゆう容よう所じよに送られたんじゃ……ほしたら、この刀は……」

　そしてサラサは老人に正面から向き直って深々と頭を下げて言った。

「ご老人！　お願いじゃ、この刀を売ってくれ！」

　老人はその問いには答えず、ただ微笑ほほえみのみを顔に浮かべて静かに聞いた。

「異い国こくのお嬢じようさんよ、あんたは何ゆえにその日本刀を求めるのかな？　祖そ父ふのゆかりの品かもしれん、というそれだけのためかね？」

　サラサはしばらく黙ったまま老人の顔を見つめていたが、やがて決意するように静かに言った。

「……この国を守るためじゃ」

　その答えはおそらくその老人が想像したものの中になかったのだろう。老人は驚いたように聞いた。

「ほう、この国に仇あだなすものがおるのか？」

　サラサは胸を張った。

「おる！　わしは知っとる！　あれを放置する事はできん！　この国は祖父の国じゃ。祖父はこの国に帰れんまま、わしらの国の土になった。じゃが、祖父はこの国を最後まで忘れんかった。わしは、祖父の代わりにこの国を守る！」

　老人はじっとサラサを見み詰つめていた。

　……この娘は何者であろうか？

　メイドのような服を着て、広ひろ島しま弁べんを操あやつる外国の娘……うさんくさいなどという言葉で表せるものではない。

　挙あげ句くの果てに、この刀で日本を守るとぬかしおった。

　冗じよう談だんを言っておるのか？　常じよう軌きを逸いつしておるのか？

　いや……違う。

　この娘は真しん摯しな目をしておる。この目は何かに向けて全身全ぜん霊れいを傾けている者だけが持てる目だ。

　刀かたなの扱いを見ても、興きよう味み本位のうわついた所しよ作さは微み塵じんも無かった。

　……そう、それよりなにより、この娘が、この刀を持ったとき、わしは思わず魅み入いった。失われた円えん環かんが目の前でめぐり合い、完成した瞬しゆん間かんを見るような思いだった。

　そこまで考えたとき、白はく髪はつの老人の胸の中にあった何かが、すとんと腑ふに落ちた。

　……そうか。

　この娘が刀を求めているのではない。

　この刀が娘を求めていたのだ。

　ソビエトで抑よく留りゆうされた日本の士し官かんの手から離れたこの刀はさまざまな人の手を回って、この日本に還かえってきた。

　今、わしの前にいるこの娘の祖そ父ふの持ち物だったのかそうでないのか、それはわからぬ。だが、それは縁えにしと呼ぶにふさわしいものなのかもしれぬ。

　老人の顔に微笑ほほえみが浮かんだ。

　……人じん智ちを超えた縁を、わしごときが断ち切れるものではあるまい。

　もしかすると、わしは、今日、ここでこの娘にこの刀を渡すために、生きてきたのかもしれんのだ。

　その微笑みはすぐに顔全体に喜びの色とともに広がった。

「面白い……その刀。おぬしに預けようぞ！　代金はいらん！　その刀で見事この国を守って見せるがよい！」

　老人がとんでもないことを言いだしたのを聞いた店員が顔色を変えた。

「お屋や形かたさま！　あのお刀は重要文化財級きゆうの業わざ物もので時じ価か数百万を下らぬと、品ひん評ぴよう会で評判となったお品でございます！」

「よい！　この責任はわしが負う！　老い先さき短いこのわしの血が滾たぎってきよったぞ！　わっはっはっは！」

　老人は実に楽しそうに腹の底から大声で笑った。




　紫むらさき色のシンプルな刀袋ぶくろに包んだ白しろ鞘さや入りの日本刀とうを抱えたサラサが、丁てい重ちような礼を言って刀とう剣けん店を出たとき、龍たつ也やの携帯電話が鳴った。

　慌あわてて携帯電話を取りだした龍也は、通つう話わ相手の番号を見て声を上げた。

「シーデからだ！」

「なんじゃと！　ヤツを見つけたんか！」

「今どこにいるんですか？　無事なんですか？」

「ちょっと待って！　今、話を聞くから！」

　血けつ相そうを変えて詰め寄るサラサとリューカ姫を左手で抑えて、龍たつ也やは携帯電話を耳に当てた。




　シーデは地下鉄末すえ広ひろ町ちようの駅の入り口に立って、目の前の交差点で信号が変わるのを待っている歩行者天てん国ごくの人の群れを見つめていた。

　その視線は、人の群れの中にいるクー・フー本人ではなく、その周囲に立つ人間に向けられていた。

　視し界かいの中に対象の人物を保ち続けるが、決してその人物を直視しない。それがシーデが教わった追つい尾びテクニックの一つだった。

　耳に当てていた携帯電話が繫つながったのだろう、緊きん張ちようした顔つきが一気に緩ゆるんだ。

『あ！　シマオオカミ？　シーデだよ！　うん、大丈夫！　見つけたよ見つけた！　え？　今どこかって？　あ、ちょっと待って！　信号が変わった！　歩きだしたから後をつけるね！』

　シーデはそう言うと、人の群れに混じって歩き始めた。

『うん！　そうだよ、今歩いてる！　車道の真まん中なか！　え？　あたりに何が見えるかって？』

　携帯電話を耳に当てたまま、辺りを見回したシーデは嬉うれしそうに答えた。

『えーとね、ビルと、それから電器屋さん！』

　携帯電話の返事を聞いたシーデは困ったような顔になって、もう一度辺あたりを見回した。

『え？　それだけじゃわからない？　もっと詳しく教えろ？　んーとね、あとはね、店の前にアニメの女の子の絵がついたポスターを一いつ杯ぱい貼はったお店があるよ！　えーと……これはゲーム屋さんかな？　それがあるよ！』




　銀ぎん座ざの真まん中なかで携帯電話をかけていた龍也は、途と方ほうにくれたような顔で、サラサとリューカ姫に答えた。

「シーデがどこにいるのかわからないんだ……周りに何があるかって聞いたら、電器屋さんとゲーム屋さんだって……」

「それだけでは見当がつかんの。秋あき葉は原ばらにはどっちもようけあるけえ……」

「たくさんあるというより、それしかないって言ったほうがいいかもしれない」

　そのとき、リューカ姫が目を輝かせて言った。

「ほら、こういうときこそＧＰＳですよ！　タツヤの携帯でそれがわかるって言っていたじゃないですか！」

「あ、そうか！　そうだった、忘れてた」

　龍たつ也やは慌あわてて、携帯を操作して、シーデの位置を探たん索さくした。

「えーと……ああ、わかった！　地下鉄の末すえ広ひろ町ちようから秋あき葉は原ばらの駅方向に向かったところだ！」

「地下鉄の駅ならすぐそこにある、こっちじゃ！」

　そう言って、東ひがし銀ぎん座ざの駅に向かって歩き始めようとしたサラサを、龍也は慌てて引き止めた。

「いや、違うんだよサラサさん！　末広町に行くには、東銀座の駅じゃなくて、銀座駅から銀座線に乗らなくちゃいけないんだよ！」

「そうか……ええい、いなげな街じゃの東京というんは……とにかく秋葉原に戻るぞ！　急げ！」

　サラサはそう言うなり、メイド服のスカートをひるがえして銀座の街を走り始めた。







　　　第八章　「五月二十日・午後三時・東京・秋葉原」







　秋葉原の中央通りには、人があふれていた。

　ＪＲの秋葉原駅の前でチラシを配っていたメイド姿の女の子も、歩行者天てん国ごくが始まるのと同時に人の流れに合わせて、秋葉原の街まち角かどに移動したのだろう、車道のあちらこちらで観光客のカメラに愛あい嬌きようを振りまく姿が見られるようになっていた。

　秋葉原の街まち中なかにいくつも店てん舗ぽを展開しているパソコンショップが流すテーマソングが、イロイロな方向から聞こえて来て、輪りん唱しようのように響ひびきあう中で店頭に人だかりができているのは、新作ゲームのデモを展示しているゲームショップだろうか。

　道行く若い女の子たちは、原はら宿じゆくの駅前に集まる若者ほど奇き抜ばつではないものの、それなりに派は手でな格かつ好こうをしているのに比べて、若い男の子たちはジーンズにチェックの長なが袖そでシャツという実にシンプルな格好をしており、みんな申し合わせたようにリュックを背負ったりショルダーバッグを肩から提さげている。

　その人の波の中を歩きながら、クー・フーは陰いん鬱うつな目で街角に立つメイド姿の女の子を眺ながめていた。

　……若い娘が使用人の姿で街角に立ち、媚こびを売るのがこの国の流行か……まさに退たい廃はいしきった国だな。

　このような国を滅ぼせる事に、私は誇りすら感じる。

　そしてクー・フーは自分が右手に提さげている、ジュラルミンのケースに目を落とした。

　それは、一見するとゼロ・ハリバートンのアタッシェケースに見えるが、実は小型のガスボンベを利用した保ほ冷れい装置が組み込まれた、定温保ほ存ぞんケースだった。

　……この中に入っている五本のアンプルのうち四本は、当初の計画通りどこか高い建物の屋上から霧きりにして撒まくが、一本はこの秋あき葉は原ばらで撒いてやる。

　この腐くさりきった街に集まる蛆うじ虫むしのような連れん中ちゆうこそ滅ぼすにふさわしい。

　そして、クー・フーは空を見上げた。

　……海から内ない陸りくに向かって南風の吹く時をずっと待っていた甲か斐いがあるというものだ。今日は見事に晴れた。

　……まさにテロ日和びよりだな。

　五月の南風が自分の頰ほおを撫なでていくのを感じたクー・フーが、唇くちびるの端はしを歪ゆがめるように微笑ほほえんだ、そのとき。

　目に見えない圧力が正面から叩たたきつけられた。

　クー・フーは、その圧力が向かってくる方向を見る前に、本能的に右に飛んだ。

　たった今まで、彼が立っていた空間を、裂れつ帛ぱくの気き合あいを込めた白はく銀ぎんの殺さつ気きが切り裂いた。

　正確に言うならば、彼の左腕があった空間を……である。

　クー・フーの目の前に、日本刀とうを構えたメイドの姿があった。

「仕損じたか！」

　メイドは吐き捨てるようにそう叫ぶと、日本刀を構え直し、一気に間ま合あいを詰めて来た。

　もし、このとき、彼女の日本刀が斬きり裂く位置がもう少し中央寄り……つまり脳のう天てんから斬り降ろしていれば、おそらくクー・フーは致ち命めい傷しようを負っていただろう。

　彼女は、クー・フーの生命ではなく、ウィルスのケースを持った左手を狙ねらった……それがミスの原因だった。

　クー・フーは自分の幸運と勘かんに感謝しながら、素早く右手の袖そでの中から黒い鉄の棒のようなものを取りだし、目にも止まらぬ速さで打ち込まれたメイドの二度目の斬ざん撃げきをそれで受けた。

　ぎぃん！　とも、じゃいん！　ともつかぬ激しい金属音と共に、目にも鮮やかな火花が宙に散った。

　一歩飛び下がったクー・フーは、油ゆ断だんない目で日本刀を構えたメイドをにらみつけた。

　……何者だ？

　警察か？　いや、どう見ても治ち安あん関係者とは思えない。

　問もん答どう無む用ようで斬きりつけてきたところを見ると俺を殺すつもりだったのだろうが、暗あん殺さつならなぜ、こんな目立つ格かつ好こうをしている！

　強ごう盗とうか？　それとも殺人鬼きか？　いや、違う。この女は極めて理り性せい的てきだ。

　そのとき、クー・フーは、目の前で日本刀とうを構えているメイドが日本人ではないことに気がついた。

　……日本人ではない？

　クー・フーは、思わず英語で叫んだ。

『貴き様さまは何者だ！』

『黙れ！　テロリスト！』

　サラサはロシア語で言い返すと、再び斬りつけた。

　……ロシア語だと？

　その、クー・フーの目に浮かんだ一いつ瞬しゆんの驚きをサラサは見落とさなかった。

　最初の一ひと太た刀ちでクー・フーを無力化できなかったミスを、サラサは心理戦で補おうとしていた。

　……こいつは、秋あき葉は原ばらの大通りで、白はく昼ちゆう堂々いきなり日本刀で斬りつけられるとは思ってもいなかっただろう、ましてや私はメイドの格好をしているし、外見も日本人ではない。おそらく私の正体がわからずに混乱しているに違いない。
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　ならば、さらに正体のわからなくなるような情報を増やして、その混乱を増大させる。

　情報処しよ理りの速度が遅くなれば、その影えい響きようは反応に出るに違いない！

　それがサラサが考えた作戦だった。

　サラサの作戦は成功しようとしていた。

　その証しよう拠こに、サラサの斬ざん撃げきに対し、クー・フーの構えが一いつ瞬しゆん遅れた。

　それは、まさしく、コンマ何秒という遅れだったが、あともう少し遅れていれば、右袈け裟さに斬きりつけたサラサの三太た刀ちめは、クー・フーの左肩を断ち割っていただろう。

　それほどサラサの太刀筋すじは鋭くそして早かった。

　がぎぃん！

　自分の左の肩の寸すん前ぜんで刀を受けたクー・フーの顔に、初めて焦りにも似た表情が表れたのを知ったサラサは、さらに混乱を誘うべく、ロシア語で叫んだ。

『もはや逃れられぬ！　降こう伏ふくしろ！　クー・フー！』

　テロリストにとって、もっとも嫌なこと。それは自分の正体が知られる事である。

　テロリストの仕事は、不ふ特とく定てい多数の匿とく名めいの中にまぎれ込み、正体を知られぬように、破は壊かい工こう作さくを行うことだからだ。

　だから、サラサは、その、テロリストのウィークポイントを突いたつもりだった。

　クー・フーの目が見開かれた。

　それは、誰が見ても明らかに驚きよう愕がくの表情だった。

　サラサは、自分が心理的優ゆう位いに立った事を確信した。

　だが、クー・フーの顔に浮かんだ驚愕の色は一いつ瞬しゆんに消え、代わりに浮かび上がってきたのは不敵な微笑ほほえみだった。

　サラサが名前を呼んだ事は逆に作用した。

　自分の正体が知られているという事を知ったのと同時に、クー・フーは死を覚かく悟ごした。

　このときまで、クー・フーはどうにかしてこの場を逃れる事を考えていた。任務を果すために、生き延びなくてはならないと考えていたのだ。

　目的のためとはいえ、それは自己の生への執しゆう着ちやくに他ならない。それがクー・フーの行動に迷いが生じていた理由だった。

　だが、相手が自分の正体を知っていると知ったとき、その生への執着が消えた。

　……こいつは俺の正体を知っている。当然俺おれの目的も、俺の持っているケースの中に何が入っているのかも知っているだろう。

　つまり……俺は逃げられない。

　そこに思い至ったとき逆に迷いが消え、クー・フーは我を取り戻した。

　顔に余よ裕ゆうの色が戻るのと同時に、クー・フーは何かを思いついたような表情を浮かべて、日本語で叫んだ。

「誰か！　警察を呼んでくれ！　殺される！」

　その叫びを聞いて、龍たつ也やは我に返った。

　銀ぎん座ざから秋あき葉は原ばらに戻って、やっとの事でシーデを見つけた龍也たちは、彼女からクー・フーの居い場所を教えられた。

　そして、クー・フーの顔を確認するのと同時に、サラサは刀袋ぶくろから白しろ鞘さやの日本刀とうを取りだして抜き放ち、鞘をリューカ姫に渡して、いきなりクー・フーに斬きりかかったのだ。

　止める隙すきも何も無かった。龍也はただ呆ぼう然ぜんとしてサラサのやっている事を見ているしかなかったのだ。

　クー・フーの叫んだ「警察」という言葉で我に返った龍也は、慌あわてて周りを見回した。

　気がつくと、周囲に人の輪ができていた。

　秋葉原の歩行者天てん国ごくのど真まん中なかで、モデル並みの体型の美女が、メイド服姿すがたで日本刀を振り回しているのだ。人ひと目めを引かないわけが無い。

　……やばい！　警察を呼ばれたら大変だ！　サラサさんたちが捕まっちゃう！

　ところが、周りに集まった群ぐん集しゆうの反応は、龍也の想像したものとは違っていた。

「ねえねえ、何のロケ？　テレビ？」

「いや、映画じゃないか？　だってあの美人メイドさん、日本人じゃないじゃん」

「すげえアクションだよな！」

「お前、何も知らないんだな。ああいうのはアクションじゃなくて殺た陣てって言うんだぜ」

　口々にそんな事を言いながら目を輝かせてサラサたちを見ているだけで、誰だれ一人ひとりとして警察を呼ばないのだ。

　周りに集まっている野や次じ馬うまたちは、興きよう味み津しん々しんという目で見ているだけというそのリアクションに、クー・フーは焦った。

　……ええい！　何をやっているんだ、こいつらは！　人が斬り殺されるかどうかというときに、誰だれ一人警察を呼ばないとは！　日本人というのはこうも公こう徳とく心の無い連れん中ちゆうなのか！

　その野次馬の様よう子すを見ていた龍也の頭に、アイディアがひらめいた。

　……そうだ！　撮さつ影えいだ！　撮影にしちゃえばいいんだ！

　龍也は自分の横で呆然と立ちすくんで、サラサの立ち回りを見ていた嬉うれし野のカメラマンの腕を揺すって叫んだ。

「嬉野さん！　写真！　写真撮とって！　バチバチ！　派は手でにストロボ光らせていいから！」

「え？」

　目を丸くする嬉野に、龍也はたたみかけた。

「撮影だから！　っていうか、撮影にしないとやばいんだ！　……でも、サラサさんにはストロボ向けないで！」

「あ、ああそうか！　わかった！」

　我に返った嬉うれし野のは、首から提さげていたデジタル一いち眼がんレフを構えると、シャッターを切り始めた。

　デジタル一眼レフのストロボを光らせて撮さつ影えいに入った嬉野を見て、周りに集まっていた野や次じ馬うまの間に、ほっとしたような空気が流れた。

「ほら、やっぱり撮影じゃん！」

「どっかの雑ざつ誌しのグラビアじゃねえの？」

「でもすげえよな！」

　野次馬が納なつ得とくしたようなささやきを交わし始めたのを見て龍たつ也やはほっとしたが、その安あん堵ども長続きしなかった。

　嬉野のストロボと人だかりに気がついたのだろう、パトロール中の制服姿の警察官が小走りにこっちにやってくるのが、人ひと垣がきの向こうにちらっと見えた。

　……やばい！　逆に警察を呼んじゃったみたいだ！　どうしよう！

　助けを求めるようにあたりを見回した龍也の目に、横に立っている藤ふじ村むらプロデューサーの着ているジャケットの裾すそからはみだしている白い板のようなものが止まった。

　……あれは確か……。

　龍也は藤村プロデューサーの腕を摑つかんで叫んだ。

「藤村さん！　それ！　警察の道路使用許きよ可か証しようですよね！」

「え？　あ、ああそうだけど？」

　いきなり腕を摑まれた藤村が目を白しろ黒くろさせるのも構わず、龍也は藤村の腕を摑んで近づいてきた制せい服ふく警察官の前に引っ張って行くと、警察官が声をかける前に言った。

「ごくろうさまです！　これは撮影です！　道路使用許可も取ってあります！　ほら、藤村プロデューサー！　書類出して！　首から提げてるそれがそうでしょう？」

「え？　あ、ああ許可証ね……」

　もそもそと首に提げていた許可証の入ったケースを外した藤村プロデューサーの手から書類をひったくるように取り上げた龍也は、それを制服警察官に向かって突きだした。

「はい、許可証です！」

「あ、ああ、はい、どうも……」

　書類を突きつけられた制服警察官が、小さく頭を下げてそれを受け取ると、透とう明めいのプラスチックのケースの中から書類を取りだして読み始めた……その頃。




　警察庁の建物の奥に設けられた特別対策室では、大おお泉いずみ参さん事じ官かんが電話に向かって叫んでいた。

「テロリストの顔写真を含む個人情報がセリカスタン領りよう事じから来ていただと？　なぜ今までそんな重要な情報が止まっていたのだ！　なに？　外がい務む省しようが小国からの情報であり、たいしたことはないと判断したからだと！　ふざけるな！　国の大きさや格付けで、情報の質や確度が変わるものではなかろう！　で？　どこからその情報が？　何？　セリカスタン国軍の情報部士し官かんが来日しているだと？　うむ、それで？　直接連れん絡らくがあっただと？　どこにだ、うむ、警察庁と警けい視し庁ちようだな？　内容は？　目もく撃げき情報？　バカか！　なぜそれを早く言わんのだ！　その士官はなんと？　個人の資格で追っているだと？　わかった！　すぐに緊きん急きゆう配備を敷け！　テロリストの個人情報と顔かお写真を現場に流せ！　罪ざい名めいは何でもよい！　強ごう盗とうでも殺人でもとにかく身み柄がらを押さえる事を優先しろと伝えろ！　何？　情報を流さずに命令を下せば現場から文句が来るかもしれんだと？　事件は現場で起きているだけではないのだ！　会議室から現場に流せない事件だってあるのだ！　そうだ！　刑けい事じ部長と警けい備び部長には私から連絡を入れる！　全責任は私が負う！　手続きは後だ！　国家存そん亡ぼうの危き機きなのだぞ！」

　電話を切った大おお泉いずみ参さん事じ官かんは、横に控えていた警視庁との連絡要よう員いんである若い警けい部ぶに聞いた。

「そのセリカスタン国軍の士官と直接連絡は取れるか？」

　警部はうなずいた。

「警視庁警備部から上がってきた報告書に、その者が所持する個人用携けい帯たい電話の番号が記されております」

「繫つなげ！」

「かしこまりました！」

　内線電話を操作し始めた警部の指先を見ていた大泉参事官は、思いついたように聞いた。

「時に……君はセリカスタン語がわかるかね？」

「わかりませんが……公式語はロシア語ですから、なんとか意思の疎そ通つうはできるのではないかと……」

　大泉参事官は祈るようにつぶやいた。

「……セリカスタンというのは、中央アジアの小国だそうだが……なぜ、これほどまでに我が国のために動いてくれるのだ？　その理由がわからん……だが、理由はどうであれ、その親切が今は途と方ほうも無くありがたい……我々は、この恩を忘れてはならんな」

　しかし、その電話が、まさか秋あき葉は原ばらでクー・フーと戦っていたサラサに影えい響きようを与えるとは、大泉参事官は思ってもいなかった。

　余よ裕ゆうを取り戻したクー・フーを攻めあぐねていたサラサは、焦り始めていた。

　……こいつは武道の達たつ人じんだ。

　右手に持ったあのアングーという武具一つで、私の斬ざん撃げきをすべて受けきっている。

　一いつ瞬しゆんでもいい、ヤツの視線を逸そらす事ができれば、打ち込めるのだ……だが隙すきが無い……無さ過ぎる……どうする？　どうすればいい？

『サラサ！　加か勢せいするよ！』

　シーデの声が飛んだのはそのときだった。いや、飛んだのは声だけではなかった。何か黒い小さな物が空気を切り裂く音と共にクー・フーを襲おそった。

　クー・フーは思わず左手に持っていたジュラルミンのケースを盾たてにしてそれを受けた。

　がつっ！

　鈍い音を立ててジュラルミンのケースに黒いナイフのようなものが突き立ち、そこからシュウシュウという音を立てて白い霧きりが噴ふきだした。

　……定温ケースのガスボンベに穴が！

　そのクー・フーの隙すきをサラサは逃さなかった。

「ぇぇえええい！」

　気き合あいと共に振り下ろしたサラサの刀を受け切れなかったクー・フーは、左手に持ったジュラルミンのケースでそれを受けた。

　ぎりりぃ！

　日本刀とうは金属音と共にケースの下半分を斬きり裂いた。

　空中に、ジュラルミンの破は片へんと、断だん熱ねつ材ざいと保ほ冷れい剤ざいに包まれた内容物が飛び散り、バラバラとアスファルトの上にこぼれ落ちた。

　……いかん！　アンプルが！

　サラサはその場に凍こおりついた。しかし、強化ガラス製のアンプルは、一メートル程ほどの高さから落ちた衝しよう撃げきでは割れなかったのだろう、ガラスが割れる音は響ひびかなかった。

　クー・フーの焦りは、サラサの比ではなかった。

　我を忘れたクー・フーは、その場に膝ひざをつくと足元に散らばったアンプルを拾おうとした。

　……今だ！

　その脳のう天てんに向けて致ち命めい的な一いち撃げきを送り込もうと、サラサが日本刀を振り上げたそのとき、胸元に入れてあった携帯電話が鳴った。

　サラサの気合が逸それたその瞬しゆん間かんをクー・フーは見逃さなかった、左手に持っていたジュラルミンのケースをサラサに投げつけるのと同時に、足元に転がっていたアンプルを一本拾い上げ、ケースを避けるために体勢を崩したサラサの懐ふところに飛び込んだ。

　どん！　とも　ごん！　ともつかぬ鈍い音が響いた。

　それはクー・フーの突きだしたアングーがサラサの左肩を打ち据すえた音だった。

　苦く悶もんの表情を浮かべ、崩れ落ちようとするサラサを突き飛ばすようにして、クー・フーは走りだした。

「サラサさん！」

「サラサ！」

『サラサ！』

　思わず駆け寄ろうとした龍たつ也やとリューカ姫、そしてシーデに向かって、その場に片膝をついたサラサは叫んだ。

「わしはええ！　ヤツを追え！　追うんじゃ！　逃がすな！　シーデ！　お前だけが頼りじゃ！」

　シーデにその日本語はわからなかった。しかし、サラサの意思ははっきりと伝わった。

『うん！　わかった！　逃がさない！』

　シーデは真剣な目でうなずくと、メイド服のスカートの裾すそをひるがえして、人波の中に消えたクー・フーを追って走りだした。

「大丈夫か！」

　駆け寄った龍たつ也やを見上げて、サラサは言った。

「龍也！　お前も行け！　シーデだけでは道もわからん！　お前は戦えんじゃろうが、ヤツの位置を知らせる事はできる！　ヤツを逃がせばとんでもない事になる！　急げ！」

「わかった！」

　そう言って駆けだそうとした龍也を見て、リューカ姫が叫んだ。

「私も行きます！　私とシーデであの男を捜せます！」

「姫ひめ巫み女こさま！　いかん！　危険じゃ！」

　リューカ姫は、自分を呼び止めたサラサに振り返った。

「止めても無む駄だです……私はタツヤと行きます！　今の私はキンリの姫巫女ではありません！」

　リューカ姫の目には決意の光があった。

　サラサはすっと目を伏せると、あきらめたような微笑ほほえみを浮かべてうなずいた。

「わかった……もう止めん……姫巫女さまと龍也が出会ったときから、こないなときが来ると思うとった……気ぃつけてな」

　龍也はリューカ姫を見た。

　リューカ姫は龍也を正面から見返した。

　龍也は目を逸そらさなかった。逆に、その目の中にある意思を確認するようにうなずいてみせた。

「よし、俺たちも追うぞ！　行こう！」

「はい！」

　リューカ姫は力強くうなずいて、龍也と共に走りだした。

　その後ろ姿を見送ったサラサは、さっきからずっと呼びだし音を響ひびかせている携帯電話を取りだして、ぼやきながら耳に当てた。

「どこのどいつか知らんが……しつこいヤツじゃのぉ……」




　サラサの刃やいばから逃れたクー・フーは、秋あき葉は原ばらの駅に向かって人の群れをかき分けるようにして走りながら、胸のポケットに触れた。

　そこには、さっき拾ったウィルスのアンプルが一本入っていた。
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　……くそ、とんでもない邪じや魔まが入ったものだ。

　だが、俺を逃がしたことを後こう悔かいするがいい。これ一本でも数万人を殺せるのだ。

　秋あき葉は原ばら駅の入り口で、高こう架か線を走ってゆく山やまの手て線を見上げたクー・フーは考えた。

　……このアンプルの中身を、ハンカチか何かに染しみ込ませ、駅のエスカレーターのベルトやあの電車の車内のつり革に塗りたくってやるか……。

　しかし、クー・フーは小さく首を振ってその自分の思い付きを否定した。

　……いや、これ一本しか無いのだ。無む駄だな使い方は許されない。この一本で最大限の効果を引きださねば……より多くの感かん染せん者を出さねば本来の目的を達成する事にならん。

　クー・フーは脳のう裏りに東京都の地図を思い浮かべた。

　……この近くにあって、人が多く集まる場所……。

　そうだ、例の巨大遊ゆう園えん地ちだ！　あそこには日本中から客が集まってくる。その客がこのウィルスに感染すれば、家に帰って発病するに違いない。

　そうすれば日本中に感染を広める事ができる！　この一本で最大限の効果を出せるはずだ……あの巨きよ大だい遊園地は、東京という名前がついているが千ち葉ばにあるという話だったな。

　クー・フーは駅の表ひよう示じを見上げた。

　……千葉行きか、ちょうど良かった。ここから乗れば千葉方面に行くに違いない。

　秋葉原から総そう武ぶ線に乗っても、目標の巨大遊園地にはつかない。東京駅から京けい葉よう線に乗って舞まい浜はま駅で降りねば目的地には、たどりつかないのだが、焦っていたクー・フーはその事をすっかり失しつ念ねんしていた。

　改かい札さつ口を抜けたクー・フーは、そのまま総そう武ぶ線千ち葉ば方向のホームを目指して駆け上がった。

　シーデはそのすぐ後ろを追っていたが、不慣れな秋あき葉は原ばらの駅の構こう内ないでクー・フーが登った階段を見み誤あやまってしまった。

　……あれ、どっちの階段を登ったんだろう？　わかんない……でも、いいや、とにかくホームに上がれば見通しが利くから、ヤツを見つける事ができるはずだ！

　大きなカバンを肩から提さげたシーデは、メイド服のスカートをひるがえして手て近ぢかの階段を駆け上がった。

　だが、その階段は同じ総武線でも反対の新しん宿じゆく方向のホームだった。

　ホームに上がったシーデは素早く辺りを見回した。

　……いない。

　もしかして……。

　顔を上げたシーデは、線路を挟んで向かいにある千葉方向のホームに並ぶクー・フーを見み逃のがさなかった。

　しかし、それはクー・フーも同じだった。

　向かいのホームに駆け込んできたメイド服の少女は、目立つなどというものではなかった。その場に居合わせた人々の視線がシーデに集中している中で、シーデを見つけたクー・フーは不安げに眉まゆを寄せてメイド服のシーデを見た。

　クー・フーはシーデの顔を知らない。しかし、クー・フーの意識の中には、メイド服姿で斬きりかかるサラサのイメージが刻み込まれていた。

　……見たところ、ただのメイド姿の子供のようだが……メイドには近づきたくないな。

　クー・フーはメイド姿の女の子に苦にが手て意識を持つ自分を自じ嘲ちようするように笑うと、シーデに背を向けて人の群れの中に隠かくれようとした。

　総武線のホームに、電車が接近する事を告げるアナウンスが流れ始めた。

　人の波に隠れようとするクー・フーと、電車の接近を告げる表ひよう示じが点てん灯とうするのを見たシーデは、慌あわててホームの端はしまで出て左右を見回した。

　御お茶ちやの水みず方面から黄き色いろい帯をまとった、総武線各かく駅えき停てい車しやの電車が近づいて来るのを見たシーデは焦った。

　……ダメだ！　あの電車がホームについたら逃げられちゃう！　どうしよう？　階段を下りてたら間に合わない！

　シーデは自分とクー・フーのいる二つのホームの間にある総武線の二本の線路を見た。

　……よし！　ここなら行ける！

　シーデは自分に何かを言い聞かせるように力を込めてうなずくと、肩から提さげていた大きなバッグを背中に回し、メイド服とその下にあるフリルのついたペチコートをたくしあげた。

　ホームに居合わせた若い男たちが目を見開く中で、引き締まった足としましまのパンツを惜おしげもなく晒さらしたシーデは、いったん後ろに下がり、助走をつけて走りだした。

「てぇえええい！」

　シーデは気き合あいの入った掛け声と共に一気に向かいのホームに飛んだ。

　そして、千ち葉ば方面に向かう電車がホームにさしかかったその目の前を、かすめるようにして二本の線路を跳び越してこっちのホームに着地し、そのまま前方に一回転した。

　くるんと前転して立てひざを付くような形で、ホームに起き上がったメイド服姿すがたの少女を見た人々の間からどよめきが上がる中で、シーデの視線はすばやくクー・フーを捉とらえていた。

　自分を見るシーデの目に、達たつ成せい感と余よ裕ゆうの光が浮かんだのを見たクー・フーの顔から血の気が引いた。

　……メイドだ！　メイドがもう一人来やがった！

　クー・フーはくるりと背を向けて総そう武ぶ線の千葉行きのホームを駆け下り、そのまま下にある、山やまの手て線外回りと京けい浜ひん東とう北ほく線の大おお船ふな方面行きのホームに降り立った。

　そのホームには発車を告げる電子音が響ひびき渡り、ドアが開いた京浜東北線の大船行きの電車が止まっていた。
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　……こいつだ！

　クー・フーが京けい浜ひん東とう北ほく線の電車に飛び乗る。そして京浜東北線の電車のドアが閉まるのは、シーデが階段からホームに降り立ったのと同時だった。

『あ！　くそ！』

　シーデは小さく悪あく態たいをつくと、すぐ横に止まっていた山やまの手て線を見た。

　……確か……これも同じ方向に行くんだよね。よし、こいつで追いかけよう！

　シーデが山手線に飛び乗るのと同時にドアが閉まった。

　一方、先に東京方面に向かって走り始めた京浜東北線の車内では、クー・フーが大きく安あん堵どのため息をついていた。

　……あのメイドは子供のようだったな。

　子供相あい手てに怯おびえる事もないのかもしれんが、しかしあの運動能力はただものではない。相手にする前に逃げて正解だ。私の任務は別にあるのだからな。

　そして、思わず胸ポケットに手を伸ばしたクー・フーは、そこにあるアンプルに触れて、さらに考え込んだ。

　……巨大遊ゆう園えん地ちでこれを撒まくという計画は変へん更こうしたほうがよさそうだ。もっと別の場所を考えねば。

　……やはり、当初の計画の通り風に乗せて都内に撒き散らそう。広こう範はん囲いにより多くの感かん染せん者を出さねば意味が無い。

　京浜東北線の車内に立っていたクー・フーは、ドアの上に張られた東京近郊の鉄道路ろ線せん図ずを見上げた。

　その路線図が記き憶おくの中にある東京の地図と重なったとき、クー・フーの脳のう裏りに東京の南に広がる湾わん岸がん地帯の光景が浮かんだ。

　そうか、海だ、海に出ればいい。今の季節は南風が吹く。海沿いにある高い場所からこのアンプルの中身を霧きり状じようにして振り撒けば、南風に乗って東京の街まち全体に広がるはずだ。

　クー・フーは日本に来る前に読んだ東京の観光スポットを紹介したガイドブックの内容を思い浮かべていた。

　……東京の南側で、海の近くにある、高い建物……。

　そうか、お台だい場ばだ。あそこに行けば高い建物はいくらでもある！

　……お台場に行くには新しん橋ばし駅からゆりかもめという交通システムに乗り換えねばならんらしいな。

　そのとき、車内に、この京浜東北線快かい速そくは神かん田だと新橋には止まりませんという内容のアナウンスが流れた。

　クー・フーはもう一度ドアの上に張られている東京近きん郊こうの鉄道路線図を見上げた。

　……新橋駅に行くには、東京駅で並行している山手線に乗り換えねばならないらしいな。




　その頃、シーデの乗った山やまの手て線は、クー・フーの乗った京けい浜ひん東とう北ほく線の電車にほとんど追いつく速度で走っていた。

　ドアのガラス窓にぴったり張り付いて前を行く京浜東北線の電車を見つめていたシーデは、心の中で自分の乗る山手線を応援してした。

『いけー！　がんばれー！　追いつけ！　緑の電車！』

　そのシーデの応おう援えんを聞いたかのように山手線の電車は見る見るうちに先行する京浜東北線の電車に追いついて、並んだ。

　だが、追いついた次の瞬しゆん間かん、シーデの乗った山手線の電車が一気に減げん速そくした。

『あれ？　どうしたんだ？　なんで止まっちゃうの？』

　あわてるシーデの目の前に神かん田だ駅のホームが近づいてきた。

　快かい速そく運転をしている京浜東北線は、焦るシーデを嘲あざ笑わらうかのように減速する事なく神田駅のホームを走り抜けていく。

『ああああ！　行っちゃうよぉ！』

　じたばたと暴れるシーデを乗せた山手線は神田駅を出発すると、ほんの数分もしないうちに東京駅のホームに滑り込んだ。

　ホームの反対側には京浜東北線の電車が止まっていたが、山手線の電車のドアが開くのと同時に発車してしまった。

『……あん、もう！　なんでボクが降りようとすると発車しちゃうんだよ！』

　ホームに飛び降りたシーデは、京浜東北線が出て行くのを見て、慌あわてて自分の乗っていた山手線の電車に戻ったが、電車に気をとられていたために、このとき、追いかけていたクー・フーが同じ山手線に乗り換えた事に気がつかなかった。

　やがて、シーデを乗せた山手線の電車は東京駅の次の新しん橋ばし駅に停まるために減速し始めた。新橋駅を通過する京浜東北線が、ぐんぐん遠ざかっていく光景を見たシーデが絶望的なためいきをついたとき、山手線は新橋駅に停まって、シーデの前のドアが開いた。

『……逃がしちゃった……とにかくシマオオカミに言わなくちゃ……』

　がっくりと落らく胆たんしたシーデが、首から提さげていた携帯電話を取り上げて顔を上げたとき、彼女の目は新橋駅のホームを歩いていくクー・フーの姿を捉とらえた。

『……あ！』

　シーデがホームに飛びだすのと、山手線のドアが閉まるのは同時だった。

　走りだそうとしたシーデは、後ろから、ぐん！　と引っ張られたように体のバランスを崩した。

『きゃ！』

　振り返ると、肩から提げていたバッグが山手線のドアに挟まっていた。

『離せ！　ドア開けろよ！　急いでるんだよ！』

　シーデがセリカスタン語でそう叫んで、バッグの肩掛けベルトを両手に持って思い切り引っ張ったとき、その言葉に答えるように、いきなりドアが開いた。

『わきゃ！』

　バッグを思い切り引っ張っていたシーデは、そのまま後ろに勢い良くひっくり返って、そのままホームの上でころんと転がった。

　まわりの人間が目を丸くして、自分を見ているのに気がついたシーデは、ホームにぺたんと座ったまま照れくさそうに頭を搔かいた後で、慌あわてて立ち上がった。

　そして、メイド服のスカートについた埃ほこりをぽんぽんと払ったシーデは、あたりをきょろきょろと見回してクー・フーの消えた方向を見定めると、新しん橋ばし駅のホームの上を走りだした。

　その頃クー・フーは、ＪＲの改かい札さつ口を出て、そのままゆりかもめに乗り換えるために、ホームに向かう長いエスカレーターの上に立っていた。

　ゆっくりと昇のぼっていくエスカレーターの上で、クー・フーは、乗り換え口のところにある案内所の前でもらった、お台だい場ばなどの観光スポットを紹介するパンフレットに目を落とした。

　そのパンフレットに載っているフジテレビの建物やテレコムセンターの写真を見て、クー・フーは考え込んだ。

　……お台場には、このような展望スポットがある建物が存在するようだが、窓が開かないのでは意味が無いな。どこかに誰でも屋上まで上がれる建物は無いだろうか？

　自動改札を抜けて、ゆりかもめのプラットフォームにやってきたクー・フーは、興味深げにホームの設備を見回した。

　ゆりかもめは鉄道の電車を短くしたような車両が連なって、コンクリートでできた路ろ盤ばんをタイヤで走る、いわゆる鉄道とバスを融合させたような方式の乗り物で、新交通システムと呼ばれているものだ。

　このゆりかもめが他の新交通システムと大きく違うのは、運転が完全に自動化され、運転手がいないという点である。

　いわゆる省しよう力りよく化が進んでいるために、プラットフォームにも駅員の姿はほとんど無い。

　プラットフォームの周囲は透とう明めいなアクリルの壁で覆おおわれており、車両のドアの部分にのみ自動ドアがついている。この自動ドアは車両のドアとシンクロしており、車両が停車しているときだけ開いているが、普段はぴったり閉じられているのだ。

　……ふむ、これならば、誤ってホームから転落する事もないし、二重ドアになるから、発車まぎわに飛び乗ろうとする不届き者も少ないに違いない。駅員の姿が見えぬのは、必要が無いという事なのかもしれんな。

　ゆりかもめの車内に乗り込んで、シートに座ったクー・フーは、車内に流れるこのゆりかもめは無む人じん運転ですというアナウンスを聞いて、にやっと笑った。

　……そうか……無む人じん運転なのか。

　この東京が俺の手で死の街になっても、このゆりかもめという乗り物は動き続けているのかもしれんな。

　やがて、発車時間が来て、ホームに発車を告げる電子音が鳴り響ひびいた。

　そして、ぴんぽーん！　というチャイムの音と共にホームのドアが閉まり、一いつ瞬しゆんの間を置いて車両のドアが閉まった……そのとき、ホームにシーデが姿を現した。

　シーデの目は左側から発車していくゆりかもめの車内に座っているクー・フーの姿を捉とらえていた。

　……いた！

　だが、シーデの見ている前でゆりかもめは無む情じようにも動き始めた。

　……あああ！　行っちゃう！　くそ！　ここで逃げられるわけにいくもんか！

　シーデはぐんぐん加速していくゆりかもめの後を追ってホームを走りながら素早く周囲に目を走らせた。

　しかしホームの周囲は完全に透とう明めいなアクリルの壁で覆おおわれていた。

　……この壁を乗り越えれば、あの電車に飛び乗れるかもしれない、どっかに足がかりになるような物は……。

　そのとき、シーデの目はホームの突き当たりにある非常口のドアノブに止まった。

　赤いカバーで覆われたそのノブだけが、このそそり立つアクリルの壁にある唯ゆい一いつの突とつ起きだった。

　……あのドアのノブに足をかければ！

「てぇええええい！」

　シーデは、ホームを駆け抜けた速度を保ったまま、思い切り飛び上がってドアノブに足をかけ、そのままアクリルの壁をサルのようによじ登って、壁の外に飛び降りた。

　ホームの先には幅五十センチほどのキャットウォークと呼ばれる細い通路が、ゆりかもめの走そう行こう路ろに沿って十メートルほど延びていた。

　新しん橋ばし駅を発車したゆりかもめは、そのままぐんぐん加速してシーデの横を走ってゆく。

「うりゃあああああ！」

　狭いキャットウォークを全速力で走りぬけ、そしてその端はしから力いっぱい飛んだシーデは、走り去って行こうとするゆりかもめの最さい後こう尾びのガラス窓に、ぺっ！　と張り付いた。

　加速するゆりかもめから、すべりおちそうになったシーデは、慌あわてて左手を探って、そこにあったワイパーをつかんだ。

　車体の最後尾にメイド服のスカートをひるがえした少女が張り付いている事を知らぬまま、無人運転のゆりかもめはお台だい場ばに向かって走り始めた。

　その頃、龍たつ也やとリューカ姫は山やまの手て線の新橋駅を降りていた。

　手に持った携帯で、シーデの位置を調べていた龍たつ也やが小さな声で言った。

「新しん橋ばし駅からお台だい場ば方向に移動している……どうやらゆりかもめに乗ったらしいな」

「ゆりかもめ……ですか？」

　小首をかしげるリューカ姫を見て、龍也が言った。

「ほら、浅あさ草くさを見物した後、水上バスでお台場に行っただろう？　あのとき高こう架かの上を走っていた小さい電車みたいなヤツさ」

　リューカ姫は、納なつ得とくしたようにうなずいた。

「ああ、シーデが、なんで飛ばないんだ！　って文句言っていたあの船に乗ったときですね」

「確かに、あの水上バスのデザインを見ればそのまま飛ぶと思い込むのも無理は無いよな」

　有名なマンガ家がデザインしたという曲面ガラスを多用した水上バスを思いだした龍也がうなずいたとき、龍也の携帯電話が鳴った。

　通話相手の電話番号を確認した龍也は、小声で叫ぶように言った。

「シーデからだ！」

　リューカ姫が目を輝かせた。

「無事だったんですね！　今どこにいるんですか？」

「今いま聞きだすから、ちょっと待って」

　龍也はそう言うと、セリカスタン語で聞いた。

『今どこにいる？　何が見える？』

　電話の向こうから強い風の音を交えたシーデの声が聞こえてきた。

『えーとね、今、海の上だよ、すごいや、真ま下したを船が通っていくよ、眺ながめいいよー』

『海の上？　ああ、レインボーブリッジだな、それにしてもやけに風の音が入ってるなあ、ゆりかもめに乗ってるんだろう？』

　シーデの答えは想像を絶するものだった。

『えーと、これ、乗ってるって言うのかなあ？　外にいるんだよ』

『外？　どういう意味だ？』

『話すと長くなるんだけど……えーとね、あのクー・フーってヤツを追いかけていたんだけど、この電車に乗り遅れちゃったから、走って飛び乗ったんだよ』

『飛び乗った？　走りだしたゆりかもめのドアは開かないだろう』

『うん、だから電車の外に張り付いたんだよ、今、一番後うしろのところに張り付いてシマオオカミに電話してるんだ。片手だからダイヤルするのが大変だったんだよ』

　龍也の脳のう裏りに、ゆりかもめの外側に片手で摑つかまったまま、レインボーブリッジを走り抜けるシーデの姿が浮かんだ。

『バカ！　危ない！　電話なんか切って、しっかり摑まってろ！』

　電話の向こうから不満そうな声が聞こえた。

『えー、なんだよ！　せっかくボクが電話してあげたのに！　シマオオカミの意い地じ悪わる！』

『意地悪じゃない！　心配してるんだ！』

『あ、電車がスピード落としたよ、駅が近いんだね。クー・フーが降りたらまた電話するからね！』

『電車を降りてからでいいぞ！　しがみついているうちは電話をよこすな！』

　そう言って電話を切った龍たつ也やを見て、リューカ姫が心配そうに聞いた。

「シーデはどこにいるんですか？」

「ゆりかもめに乗っている……らしい。乗っているというより、張り付いていると言ったほうがいいかもしれないな」

「張り付く？」

「ああ、あのバカ、クー・フーの乗った車両に飛び乗ろうとして間に合わなかったので、追いかけて行って、電車の外側に飛び乗ったらしい。最さい後こう尾びのところに張り付いているって言っていた」

　リューカ姫は目を見開いた。

「外にですか！」

　龍也はうなずいた。

「どうやらそうみたい……電話の音に風の音が入ってたから間違いないと思う」

　リューカ姫は小さく身震いすると、真剣な目で言った。

「急ぎましょう！　……これ以上あの子を一人にしておくと心配です」

　そのとき、再び龍也の携帯電話が鳴った。

　通話相あい手ての表ひよう示じを見た龍也は、もう一度小声で叫んだ。

「今度はサラサさんだ！」

「サラサが？　無事だったのでしょうか？」

「わかんない、今聞いてみる！」

　耳に当てた携帯電話からは、サイレンの音と一緒にサラサの声が聞こえてきた。

「龍也！　今どこにおる！　シーデは無事か？」

「俺とリューカ姫は、今、ゆりかもめに乗るところだよ！　シーデはクー・フーを追ってゆりかもめに乗ってお台だい場ばに向かってる！　今、レインボーブリッジを越えたところみたい！　一応無事らしい……それよりなんかすごいサイレンがうるさいんだけど、そっちはどうなってるの？」

　電話の向こうで、誰かとやり取りしている会話が小さく聞こえた後で、サラサが答えた。

「サイレンがやかましいんは当然じゃろう、わしは今パトカーに乗っとるけえの」

「パトカー？　捕まっちゃったの？」

　電話の向こうから不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえた。

「違うわ！　警察庁ちようの偉いサンとやっと連絡が取れたんじゃ！　警けい視し庁という部ぶ署しよを動かしてくれたらしい。今、その警視庁というところの偉いサンと一緒に……それにしても、日本の警察はすごいのう。軍隊並みの装備を持ったＮＢＣ部隊ゆうんがやってきて、クー・フーが落としたアンプルを回収しておった……待て、え？　ああ、うむ」

　電話の向こうで誰かと会話しているような様よう子すが続いた後で、再びサラサが電話に出た。

「これからキドウタイというのをお台だい場ばに差し向けるそうじゃ！　お前らは新しん橋ばし駅で待機しろと、こっちの偉いサンが言ゆうとる……」

「ええっ？　そんな事できっこないよ！　だってシーデがクー・フーを追いかけているんだよ！　俺たちの乗ったゆりかもめは今いま発車するところなんだ！　封ふう鎖さするって言ってもすぐにはできないんでしょ？　俺達はできるかぎりあいつを追いかけて、状況を逐ちく一いち送る！　とっ捕まえる事はできなくとも、それならできるからさ！　警察の偉い人に言っておいて、早く捕まえにきてくれって！　発車するから切るよ、うん、じゃあね」

　電話を切った龍たつ也やは、リューカ姫に言った。

「サラサさんは無事だよ、今、日本の警察の偉い人と一緒にパトカーに乗ってこっちに向かっているんだって……俺たちも急ごう。下へ手たをすると、お台場が立ち入り禁止にされちゃうかもしれないから、その前にレインボーブリッジを渡らないと！」

　龍也の言葉が終わるのと同時に発車チャイムが鳴って、ゆりかもめのドアが閉まった。

　新橋駅を出発したゆりかもめの編成が、速度を上げて、高層ホテルなどが建ち並ぶ汐しお留どめに差し掛かった頃。

　警察庁の建物から出た大おお泉いずみ参さん事じ官かんは、すぐ隣となりにある警視庁の災さい害がい対策室に移動し、そこで詳しよう細さいな情報を受け取って驚く警視庁の幹かん部ぶに矢や継つぎ早に指示を下していた。

「対象はすでにお台場に入りました。お台場方面から都と心しん部に向けて、現在風ふう速そく二メートルの南風が吹いており、対象はこの風にウィルスを乗せるつもりであると思し料りようされます！　万まんが一いちの場合を考え、直ちにお台場に通じるすべての道路を封鎖し、交通機き関かんを停止する措そ置ちを取っていただきたい！」

　警視庁の幹部は目を見開いた。

「無理だ！　お台場には民みん間かん放送局もあるのだぞ！　マスコミがすぐに嗅かぎつけて、大騒ぎになるのは間違いない！」

「ええ、大騒ぎになるでしょう……だが、それが何だというのですか？　もし、対象がウィルスを振り撒まけば、それは大騒ぎでは済まない！　大だい惨さん事じと名前が変わるのです！　それとも何ですか？　何万人の都と民みんの命が消える事より、大騒ぎになって自分の椅い子すと机が消える事のほうが心配なのですか？」

「……いや、別に私は自分のポストの事を心配したわけではない……」

　問い詰められた警視庁の幹部が、鼻はな白じろんだように答えたとき、列席者から叱しつ責せきの声が飛んだ。

「失礼だぞ！　そもそも君は警察官ではない！　我々に対し指し揮き命令を行える権けん限げんはないのだ！　なのに、すでに機き動どう隊たいの一部は緊きん急きゆう出動しているし、東京消しよう防ぼう庁ちようも第二次緊急出動をかけているそうじゃないか！　これについては誰も命令を出しておらん！　君と君の仲間が勝かつ手てに我々の名前を騙かたって動かしているだけだ！　この会議だって、結局は我々に現状を追つい認にんしろと言っているだけではないか！　たかが参さん事じ官かんふぜいが、よくもまあ、ここまで勝手な事をやれたものだ！」

　大おお泉いずみ参事官は、文句を言った者を含めて居並ぶ幹かん部ぶを見回して言った。

「ええ、確かに、たかが参事官ふぜいが、何を言うかとお考えでしょう。しかし、お渡しした資料は噓うそでもデタラメでも無いのです！　その、たかが参事官三人が、この件については関わっております……この三人、職を辞じす覚かく悟ごでおります！」

　そして、大泉参事官は、にやりと笑って言葉を続けた。

「そう、すでに責任を負うべき者は確保してあるという事です……御安心下さい。皆様にはなんら責任が及ぶものではありません！　すべての責任を、私と残り二人の参事官にかぶせていただいて結けつ構こうです！　その代わり、この件については、その計画書の通りに進めていただきます！　現実を直視し、この現実を追認していただきたい……私から言える事は以上です」

　大泉参事官がそう言い終えて着席したとき、災さい害がい対策室の一番奥おくに座っていた、警けい視し庁の最高責任者の男が小さな声で言った。

「……ここは、大泉君の指示に従おう……この件について最も状況がわかっているのは彼だ。そして責任を負うのも彼だ……」

　そして、その最高責任者は自じ嘲ちようするように小さく笑って付け足した。

「たかが参事官が、我が国の運命を左右する、というわけか。歴史は繰り返すと言うが……戦前のような歴史では無かった事を感謝すべきかもしれないね……」

　隣となりに座っていた警視庁の幹部が怪け訝げんな顔になった。

「それは……どういう事ですか？」

「なに、たわ言だよ……満まん州しゆう国こくを作ったのは誰なのか知っているかね？　そしてそのときの彼の階かい級きゆうを知っているかね？」

「いいえ、階級までは存じません」

　首を振った幹部に、最高責任者は静かに答えた。

「彼はあのとき……たかが中ちゆう佐さだったのだよ」







　　　第九章　「五月二十日・午後四時・東京・お台だい場ば」







　龍たつ也やの乗ったゆりかもめの編成が、レインボーブリッジを渡った頃、ゆりかもめの運転司し令れい室は、大騒ぎになっていた。

　駅の構内カメラが、車両の後部にしがみついている少女の姿を捉とらえていたのだ。

「どうやってあんなところに乗ったんだ？」

「どうやって乗ったかなんてどうでもいい！　とにかく、車両を停止させろ！　あのままでは危険だ！」

「該がい当とう編成は、まもなくテレコムセンターにつきます！」

「よし、そこで運転を打ち切れ！　テレコムセンターの駅員に連絡しろ！　少女を保ほ護ごするんだ！」

　やがて、走行していたゆりかもめの全ぜん編成の車内に、アクシデントが発生したため、全車両が次の駅でしばらく停止するというアナウンスが流れた。

　クー・フーの乗った車両は、ゆっくりと減げん速そくして、テレコムセンター駅に停車した。

　……ここまでか、もしかすると警察が動きだしたのかも知れんな。交通機き関かんを停止させるのは、非常警けい戒かい措そ置ちとしては当然の措置だからな。

　クー・フーは、小さく舌した打うちをして座席から立ち上がると、テレコムセンターのホームに降り立った。

　車両の最さい後こう尾びに張り付いていたシーデは、その姿を見み逃のがさなかった。

　ホームの端はしっこにぴょんと飛び移ると、そのまま非常ドアのノブに足をかけて、アクリルの壁を乗り越えて、ホームに飛び降りた。

　そのとき、改かい札さつのほうから、制服を着た男が二人慌あわてて走って来た。

　それは、シーデを保護するようにという指示を受けた駅員だった。しかし、その姿を見たクー・フーは、その制服を誤ご解かいした。

　……さっそく警察が動きだしたか……だが、捕まるわけにはいかんのだ！

　右手の袖そでからアングーを取りだしたクー・フーは、走ってくる駅員めがけて飛び掛かった。

　まったく警戒していなかった二人の駅員は首くび筋すじを強打されて、そのままその場に昏こん倒とうした。

「ふん……不ふ甲が斐いないやつらだ……」

　クー・フーは不運な二人の駅員を見下ろしてそうつぶやくと、一気に階段を駆け下りた。




　一方、龍也たちの乗ったゆりかもめは、お台場海かい浜ひん公園で停止したままだった。

　アクシデントのため運転を一いち時じ見合わせているという車内アナウンスを聞いた龍たつ也やは立ち上がってリューカ姫に言った。

「降りるしかないようだね……でも、なんとかお台だい場ばに入れたから良かった」

「シーデはどの辺りにいるのでしょう？」

「さあね、俺たちより一本か二本先を走っている列車に乗っていたはずだけど……」

　龍也がそう言って、テレコムセンターのほうを見たとき、携帯電話が鳴った。

「シーデだ！」

　通話相あい手てを確認した龍也は慌あわてて電話を耳に当てた。

『今、どこにいる？　え？　テレコムセンターの駅の下？　クー・フーは次の駅の方向に向かって歩いている？』

　龍也は、お台場海かい浜ひん公園の駅の港内に掲けい示じされている、ゆりかもめの路ろ線せん図ず表ひよう示じを見上げた。

　……次の駅は青海あおみか……なんでそんなところに向かっているんだ？

　電話の向こうからシーデの声がした。

『わあ、でっかい観かん覧らん車しやが見えるよ！　クー・フーはそっちに向かってる！』

『……観覧車？　ああ、パレットタウンの観覧車か……』

　お台場の地図を見上げていたリューカ姫が言った。

「パレットタウンは近いんですね、線路はぐるっと回り込んでますけど、距離的にはテレコムセンターよりここのほうが近いような気がします」

　リューカ姫の言う通りだった。ゆりかもめはアルファベットのＤの字の外がい周しゆうに沿って走っているようなものだ。Ｄの字のてっぺんから曲線ではなく直線に沿って降りたほうが距離が短いのと同じ理り屈くつだった。

「そうか。ここから真まっ直すぐ行けば、クー・フーを挟み撃うちにできるかもしれない！」

　龍也は携帯電話の向こうにいるシーデに向かって言った。

『俺とリューカ姫はお台場海浜公園の駅から真っ直ぐ青海のパレットタウンに向かう！　サラサさんが日本の警察の人と一緒にこっちに向かっているそうだ！　警察が来るまで、しっかりクー・フーを見張っていてくれ！』

『うん、わかった！　でも、このメイドさんの格かつ好こうは目立っちゃうし、一本道だから、あんまり近づけないんだ……遠くから見張っているね！』

『そうだ、もうすぐ警察がやって来る！　俺たちの仕事は、それまで見失わないようにする事なんだ。無理するなよ！』

　電話を切った龍也は、心配そうに見ているリューカ姫に向かって笑いながら言った。

「シーデは大丈夫！　今、クー・フーの後を追っているって……さあ、俺たちも急ごう！」

「はい！」

　龍也とリューカ姫はお台場海浜公園の駅の階段を駆け下りた。

　そして、階段の中ほどまで来たとき、海から吹いてきた風が狭い階段を下から吹き上げた。

　リューカ姫のメイド服のスカートが風をはらんでふわっとめくれ上がった。

「きゃ！」

　小さな悲鳴を聞いた龍たつ也やは思わず振り返った。

　そこに見たものは、白いレースのフリルのついたペチコートの下に伸びるリューカ姫のストッキングとガーターベルトと……。

　その上が見える前にリューカ姫は慌あわててスカートを押さえて叫んだ。

「見ないで！」

「あ、ご、ごめん！」

　真まっ赤かになって前を向いた龍也は誤ご魔ま化かすように口走った。

「いやあ、風が……」

　そのとき、龍也は思いあたった。

「そうか！　風だ！」

「え？」

　目を丸くするリューカ姫に向かって龍也は言った。

「クー・フーは、この風に乗せてウィルスを撒まくつもりなんだ！　高いところから」

「高いところ？……」

　お台だい場ば海かい浜ひん公園の階段の途と中ちゆうで、お台場の中を見回した二人の目が、同時に正面に見えるパレットタウンの観かん覧らん車しやに向いた。

「あれだ！　だからクー・フーは青海あおみの方向に向かっているんだ！」

「急ぎましょう！」

　龍也は走りながら携帯電話を取りだした。そして、サラサの電話番号を画面に呼びだすと発信ボタンを押して耳に当てた。

　呼びだし音三回目で、電話にサラサが出た。

「あ、サラサさん？　今どこ？　こっちは、ゆりかもめの青海の駅の近くにあるパレットタウンってところに向かってる……ヤツも、今、テレコムセンターの駅から青海の方向に向かってるんだ。え？　そこに何があるかって？　ほら、浅あさ草くさから船に乗ってお台場についたときに見えたでしょう？　大きな観覧車が！　そう、そこからウィルスを撒こうとしているんじゃないかと思うんだ。お台場には高層ビルもあるけど屋上に出られるとは限らないし、警けい備び員とかもいるから、確実に高いところに行けるのは、あれしかないと思うんだ。うん。そう……それに、リューカ姫が言っていたけど、あいつは一人でも多くの人間を殺す事が英えい雄ゆうだって思ってる……だとしたら、人がたくさん集まる遊ゆう園えん地ちとかでウィルスを撒こうと考えるんじゃないかな？

　確かく証しようは無いよ、俺の推すい理りだ。でもそれしかないと思うんだ！　警察のパトカーを大だい至し急きゆうパレットタウンに向けるように言って！　うん、わかった、無理はしない。っていうより俺に実力行使は無理だよ！　え？　ああそうだよ、いいの、俺は日本じゃただの腰こし抜ぬけ予よ備び校こう生なんだから！」

　不ふ機き嫌げんそうな顔で携帯電話を切った龍たつ也やを見て、リューカ姫が怪け訝げんそうな顔で聞いた。

「……どうかしましたか？」

「え？」

　龍也はリューカ姫の顔を見て、慌あわてて自分の顔の前で手を振ってみせた。

「いや、たいした事じゃないよ。サラサさんに、俺は戦せん闘とう能力が低すぎるから足止めできないだろうって言われたのさ……まあ、認めるしかないんだけどね」

「そんな事はありません！」

　リューカ姫は胸の前で両手を握り締めて、力りき説せつした。

「それは……確かにタツヤは、殴なぐりあったり格かく闘とうしたり、そういった事は不慣れで、コシヌケです。でも、タツヤには知ち恵えがあります！　タツヤは賢けん者じやです！　腕わん力りよくが無くたって、武器が使えなくたって、その場にあるものを使ったり、他人の力を使って戦えるのなら、それは立りつ派ぱな戦闘能力です！　私はタツヤを尊そん敬けいしてます！　素す晴ばらしいと思います！」

　メイド服姿すがたのリューカ姫の熱い視線を浴びて、その真剣な言葉を聞いたとき、龍也はぐんと背中が伸びたような気がした。

　……きっと、リューカ姫は巫み女こじゃなくて魔ま法ほう使いなんだ。その証しよう拠こに、今、俺にエンチャントの魔法を使ったじゃないか。

　女の子の信頼と尊敬が背中を押してくれるなら、男は誰だって勇ゆう者しやになれる！

　龍也は、お台だい場ば海かい浜ひん公園からパレットタウンに抜ける、テレポートブリッジと呼ばれる陸りつ橋きようを指差した。

「高速道路をまたぐあの橋を通ればパレットタウンは目の前だ！　急ごう！」

「はい！」

　龍也はリューカ姫の手を握ると、テレポートブリッジに向かって走りだした。




　一方その頃、テレコムセンターの駅からクー・フーの後を追って青海あおみに向かっていたシーデは、肝かん心じんの相手を見失っていた。

　テレコムセンターの駅から、ゆりかもめの高こう架か沿ぞいに広い通りまでは追いかける事ができたのだが、その先には遮しや蔽へい物が無く、見通しが良すぎるのだ。時とき折おり後ろを確認するクー・フーの視線を逃れるために、二百メートル近い距きよ離りを取らざるを得なかった。

　クー・フーが青海一丁ちよう目めの交差点を、パレットタウン方向に曲がったのを確認したシーデは、全速力でその交差点の角まで走って距離を縮めた。

　そのとき、一台のパトカーが赤せき色しよく灯とうを点てん滅めつさせながら、テレコムセンターの方角に走って行った。

　それは、クー・フーに殴なぐり倒された駅の係員からの一一○番通つう報ほうを受けて、現場であるテレコムセンター駅に向かっていた所しよ轄かつの地域課かのパトカーだった。

　このとき、すでに東京二十三区内には広域緊きん急きゆう配備が発令されており、特に湾わん岸がん部を管かん轄かつする一方面と二方面の各かく警察署しよには重要事じ件けん発生に伴う、緊急出動が発令されていた。

　しかし、緊急配備のその最さ中なかにもトラブルや犯罪は発生し、一一○番通報は次々に入ってくる。こういうとき警察はその両方に対応しなくてはならないのだ。

　パトカーとすれ違ったシーデはそのまま走って青海あおみ一丁ちよう目めの交差点まで来て、パレットタウンの方向を見た。

　そして、シーデは目を見開いた。

　……あれ？　さっきあいつはこの交差点を曲がったのに、なんでいないんだ？

　シーデの顔から血の気が引いた。

　……どうしよう？　ここまで来て見失うなんて！

　あたりを見回した後で、シーデははっと気がついたように、首から提さげていた携帯電話を手に取った。




　龍たつ也やがシーデの電話を受けたのは、パレットタウンの手前にある公園に下りる階段に差し掛かったときだった。

　携帯電話の表ひよう示じを確認した龍也は、小声で叫んだ。

「シーデからだ！」

　耳に当てた携帯電話からは、半分べそをかくようなシーデの声が聞こえて来た。

『ああ、どうしようシマオオカミ！　クー・フーを見失っちゃったよぉ！　さっきまでここにいたんだよ！　ホントだよ！　なのに、ちょっと目を離したら消えちゃったんだ！』

『なんだって？　どうやって消えたんだ？　あとをつけていた事を気が付かれたのか？』

『わかんない……距離を取って追いかけていたから、見つかってはいないと思うんだけど……』

　龍也は携帯電話を耳から離して、心配そうに見ているリューカ姫に言った。

『シーデがクー・フーを見失ったみたいだ！』

　その言葉を聞いたリューカ姫は目を見開いた後で、真剣な表情になって言った。

『大丈夫です！　場所はわからなくても、あの男が近くに来ればわかります！　シーデと一緒に動きましょう！』

『あ、そうか！　わかった！』

　龍也は携帯電話の向こうにいるシーデに向かって言った。

『あいつの目標はおそらくパレットタウンの観かん覧らん車しやだと思う！　リューカ姫がいれば、ヤツが近くにいるかいないかわかる！　俺たちと合流しよう！　パレットタウンの中に円えん形けい広場があるから、そこで落ち合おう！』

『うん、わかった！　すぐに行く！』

　シーデはそう言うと携帯電話をたたんで、目の前に見えているパレットタウンの大だい観かん覧らん車しやに向かって、全速力で走りだした。

　シーデの姿が消えて一分ぐらい過ぎたとき、青海あおみ一丁ちよう目めの交差点の角にある駐車場の管理用のプレハブの陰から、クー・フーがゆっくりと姿を現した。

　クー・フーは走って行ったシーデではなく、テレコムセンターの駅へと向かうパトカーをじっと見つめていたが、これといって動きが無いのに安心したのだろう。そのまま早足でパレットタウンへと歩きだした。

　……警察が動きだしたな。ここまで来て捕まるわけにはいかん。任務を急がねば。

　クー・フーは自分に言い聞かせるように小さくうなずくと、足を速めた。




　日曜日の午後四時。

　パレットタウンは家族連れで混雑していた。

　お台だい場ばは、観光スポットになっているが、実際はビジネスタウンとして作られており、遊ぶ場所はそう多くは無い。特に、お金をかけないで、手軽に遊べる場所というと、このパレットタウンくらいしかない。ここに人が集まるのはそういう理由もあった。

　パレットタウンの中に作られている自動車メーカーの広報施し設せつとショッピングモールとの間には、吹き抜けの大きな円形の広場が作られている。

　その真まん中なかでは、大だい道どう芸人がジャグリングをやっているところだった。

　軽快な音楽が流れ、観客が歓かん声せいを上げる中で、龍たつ也やとリューカ姫、そしてシーデの三人は必死になってあたりを見回し、人々の中にクー・フーの顔を捜していた。

『どこにいるのかわかる？　姫ひめ巫み女こさま！』

　シーデがリューカ姫の顔を覗のぞき込んだ。

　リューカ姫は精神を集中するように目を閉じて、じっと立ち尽くしていた。

　……祖そ霊れいの力を我に与えたまえ。

　この地はわが祖霊の住まいし地にあらず異い国こくなり。

　なれど、この地に住まいし人々の子を思う心、親を思う心に違いなし。

　この地の祖霊、我に力を……。

　そのとき、リューカ姫の脳のう裏りに、何かが走った。

　それは、クー・フーの居い場所だった。なぜ、それがわかったのか、説明はつけられない。

　リューカ姫には、それがわかった、としか答えようがない。

　リューカ姫は黄き色いろく輝く瞳ひとみを見開くと、円形広場の上を指差して叫んだ。

「あそこにいます！　この広場の上！　今、隣となりの自動車のショールームに入って行きます！」

　そのリューカ姫の目を見た龍也は驚いた。

「リューカ姫！　目が！」

「え？　目がどうかしましたか？」

　龍たつ也やを見たリューカ姫の瞳ひとみの色はいつもの鳶とび色いろに戻っていた。

「あ、いや、なんでもない、急ごう！」

　三人は、円形広場の一番上にある通路に向かって階段を駆け上がった。

　青海あおみの駅から真まっ直すぐ伸びる陸りつ橋きようを渡って、パレットタウンの真まん中なかにある円形の広場のようなところの脇を通ったクー・フーは、そのまま右手にある自動車会社のショールームに入った。

　未来的なデザインの自動車が並ぶショールームを抜けたところで、クー・フーは目の前にある大だい観かん覧らん車しやを見上げた。

　……ゴンドラは密みつ閉ぺい式だが、窓は開くようだな。転てん落らく防止用の格こう子しがはめられているが、ウィルスを霧きり状じようにして撒まくには支し障しようとはならんだろう。

　……ここからこのウィスルを撒いたら何万人死ぬかな？

　自分の心の中に湧わき上がる黒い嬉よろこびに、唇くちびるを歪ゆがめるようにクー・フーが笑ったそのとき、龍也たちはクー・フーを視し野やに捉とらえた。

　観覧車は目の前にあった。しかし、まだ警官は誰だれ一人としてここに来ていなかった。

　龍也の耳にサイレンの音は届いていた、しかし、それは遠く無力だった。

　……くそ！　間に合わない！　どうする？　どうすればいい？

　警察は何をやってるんだ！　ヤツを見つけたってのに、肝かん心じんの警察官がいなけりゃ俺には何もできないじゃないか！

　そのとき、シーデが叫んだ。

『ボクが行く！』

『無理だ！　サラサさんでもかなわなかったんだぞ！』

『でも、足止めはできる！　それならボクにもできる！』

　そう言うなり、シーデはスカートの下から飛びクナイを抜き、両手に構えてクー・フーに向かって走りだした。

　その、シーデの後ろ姿は、いつもより小さく、年よりもまだ幼い子供のように見えた。

　やめろ！　……と言いかけて、龍也はその言葉を飲み込んだ。

　……俺は何をしている？

　俺は、ここで、何をしているんだ？

　俺には、シーデを見送る事しかできないのか？　俺には何もできないのか？

　……本当か？

　警察官が来なけりゃ、何もしなくていいのか？

　確かに俺には何の権けん限げんも無い。ただの浪ろう人にん生せいで、おまけに格かく闘とう術じゆつも何も習っちゃいない。俺にできることは、何なに一ひとつ無い。

　でも、本当に何もしなくていいのか？　何かできるんじゃないのか？　見ているだけか？　この東京にウィルスがバラ撒まかれて、人がばたばた倒れて死んでいくのを、俺は見ている事しかできないのか？

　龍たつ也やの前には、パレットタウンで週末を過ごす家族連れの姿があった。

　小さな女の子を肩かた車ぐるまする若い父親と、妹を羨うらやましそうに見上げる男の子、その姿を見て優しく微笑ほほえむ母親。

　手を繫つないで、恥ずかしそうに頰ほおを染そめる高校生くらいのカップル。

　きゃあきゃあと歓声をあげて走り回る小学生低学年くらいの子供たち。

　誰もが、昨日きのうと同じ今日、今日と同じ明日が来ると信じて疑わない、日常の光景がそこにあった。

　だが、龍也の目の中に映るその光景が、一いつ瞬しゆんにして色彩を失った。

　そのモノクロの光景の中に龍也が見たものは、そこにいるすべての人が、ばたばたと倒れ、死んでいく光景だった。

　……動くものは無かった。

　視し界かいの中には、ただ、人の骸むくろだけが転がっていた。

　子供も大人おとなも男も女も、すべての人が、もの言わぬ死し骸がいとなって、その場に倒れ伏していた。

　……死ぬんだ。

　みんな死ぬんだ。この人たちも、この東京に暮らしている人たちも……そして、今、ここにいる俺も、シーデも……そしてリューカ姫も！

　そのとき、龍也の中にあった迷いが消えた。

　……嫌だ！

　俺はそんなのは嫌だ！

　何もしないで、何もできないって理由で、ここでヤツを見み過すごせば、このすべてが消えるんだ！

　……やってやる！　俺だって何かの足しになるはずだ！　何もできない、やれないって決め付けて、見ている事なんかできない！

　俺は言ったじゃないか、キシトン大だい統とう領りように、胸を張って……やってみなけりゃわからないじゃないか……って！

　そうだ！　やってみなけりゃわからない！　俺だって、クー・フーを止められるかもしれない！

　龍也は、両手の握りこぶしに力を入れて、自分に気き合あいを入れると、シーデの後を追って走り出した。

　観かん覧らん車しやに向かって歩きだしたクー・フーは、後ろから殺さつ気きをはらんだ何かが近づくのを感じた。

　……くっ！

　クー・フーは横っ飛びに飛んだ。

　殺気の固まりは黒い小さな短たん剣けんだった。

　一いつ瞬しゆん前まで立っていた場所に、その黒い短剣が突き立つのを見たクー・フーは顔を上げて、その短剣を放った相手を探した。

　そして、クー・フーは目を見開いた。

　……メイドか！

　そこには、両手に飛びクナイを持ったシーデ、リューカ姫、そして龍たつ也やの姿があった。

　クー・フーの顔に、余よ裕ゆうの笑えみが浮かんだ。

「ふん、子ガ供キか……」

　ジャケットの右袖そでと左袖から黒い鉄の棒のようなものを取りだして、クー・フーは構えた。

「大人おとなの仕事を邪じや魔ましちゃいけない……これは遊びじゃないんだよ」

『ふざけるな！』

　叫びと共にシーデが右手に持っていた飛びクナイを投げた。

　キン！

　クー・フーが、金属音おんと共に片手でその飛びクナイを払い落とす。
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　その瞬しゆん間かんを待っていたかのようにシーデが一気に間ま合あいを詰めた。

　シーデの手には、すでに次の飛びクナイが握られていた。

　クー・フーは、至し近きん距離から投げられる事を予測して、アングーを小さく構えた。だが、シーデはその予測の裏をかくように、飛びクナイを握ったままさらに間合いを詰め、右手に握ったそれでクー・フーの顔面を突いた。

　クー・フーはその突きを左手のアングーで下から受けた。

　しかし、その動きを見切っていたかのようにシーデの左手の飛びクナイがクー・フーの腹部を襲おそった。

　クー・フーはそれを右手のアングーで受けた。

　キン！　キン！　という金属音と、飛びクナイとアングーが空気を切り裂く音が続いた。

　数回打ち合った後で、間合いを取るようにシーデとクー・フーは互いに飛び下がった。

「小こ娘むすめと思っていたが……なかなかやるな……」

　クー・フーがそうつぶやいたとき、龍たつ也やが叫んだ。

「もう逃げられないぞ！　警察がここを包ほう囲いしている！　あのサイレンの音を聞け！」

　龍也の言葉の通りだった。

　気がつくと、パトカーのサイレンの音が四し方ほう八はつ方ぽうから聞こえていた。それは五台や六台の音ではなかった。そして、パレットタウンの上空を数機のヘリコプターが旋せん回かいしはじめていた。

　クー・フーは、しばらく様よう子すをうかがうかのようにあたりに油ゆ断だん無い目を配った後で、小さくうなずくと降こう伏ふくしたかのように両手を下げた。

　龍也がほっと気を抜いたそのとき、リューカ姫が叫んだ。

「危ない！　タツヤ！」

　その言葉とクー・フーが左手を振ったのは同時だった。

　龍也の前に飛ひ来らいした黒い物体の前にシーデが身を躍おどらせて、それを叩たたき落とそうとした。

　しかし、飛びクナイが当たった瞬しゆん間かんに、その物体は鈍い音と共に灰はい色いろの粉こなを撒まき散らして砕け散った。

『くっ！』

　シーデは、短い悲鳴を上げて、その場に膝ひざをついた。

『シーデ！』

　慌あわてて駆け寄る龍也とリューカ姫に向かってシーデは叫んだ。

『ボクは大丈夫！　ただの目め潰つぶしだ！　それよりあいつを追って！』

　見ると、クー・フーは右手にアングーを持ったまま観かん覧らん車しやの乗り場に向かって走って行くところだった。

　龍也は考えた。

　……俺が素す手でで追いかけたって、あのクー・フーという男を足止めなんかできっこない。

　何か方法は無いか？　催さい涙るいガスの代わりになるようなもの……粉ふん末まつ消火器！　いや、そんなものを探している暇ひまは無い！

　くそ！　俺おれ一人でなけりゃ、よってたかってとびかかって、押さえ込めるのに！

　いや、俺がもっと強ければ……相撲すもうの横よこ綱づなくらいの大おお男おとこで力があれば！

　龍たつ也やの視線は心配そうに見つめているリューカ姫に飛んだ。

　リューカ姫は青ざめた顔でシーデのカバンをしっかりと抱えていた。

　そのカバンを見たとき、龍也の脳のう裏りに一つのアイディアが浮かんだ。

　……押さえ込む……押さえつける……。

　……そうだ！　あのカバンだ！

「そのカバン貸して！　そいつであいつを何とかする！　ちゃんと動けば、だけどね」

　リューカ姫ははっとした表情になってから、力強くうなずいてシーデのカバンを差しだした。

「動きます！　大丈夫です！　これはサゴンのお守りです！」

　龍也はそのカバンを受け取ると、クー・フーの後を追った。

　観かん覧らん車しやの乗り場にはゲートがあり、人が一人通れるかどうかという隙すき間ましかない。今日は日曜日という事もあって、乗り場は混こん雑ざつしていた。

　その人の群れで、クー・フーは足止めを食らわされていた。

「ええい邪じや魔まだ！　どけ！」

　前を塞ふさぐ人間を、次々に殴なぐりつけて道を開けさせて前に進むたびに悲ひ鳴めいと怒ど号ごうが飛び交った。

　クー・フーがゲートを突とつ破ぱして、観覧車乗のり場の階段を駆け上がったとき、すぐ後ろに龍也が迫っていた。

　観覧車というのは止まらずに、ゆっくり回り続けている。

　乗るのも降りるのも、動くゴンドラに合わせて人間が歩いて降りたり乗り込まねばならない。だから危険防止のために係員が二人ほどついている。

　観覧車のゴンドラがゆっくりと回って近づいて来ると、係員がドアを開けて乗っていた乗客を降ろし、そして入れ替わりに客を乗せるのだ。

　悲鳴と怒号を背負ったクー・フーは、乗り場に駆け上がると、制止する係員をけり倒して、目の前にあったゴンドラに乗り込んで扉とびらを閉めた。

　だがゴンドラの扉の鍵かぎは外にあり、係員が扉を閉めて鍵をかけるシステムになっているために、扉を閉める事はできたが、鍵をかける事ができなかった。

　龍也はクー・フーが乗ったゴンドラに駆け寄りながら、抱えていたシーデのバッグの中に手を突っ込んで中をまさぐった。

　……くそ、ヒモはどこだ？

　そのとき、龍也の手がゴムボートを膨ふくらませるヒモを探り当てた。

　……よし、こいつだ！

　龍たつ也やはそのヒモを思いっきり引きながら、扉とびらを開けてクー・フーの乗っているゴンドラに飛び込んだ。

　ゴンドラに乗り込んできた龍也をクー・フーが蹴け落おとそうとしたそのとき。

　ばしゅぅうううううう！

　ガスが注入される音とともに、龍也が抱えていたバッグの中から、魔ま法ほうのランプが巨人を呼びだすようにむくむくと黒いゴムの塊かたまりが膨ふくれ上がり始めた。

「う、うわ！　なんだこいつは！」

　狼ろう狽ばいするクー・フーの目の前で黒いゴムの塊は見る見るうちにゴムボートに姿を変えていった。

　シーデのカバンに入っていたゴムボートは三人用の大きなものだった。それが、電話ボックスを一回り大きくしたほどのサイズしかないゴンドラの中で膨れ上がったのだ。

　クー・フーと龍也は、あっと言う間にゴンドラの内壁に押しつけられた。もはや、ゴンドラの中に自由に身体からだを動かすスペースは無かった。

「く……くそ……」

　窓に押し付けられたクー・フーは悪あく態たいをつきながら、じりじりと手を動かして、胸ポケットの中に入っているアンプルに手を伸ばした。

　そのクー・フーの手の動きが、膨れ上がったゴムボートの反対側にいた龍也から見えた。

　胸ポケットから取りだした手にガラスの試し験けん管かんのような物が見えたとき、龍也はそれがウィルスのアンプルだと確信した。

　……あいつを割られたらおしまいだ！　何とかして取り上げないと！

　クー・フーはそのアンプルを開いている窓の方向に向けて突きだした。

　ゴンドラの中で必死に手を伸ばしながら龍也は叫んだ。

「やめろ！」

「うるさい！　霧きりにして撒まく事はできなくとも、こいつを落とせば、中身が飛び散る！　この遊ゆう園えん地ちに来ている連れん中ちゆうを感かん染せんさせる事ぐらいはできる！　ざまあみろ！　お前も死ぬ！　あのメイドのガキも死ぬ！　もはや感染は止められんのだ！」

　必死に伸ばした龍也の指先が、クー・フーの伸ばした手の先にあるアンプルに触れた。

「あ、くそ！　邪じや魔まをするな！」

　ゴンドラの中で膨れ上がったゴムボートを挟んで抱きかかえるように壁に押し付けられた龍也とクー・フーはその姿し勢せいのまま、手を伸ばして指先だけでアンプルを奪い合った。

　どれくらいそうやって取り合ったのだろうか、ついにクー・フーはアンプルを窓の格こう子しの隙すき間まから突きだすことに成功した。

「あ、くそ！」

　龍也の言葉を聞いたクー・フーは勝利を確信したように叫んだ。

「わはははは！　見ろ！　これで終わりだ！」

　そして、クー・フーは窓の格こう子しの隙すき間まからアンプルをぽろっと落とした。

「ああああ！」

　龍たつ也やは絶望的な声を上げた。

　ガラスのアンプルが地上に落ちて砕け、内容物が飛ひ散さんする光景が脳のう裏りに浮かんだ。

　……間に合わなかった！　俺たちは死ぬんだ！　俺もリューカ姫もシーデも……みんな感かん染せんして死ぬんだ！

　目に映るすべてのものが色しき彩さいを失って、黒と灰色に見えた……。

　そのとき、すぐ近くでリューカ姫の声がした。

「大丈夫です！　タツヤ！」

「え？」

　視し界かいに色彩が戻って来た。

　窓の外を見た龍也は思わず叫んだ。

「あれえ？　なんでそこにいるの？」

　ゴンドラのすぐ外にリューカ姫が立っていた。その手にはクー・フーが落としたはずのアンプルが握られていた。

　……あ、そうか！　クー・フーと二人でアンプルを取り合っていたうちに、観かん覧らん車しやが一周していたんだ！

「は、はははははは」

　龍也が嬉よろこびと安あん堵どの入り混じった笑い声を上げたとき、係員が非常停てい止し装置のスイッチを押したのだろう。非常ベルの音とともに、ごごごごん！　という大きな響ひびきを立てて観覧車が止まった。

　リューカ姫の後ろにある階段から、制服の警察官とスーツを着た屈くつ強きような男たちが足音も荒く駆け上がってきた。

　そしてその後ろに、三角巾きんで左手を吊つったメイド服姿のサラサがいた。

　ゴムボートが切り裂かれ、まずクー・フーが引きずり出された。

　床にうつ伏せに押さえつけられ、両手を後ろで組まされて手て錠じようを打たれたクー・フーは、何も言わず無言で憎にく々にくしげに龍也をにらみつけて叫んだ。

「貴き様さまは何者だ！　警察でも当局者でもない、ただのガキが、なぜ俺の邪じや魔まをする！」

　龍也は、さらりと答えた。

「俺は、普通の人間だよ……ただ、見て見ないふりができなかっただけの……普通の人間さ」

　クー・フーは、ギリギリと奥おく歯ばを嚙かみ締めるようにして憎しみの言葉を吐きだした。

「……普通の人間だと？　馬鹿か！」

　龍也には、その憎しみの目が、心ここ地ちよかった。

　……憎まれるのが楽しいなんて、変な気分だな。

　脱だつ力りよく感かんと共に見上げたお台だい場ばの空には、夕暮れの雰ふん囲い気きが漂っていた。

　クー・フーが引っ立てられていくのを見送ったとき、心配そうな顔のリューカ姫がゴンドラを覗のぞき込んだ。

「タツヤ！　大丈夫ですか？　怪け我がはしてませんか？」

「え？　あ、ああ、大丈夫。どこも怪我していないよ、この通りぴんぴんしてる……」

　そう言ってゴンドラの中で立ち上がろうとした龍たつ也やは腰に力が入らず、その場にへたり込んだ。

「大丈夫ですか！」

　慌あわてて駆け寄るリューカ姫に情なさけ無さそうな微笑ほほえみを向けて、龍也は答えた。

「は、はははは、腰が抜けたみたいだ」

　サラサがゆっくり歩み寄って微笑みかけた。

「ようやった……龍也、お疲れ様じゃな」

　ゴムボートの残ざん骸がいが散らばるゴンドラの中に座り込んだまま、龍也は大きく息を吐いた。

「……ホントに疲れたよ」







　　　第十章　「五月二十三日・成なり田た」







　成田空港のターミナルビルにある出発ロビーの中に、中央にある電光掲けい示じ板ばんから、発着する航こう空くう便の時間と行き先が切り替わる事を知らせるぽーんという電子音が、数分おきに響ひびき渡っていた。

　大きなスーツケースを押したり、日本土産みやげらしい提灯ちようちんや時代劇げきのような参さん度ど笠がさをキャスターつきのラゲッジバッグの上に積み上げた旅行者やビジネスマンたちが足早に行き交う出発ロビーの中で龍也は掲示板を見上げて、リューカ姫たちが乗るウズベキスタン航空のタシュケント直行便びんの表ひよう示じを探した。

　……あと二時間で、リューカ姫たちともお別れか。

　そう考えたとき、一緒に見送りに来ていた、龍也の母親が聞いた。

「タシュケントってところまで何時間かかるの？」

「え？　えーと、確か八時間半くらいじゃないのかな？」

　母親は目を見開いた。

「へえ、思ったより近いのね」

「いや、でも、そこは隣となりの国なんだ。そこからセリカスタンまで別の便に乗り換えなきゃならないんだ。結局十二時間くらいかかるんだよ」

　龍たつ也やの言葉を聞いた母親は笑った。

「それでも近いじゃない。三日も四日もかかるのに比べたら、その日のうちに着けるんでしょ？」

「そりゃあそうだけどさ……」

　龍也が肩をすくめてそう答えたとき、横にいたシーデが頭の後ろで腕を組んで不満そうに言った。

『あーあ、もう帰らなくちゃいけないのか。めちゃくちゃ面白かったのになあ』

『本当は、面白かったじゃ済まないんだけどな……国際問題になるって言うんで、結局あの事件は一切表おもてに出さずに、ただの強ごう盗とう事件の犯人って事になったらしいけど……また外がい務む省しようの人に疫やく病びよう神がみ見るような目で見られちゃったしなあ』

　ぼやくようにつぶやいた龍也を見て、シーデがにこにこ笑いながら言った。

『日本が嫌なら、シマオオカミもセリカスタンに来ればいいじゃん』

『そうもいかないよ』

『なんで？』

『僕は日本人だからさ』

『そうだね。でも、それがなんだっていうのさ、サラサのお祖じ父いさんだって日本人だったんだよ』

『それはそうだけど……』

　龍也があいまいに笑ったとき、シーデとのやり取りを聞いていたサラサが笑いながら言った。

「わしの祖父さんは死ぬまで日本に帰る事ができんかったが、今はそんな事はない。こうやって自由に行き来できる時代になったんじゃ。セリカスタン人だ、日本人だなどとこだわる事はないで。セリカスタンにも日本にもお前の居い場所がある。あとは龍也が選べばええんじゃ」

　サラサの言葉を聞いたリューカ姫がにっこり笑って言った。

「そうですよ、サラサのお祖父さんは日本人でした……そして、サラサのお祖ば母あさんは、キンリの姫ひめ巫み女こだったのですよ」

「え？」

　龍也が目を見開くと、リューカ姫は目を伏せてゆっくりと言った。

「タツヤ……私は待っています……ずっと」

「えーと……」

　リューカ姫の言葉の真意を計りかねて言葉に詰まった龍也の背中を、母親が思い切りどやしつけた。

「何をぼけっとしてるのよ！　女の子にああまで言わせて黙ってるつもり？」

「え？　あ、ああ」

　龍たつ也やは一歩進みでると、リューカ姫の手を取った。

「わかった、俺はセリカスタンに行くよ。セリカスタンの人たちのために何ができるか、まだわかんないけど、技術を身につけて、もうちょっと立りつ派ぱな人間になったら、きっと行く！」

　そして、龍也はにっこり笑って付け足した。

「そうだね……そんなに待たせないと思うよ」

「はい……」

　恥ずかしそうに微笑ほほえんで小さくうなずいたリューカ姫はすっと龍也に近づいて、その耳元に向かって小声で言った。

「待っていますよ……ご主人様」

「え？」

　驚く龍也を見て、リューカ姫は、晴れ晴れと微笑んだ。

「恥ずかしくて言えなかったけど……今なら言えます」




　ターミナルビルの屋上にある展望デッキに立った龍也が見ている前で、ウズベキスタン航こう空くうのマークをつけた白いジェット機が轟ごう音おんと共に加速を開始した。
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　そして、滑かつ走そう路ろの先で、ぐっと機き首しゆを上げると、灰色の煙を引いて一気に飛び立った。

　視し界かいから航こう空くう灯とうの点てん滅めつが見えなくなるまで空を見上げていた龍たつ也やが視線を外したのを見て、横に立って見送っていた龍也の母親が張り切るように言った。

「さて、家に帰ったら荷物まとめて旅支じ度たくだね！」

「なんで母かあさんが旅支度するんだよ」

　驚く龍也を見て、母親は当然だという風ふうに胸を張って歩きだした。

「何なに言ってんだい。息むす子こが嫁よめをもらうって言うんだから、親が挨あい拶さつに行くのは当たり前じゃない！」

「おいおい、待ってくれよ」

　母親は待たなかった。

「私はちゃんと聞いたよ。あの子がお前の事をご主人様って呼んだのを……主人というのは旦だん那なさんの事だろう？　ちゃんと籍せき入れなきゃダメだよ……セリカスタンで入にゆう籍せきってのはどうやるんだろうねえ……」

「いや、だからさ……あのご主人様ってのは、いわゆるお約束の一つで……」

「ほらごらん、約束したんだろう？」

「いや、その約束じゃなくて……」

　龍也が前をずんずん歩いていく母親の後を追いかけながら一いつ生しよう懸けん命めい言い訳をしていると、二人の前にダークスーツに身を固めた、高級官かん僚りようのような風ふう貌ぼうの中年の男がやってきて、龍也と母親の前に立った。

「？」

　怪け訝げんな顔で立ち止まった龍也と母親に向かってその中年男おとこは深々と一礼して、そのまま黙って通り過ぎていった。

　男の背中を振り返って見た母親が、怪訝な顔で龍也に聞いた。

「今の人は？」

「いや、知らない……会った事も無い人だな……」

　首をひねる龍也を見て、母親はうなずいた。

「そうだろうねえ、あんたみたいな、ただの浪ろう人にん生には縁えんが無さそうな、エリートっぽい人たちだったもんね、人違いじゃないの？」

「そうだよね、縁が無いよね」

　龍也はそう言って笑った。




　母親と共に去っていく龍也の後ろ姿を見送る大おお泉いずみ参さん事じ官かんに秘ひ書しよ官が聞いた。

「最後まで、彼とは接せつ触しよくしない予定では？」

　大おお泉いずみ参さん事じ官かんは小さくうなずいた。

「そう……そのつもりだった。だが、考えてみたまえ、彼のセリカスタンでの活躍が無ければサラサ殿どのは日本に来ていない。そして彼の機き転てんがなければ、我が国は今いま頃ごろ、間違いなく地じ獄ごく絵え図ずとなっていただろう」

　秘ひ書しよ官は食い下がった。

「しかし……この件が世に漏もれる可能性がある以上、彼との接せつ触しよくは避けていただかないと……」

　大泉参事官は秘書官を皮ひ肉にくな目で見て答えた。

「君がそう言いたいのはよくわかる。今や監かん視し役やくとなった君の立場から見れば当然だろう。あれだけ独どく断だん専せん行こうをやってのけた横よこ紙がみ破りの元もと参事官が、何をしでかすか、と上の連れん中ちゆうがびくびくしているだろうという事もな……だが、安心したまえ。私も引き際ぎわは心こころ得えているよ。あの件は、すべて秘密に行われ秘密のままに閉じた事件だ。こうなるために、この結果のために、私は職を懸かけて望んだのだ。自分が塗り込めた壁に自分で穴を開けるような真ま似ねはしない」

　そして、展望ロビーの端はしに立った大泉参事官はゆっくりと振り返った。

　母親と龍たつ也やが乗ったエレベーターの扉とびらが閉じるのを見て、大泉参事官はもう一度小さく頭を下げて言った。

「彼は特別な人間ではない。資格や能力があったわけではない。ごく普通の人間が当たり前に思う事を、彼は当たり前にやってのけた。それだけの事だ。

　だが……彼は英えい雄ゆうであり救きゆう世せい主しゆだ。

　私は思うのだよ。世の中というのは、特別な能力を持った一人の英雄や、特別の運命を持った救世主ではなく……彼のような、普通の人間が普通に、当たり前に生きていく事で変わっていくのではないかとね……」

　そして大泉参事官は、傍かたわらに立つ秘書官に向き直って言った。

「私は明日付けで官かん僚りようから民間人となる。これからの日本を背負っていくのは君のような若い官僚たちだ。私から君に言えるのは、すべての行動の基準は人間としてという視点が必要だ、という事だ」

「人間として……ですか？」

　怪け訝げんな顔をする秘書官を見て、大泉参事官は皮肉な微笑ほほえみを浮かべた。

「そうだ、自分のために国家や他人を動かすなら、こんな視点は必要ない。だが、より多くの誰かのために動かすのなら、絶対に忘れてはならない。組織で動くときも個人として動くときも、人間としてどうすべきかを忘れてはならない……この事を君もよく覚えておいたほうがいい……それだけだ」

　秘書官は黙って頭を下げた。




　大泉参事官は成なり田た空港のターミナルビルの中を静かに歩き始めた。

　発着便びんを告げるアナウンスが流れ、荷物を持った旅行者や、ビジネスマンたちが行き来する、いつもと変わらぬ日常がそこにあった。





ＥＮＤ









　　　あとがき




　どうも、鷹たか見み一かず幸ゆきです。『小さな国の救きゆう世せい主しゆ５　オツカレ賢けん者じやの巻まき』いかがでしたでしょうか？　『小さな国の救世主』シリーズは、この五巻を持って完結となります。

　お読みになった方はおわかりの通り、今回の舞台は中央アジアの架か空くうの小国「セリカスタン」ではありません。読者の方々が暮らしている、この、現実の日本です。

　現実の日本を舞台にするという事は、架空の世界のように作者の都つ合ごうに合わせて世界を構こう築ちくできないという事でもあります。

　別のレーベルで並行して書いているスペースオペラ『銀ぎん星せいみつあみ航こう海かい記き』はＳＦ世界ですから、いわば国家の政治体制から、その世界に暮らす人々の常識に至るまで、作者が作りだす事ができます。作ってしまった後は、作者といえどもその世界の中のルールに従わなくてはなりませんが、何も無いところに世界を作りだせるという事の自由度どは、既き存そんの世界の中で物語を動かす事の比ではありません。

『小さな国の救世主』のような、現実に存在する世界の枠わく組ぐみの中で事件が起こり、それに現実に存在する組織や個人が立ち向かうという種類の小説は「ポリティカルフィクション」と呼ばれるジャンルのお話です。

　カッコイイ主人公がカッコイイ事をやる、現実の地平からイマジネーションの翼つばさで羽ばたく物語がライトノベルであり、現実の地べたを転げまわるようなカッコワルイ泥どろ臭くさい話などはライトノベルではない、とお考えの方もいらっしゃると思います。

　でも、私は考えたのです。「カッコイイ主人公がカッコイイ事をやる」話は無理でも「普通の人間が何かを成し遂とげる事はカッコイイ」という話なら、ライトノベルとして書けるんじゃないかな？　……と。

　私は、ライトノベルというのはジャンルでは無いと思うのです。それは簡単に言えば「十代の読者でも読める、読みやすいエンタテインメント」の総そう称しようだと思うのです。

　ですから、ＳＦだろうがファンタジーだろうが、学園ラブコメだろうが、ミステリーだろうが、それこそポリティカルフィクションだろうが、十代の読者が読めて、そして面白がってくれれば、それは立りつ派ぱなライトノベルだと思うのです。

　さて、自分語がたりはこれくらいにして、今回の『小さな国の救世主５』についての簡単な謝しや辞じを述べさせて戴いただきたいと思います。

　まず、この本に登場する、秋あき葉は原ばらの「武器屋」というお店をはじめとする、様々な店や場所について、取材に応じていただけた事を心より感謝する次し第だいであります。

　そして、例によってサラサをはじめとする、キャラクターの話す広ひろ島しま弁べんの監かん修しゆうと作品に関するアドバイスについて、広島市在ざい住じゆうのゲームデザイナー「銅あかがね大だい」氏の協力を戴きました。重かさね重ね感謝する次第であります。

　また、この本の中に、広島に住むサラサの祖そ父ふの弟が語る、昭和十八年にキスカ島の撤てつ収しゆう部ぶ隊たいを乗せたエピソードがあります。

　これは『松まつ谷たにみよ子著ちよ　現代民みん話わ考こうⅢ　偽にせ汽車・船・自動車の笑いと怪かい談だん』の中に収しゆう録ろくされている、堀ほり英ひで男おさんの語った話を参考にさせて頂きました。

　この『現代民話考』は、世の中の人々の間に伝えられている様々なお話を取りまとめたもので、今で言うところの「都市伝でん説せつ」の原型とも言える様々な説せつ話わが収録されております。興味のある方はぜひ一度お読みになっていただければと思います。

　さて、次の電でん撃げき文庫のシリーズは、がらっと変わって、完全な異い世界を舞台にしたお話を考えています。

　地球上の人類の八十％が、謎なぞの伝でん染せん病によって死に絶たえた世界。その滅めつ亡ぼうしたもう一つの日本で、生き残った若者たちが再び文明の灯あかりを高々と掲げて、再生の道を歩き始める……というお話です。

　どっかで見たような世界観かんのお話ですが、あのシリーズとは、またちょっと違ったお話にしたいと考えておりますので、お楽しみに。


（担たん当とう編集者に迷めい惑わくをかけっぱなしの・鷹たか見み一かず幸ゆき）
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鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部で物語製造業を営む零細業者の一人。四分の一世紀以上警察官として勤務していたが健康上の理由で退職し作家になった変わり者である。様々な現場に遭遇し、事実は小説よりも奇なり、を身をもって体験したこと数知れず。経験値だけで作家をやっていけそうだとのこと。
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イラスト／Himeaki

最近メインパソがＭａｃからＷｉｎに変わったり、モニタに液晶使ってみたり、２０００年に購入したパソコン達がいろいろリニューアルです。描くモノも日々進化していったらイイな。

Himeakiサイトhttp://www.unisexline.com
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